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序 文 

宮城県には遠く旧石器時代に遡るものから、新しくは近世にいたる各時代の遺跡が数

多く知られています。これらはいずれも私達の祖先が築き上げた歴史を明らかにしてゆ

く上で不可欠な資料を包含しております。このようなかけがえのない文化遺産を後世に

伝えることは、私達にとって大きな責務であると考えております。 

近年においては、従来の開発優先に対する反省から自然や文化財を大切にしようとす

る気運が高まりつつあります。こうした流れのなかにあって、重要な遺跡やそれを取り

巻く環境を保存し、地域づくりの一環として積極的に整備活用してゆこうとする動きが

各地に広がってきていることは、文化財保護思想の一層の普及・啓蒙につながるもので

あり、まさに歓迎すべきことといえましょう。 

しかし、一方では頻発する開発行為により、遺跡のいくつかは破壊され、消滅する危

機にさらされているのも否めない実情です。こうしたなかにあって、宮城県教育委員会

では常に遺跡の所在や範囲等について関係者への周知を図るとともに、開発工事とのか

かわりが生じた際には、十分な協議・調整を重ね、可能な限りの保存に努めているとこ

ろです。 

本書は、仙塩道路建設に先立って、平成2～6年度に実施した「山王遺跡」八幡・伏石

地区などの発掘調査の報告書です。これらの成果が広く活用され、地域の歴史の解明の

一助となれば幸いです。 

最後に、遺跡の保存にご理解を示され、調査に際しては多大なるこ協力をいただいた

関係機関の方々、さらに実際に調査にあたられた皆様に対し、厚く御礼申し上げる次第

です。 

 

平成9年3月 

 

宮城県教育委員会教育長 

鈴 鴨 清 美 

 



例 言 

1．本書は建設省東北地方建設局仙台工事事務所が担当する仙塩道路建設工事に伴う発掘調査のうち、

平成元～8年度に調査した山王遺跡八幡・伏石地区と市川橋遺跡中谷地地区の調査成果をまとめたも

のである。仙塩道路建設関係遺跡発掘調査報告書の第5分冊（『山王遺跡Ⅴ－八幡・伏石地区他』）

にあたる。 

2．調査は宮城県教育委員会が主体となり、宮城県教育庁文化財保護課が担当した。 

3．発掘調査および整理・報告書の作成に際しては、次の方々および機関から指導、助言を賜った。 

（五十音順、以下敬称略）。 

相沢清利、荒井 格、石田明夫、石本 弘、今泉隆雄、宇野隆夫、岡田茂弘、岡村道雄、 

菊地芳朗、菊池 豊、工藤哲司、佐藤和彦、白崎恵介、鈴木拓也、高倉敏明、高野芳弘、 

千葉孝弥、辻誠一郎、楢崎彰一、西中川駿、西本豊彦、丹羽 茂、平川 南、藤沢 敦、 

藤沼邦彦、古川雅清、松本秀明、村山斌夫、柳沢和明 

東北歴史資料館、宮城県多賀城跡調査研究所、多賀城市埋蔵文化財調査センター 

4．本書の作成には、佐藤則之・古川一明・菅原弘樹・佐藤憲幸・吉野 武・高橋栄一があたった。 

5．本書の執筆は、調査担当者との協議の後に以下のような分担で行い、佐藤則之・佐藤憲幸が編集し

た。 

第Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅵ・Ⅷ章、第Ⅳ章・Ⅶ章のうち八幡地区の遺構に関すること……佐藤則之 

第Ⅳ章のうち遺物に関すること……古川一明 

第Ⅴ・Ⅶ章のうち伏石地区の遺構に関すること、付記……吉野 武 

第Ⅴ・Ⅶ章のうち遺物に関すること……佐藤憲幸 

なお、第Ⅰ章、第Ⅱ章1は平成2～5年の山王遺跡の概報および『山王遺跡Ⅱ』を参考にし、概要を

記したものである。また、一部の図版については、各年次の概報の図版をそのまま使用したものもあ

る。 

6．八幡地区のＤ区については本線部分の調査成果のみを本書に収録した。その他の部分については本

調査が終了した時点で報告する予定である。 

7．仙塩道路建設に伴う本遺跡の調査成果については、これまでに調査概報および報告書などでその内

容の一部を報告しているが、これと本書の記載内容が異なる場合は、本書がこれらに優先する。 

8．発掘調査の記録や整理した資料・出土遺物は宮城県教育委員会が保管している。 

 



凡 例 

1．本書の遺構番号は、遺構の種別に関わらず、調査現場で検出順に番号を付したものをそのまま使用

した。遺構の種別については次の略号を使用した。 

掘立柱建物跡(ＳＢ)、竪穴住居跡・竪穴遺構(ＳＩ)、井戸跡(ＳＥ)、土壙(ＳＫ)、材木塀跡・柱列・

杭列(ＳＡ)、溝跡・河川跡(ＳＤ)、小溝状遺構群・水田跡(ＳＦ)、道路跡・土器埋設遺構・整地層・

墓・その他性格不明の遺構(ＳＸ) 

2．発掘調査の測量は、山王遺跡八幡地区内に設置した第Ｘ系国家座標Ｘ＝-188,880.000、Ｙ＝

13,230.000を原点とした東西・南北の基準線をもとに3ｍ方眼を設定して行った。磁北と座標北(真北)

との偏差は西に8°30′40″である。遺構平面図に付記してある数字はこの原点からの距離である。 

3．本書で扱う遺構は、縮尺1/500の全体図に示した。また、各地区ごとに1/200の地区全体図を作成し

た。各遺構の個別の平面図については、原則として道路跡・掘立柱建物跡・小溝状遺構群(1/100)、

竪穴住居跡・井戸跡・土壙・墓跡(1/60)、土器埋設遺構(1/20)の縮尺で図示した。また、建物跡模式

図は1/200で、柱穴断面図は1/40で表示した。 

なお、各断面図中の水準高は標高である。 

4．本文中で使用した「灰白色火山灰」(庄子・山田；1982)の降下年代は、現在10世紀前葉頃と考えら

れている(白鳥；1980、山田・井上；1990、柳沢;1992)。遺構の土層注記表の中では、省略して「灰

白」と表記した。 

5．本書における土色についての記述にあたっては『新版標準土色帳』（小山・竹原；1973）を利用し

た。 

6．本書の第1図は1/5,000の多賀城市都市計画図を複製して使用した。 

7．本書での遺構の記載に際しては、重複するもののうち、当該遺構より古いものを（古）、新しいも

のを（新）として表記した。重複はするものの新旧関係が不明のものや、直接重複はしないが位置的

に同時に存在し得ないものは（不明）とした。 

また、遺構の方向は、真北・東方向を基準として、それに対する遺構の長軸方向の角度で表してい

る。例えば、Ｎ－10°－Ｅとある場合は、北で東へ10度振れていることを表している。 

8．建物跡模式図は北を上にして表示し、柱痕跡があるものは●で、柱痕跡が発見されなかった柱穴は

○で示した。 

9．本書での土器の調整技法は、切り離し技法と再調整技法とを連続して記述している。例えば、「ヘ

ラ切り無調整・手持ちヘラケズリ」とある場合は、切り離しがヘラ切りで、その後無調整のものと、

手持ちヘラケズリされたものとがあるということを表している。 

また、土師器の記述に、「ロクロ調整」とあるのは、制作に際しロクロが用いられたことを意味し

ており、「非ロクロ調整」とは、制作に際しロクロが用いられなかったことを意味している。 
土器の観察表の中では、手持ちヘラケズリを「手ケズリ」、回転ヘラケズリを「回ケズリ」と略 



11．本調査区の北側では、県道泉塩竃線改良工事に先だって発掘調査が実施された（後藤他；1994）。

この調査区を本書では、「県道調査区」と呼ぶことにする。また、周辺では多賀城市埋蔵文化財調

査センターによって発掘調査が実施されており（千葉他；1991、他）、この調査区を本書では「市

調査区」と呼ぶことにする。 

10．出土遺物の実測図中には以下のような表示をした。 

している。 
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調 査 要 項 

遺 跡 名：山王遺跡八幡・伏石地区（宮城県遺跡地名表登載番号18013） 

：市川橋遺跡中谷地地区（宮城県遺跡地名表登載番号18008） 

遺跡記号：山王遺跡 ＦＩ 

市川橋遺跡ＥＳ 

所 在 地：宮城県多賀城市南宮字八幡、山王字伏石、市川字中谷地 

調査面積：八幡地区約16,700㎡（このうち約13,000㎡は本調査） 

伏石地区約4,600㎡（このうち約800㎡は本調査） 

中谷地地区約1,900㎡ 

調査期間：八幡地区 

試掘調査  昭和63年10月24日～11月22日 約500㎡（第3次調査区内） 

第1次調査 平成元年6月8日～12月14日  約5,000㎡ 

第2次調査 平成2年4月16日～12月18日  約5,500㎡ 

第3次調査 平成3年4月8日～12月20日   約5,600㎡ 

第4次調査 平成6年4月10日～6月26日   約600㎡ 

伏石地区 

第1次調査 平成5年4月26日～12月28日  約4,200㎡ 

第2次調査 平成6年4月13日～6月27日   約400㎡ 

補足調査  平成6年10月28日～11月9日  約30㎡ 

中谷地地区 

試掘調査  昭和63年11月22日～12月1日  約1,600㎡ 

確認調査  平成5年3月22日～4月22日   約1,200㎡ 

補足調査  平成8年10月29日～11月11日  約100㎡ 

調査担当：宮城県教育庁文化財保護課 

調 査 員：八幡地区 

試掘調査  阿部 恵、鈴木真一郎、吉田雅之 

第1次調査 佐藤則之、赤澤靖章、菅原弘樹、近藤和夫（宮城県教育庁文化財保護課） 

石川俊英、石本敬（多賀城市埋蔵文化財調査センター） 

第2次調査 佐藤則之、菅原弘樹、天野順陽、高橋栄一、堀江 伸、斎藤吉弘、岩見和泰 

第3次調査 菅原弘樹、高橋栄一、千葉正康、三好秀樹、斎藤吉弘、佐藤則之、小村田達

也、天野順陽、大和幸生、吾妻俊典 

第4次調査 古川一明、佐久間光平、星 清 



伏石地区 

第1次調査 村田晃一、笠原俊哉、太田 肇 

第2次調査 古川一明、佐久間光平、八嶋伸明 

補足調査  古川一明、柬理浩明 

中谷地地区 

試掘調査  阿部 恵、鈴木真一郎、吉田雅之 

確認調査  後藤秀一、大和幸生、柬理浩明 

補足調査  村田晃一、八嶋伸明、柬理浩明 



 

道路建設に伴う本格的な発掘調査は、平成元年度より、多賀城インターチェンジ（ＩＣ）予定地（山

王遺跡八幡地区）を対象として、宮城県教育委員会と多賀城市教育委員会が、分担して実施した。調査

は買収が比較的早く終了したＡ・Ｂ区から開始した（第1次調査）。平成2年度はＢ区の北側のＣ区の調

査を行い（第2次調査）、平成3年度はその東側のＤ区の調査を実施した（第3次調査）。その結果、調

査対象地区約49,000㎡のうちの約27,000㎡（多賀城市調査分を含む）について、一応の調査を終了した。 

当初の事業計画では、道路は盛土工法によって建設されることになっており、それに伴い発掘調査に

は膨大な時間と費用が見込まれた。そこで宮城県教育委員会は、盛土工法から高架工法への変更を申し

入れ、文化層の具体的な数と遺構の密集度についての具体的な資料を得るため、昭和63年11月に山王遺

跡などの1,500㎡について発掘調査を実施した（試掘調査）。その結果、八幡地区では古代の掘立柱建

物跡や道路遺構などが検出され、その下層からは古墳時代後期・中期、縄文時代の遺構や遺物が発見さ

れた。また、市川橋遺跡中谷地地区でも水田遺構が重複していることが確かめられた。この結果を受け

て、仙台工事事務所は、起点部の国道45号線から利府町の丘陵地までの3.7kmを高架橋で結ぶ工法に計

画変更することとなった。 

事業計画の決定に伴い、宮城県教育委員会は東北地建仙台工事事務所の依頼を受けて、昭和57年3月

に、路線敷地内の分布調査を実施した。その結果、特別史跡多賀城跡に隣接する山王遺跡や市川橋遺跡

などの8遺跡が関わることが明らかとなった。このうち、山王遺跡は他の発掘調査の結果からみて、き

わめて濃密な遺構の存在が推定された。 

昭和47～52年に、建設省東北地方建設局、宮城県、仙台市、日本道路公団などは仙台湾高規格幹線道

路事業計画を立案した。その路線は亘理町から仙台市、多賀城市、石巻市を経て、岩手県宮古市に至る

ものである。このうち、利府町春日から仙台市宮城野区中野までの7.1kmが、東北地方建設局仙台工事

事務所が担当する仙塩道路である。 

平成5年度は、本線部分の調査として多賀前地区の調査と並行して、伏石地医の調査を実施した。調

査は、まず路線敷全体の遺構の分布状況を確認し、さらに、橋脚となる部分を本調査した。翌年には道

路となっていて調査できなかった部分の調査を行い、水路部分の補足調査を実施して、伏石地区の調査

を終了した。 

一方、道路本線部分の多賀前地区で、きわめて濃密な遺構の存在が確認された。その結果、調査に要

する時間と工事行程を勘案し、平成4年度以降は本線部分の調査を優先して行うこととなり、ＩＣ予定

地の調査は一時中断することとなった。 

第Ⅰ章 調査に至る経過 
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1．山王遺跡とこれまでの調査成果 

また、千刈田地区や多賀前地区では、廂付建物跡や中国陶磁器、多量の灰釉・緑釉陶器が発見され、

「国守の館」の存在が推定されている（相沢他；1994、菅原他；1996）。 

平安時代になると、八幡・多賀前・山王一区・山王三区・東町浦の各地区では、幅約12ｍの東西大路

をはじめ東西・南北の道路跡が多数検出され、方格地割が存在したことが明らかになってきている。道

路で画された地割の内部は、道路と方向を揃えた掘立柱建物跡をはじめ竪穴住居跡、塀跡、区画溝跡、

井戸跡などが密集している。また、灰釉・緑釉陶器や硯、墨書土器、石帯などの一般集落とは異なる遺

物が多く出土している。 

8世紀の後半になると、八幡地区では漆紙文書や多量の漆付着土器、漆作業に関わる木簡などが出土

し、多賀城の漆作業と密接な関わりもった工房が存在した可能性が考えられている（千葉他；1997）。 

奈良時代の養老～神亀（717～729）頃に、本遺跡の北東の丘陵上に多賀城が築かれる。しかし、この

頃の遺構・遺物は少なく、散在的に発見されるにすぎない。 

後期には、八幡地区で集落跡が検出され下いる（後藤他；1995）。集落のそばを流れる河川跡からは

土器や木・竹製品、骨角製品、動植物遺体などの遺物が多量に出土している（未報告）。この中には柄

香炉などが含まれており、材木塀を伴う区画溝と共に一般の集落とは異なる様相を見せている。 

中期には、八幡地区や西町浦地区などで多数の竪穴住居跡や祭祀遺構が検出されており、自然堤防上

に大集落が存在したことが明らかになっている。八幡地区では鍛冶工房跡を含む多数の竪穴住居跡など

が検出され（千葉他；1992・1997）、遺物包含層からは土器や骨角製品、木・竹製品、石製品、動植物

遺体などの多種多量の遺物が出土している（吾妻他；1995）。 

古墳時代前期になると、八幡地区（後藤他；1994など）や多賀前地区（古川他；1996）で水田跡や遺

物包含層が検出されており、八幡地区の西側では竪穴住居跡や方形周溝墓、畑跡が発見されている（未

報告）。 

弥生時代については、八幡地区の県道予定地の調査で桝形囲式の遺物を含む堆積層が検出されており

（後藤他；1994）、Ｄ区の北側付近に集落の存在が想定される。 

 

本遺跡の調査は、昭和54年以降多賀城市教育委員会や宮城県教育委員会によって継続的に行われてい

る。その結果、弥生時代、古墳時代、奈良・平安時代、中世、近世の遺構や遺物が多数検出され、各時

代の遺跡の様相や土地利用のあり方などについても次第に明らかになってきている。 

遺跡周辺の地形環境や歴史的環境については『山王遺跡Ⅱ』第2章に詳しく述べられているので、そ

ちらを参照して頂きたい（松本・高橋；1995）。 

山王遺跡は仙台平野北端部、七北田川左岸の自然堤防上に位置している（第1図）。弥生時代から近

世までの長期間にわたって断続的に営まれた遺跡で、特別史跡多賀城跡の南西部に隣接していることか

ら、奈良・平安時代には多賀城跡と密接な関連を有していた。 

一方、10世紀中頃に多賀城が廃れると、多賀城周辺地区は一様に衰退し、道路も10世紀後半には維 

第Ⅱ章 調査の方法と経過 
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2．試掘調査 

3．本調査 

 

分布調査の結果、多賀城ＩＣ付近では市川橋遺跡、山王遺跡、六貫田遺跡が関わることとなった。発

掘調査には膨大な時間と費用が見込まれたので、工法変更のための具体的な資料を得るために発掘調査

を実施した（試掘調査）。 

 

中世では、八幡地区では12世紀頃と16世紀頃の溝で画された屋敷跡の存在が明らかになっている。こ

れらの屋敷跡の居住者については、中世のこの付近一帯が留守氏の支配するところであった「高用名」

および「南宮庄」に含まれる地域であることから、留守氏に関わりのある武士層が想定されている。 

持されなくなっている。 

調査が多年次にわたるため、各年次の調査区に現況の水田区画をもとにして、Ａから順にアルファベ

ットを付すことにした（第2図）。県教委分はＡ～Ｄ・Ｇの5区画である。 

八幡地区の調査は、インターチェンジ部分の約49,000㎡という広大な範囲が対象となっている。この

ため、多賀城市教育委員会と分担して実施することとした。 

（2）調査の経過 

検出した遺構の実測図は、グリッドを基準に、平面図・断面図とも原則として1/20の縮尺で作成した

が、細部の表現が必要なものについては1/10の縮尺で行った。遺構の記録写真は35mmフィルムのリバー

サルと6×7cmモノクロおよびネガカラーを使用して撮影した。 

調査地区が広大で、多年次にわたると予想されたため、まず、八幡地区内に測量原点（第Ｘ系国家座

標）を設置し、それをもとに東西・南北の基準線を延長し、調査区全域に3ｍ方眼を設定した。方向は

真北を基準とし、グリッドの呼称は原点からの東西・南北方向の距離で表すこととした。 

（1）調査の方法 

 

中谷地地区ではトレンチを設定し、遺構の検出や広がりの確認に努めた。その結果、南端部では自然

堤防の高まりの上に土壙や溝などがわずかに存在し、それより北側は湿地となっており水田が存在する

ことが明らかとなった。水田は灰白色火山灰降下後のものが5時期、降下以前のものが2時期確認された。

こういったことや工法が高架に変更されたことにより、中谷地地区についてはこの調査をもって終了し、

以後の本調査は山王遺跡八幡地区のＩＣ予定地全体を対象として実施することとした。 

調査は山王遺跡八幡地区と市川橋遺跡中谷地地区を対象として、昭和63年10～11月に行った。八幡地

区では幅10ｍ、長さ50ｍの調査区を設定しある程度面的な調査を行った。その結果、奈良・平安時代で

は柱穴や道路跡などを検出し、さらに古墳時代後期の貝層を発見し、予想通り遺構が高密度で存在し、

しかも重層的に存在していることが明らかになった。 

また、ある程度調査の成果がまとまった時点で、航空写真を撮影した。 

なお、試掘調査区は本調査のＤ区に含まれている。 
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①第1次調査（平成元年度） 

平成元年度は、比較的買収が早く終了していたＡ・Ｂ区の7,000㎡の調査を多賀城市教育委員会と共

に受託し、調査を実施した。報告書は両者の協議のもとに宮城県教育委員会が作成することとした。 

調査は、調査区全域の表土を除去した後、Ａ区北半部から遺構確認作業に取り掛かった。北西部と南

東部では、表土の下は奈良・平安時代の地山である黄褐色土層（基本層位第Ⅲ層）であり、上面で柱穴

や溝などを検出した。中央部から南西部にかけては河川の堆積層とみられる暗灰黄色土が認められ、そ

の上面に黒褐色土（基本層位第Ⅱ層）が堆積していた。中世の屋敷を区画する堀は第Ⅱ層上面で検出さ

れたが、道路跡などは第Ⅱ層除去後に検出された。発見した主な遺構としては、北2東西道路跡、掘立

柱建物跡、井戸跡、土器埋設遺構、竪穴住居跡、小溝状遺構群、河川跡、中世の屋敷跡などがあり、こ

の他多数の土壙跡・溝跡・ピットも検出している。特に、中世の屋敷の内部には小規模な柱穴が密集し

て検出され、建物跡が激しく重複していた。 

6

一方、Ｂ区では、北側に河川の堆積層があり、堆積層の各上面で掘立柱建物跡や小溝状遺構群、溝な

どを検出した。また、調査区中央部でウマの骨が密集して存在する土壙跡が検出され、東北歴史資料館

の協力を得て、この遺構を切り取って保存することにした。発見した主な遺構には、北2東西道路跡、

掘立柱建物跡、竪穴住居跡、井戸跡、ウマ集積遺構、小溝状遺構群、河川跡などがあるが、遺 



 

③第3次調査（平成3年度） 

一方、Ｂ区では奈良・平安時代の地山である第Ⅱ層の下で古墳時代中期の遺物包含層を発見した。多

量の土器を始め、木製品や骨角製品、卜骨や石製模造品などが出土した。 

また、農道部分を調査したところ、北2道路跡と、北2ａ道路跡、西5道路跡は、この部分で変則的な

交差をしていることが明かとなった。 

Ｃ区では、Ａ区で検出されたものと一連と思われる河川跡があり、その上面で東西道路跡が検出され

た。この道路跡は想定された区画に合わず、さらに下層にやや規模の大きい道路跡が存在することが明

らかになった。その北側では多数の掘立柱建物跡などが発見された。また、調査区の東側には古墳時代

後期の竪穴住居跡がまとまって存在していた。発見した主な遺構には、北2ａ東西道路跡、西5南北道路

跡、掘立柱建物跡、竪穴住居跡、井戸跡、小溝状遺構群、河川跡などがある。 

第2次調査は、昨年度調査したＢ区の北側約3,500㎡（Ｃ区）とＡ・Ｂ区中間の農道部分を対象として

実施した。また、前年度未了に終わったＢ区の一部の遺構の事前調査を行った。 

②第2次調査（平成2年度） 

ところで、今回検出された道路跡や、前年の試掘調査で発見された道路跡、それ以前に見つかってい

た道路跡の位置関係を検討したところ、多賀城跡の南面におおよそ1町（＝109ｍ）を基準とした道路に

よる区画が存在することが予想された。 

構の密度は全体的に薄かった。 

一方、これとは別に、次年度以降の調査予定地について、トレンチによる確認調査を実施した。その

結果、遺構はＣ・Ｄ区の北側へは延びているが、北西側では希薄になることが明らかになった。 

Ｃ区の継続部分ではＳＤ461と並行する材木塀跡を発見し、これらが溝と塀による区画施設であるこ

とが判明した。 

Ｄ区では、東側で西4南北道路跡を検出し、Ｃ区からの北2ａ道路跡と交差していた。古墳時代後期の

竪穴住居跡は北西部と南東部にまとまって存在しており、激しく重複していた。また、Ｃ区で検出され

た「Ｌ」字形のＳＤ461はさらに東へ延びて、再び北へ屈曲しており、方形に区画する溝であることが

判明した。一方、東側で、古墳時代後期の遺物を多量に含む北からの河川跡を検出し、Ａ区から東流し

てくる河川跡と合流していた。発見した主な遺構には、北2ａ道路跡、西4道路跡、掘立柱建物跡、竪穴

住層跡、井戸跡、河川跡などがある。 

第3次調査は、昨年度からの継続部分約1,500㎡（Ｃ区）とその東側の約4,100㎡（Ｄ区）を対象とし

て調査を実施した。Ｄ区については南西部の本線にかかる部分のみ（約400㎡）を事前調査しており、

その他の部分は確認調査にとどめている。 

調査の成果がある程度まとまった10月20日に、一般の人々を対象とした現地説明会を開催した。 

調査の成果がある程度まとまった11月18日に、一般の人々を対象とした現地説明会を開催した。 

調査の成果がある程度まとまった11月30日に、一般の人々を対象とした現地説明会を開催した。 
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第Ⅳ層：Ｂ区南側に分布する古墳時代中期の遺物包含層である。（＝ＳＸ230）多量の土器などの遺物 

 

第Ⅰ層：表土、現在の水田耕作土と床土。層厚は20～30cm程である。調査区全体に分布している。なお、

伏石地区（Ｇ区）北端では近世以降の盛土整地層もこの層に含めている。 

 

調査区は標高4ｍほどの自然堤防上にあたり、調査前は水田として利用されていた。調査区内におい

ては古墳時代中期から近世にいたる多くの堆積層が認められ、奈良・平安時代を中心に数多くの遺構、

遺物が検出されている。ここでは、これらの遺構、遺物と堆積層との関係を把握するため、基本層位に

ついて説明する。基本層位は各地点の層序を柱状図で模式的に示すことにした（第3図）。 

第Ⅲ層：第Ⅴ層と共に古墳時代後期・奈良・平安時代の遺構の地山となっている層で、古墳時代中期の

遺物包含層である第Ⅳ層直上までの層を一括した。黄褐色のシルト質砂と粗砂の互層で、第Ⅴ層と極

めて類似しており、平面的な広がりは捉えられていない。 

第Ⅱ層：Ⅰ層直下で認められた自然堆積層で、奈良・平安時代の遺構を覆っている。黒褐色や灰褐色の

シルトで、八幡地区では道路跡や河川跡埋没後の上面などの標高の低い部分にのみに認められるが、

伏石地区南端部や多賀前地区ではほぼ全面に見られる。層厚は最も厚い部分で約30cm程である。 

この層の下に灰白色火山灰が認められる場所もある。また、中世以降の土壙跡や溝脚はこの層を掘

り込んで構築されている。 

第Ⅲ章 基本層位 
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第Ⅵ層：伏石地区で確認した。多賀前地区で検出された古墳時代前期の遺物を含む層に対応すると思わ

れる層である。炭化物を含む黒褐色の粘質シルトで、層厚は20cm程である。 

第Ⅶ層：伏石地区で確認した。暗オリーブ色の粘質シルトなどで、層厚は40cm程である。遺物は出土し

ていない。 

第Ⅴ層：古墳時代中期の遺構の地山となっている層で、古墳時代前期の遺物包含層である第Ⅵ層を覆っ

ている。黄褐色のシルト質砂と粗砂の互層で、第Ⅲ層と共に調査区のほぼ全体に分布する。 

 

第Ⅷ層：伏石地区で確認した。多賀前地区で検出された、弥生時代中期と考えられている層に対応する

と思われる層である。黒色の粘質シルトで、層厚は30～40cm程である。 

 

伏石地区では遺物は出土していないが、北側の県道調査区では比較的多くの遺物が出土しており、

この時期の集落跡が付近に存在することが推定されている。 

伏石地区では遺物は出土していないが、北側の県道調査区では遺物が出土しており、市調査区（Ｊ

区）では水田跡も検出されている。 

なお、八幡地区の調査終了後に、北側の県道調査区や多賀前地区では、第Ⅴ層以下で古墳時代前期

と弥生時代中期の遺物包含層が検出され、第Ⅴ層以下はさらに細分されている。 

なお、第Ⅳ層は古墳時代中期の大規模な河川であるＳＤ777の南岸に堆積した層であり、第Ⅲ層は

それらを短期間に埋めつくしたと考えられている（吾妻他；1994）。 

や焼土、炭化物を含む層と砂やスクモとの互層であり、水成堆積である。層厚は最も厚い部分で70cm

程である。 

なお、Ａ区の深掘りで当該時期の遺物が出土している。 
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1．道路跡 

 

〔変遷〕東側溝に4時期（Ａ：ＳＤ862→Ｂ：ＳＤ864→Ｃ：ＳＤ831→Ｄ:ＳＤ751）、西側溝に4時期 

〔重複〕（古）ＳＤ100 （新）基本層位第Ⅱ層、ＳＤ801、ＳＫ829 

北2ａ道路跡との交差点より南側の南北道路で、長さ11.5ｍにわたって検出した。南側の市調査分と

合わせると本道路の総長は35ｍである。 

【ＳＸ700南北道路跡】（付図3、第5・7・9・10・35図） 

さらに、市調査区（Ｆ区）で本道路跡の南延長（ＳＸ5340）が発見されている。これらを合わせると本

道路跡は総長208ｍ分が検出されたことになる。方向はＮ－4°－Ｅである。 

 

なお、路面では道路と密接な関わりを持つ土器埋設遺構やいわゆる「波板状凹凸面」（早川；1991）

などが検出されたため、これらについてもここで説明することにする。 

 

一方、ＳＸ500は上記の道路より古く、接続する道路も不明であるためそのままの名称を用いること

にする。 

なお、道路の名称は、すでに東西・南北大路を基準とした名称が付されており（千葉；1995、菅原他；

1995）、ここでもそれにしたがって呼ぶことにする。すなわち、東西道路ではＳＸ299・300・3900が北

2道路跡、南北道路ではＳＸ700・750が西4道路跡、ＳＸ400・5150が西5道路跡である。ＳＸ390･710は

変則的な東西道路であり、北2ａ道路跡と呼ぶことにする。 

道路跡は9条検出された（付図1）。これらはいずれも両側に素掘りの側溝を持つ道路跡で、多賀城跡

の南面に施行された方格地割の道路と考えられている（赤澤；1991他）（第1図）。 

また、検出面については、他の遺構と重複している場合を除き、特に記述が無い場合は地山面（基本

層位第Ⅲ・Ⅴ層）である。 

以下、これらについて説明する。なお、道路跡はそれぞれが連続するものであり、各調査地区にまた

がるため、最初に記述し、次に調査年次による地区ごとに（Ａ、Ｂ、Ｃ・Ｄ区）説明することとする。

河川跡については最後に説明する。 

今回の調査では、古墳時代中期～近世までの多くの遺構と、縄文時代～近世までの多量の遺物が発見

された。発見された遺構には、道路跡、掘立柱建物跡、竪穴住居跡、井戸跡、土壙跡、溝跡、河川跡、

墓跡などがあり、遺物には縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、施釉陶器、中世陶磁器、石製品、土

製品、金属製品、木製品などがある。 

Ａ 西4道路跡 

また、本調査区の北側の県道調査区で、本道路跡の延長(ＳＸ750)が発見されている（後藤他；1994）。 

北2道路跡と北2ａ道路跡がＳＸ700で、それより北側がＳＸ750である。 

以下、まず道路跡について説明し、次に各道路跡の交差点について説明を加えることとする。 

第Ⅳ章 八 幡 地 区 
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〔路面〕路幅は、側溝がほぼ同じ位置で改修されていることから各期ともそれほど大きな変動はなかっ

たと考えられ、Ｄ期では側溝心心で6.5ｍ程である。 

（Ａ：ＳＤ863→Ｂ：ＳＤ865→Ｃ：ＳＤ832→Ｄ：ＳＤ752）の重複がある。このうち、東側溝Ｄ期のＳ

Ｄ751は堆積土中に灰白色火山灰を含むＳＤ831を切っており、西側溝Ｄ期のＳＤ752は灰白色火山灰を

含む路面堆積土を切っていること、東西道路の側溝と接続しないことから、これらは同時に掘削された

可能性が高いと考えられる（Ｄ期）。重複状況から、これらより古いＳＤ862・863（Ａ期）やＳＤ864・

865（Ｂ期）、ＳＤ831・832（Ｃ期）もそれぞれ同時に機能していたと思われる。したがって、本道路

跡には少なくともＡ～Ｄの4時期の変遷があったと考えられる。 

 

路面舗装については、試掘調査でＤ期の路面が須恵器・土師器・瓦などの小破片からなるバラスで部

分的に舗装されていたことが明らかになっていた（鈴木；1988）。Ｃ期以前については舗装は確認され

ておらず、路面が自然堆積土に覆われていることから舗装されなかった可能性が高い。 

〔接続〕東側溝はＳＸ710の南側溝と、Ａ・Ｃ期には「Ｔ」字形に、Ｂ期には「Ｌ」字形に接続してい

る。Ｄ期にはＳＸ710の路面上を直進しており、この時期にはＳＸ710は廃絶していたと思われる。 

Ａ期のＳＤ862は後続する側溝に壊されているが、幅1.8～2.2ｍ、深さ0.4ｍで、堆積土は炭化物や焼

土を含む自然堆積の黒褐色シルトなどである。 

〔東側溝〕北2道路（ＳＸ3900）と北2ａ道路（ＳＸ710）を結ぶ側溝で、約11.5ｍにわたって検出した。

ほぼ同位置で改修が行われており、Ａ～Ｄの4時期の重複がある。 

西側溝はＳＸ390の南側溝と、Ａ・Ｃ期には「Ｔ」字形に、Ｂ期には「Ｌ」字形に接続している。Ｄ

期にはＳＸ390の路面上を直進しており、この時期にはＳＸ390は廃絶していたと思われる。 

〔出土遺物〕Ｂ期を除く各側溝はＳＸ750の側溝と接続しているため、ここではＢ期の側溝の出土遺物 

Ｄ期のＳＤ752は幅0.6～1.2ｍ程で、深さ0.3ｍであり、横断面形は上が開いた｢Ｕ｣字形である。堆積

土は炭化物を含む自然堆積のオリーブ黒色粘質シルトである。 

Ｃ期のＳＤ832は幅1.0～1.4ｍで、深さ0.5ｍであり、横断面形は上が開いた｢Ｕ｣字形である。堆積土

は自然堆積のオリーブ黒色シルトなどで、灰白色火山灰が混じる路面堆積土に覆われている。 

Ａ期のＳＤ863は後続する側溝に壊されており、規模などは不明であるが、深さは0.5ｍ程で、堆積土

は炭化物や焼土を含む自然堆積の黒褐色シルトなどである。 

〔西側溝〕北2道路（ＳＸ300）と北2ａ道路（ＳＸ390）を結ぶ側溝で、約7ｍにわたって検出した。ほ

ぼ同位置で改修が行われており、Ａ～Ｄの4時期の重複がある。 

Ｄ期のＳＤ751は幅0.5～1.2ｍ程で、深さ0.4ｍであり、横断面形は上が開いた「Ｕ」字形である。堆

積土は炭化物を含む自然堆積のオリーブ黒色粘質シルトである。 

Ｃ期のＳＤ831は幅1.0～1.4ｍで、深さ0.6ｍであり、横断面形は上が開いた「Ｕ」字形である。堆積

土は炭化物や骨片を含む自然堆積の黒褐色シルトで、灰白色火山灰が混じる路面堆積土に覆われている。 

Ｂ期のＳＤ864は幅1.4ｍ程で深さ0.4ｍであり、堆積土は自然堆積の黒褐色粘質シルトなどである。 

Ｂ期のＳＤ865は後続する側溝に壊されており、規模などは不明である。 
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について説明し、それ以外はＳＸ750の出土遺物と一括して説明する。 

〔変遷〕東側溝に4時期（Ａ：ＳＤ862→Ｂ：ＳＤ860→Ｃ：ＳＤ831→Ｄ：ＳＤ751）、西側溝に4時期（Ａ：

ＳＤ863→Ｂ：ＳＤ861→Ｃ：ＳＤ832→Ｄ：ＳＤ752）の重複がある。Ｂ期を除き、各側溝はＳＸ710の

側溝と連続していることから、ＳＸ710と同様に、本道路には少なくともＡ～Ｄの4時期の変遷があった

と考えられる。 

〔重複〕（古）ＳＤ100、ＳＸ500、ＳＤ461 （新）基本層位第Ⅱ層、ＳＤ730･735･740、ＳＫ787･833 

【ＳＸ750南北道路跡】（付図3、第4～10・35図） 

須恵器の破片には、坏・長頚瓶・甕がある。坏には、底部がヘラ切り無調整、回転糸切り無調整のも

のがある。 

土師器の破片には、坏・椀・甕・壷がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で、底部がヘラ切り回

転ヘラケズリ・無調整のものがある。甕は非ロクロ調整のものである。 

Ｂ期の東側溝ＳＤ864の堆積土各層から土師器、須恵器、転用硯、瓦が出土している。図示したのは

転用硯1点のみである（第5図）。 

Ｃ期のＳＤ831は幅1.0～1.4ｍで、深さ0.6ｍであり、横断面形は上が開いた｢Ｕ｣字形である。堆積土

は炭化物や骨片を含む自然堆積の黒褐色シルトで、灰白色火山灰が混じる路面堆積土に覆われてい 

Ｂ期のＳＤ860は幅1.7ｍ程で、深さ0.8ｍであり、堆積土は炭化物を含む自然堆積の黒褐色砂質シル

トなどである。 

〔路面〕路幅は、側溝がほぼ同じ位置で改修されていることから各期ともそれほど大きな変動はなかっ

たと考えられ、Ｄ期では側溝心心で5.1～6.6ｍである。 

Ａ期のＳＤ862は後続する側溝に壊されているが、幅1.8～2.2ｍ、深さ0.4ｍで、堆積土は炭化物や焼

土を含む自然堆積の黒褐色シルトなどである。 

〔東側溝〕北2ａ道路（ＳＸ710）から北へ延びており、約35.2ｍにわたって検出した。 

西側溝はＳＸ390の北側溝とはＡ・Ｃ期には「Ｔ」字形に、Ｂ期には「Ｌ」字形に接続している。Ｄ

期にはＳＸ390は機能しておらず、ＳＸ390の路面上を直線的に延びている。 

〔接続〕東側溝はＳＸ710の北側溝とはＡ・Ｃ・Ｄ期には「Ｔ」字形に、Ｂ期には「Ｌ」字形に接続し

ている。Ｄ期にはＳＸ710は機能しておらず、ＳＸ710の路面上を直線的に延びている。 

北2ａ道路跡との交差点より北側の部分で、長さ35ｍにわたって検出した。 

瓦の破片は丸瓦である。 

須恵器の破片には、底部の切離し技法が不明の坏と、甕とがある。 

土師器の破片には、坏・椀・甕がある。坏にはロクロ調整で、底部回転糸切り無調整のものがある。 

西側溝ＳＤ865からは少量の土師器、須恵器、瓦が出土しているが図示できるものはない。 

瓦の破片には丸瓦、平瓦がある。平瓦は凸面が縄タタキ目のものである。 

転用硯は、須恵器瓶の高台内側を硯面としたもので墨痕が残っている（第5図1）。 

ほぼ同位置で改修が行われており、Ａ～Ｄの4時期の重複がある。 

路面舗装は、路面が自然堆積層に覆われていることから、なかったものと考えられる。 
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Ｂ期のＳＤ861は後続する側溝に壊されており、幅などは不明であるが、深さは0.6ｍである。堆積土

は炭化物を少量含む黒褐色粘質シルトなどで、横断面形は上が開いた「Ｕ」字形である。 

Ｃ期のＳＤ832は幅1.0～1.4ｍで、深さ0.5ｍであり、横断面形は上が開いた「Ｕ」字形である。堆積

土は自然堆積のオリーブ黒色シルトなどで、灰白色火山灰が混じる路面堆積土に覆われている。 

〔出土遺物〕東側溝Ａ期のＳＤ862からは土師器、須恵器、赤焼土器、手捏土器、瓦が出土しているが

図示できるものはない。 

Ｄ期のＳＤ752は幅0.6～1.2ｍ程で、深さ0.3ｍであり、横断面形は上が開いた「Ｕ」字形である。堆

積土は炭化物を含む自然堆積のオリーブ黒色粘質シルトである。 

 

る。 

Ａ期のＳＤ863は後続する側溝に壊されており、規模などは不明であるが、深さは0.5ｍ程で、堆積土

は炭化物や焼土を含む自然堆積の黒褐色シルトなどである。 

〔西側溝〕北2ａ道路（ＳＸ390）から北へ延びており、約33.6ｍにわたって検出した。 

Ｄ期のＳＤ751は幅0.5～1.2ｍ程で、深さ0.4ｍであり、横断面形は上が開いた「Ｕ」字形である。堆

積土は炭化物を含む自然堆積のオリーブ黒色粘質シルトである。 

ほぼ同位置で改修が行われており、Ａ～Ｄの4時期の重複がある。 
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須恵器の破片には、坏・鉢・高台坏・長頚瓶・甕がある。坏には、底部がヘラ切り手持ちヘラケズリ・

回転ヘラケズリ・無調整、回転糸切り無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・皿・椀・甕・甑がある。坏には、有段丸底坏、非ロクロ調整

の無段丸底坏、ロクロ調整で、底部が静止糸切り回転ヘラケズリ、ヘラ切り回転ヘラケズリ・無調整、

回転糸切り手持ちヘラケズリ・無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のもの

がある。甕には、非ロクロ調整とロクロ調整のものとがあり、前者が多い。 
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土師器の破片には、坏・高台坏・椀・甕・蓋がある。坏には、有段丸底坏、非ロクロ調整の無段丸 

Ｃ期のＳＤ831からは土師器、須恵器、赤焼土器、灰釉陶器、瓦、砥石が土している。図示したのは

土師器高坏1点、灰釉陶器椀2点、軒平瓦1点である（第5図）。 

転用硯は、須恵器高台坏の高台内側を硯面として使用したものである（第6図3）。転用された坏は、

底径20cmを越える大型のもので、8世紀前半代のものとみられる。 

須恵器の破片には、坏・鉢・皿・長頚瓶・甕・蓋がある。坏には、底部がヘラ切り手持ちヘラケズリ・

回転ヘラケズリ・無調整、回転糸切り手持ちヘラケズリ・無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調

整により切離し不明のものなどがある。 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・甕・蓋・甑がある。坏には、有段丸底坏、非ロクロ調整

の無段丸底坏、ロクロ調整で、底部が静止糸切り手持ちヘラゲズリ、ヘラ切り回転ヘラケズリ・無調整、

回転糸切り手持ちヘラケズリ・回転ヘラケズリ・無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により

切離し不明のものがある。この中には、底部回転糸切り後に、手持ちヘラケズリされたもので、底部に

「至」の墨書があるものがある（第6図2）。甕は非ロクロ調整のもののみである。 

 

Ｂ期のＳＤ860からは土師器、須恵器、赤焼土器、転用硯、瓦が出土している。図示したのは土師器

坏2点、転用硯1点である（第6図）。 

し不明のものなどがある。 

瓦の破片には丸瓦、平瓦がある。平瓦は凸面が縄タタキ目のものである。 

赤焼土器の破片には坏・高台坏がある。 

瓦の破片には丸瓦、平瓦がある。平瓦は凸面が縄タタキ目、ヘラケズリのものである。 

赤焼土器の破片はいずれも坏である。 
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西側溝Ａ期のＳＤ863からは土師器、須恵器、土製円盤、砥石、瓦が出土している。図示したのは土

師器坏2点、須恵器坏1点、砥石1点である（第7図）。 

須恵器の破片には、坏・高台坏・平瓶・長頚瓶・甕・蓋・甑がある。坏には、底部が静止糸切り手持

ちヘラケズリ、ヘラ切り手持ちヘラケズリ・回転ヘラケズリ・無調整、回転糸切り手持ちヘラケズリ・

回転ヘラケズリ・無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものがある。 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・鉢・甕・甑などがある坏には、有段丸底坏、非ロクロ調

整の無段丸底坏、ロクロ調整で、底部が回転糸切り回転ヘラケズリ・無調整のものがある。甕には、非

ロクロ調整とロクロ調整のものとがあり、前者が多い。 

Ｄ期のＳＤ751からは土師器、須恵器、赤焼土器、転用硯、土製円盤、砥石、瓦、耳環が出土してい

る。図示したのは土師器鉢1点・須恵器高坏1点・転用硯1点・耳環1点・砥石1点・土製円盤1点である（第

5図）。 

 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・甕・壷・蓋がある。坏には、有段丸底坏、非ロクロ調整

の無段丸底坏、ロクロ調整で、底部がヘラ切り無調整、回転糸切り手持ちヘラケズリ・回転ヘラケ 

瓦の破片は丸瓦、平瓦がある。平瓦は凸面が縄タタキ目、格子タタキ目、ヘラケズリのものがある。

Ｂ期のＳＤ861からは土師器、須恵器、赤焼土器、手捏土器、瓦が出土している。図示したのは土師器

坏・高坏が各1点、赤焼土器坏1点である（第8図）。 

須恵器の破片には、坏・鉢・高台坏・長頚瓶・甕・蓋がある。坏には、底部がヘラ切り手持ちヘラケ

ズリ・回転ヘラケズリ・無調整、回転糸切り手持ちヘラケズリ・無調整のものなどがある。 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・皿・椀・甕・壷・蓋がある。坏には、有段丸底坏、非ロクロ

調整の無段丸底坏、ロクロ調整で、底部がヘラ切り回転ヘラケズリ・無調整、回転糸切り手持ちヘラケ

ズリ・回転ヘラケズリ・無調整、手持ちヘラケズリ再調整により切離し不明のものがある。坏底部回転

糸切り後、回転ヘラケズリが加えられたもので、体部は「丈」と墨書されたものがある（第7図2）。甕

には、非ロクロ調整とロクロ調整のものとがある。 

瓦は多賀城政庁第Ⅳ期の均整唐草文軒平瓦がある。瓦の破片には丸瓦、平瓦がある。平瓦は凸面が縄

タタキ目、ヘラケズリのものである。 

須恵器の破片には、坏・高台坏・長頚瓶・甕がある。坏には、底部がヘラ切り回転ヘラケズリ・無調

整、回転糸切り無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものがある。 

底坏、ロクロ調整で、底部が静止糸切り回転ヘラケズリ、ヘラ切り無調整、回転糸切り手持ちヘラケズ

リ・回転ヘラケズリ・無調整、手持ちヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。甕には、

非ロクロ調整とロクロ調整のものとがあり、前者が多い。 

瓦の破片には丸瓦・平瓦がある。平瓦は凸面が縄タタキ目のものである。 

赤焼土器の破片は坏である。 

赤焼土器の破片には坏・台付鉢がある。 

灰釉陶器椀はいずれも東濃、光が丘窯のものである。 

赤焼土器の破片には坏・台付鉢がある。 
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Ｃ期のＳＤ832からは土師器、須恵器、赤焼土器、灰釉陶器、転用硯、羽口、瓦が出土している。図示

したのは土師器坏1点、須恵器坏・高台坏・高台椀・瓶が各1点、赤焼土器坏3点、灰釉陶器1点である（第

7図）。 

須恵器の破片には、坏・高坏・長頚瓶・甕・蓋がある。坏には、底部が静止糸切り回転ヘラケズリ、

ヘラ切り回転ヘラケズリ・無調整、回転糸切り無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切

離し不明のものなどがある。底部に「＃」と刻書されたものがある。 

ズリ・無調整、手持ちヘラケズリ再調整により切離し不明のものがある。このうち、有段孔底の坏で、

体部に横位に「器」の墨書があるものがある（第8図1）。また、高坏脚部の外面全体にロクロによる回

転を利用してミガキが加えられた特殊なものがある（第8図2）。甕には、非ロクロ調整とロクロ調整の

ものがある。 

このほか路面堆積土からは土師器、須恵器、赤焼土器、緑釉陶器、手捏土器、円面硯、瓦、土製円盤、

土錘、土製紡錘車、羽口、砥石が出土している。 

須恵器の破片には、坏・高台坏・蓋坏・平瓶・長頚瓶・甕・蓋がある。坏には、底部がヘラ切り回転

ヘラケズリ・無調整、回転糸切り無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のも

のがある。 

土師器の破片には、坏・高台坏・椀・鉢・甕・壷・蓋などがある。坏には、有段丸底坏、非ロクロ調

整の無段丸底坏、ロクロ調整で、底部が回転ヘラ切り回転ヘラケズリ、回転糸切り回転ヘラケズリ・無

調整のものがある。甕には、非ロクロ調整とロクロ調整のものとがあり前者が多い。 

Ｄ期のＳＤ752からは土師器、須恵器、赤焼土器、土製円盤、土錘、瓦、曲物などが出土している。

図示したのは土師器坏2点、赤焼土器坏、皿各1点、土錘1点、土製円盤1点、曲物2点である（第8図）。 

須恵器の破片には、坏・高台坏・長頚瓶・甕・蓋がある。坏には、底部が静止糸切り無調整、ヘラ切

り回転ヘラケズリ・無調整、回転糸切り無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不

明のものがある。 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・甕・壷・蓋・甑がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調

整で、底部がヘラ切り無調整、回転糸切り手持ちヘラケズリ・回転ヘラケズリ・無調整、手持ちヘラケ

ズリ再調整により切離し不明のものなどがある。甕には、非ロクロ調整とロクロ調整のものとがある。 

瓦の破片には丸瓦、平瓦がある。平瓦は凸面が縄タタキ目のものである。 

赤焼土器の破片は坏である。 

瓦の破片には丸瓦、平瓦がある。平瓦は凸面が縄タタキ目のものである。 

赤焼土器の破片は坏、高台坏がある。 

瓦の破片には丸瓦、平瓦がある。平瓦は凸面が縄タタキ目、ヘラケズリのものである。 

灰釉陶器椀は黒笹90号窯式である。 

赤焼土器の破片には坏・高台坏・台付鉢がある。 

17



 

 18



須恵器の破片には、坏・鉢・高台坏・瓶・甕・蓋がある。坏には、底部が静止糸切り手持ちヘラケズ

リ、ヘラ切り手持ちヘラケズリ・回転ヘラケズリ・無調整、回転糸切り回転ヘラケズリ・無調整、手持

ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものがある。長頚瓶の破片の中にほ、会津 

 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・鉢・甕・蓋・甑などがある。坏には、有段丸底坏、ロク

ロ調整で、底部がヘラ切り無調整、回転糸切り回転ヘラケズリ・無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズ

リ再調整により切離し不明のものがある。甕には、非ロクロ調整とロクロ調整のものとがある。 

図示したのは土師器坏、壷、甕、須恵器坏、蓋、蓋坏が各1点、瓶4点、赤焼土器坏1点、手捏土器2

点、緑釉陶器1点、軒平瓦、土製紡錘車、土製円盤、砥石が各1点である（第9・10図）。 
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〔重複〕（古）ＳＤ180・417・418・432・573・586・589・597・598 （新）ＳＤ385、ＳＫ267 

【ＳＸ400南北道路跡】（付図2、第11・12・36図） 

本道路跡は北側では県道調査区や市調査区（ＳＸ2650）で発見されており、南側の市調査区でも検出

されている（ＳＸ5150）。これらを合わせると本道路跡はおよそ191ｍにわたって検出されており、方

向はＮ－2°－Ｅである。 

北2ａ道路跡より北側がＳＸ400である。南側は本来北2道路であるＳＸ299が幅広くなって北2ａ道路

跡とも交差している。したがって、本来は西5道路跡の東側溝であるＳＤ205などは便宜的にＳＸ299に

含めて説明することとする。 

大戸窯の製品とみられるものが多数含まれる。また、蓋坏は、重厚で、口縁部が受け口状をなすもので、

ＴＫ209併行期の在地の製品とみられるものである。 

赤焼土器には坏・高台坏がある。 

緑釉陶器は洛北系である。 

図示した軒平瓦は、多賀城政庁第Ⅳ期の均整唐草文軒平瓦である。瓦の破片には丸瓦、平瓦がある。

平瓦は凸面が縄タタキ目、平行タタキ目のものである。 

〔変遷〕東側溝に4時期（Ａ：ＳＤ384→Ｂ：ＳＤ383→Ｃ：ＳＤ382→Ｄ：ＳＤ381）の重複がある。し

たがって、本道路には少なくともＡ～Ｄの4時期の変遷があったと考えられる。このうち、ＳＤ382は灰

白色火山灰を含む路面堆積土に覆われており、ＳＤ381はこれを切っている。 

〔路面〕西側溝を検出していないため路幅は不明である。 

Ｂ 西5道路跡 

東側溝と路面の一部を長さ約44ｍにわたって検出した。西側溝は調査区外である。 

路面は自然堆積土に覆われており、バラスなどの路面舗装はなされなかったと思われる。なお、路 
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〔出土遺物〕Ｂ期の側溝であるＳＤ383からは土師器、須恵器、赤焼土器、手捏土器が出土している。 

Ｃ期のＳＤ382は幅1.3ｍ程で、深さ0.5ｍであり、横断面形は上が開いた「Ｕ」字形である。堆積土

は地山のブロックを含む自然堆積の暗灰黄色シルトなどである。灰白色火山灰を含む路面堆積土に覆わ

れていることから、火山灰降下時には埋まっていたと思われる。 

Ｄ期のＳＤ381は幅1.0～1.9ｍで、深さ0.6ｍであり、横断面形は上が開いた「Ｕ」字形である。堆積

土は灰白色火山灰の小ブロックを含む自然堆積の灰黄褐色シルトなどである。 

 

〔接続〕東側溝はＳＸ390の北側溝とはＡ期には「Ｔ」字形に、Ｂ・Ｃ期には「Ｌ」字形に接続してい

る。Ｄ期にはＳＸ390の路面に掘り込まれたＳＫ267を経由してＳＸ299の東側溝と接続していたものと

考えられる。 

面堆積土は硬く締まっており、道路機能中に踏み固められたものと思われる。 

Ｂ期のＳＤ383は幅1.2ｍ程で、深さ0.5ｍであり、横断面形は上が開いた「Ｕ」字形である。堆積土

は地山のブロックを含む自然堆積の黒褐色シルトなどである。 

Ａ期のＳＤ384は北側で8ｍ分を検出しており、堆積土は地山のブロックを少量含む黒褐色シルトであ

る。後続する側溝に大半が壊されており、規模などは不明である。 

〔東側溝〕北へ直線的に延び、ほぼ同位置で改修が行われており、Ａ～Ｄの4時期の重複がある。 
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土師器は、坏・高台坏・甕・壷の破片がある。坏には、ロクロ調整で、底部回転ヘラケズリ再調整 

須恵器の破片には、坏・高台坏・甕・長頚瓶・蓋がある。坏には、底部がヘラ切り無調整、回転糸切

り無調整、回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。長頚瓶の破片の中には、会津大

戸窯の製品とみられるものが含まれる。高台坏の中に、内外面が丁寧にヘラミガキされた特殊なものが

あり、これと同一個体の破片がＳＤ27、ＳＦ395から出土している。 

土師器の破片には、坏・高坏・椀・蓋・甕がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で底部ヘラ切り

回転ヘラケズリのものである。甕は、非ロクロ調整のもののみである。 

 

図示したのは土師器坏1点、須恵器坏1点、高台坏1点である（第12図）。 

Ｃ期のＳＤ382からは土師器、須恵器、赤焼土器が出土しているが図示できるものはない。 

赤焼土器は坏である。 
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西4道路跡より東側の伏石地区ではＳＸ3900で、西4・5道路跡間がＳＸ300であり、西5道路跡より西

側がＳＸ299である。また、西延長上の市調査区で西6道路跡との交差点が検出されている（ＳＸ579）。

したがって、本道路跡は総長299ｍ検出されたことになり、方向はＷ－3°―Ｎである。 

 

須恵器の破片には、坏・鉢・高台坏・甕・長頚瓶・蓋がある。坏には、底部がヘラ切り無調整・手持

ちヘラケズリ・回転ヘラケズリ、回転糸切り無調整・手持ちヘラケズリのものなどがある。長頚瓶の破

片の中には、会津大戸窯の製品とみられるものが多く含まれる。 

土師器の破片には、坏・高台坏・椀・甕がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で底部ヘラ切り回

転ヘラケズリ、回転糸切り無調整のものなどがある。甕には、非ロクロ調整のものとロクロ調整のもの

とがある。坏1点、甕2点の破片に漆が付着していた。 

Ｄ期のＳＤ381の第2層から土師器、須恵器、赤焼土器、転用硯、砥石、瓦が出土している。図示した

のは土師器坏1点、須恵器坏1点、壷1点、赤焼土器坏2点、転用硯1点である（第12図）。 

須恵器には、坏・高台坏・甕・瓶・蓋の破片がある。坏には、底部回転糸切り無調整、回転ヘラケズ

リ再調整により切離し不明のものなどがある。 

 

【ＳＸ300東西道路跡】（第13・14・15・36・127図） 

なお、平成8年度に600ｍ程西側で東西道路が発見された。北2道路跡の想定ラインよりはやや北側に

位置するが、これも北2道路跡と仮定すると総長が867ｍ以上となり、方向はＷ－5°－Ｎである。 

により切離し不明のものがある。甕は非ロクロ調整とロクロ調整のものとがある。 

〔路面〕路幅は、側溝がほぼ同じ位置で改修されていることから各期ともそれほど大きな変動はなかっ

たと考えられる。Ｃ期では3.0～4.5ｍであり、4ｍ程の場所が多い。 

〔変遷〕北側溝に3時期（Ａ：ＳＤ224→Ｂ：ＳＤ165→Ｃ：ＳＤ163）、南側溝に3時期（Ａ：ＳＤ162

→Ｂ：ＳＤ192→Ｃ：ＳＤ161）の重複がある。このうち、ＳＤ165とＳＤ192には堆積土中に灰白色火山

灰が堆積していることから、同じ時期に機能していたと考えられる（Ｂ期）。重複状況から、これらよ

り古いＳＤ224・162（Ａ期）やこれらより新しいＳＤ161・163（Ｃ期）は同じ時期に機能していたと思

われる。したがって、本道路には少なくともＡ～Ｃの3時期の変遷があったと考えられる。 

〔重複〕（古）ＳＤ164･180･186･187･193･234、ＳＸ230 （新）ＳＤ27･150･151･152･155･156･177･179･

218･266･275･276、ＳＫ157･196･219、ＳＸ209 

〔接続〕北側溝は各期ともＳＸ299の東側溝と「Ｌ」字形に接続している。南側溝は、接続部が壊され

ているが路面を貫通する側溝はないことから、各期ともＳＸ5150の東側溝と「Ｌ」字形に接続してい 

Ｃ 北2道路跡 

瓦は平瓦で、凸面が網タタキ目、ヘラケズリのものである。 

赤焼土器には坏、高台坏がある。坏には小型品がみられる。 

赤焼土器には坏・高台坏の破片がある。 

西4道路跡と西5道路跡の間の道路で、西側約60ｍ分を調査した。東半部は市調査分である。 

路面舗装の痕跡は見られなかった。 
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Ｃ期のＳＤ161は幅0.7～1.5ｍで、深さ0.3ｍであり、横断面形は浅い皿状である。堆積土は自然堆積 

Ｂ期のＳＤ165は後続する側溝などに壊されているが、幅0.9ｍ程で、深さは0.5ｍである。堆積土は

自然堆積の黄灰色砂質シルトなどで、灰白色火山灰のブロックを多く含んでいる。 

Ａ期のＳＤ224は後続する側溝や溝に壊されており、規模などは不明である。堆積土は自然堆積の暗

灰黄色砂質シルトなどである。 

〔北側溝〕西5道路跡（ＳＸ299）との交差点からほぼ直線的に東へ延びている。ほぼ同位置で改修が行

われており、Ａ～Ｃの3時期の変遷がある。 

Ｂ期のＳＤ192は後続する側溝などに壊されており、規模などは不明である。堆積土は自然堆積の黄

灰色シルトで、灰白色火山灰のブロックを多く含んでいる。 

Ａ期のＳＤ162は後続する側溝や溝に壊されており、規模などは不明である。堆積土は自然堆積の黄

灰色シルトで、地山ブロックを多く含んでいる。 

〔南側溝〕西5道路跡（ＳＸ5150）との交差点からほぼ直線的に東へ延びている。ほぼ同位置で改修が

行われており、Ａ～Ｃの3時期の変遷がある。 

Ｃ期のＳＤ163は幅0.9～1.8ｍで、深さ0.4ｍであり、横断面形は上が開いた「Ｕ」字形である。堆積

土は自然堆積の黄灰色砂質シルトなどである。 

たと思われる。 



Ｂ期のＳＤ192からは土師器、須恵器、赤焼土器、瓦、転用硯が出土している。図示したのは、土師

器坏3点、転用硯、平瓦各1点である（第15図）。 

瓦は、丸瓦、平瓦の破片である。平瓦は、凸面に荒い縄タタキ目を残すもの、縄タタキ目がつぶれて

いるものがある。 

須恵器の破片には、坏・高台坏・甕・長頚瓶がある。坏には、底部ヘラ切り無調整、回転糸切り手持

ちヘラケズリ・無調整がある。長頚瓶の破片の中には、会津大戸窯の製品とみられるものが含まれる。 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・甕・蓋がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で底部

回転糸切り手持ちヘラケズリ、回転糸切り無調整のものがある。甕には、非ロクロ調整とロクロ調整の

ものとがある。 

南側溝Ａ期のＳＤ162からは土師器、須恵器、赤焼土器、砥石が出土している。図示したのは、土師

器高台皿1点、須恵器坏1点、砥石1点である（第15図）。 

瓦は、丸瓦、平瓦の破片である。平瓦は、凸面に荒い縄タタキ目を残すもの、縄タタキ目がつぶれて

いるもの、平行タタキ目のもの、ヘラケズリのものなどがある。 

須恵器の破片には、坏・椀・甕・長頚瓶がある。坏には、底部ヘラ切り無調整、ヘラ切り手持ちヘラ

ケズリ・回転ヘラケズリ、回転糸切り回転ヘラケズリ・無調整、手持ちヘラケズリ再調整により切離し

不明のものなどがある。長頚瓶の破片の中には、会津大戸窯の製品とみられるものが含まれる。 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・甕・甑がある。坏はいずれもロクロ調整で、底部回転糸

切り手持ちヘラケズリ、回転糸切り無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明の

ものがある。甕には、非ロクロ調整とロクロ調整のものとがある。 

 

Ｃ期のＳＤ163からは土師器、須恵器、赤焼土器、緑釉陶器、手捏土器、縄文土器、瓦、土製円盤な

どが出土している。図示したのは、土師器坏5点、耳皿1点、須恵器坏2点、瓶1点、赤焼土器皿1点、坏3

点、高台坏1点、緑釉陶器1点である（第14図）。 

須恵器の破片には、坏・高台坏・甕・瓶がある。坏には、底部ヘラ切り無調整、回転糸切り無調整の

ものなどがある。長頚瓶の破片の中には、会津大戸窯の製品とみられるものが含まれる。 

土師器の破片には、坏・椀・甕がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で、底部が回転糸切り手持

ちヘラケズリ・無調整、手持ちヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。甕はロクロ調整

のもののみである。 

〔出土遺物〕北側溝Ｂ期のＳＤ165からは土師器、須恵器、赤焼土器、土製円盤、曲物破片が出土して

いるが図示できるものはない。 

の暗灰黄色シルトなどである。 

赤焼土器はいずれも坏である。 

緑釉陶器椀は洛北系のものである。 

赤焼土器には坏、高台坏がある。 

赤焼土器は坏である。 
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〔路面〕路幅は、側溝がほぼ同じ位置で改修されていることから各期とも大きな変動はなかったと考え

られる。Ｃ期では側溝心心で、調査区西端で約5.6ｍ、北側溝が大きく屈曲するＷ31付近で約11.5ｍ、

最も広がる西5道路との交差点付近では約18.5ｍである。 

〔変遷〕北側溝に3時期（Ａ：ＳＤ108→Ｂ：ＳＤ112・124→Ｃ：ＳＤ107）、南側溝に2時期（Ａ：ＳＤ

88Ａ→Ｂ：ＳＤ88Ｂ）、東側溝に4時期（Ａ：ＳＤ232→Ｂ：ＳＤ212→Ｃ：ＳＤ211→Ｄ：ＳＤ205）の

重複がある。このうち、ＳＤ112・124、ＳＤ88ＢとＳＤ211には堆積土中に灰白色火山灰が堆積してい

ることから、同じ時期に機能していたと考えられる（Ｃ期）。これらとの重複状況から、これらより古

いＳＤ108・88Ａ・212（Ｂ期）とさらに古いＳＤ232（Ａ期）やこれらより新しいＳＤ107・205（Ｄ期）

はそれぞれ同じ時期に機能していた可能性が考えられる。したがって、本道路には少なくともＡ～Ｄの

4時期の変遷があったと考えられる。 

〔重複〕（古）ＳＤ07･60･98･100･110･117･128･129･130･137･138･268･290 （新）ＳＤ05･06･08･14･20･

27･28･31･40･95･179･264、ＳＸ61･62･63･64･65、ＳＫ181･265 （存続中）ＳＸ01･95･133･135、ＳＫ267 

北2道路跡の西5道路跡より西側の部分で、51ｍ分を検出した。東端部で大きく路幅が広がっており、

ＳＸ300とＳＸ390がこの部分で合流している。したがって、ＳＸ300とＳＸ390を結ぶ南北方向の側溝で

あるＳＤ205・211・212・232も東側溝として本道路に含めて説明することにする。 

【ＳＸ299東西道路跡】（付図1、第16～20図） 

瓦は、丸瓦、平瓦の破片である。平瓦には、凸面に荒い縄タタキ目を残すもの、縄タタキ目がつぶれ

ているもの、ヘラケズリ調整のものなどがある。 

なお、高台坏で、内外面をヘラミガキした特殊な須恵器が1点ある。この破片はＳＤ151出土の須恵器

と同一個体である。また、長頚瓶の破片の中には、会津大戸窯の製品とみられるものが含まれる。 

 

須恵器の破片には、坏・高台坏・甕・長頚瓶・蓋がある。坏には、底部ヘラ切り手持ちヘラケズリ、

ヘラ切り無調整、回転糸切り手持ちヘラケズリ・無調整、手持ちヘラケズリ再調整により切離し不明の

ものなどがある。蓋は折り返し口縁のものである。 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・甕がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で底部ヘラ

切り無調整、回転糸切り手持ちヘラケズリ・回転ヘラケズリ・無調整のもの、手持ちヘラケズリ再調整

により切離し不明のものなどがある。甕には、非ロクロ調整とロクロ調整のものとがある。 

Ｃ期のＳＤ161からは土師器、須恵器、赤焼土器、転用硯、円面硯、瓦、鉄滓が出土している。図示

したのは、土師器甕1点、須恵器坏1点、壷1点、赤焼土器坏3点、転用硯、円面硯、各1点である。 

須恵器の破片には、坏・高坏・甕・長頚瓶がある。坏には、底部がヘラ切り手持ちヘラケズリ、回転

糸切り無調整などがある。 

土師器の破片には、坏・高台坏・椀・甕がある。坏には、有段丸底坏、回転糸切り手持ちヘラケズリ・

無調整があり、回転糸切りのものが多い。甕には、非ロクロ調整とロクロ調整のものとがある。 

赤焼土器はいずれも坏である。 

赤焼土器には坏・高台坏がある。 

29



 

 

〔接続〕北側溝は各期ともＳＸ400の西側溝と「Ｌ」字形に接続していると思われる。南側溝は各期と

もＳＸ5150の西側溝と「Ｌ」字形に接続している。東側溝は北側でＳＸ390の南側溝とはＡ期は「Ｔ」

字形に、Ｂ・Ｃ期には「Ｌ」字形に接続している。Ｄ期にはＳＫ267を経由してＳＸ400の東側溝と接続

していたと考えられる。南側ではＳＸ300の北側溝と各期とも「Ｌ」字形に接続している。 

路面舗装については、路面が灰白色火山灰を含む自然堆積土に覆われることから、少なくともＢ・Ｃ

期にはなかったことがわかる。また、下層の遺構が残っていることから道路の建設や改修に際し大きく

削平されることはなかったと考えられ、路面舗装は各期を通じてなかった可能性が高い。 
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Ｃ期のＳＤ211は幅1.4ｍ程で、深さ0.5ｍであり、横断面形は上が開いた「Ｕ」字形である。堆積土

は自然堆積の黄灰色シルトで、灰白色火山灰が混じっている。 

Ｂ期のＳＤ212は後続するＳＤ211に壊されており規模などは不明である。堆積土は自然堆積の褐灰色

シルトなどである。 

Ａ期のＳＤ232は後続する側溝や土壙に壊されているが、北端部に6ｍ程残っている。幅0.6ｍ、深さ

0.4ｍで、堆積土は自然堆積のにぶい黄褐色シルトなどである。 

ほぼ同位置で改修が行われており、ＳＤ232・212→ＳＤ211→ＳＤ205の変遷がある。ＳＤ232とＳＤ

212は別の溝跡であることは明らかだが、直接重複しておらず新旧関係は不明である。しかし、ＳＤ212

がＳＸ390のＢ期の側溝と接続し、後続の側溝もそれぞれ接続していることからＳＤ232→ＳＤ212の順

序が考えられる。したがって、側溝にはＳＤ232→ＳＤ212→ＳＤ211→ＳＤ205の4時期の重複があると

思われる。 

Ａ期のＳＤ88Ａは南側にあり、後続するＳＤ88Ｂに壊されており規模などは不明である。堆積土は自

然堆積の黄灰色砂質シルトなどである。 

〔南側溝〕西5道路（ＳＸ5150）との交差点から直線的に西へ延びている。ほぼ同位置で改修が行われ

ており、Ａ～Ｂの2時期の重複がある（註1）。 

〔東側溝〕北2道路（ＳＸ300）と北2ａ道路（ＳＸ390）を結ぶ側溝で、長さは約22ｍであり、方向はＮ

－6°－Ｅである。土壙や中世の堀、調査時の排水溝などで壊されており、側溝相互の関連や重複する

遺構との関係は十分把握できなかった。 

Ｂ期のＳＤ88Ｂは幅1.4ｍ程で、深さは0.6ｍであり、横断面形は上が開いた「Ｕ」字形である。堆積

土は自然堆積の暗灰黄色シルトなどで、灰白色火山灰が層をなして堆積している。 

 

Ａ期のＳＤ108は最も北側にあり、後続する側溝に壊されており規模などは不明である。堆積土は自

然堆積の黒褐色シルトなどである。 

ほぼ同位置で改修が行われており、西半部ではＳＤ124→ＳＤ107、ＳＤ108→ＳＤ107、東半部ではＳ

Ｄ112→ＳＤ107、ＳＤ108→ＳＤ107という重複状況がみられる。このうち、ＳＤ112とＳＤ124は連続は

しないものの堆積土の状況が類似することなどから一連の溝と考えられる。ＳＤ108とＳＤ112・124は

ＳＤ107よりも古い点で共通するが、直接重複しておらず、新旧は不明である。しかし、ＳＤ112に灰白

色火山灰層がみられ、ＳＤ108にはみられないことから、ＳＤ112・124のほうが新しい可能性が高い。

したがって、ＳＤ108→ＳＤ112・124→ＳＤ107という3時期の重複が考えられる。 

〔北側溝〕西5道路（ＳＸ400）との交差点から路幅を狭めながら西へ延び、Ｗ31付近で大きく屈曲しさ

らに西へ延びている。 

Ｂ期のＳＤ112・124は概ね南側にあり、後続するＳＤ107に壊されており規模などは不明である。堆

積土は自然堆積の黒褐色シルトなどで、灰白色火山灰が含まれる。 

Ｃ期のＳＤ107は幅1.0～2.7ｍで、深さ0.6ｍであり、横断面形は上が開いた「Ｕ」字形である。堆積

土は灰白色火山灰の小ブロックを含む自然堆積の黒褐色シルトなどである。 

Ｄ期のＳＤ205は幅0.7ｍ程で、深さ0.5ｍであり、横断面形は「Ｕ」字形である。堆積土は自然堆積 
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須恵器の破片には、坏・高坏・高台坏・鉢・甕・長頚瓶・蓋がある。坏には、底部静止糸切り手持ち

ヘラケズリ、ヘラ切り無調整・手持ちヘラケズリ・回転ヘラケズリ、回転糸切り無調整、手持ちもしく

は回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。蓋は、内外面をヘラミガキした特殊なも

のである。長頚瓶の破片の中には、会津大戸窯の製品とみられるものが含まれる。 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・甕・壷がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で回転

糸切り手持ちヘラケズリ・無調整のものがある。甕は非ロクロ調整のもののみである。 

Ｂ期のＳＤ112・124からは土師器、須恵器、赤焼土器、瓦、鉄滓、ウマ歯が出土している。図示した

のは、土師器坏2点、甕1点、須恵器坏1点、蓋1点、平瓦1点である（第17・18図）。 

軒丸瓦は、多賀城政庁第Ⅱ期の重圏文軒丸瓦である。その他、丸瓦、平瓦の破片が多数出土している。

平瓦には、凸面に荒い縄タタキ目を残すもの、縄タタキ目がつぶれているもの、平行タタキ目のもの、

ケズリ調整のものなどがある。 

 

土師器の破片には、坏・椀・甕・甑がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で回転糸切り手持ちヘ

ラケズリ・回転ヘラケズリ・無調整のものがある。甕には、非ロクロ調整とロクロ調整のものとがある。 

〔出土遺物〕北側溝Ａ期のＳＤ108からは土師器、須恵器、赤焼土器、瓦、砥石、ウマ歯が出土してい

る。図示したのは、土師器坏1点、須恵器坏2点、瓶2点、軒丸瓦1点である（第17図）。 

の暗灰黄色シルトである。 

須恵器の破片には、坏・高台坏・甕・長頚瓶・蓋がある。坏には、ヘラ切り手持ちヘラケズリ、回転

糸切り回転ヘラケズリ・無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどが

ある。蓋は折り返し口縁のものである。長頚瓶の破片の中には、会津大戸窯の製品とみられるものが含

まれる。 

赤焼土器はいずれも坏の破片である。 
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須恵器の破片には、坏・椀・皿・甕・長頚瓶・蓋がある。坏には、底部ヘラ切り無調整・手持ちヘラ

ケズリ、回転糸切り無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。

蓋は折り返し口縁のものである。坏もしくは高台坏で、内外面を研磨した特殊な須恵器が1点ある。ま

た、長頚瓶の破片の中には、会津大戸窯の製品とみられるものが含まれる。 

 

土師器の破片には、坏・高台椀・椀・甕・甑がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で静止糸切り

手持ちヘラケズリ、ヘラ切り無調整、回転糸切り手持ちヘラケズリ・無調整のものがある。甕は非ロク

ロ調整のもののみである。 

Ｃ期のＳＤ107からは土師器、須恵器、赤焼土器、瓦、石製模造品、ウマ歯が出土している。図示し

たのは、土師器坏1点、高台椀1点、須恵器坏2点である（第18図）。 

図示した平瓦は、「丸」の刻印のある平瓦である。その他、丸瓦、平瓦の破片が出土している。平瓦

には、凸面に荒い縄タタキ目を残すもの、縄タタキ目がつぶれているものなどがある。 

赤焼土器は坏の破片である。 
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須恵器の破片には、坏・高台坏・甕・長頚瓶・蓋がある。坏は、底部がヘラ切り手持ちヘラケズリの

ものである。長頚瓶の破片の中には、会津大戸窯の製品とみられるものが含まれる。蓋はカエリの付く

ものである。 

土師器の破片には、坏・高坏・鉢・甕がある。坏はいずれもロクロ調整で底部回転糸切り無調整のも

のである。甕は、いずれも非ロクロ調整のものである。 

東側溝Ｂ期のＳＤ212からは土師器、須恵器、赤焼土器、石製模造品が出土している。図示したのは、

赤焼土器坏、石製模造品が各1点である（第20図）。 

須恵器の破片には、坏・高台坏・瓶・蓋がある。坏には、底部ヘラ切り無調整、ヘラ切り手持ヘラケ

ズリ・回転ヘラケズリ、回転糸切り回転ヘラケズリ・無調整、回転ヘラケズリ再調整により切離し不明

のものなどがある。 

土師器の破片には、坏・高坏・鉢・甕・壷がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で底部ヘラ切り

回転ヘラケズリ・無調整、回転糸切り無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明

のものなどがある。甕には、非ロクロ調整のものとロクロ調整のものとがある。 

 

南側溝Ｂ期のＳＤ88Ｂからは土師器、須恵器、赤焼土器、風字硯、転用硯、砥石、ウマ歯が出土して

いる。図示したのは、須恵器坏3点、砥石2点である（第19図）。 

瓦は、丸瓦、平瓦の破片である。平瓦には、凸面に荒い縄タタキ目を残すもの、縄タタキ目がつぶれ

ているもの、平行タタキ目のもの、ケズリ調整のものなどがある。 

赤焼土器はいずれも坏である。 

赤焼土器は坏、高台坏がある。 
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土師器の破片には、坏・椀・甕がある。坏はいずれもロクロ調整で、回転糸切り無調整、回転ヘラケ

ズリ再調整により切離し不明のものがある。甕には、ロクロ調整と非ロクロ調整のものとがある。 

 

〔路面〕路幅は、側溝がほぼ同じ位置で改修されていることから各期ともそれほど大きな変動はなかっ

たと考えられ、Ｃ期では3.3～4.0ｍである。 

〔変遷〕北側溝に3時期（Ａ：ＳＤ779→Ｂ：ＳＤ775→Ｃ：ＳＤ773）、南側溝に3時期（Ａ：ＳＤ778

→Ｂ：ＳＤ774→Ｃ：ＳＤ772）の重複がある。このうち、Ｃ期のＳＤ772・773は路面堆積土や側溝堆積

土に灰白色火山灰を含むことから、これらは同時に機能していたものと考えられる。重複状況から、こ

れらより古いＳＤ778・779やＳＤ774・775は同時に機能していたと思われる。したがって、本道路には

少なくともＡ～Ｃの3時期の変遷があったと考えられる。 

〔重複〕（古）ＳＤ100、ＳＸ500 （新）基本層位第Ⅱ層、ＳＤ731･732･739･801･838、ＳＫ829 

【ＳＸ710東西道路跡】（付図3、第21～23図） 

北2道路の30ｍ程北側にある東西道路で、西4道路跡の東側がＳＸ710で、西4道路跡と西5道路跡の間

がＳＸ390である。西5道路跡の西側はＳＸ299と変則的に交差している。 

 

須恵器の破片には、坏・高台坏・甕・長頚瓶がある。坏には、底部回転糸切り無調整のものがある。

長頚瓶の破片の中には、会津大戸窯の製品とみられるものが含まれる。 

Ｄ期のＳＤ205からは土師器、須恵器、羽口が出土している。図示したのは、須恵器高台坏・甕・羽

口が各1点である（第20図）。 

須恵器は、坏・高坏・高台坏・瓶の破片がある。坏には、底部回転糸切り無調整、手持ちもしくは回

転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものがある。 

土師器の破片には、坏・椀がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で底部回転糸切り無調整、回転

ヘラケズリにより切離し不明のものがある。 

Ａ期のＳＤ779は後続する側溝に壊されており、規模などは不明である。堆積土は自然堆積の暗灰色

シルトなどである。 

〔北側溝〕交差点（ＳＸ750）からほぼ直線的に東へ延びている。ほぼ同位置で改修が行われており、

Ａ～Ｃの3時期の重複がある。 

〔接続〕北側溝はＳＸ750の東側溝とＡ・Ｃ期には「Ｔ」字形に、Ｂ期には「Ｌ」字形に接続している。

南側溝はＳＸ700の東側溝とＡ・Ｃ期には「Ｔ」字形に、Ｂ期には「Ｌ」字形に接続している。 

Ｂ期のＳＤ775は幅0.9～1.2ｍで、深さ0.7ｍであり、横断面形は上が開いた「Ｕ」字形である。堆積

土は炭化物を含む自然堆積の黒褐色シルトなどである。 

Ｃ期のＳＤ211からは土師器、須恵器、赤焼土器が出土しているが図示できるものはない。 

Ｄ 北2ａ道路跡 

西4道路跡との交差点より東側の北2ａ道路跡で、長さ18ｍにわたって検出した。 

路面舗装は、路面が自然堆積層に覆われていることから、なかったものと考えられる。 

Ｃ期のＳＤ773は幅0.8～1.4ｍで、深さ0.5ｍであり、横断面形は上が開いた「Ｕ」字形である。堆積 
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須恵器の破片には、坏・甕・瓶・蓋がある。坏には、底部静止糸切り無調整、ヘラ切り無調整、回転

糸切り回転ヘラケズリ・無調整のものがある。 

 

土師器の破片には、坏・高台坏・椀・甕がある。坏には、ロクロ調整で、底部静止糸切り無調整、ヘ

ラ切り回転ヘラケズリ・無調整、回転糸切り手持ちヘラケズリ・無調整のものがある。 

〔出土遺物〕北側溝Ａ期のＳＤ779からは土師器、須恵器、赤焼土器、瓦が出土しているが図示できる

ものはない。 

Ｃ期のＳＤ772は幅0.8～1.0ｍで、深さ0.4ｍであり、横断面形は上が開いた「Ｕ」字形である。堆積

土は自然堆積の黒褐色粘質シルトなどである。 

Ａ期のＳＤ778は後続する側溝に壊されており、規模などは不明である。堆積土は炭化物を含む自然

堆積の黒褐色シルトなどである。 

〔南側溝〕交差点（ＳＸ700）からほぼ直線的に延びる。ほぼ同位置で改修が行われており、Ａ～Ｃの3

時期の重複がある。 

土は自然堆積の黒褐色粘質シルトなどで、上部には灰白色火山灰を含む路面堆積上が流入している。 

Ｂ期のＳＤ774は幅1.2ｍ程で深さは0.5ｍであり、堆積土は自然堆積の黒褐色シルトなどである。 
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須恵器の破片には、坏・･ ・長頚瓶がある。坏には、底部がヘラ切り無調整、回転糸切り無調整、

手持ちヘラケズリ再調整により切離し不明のものがある。 

土師器の破片には、坏・高台坏・甕がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で、底部が静止糸切り

無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものがある。甕は非ロクロ調整のも

のがある。 

Ｂ期のＳＤ774からは土師器、須恵器、赤焼土器、土製円盤、瓦が出土している。図示したのは須恵

器坏1点、赤焼土器坏2点、土製円盤1点である（第23図）。 

須恵器の破片には、坏・瓶がある。坏は、底部静止糸切り回転ヘラケズリ、回転糸切り無調整、回転

ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。 

土師器の破片には、坏・椀・甕がある。坏には、ロクロ調整で、底部静止糸切り無調整、回転糸切り

無調整、回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものがある。 

須恵器の破片には、坏・高台坏・椀・長頚瓶・甕・蓋がある。坏には、底部が静止糸切り手持ちヘラ

ケズリ、ヘラ切り回転ヘラケズリ・無調整、回転糸切り回転ヘラケズリ・無調整のものがある。 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・甕がある。坏には、有段丸底坏、非ロクロ調整の無段丸

底坏、ロクロ調整で、底部が静止糸切り回転ヘラケズリ・無調整、回転糸切り無調整のものがある。嚢

には、非ロクロ調整とロクロ調整のものとがあり、前者が多い。 

Ｃ期のＳＤ773からは土師器、須恵器、赤焼土器、転用硯、瓦が出土している。図示したのは赤焼土

器坏1点、転用硯1点である（第22図）。 

須恵器の破片には、坏・高台坏・長頚瓶・甕・蓋がある。坏には、底部がヘラ切り手持ちヘラケズリ・

回転ヘラケズリ・無調整、回転糸切り回転ヘラケズリ・無調整のものがある。 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・甕がある。坏には、有段丸底坏、非ロクロ調整の無段丸

底坏、ロクロ調整で、底部が静止糸切り回転ヘラケズリ・無調整、ヘラ切り無調整、回転糸切り無調整、

手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものがある。甕は非ロクロ調整のものである。 

 

Ｂ期のＳＤ775からは土師器、須恵器、灰釉陶器、円面硯、羽口、瓦が出土している。図示したのは

灰釉陶器瓶2点、円面硯1点である（第22図）。 

瓦の破片には丸瓦、平瓦がある。平瓦は凸面が縄タタキ目のものである。 

赤焼土器の破片は坏である。 

南側溝Ａ期のＳＤ778からは土師器、須恵器、赤焼土器、瓦が出土しているが図示できるものはない。 

瓦の破片には丸瓦、平瓦がある。平瓦は凸面が縄タタキ目、ヘラケズリのものである。 

赤焼土器の破片には坏・台付鉢がある。 

瓦の破片には丸瓦、平瓦がある。平瓦は凸面が縄タタキ目、ヘラケズリのものである。 

灰釉陶器瓶、小瓶はいずれも黒笹90号窯式のものである。 

瓦の破片には丸瓦、平瓦がある。平瓦は凸面が縄タタキ目のものである。 

赤焼土器の破片は坏である。 
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〔変遷〕北側溝に3時期（Ａ：ＳＤ371→Ｂ：ＳＤ373→Ｃ：ＳＤ361）、南側溝に3時期（Ａ：ＳＤ366

→Ｂ：ＳＤ367→Ｃ：ＳＤ362）の重複がある。このうち、ＳＤ361・362には堆積土中に灰白色火山灰が

堆積していることから、同じ時期に機能していたと考えられる（Ｃ期）。重複状況から、これらより 

〔重複〕（古）ＳＤ100、ＳＤ180･250、ＳＸ500、ＳＥ570･571 （新）基本層位第Ⅱ層、ＳＤ151･152･

359、ＳＫ267･368･374･842 

北2ａ道路跡の西4道路跡と西5道路跡の間の東西道路で、長さは西4道路跡の西側溝と西5道路跡の東

側溝間で112.2ｍである（そのうち、東側約40ｍは市調査分）。やや蛇行している。 

【ＳＸ390東西道路跡】（付図1・2、第24～30図） 

須恵器の破片には、坏・高台坏・皿・ ・長頚瓶・甕・蓋がある。坏には、底部がヘラ切り回転ヘラ

ケズリ・無調整、回転糸切り手持ちヘラケズリ・無調整、回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のも

のがある。 

土師器の破片には、坏・高台坏・椀・甕・蓋がある。坏には、有段丸底坏、非ロクロ調整の無段丸底

坏、ロクロ調整で、底部が静止糸切り回転ヘラケズリ、ヘラ切り回転ヘラケズリ・無調整、回転糸切り

無調整のものがある。甕は、非ロクロ調整のものがある。 

Ｃ期のＳＤ772からは土師器、須恵器、赤焼土器、土製支脚、瓦が出土している。図示したのは須恵

器高台椀1点、赤焼土器坏1点、土製支脚1点である（第23図）。 

瓦の破片には丸瓦、平瓦がある。平瓦は凸面が縄タタキ目、ヘラケズリのものである。 

赤焼土器の破片には坏・高台坏がある。 

瓦の破片には丸瓦、平瓦がある。平瓦は凸面が縄タタキ目のものである。 
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須恵器の破片には、坏・鉢・高台坏・甕・長頚瓶がある。坏には、底部静止糸切り手持ちヘラケズリ、

ヘラ切り手持ちヘラケズリ・回転ヘラケズリ、回転糸切り手持ちヘラケズリ・無調整、手持ちもしくは

回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。長頚瓶の破片は、会津大戸窯の製 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・甕・甑がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で底部

ヘラ切り回転ヘラケズリ、回転糸切り回転ヘラケズリ・無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整

により切離し不明のものなどがある。甕には、非ロクロ調整のものとロクロ調整のものとがあり、前者

が多い。 

〔出土遺物〕北側溝Ａ期のＳＤ371からは土師器、灰釉陶器、羽口、土製紡錘車、砥石、瓦が出土して

いる。図示したのは土師器坏3点、灰釉陶器皿1点、砥石1点である（第25図）。 

Ｃ期のＳＤ362Ａは幅0.9～1.7ｍで、深さ0.5ｍであり、横断面形は上が開いた「Ｕ」字形である。堆

積土は自然堆積の暗灰黄色砂質シルトなどで、灰白色火山灰が層をなして含まれる。 

Ｂ期のＳＤ367は、堆積土は自然堆積の黄灰色シルトなどで、後続する側溝などに壊されており、規

模などは不明である。 

ほぼ同位置で改修が行われており、ＳＤ366・367→ＳＤ362の重複がある。このうち、ＳＤ366はＢ期

の北側溝であるＳＤ373に切られており、Ａ期のものと考えられる。したがって、ＳＤ366→ＳＤ367→

ＳＤ362の3時期の重複が考えられる。 

 

〔南側溝〕西4・5道路跡をほぼ直線的に結んでいるが、蛇行している部分もある。 

Ｃ期のＳＤ361Ａは幅1.0～1.6ｍで、深さ0.5ｍであり、横断面形は上が開いた「Ｕ」字形である。堆

積土は自然堆積の暗灰黄色砂質シルトなどで、灰白色火山灰が層をなして含まれる。 

〔路面〕路幅は、側溝がほぼ同じ位置で改修されていることから各期ともそれほど大きな変動はなかっ

たと考えられ、Ｃ期では2.3～5.6ｍである。 

古いＳＤ366・371（Ａ期）とＳＤ367・373（Ｂ期）は同じ時期に機能していたと思われる。したがって、

本道路には少なくともＡ～Ｃの3時期の変遷があったと考えられる。 

Ｂ期のＳＤ373は後続する側溝などに壊されて規模などは不明である。堆積土は自然堆積の暗黄灰色

砂質シルトなどで、地山の砂を多く含んでいる。 

Ａ期のＳＤ371は後続する側溝や溝に壊されており、規模などは不明である。堆積土は自然堆積の暗

灰黄色シルトなどである。 

〔北側溝〕西4・5道路跡をほぼ直線的に結んでいるが、蛇行している部分もある。 

〔接続〕北側溝は東側ではＳＸ750の西側溝とＡ・Ｃ期は「Ｔ」字形に、Ｂ期は「Ｌ」字形に接続して

いる。ＳＸ400の東側溝とはＡ期は「Ｔ」字形に、Ｂ・Ｃ期は「Ｌ」字形に接続している。南側溝は東

側ではＳＸ700の西側溝とＡ・Ｃ期は「Ｔ」字形に、Ｂ期は「Ｌ」字形に接続している。西側ではＳＸ

299の東側溝とＡ期は「Ｔ」字形に、Ｂ・Ｃ期は「Ｌ」字形に接続している。 

Ａ期のＳＤ366は後続する側溝や溝に壊されており、規模などは不明である。 

ほぼ同位置で改修が行われており、Ａ～Ｄの3時期の重複がある。 

バラスなどの路面舗装の痕跡は見られなかった。 
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瓦の破片は平瓦がある。平瓦は凸面角が縄タタキ目、格子タタキ目のものがある。 

 

品とみられるものである。 

灰釉陶器皿は黒笹14号窯式である。 
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須恵器の破片には、坏・甕・長頚瓶がある。坏には、底部がヘラ切り無調整、回転糸切り無調整、回

転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。 

土師器の破片には、坏・椀・甕がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で回転糸切り手持ちヘラケ

ズリ、手持ちヘラケズリ再調整により切離し不明のものがある。甕には、非ロクロ調整のものとロクロ

調整のものとがあり、前者が多い。 

南側溝Ａ期のＳＤ366からは土師器、須恵器、羽口、瓦が出土している。図示したのは土師器坏1点、

須恵器坏2点である（第28図）。 

 

須恵器の破片には、坏・椀・鉢・高坏・高台坏・甕・長頚瓶がある。坏には、底部が、ヘラ切り無調

整・手持ちヘラケズリ・回転ヘラケズリ、回転糸切り無調整・手持ちヘラケズリ、手持ちもしくは回転

ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。長頚瓶の破片の中には、会津大戸窯の製品とみ

られるものが多く含まれる。 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・壷・蓋・甕がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で、

底部ヘラ切り手持ちヘラケズリ、回転糸切り手持ちヘラケズリ、回転ヘラケズリ・無調整、手持ちヘラ

ケズリもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。甕には、非ロクロ調整のも

のとロクロ調整のものとがあり、体部から底部にかけて漆が付着している破片がある。 

図示したのは土師器坏6点、高台坏2点、甕2点、須恵器坏1点、蓋1点、赤焼土器8点、灰釉陶器

椀1点、転用硯1点、土製円盤2点、砥石1点、弥生土器1点である（第26・27図）。 

一方、ＳＸ700・750 との交差点に近い東側では、主に 1 層から土師器、須恵器、赤焼土器、手捏土

器、転用硯、羽口、土製円盤、瓦などが出土している。西側に比べ相対的に赤焼土器の量が多い。 

ＳＸ299・400との交差点に近い西側では、下層の2・3層から、弥生土器、土師器、須恵器、赤焼土

器、灰釉陶器、転用硯、土製円盤、砥石、瓦、曲物が出土している。土師器坏には、墨書土器が多く含

まれる。 

Ｃ期のＳＤ361では東西に延びる溝の西側と東側とで、遺物の内容（土器の器種組成や技法）につい

ては大きな相違はみられないが、遺物の出土状況がやや異なる。 

土師器には、坏・椀・甕の破片がある。坏には、ロクロ調整で、底部回転糸切り無調整、手持ちもし

くは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものがある。甕はロクロ調整のものである。 

Ｂ期のＳＤ373からは土師器、須恵器、赤焼土器、瓦が出土しているが図示できるものはない。 

Ｂ期のＳＤ367からは土師器、須恵器、灰釉陶器、砥石、瓦が出土している。図示したのは土師器坏 

瓦の破片には丸瓦、平瓦がある。平瓦は凸面が縄タタキ目、ヘラケズリのものがある。 

瓦の破片には丸瓦、平瓦がある。平瓦は凸面が縄タタキ目、ヘラケズリのものがある。 

灰釉陶器椀は、黒笹90号窯式期のものである。 

瓦の破片には丸瓦、平瓦がある。平瓦は凸面が縄タタキ目、ヘラケズリのものがある。 

瓦は平瓦で、凸面が縄タタキ目のものである。 

赤焼土器は坏の破片である。 

須恵器の破片には、坏・鉢・甕・瓶がある。坏は回転糸切り無調整のものである。 
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4点、鉢1点、須恵器坏2点、長頚瓶1点、灰釉陶器椀1点である（第28図）。 

 

須恵器の破片には、坏・椀・鉢・高坏・高台坏・甕・長頚瓶・蓋がある。坏には、底部が静止糸切り

手持ちヘラケズリ、ヘラ切り無調整・手持ちヘラケズリ・回転ヘラケズリ、回転糸切り無調整・手持ち

ヘラケズリ、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなど多様である。長頚瓶の

破片の中には、会津大戸窯の製品とみられるものが多く含まれる。 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・瓶・蓋・甕・甑がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調

整で、静止糸切り手持ちヘラケズリ・回転ヘラケズリ、底部ヘラ切り手持ちヘラケズリ・回転ヘラケズ

リ・無調整、回転糸切り手持ちヘラケズリ・回転ヘラケズリ・無調整、手持ちヘラケズリもしくは回転

ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなど多様である。甕には、非ロクロ調整のもの、ロクロ調整

のものがある。 

図示したのは土師器坏8点、小瓶1点、甕2点、甑1点、須恵器坏1点、蓋1点、高坏1点、赤焼土

器坏1点、灰釉陶器椀1点、緑釉陶器椀1点、手捏土器2点、転用硯3点、軒丸瓦1点、土錘1点、土

製丸玉1点、火打ち石1点、砥石2点である（第29・30図）。 

Ｃ期のＳＤ362では堆積土第1～3層の各層から遺物が出土している。下層の2～3層からは、土師器、

須恵器、赤焼土器、灰釉陶器、手捏土器、瓦、砥石が、1層もしくは遺構確認面からは、土師器、須恵

器、赤焼土器、緑釉陶器、手捏土器、転用硯、瓦、土製丸玉、土錘、土製円盤、木製品、火打ち石、鉄

滓などが出土している。 

須恵器の破片には、坏・高台坏・甕・長頚瓶・蓋がある。坏には、底部がヘラ切り手持ちヘラケズリ・

無調整、回転糸切り手持ちヘラケズリ・無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不

明のものなどがある。長頚瓶の破片には、会津大戸窯の製品とみられるものが多く含まれる。 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・皿・椀・甕・壷・蓋がある。坏には、有段丸底坏、非ロクロ

調整の平底坏、ロクロ調整で底部ヘラ切り回転ヘラケズリ、回転糸切り手持ちヘラケズリ・回転ヘラケ

ズリ・無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。甕には、非

ロクロ調整のものとロクロ調整のものとがあり、前者が多い。 

Ｅ 方格地割以外の道路 

北2ａ道路跡より古い東西道路で、西4道路跡より東へは延びているが、西5道路跡より西へは延 

瓦の破片には丸瓦、平瓦がある。平瓦は凸面が縄タタキ目、ヘラケズリのものがある。 

土師器坏3点、椀2点、須恵器壷2点の破片に漆が付着していた。 

灰釉陶器椀は、黒笹90号窯式期のものである。 

赤焼土器には坏・高台坏がある。 

瓦の破片には丸瓦、平瓦がある。平瓦は凸面が縄タタキ目のものがある。 

灰釉陶器椀は、黒笹90号窯式のものである。 

赤焼土器は坏の破片である。 

土師器、須恵器の坏は墨書されたものが多い。判読できるものに「財」がある（第28図11）。 
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〔路面〕路幅は、側溝がほぼ同じ位置で改修されていることから各期ともそれほど大きな変動はなかっ

たと考えられ、Ｃ期では5.3～7.0ｍである。 

〔変遷〕北側溝に3時期（Ａ：ＳＤ562→Ｂ：ＳＤ425→Ｃ：ＳＤ379）、南側溝に3時期（Ａ：ＳＤ567

→Ｂ：ＳＤ428→Ｃ：ＳＤ389）の重複がある。重複状況から、本道路には少なくともＡ～Ｃの3時期の

変遷があったと考えられる。 

〔重複〕（古）ＳＤ100･180･250･450･461･584･587 （新）ＳＸ390･700･710･750、ＳＢ1616、ＳＥ297、

ＳＤ151･152･153･359･731･732･739･773･843、ＳＫ267･368･374･377･392･441･829･842･859 

東半部は市調査分である。西側は西5道路跡付近で不明瞭になり、西5道路跡との関係は把握できなか

った。一方、Ｄ区東端部や県道を挟んだ市調査区では部分的にではあるがその存在が確認されたため、

さらに東へ延びることは確実である。 

〔北側溝〕ほぼ直線的に延びるが、ＳＸ390と同様に蛇行している部分もある。 

 

【ＳＸ500東西道路跡】（付図1・2、第21・24・31～34図） 

びず、総長約136ｍ分を検出した。これに接続する道路は検出されていない。方向はＷ－4°－Ｓである。 

Ｂ期のＳＤ425は後続する側溝やＳＸ390の側溝に壊されており、規模などは不明である。堆積土は自

然堆積の灰黄褐色シルトなどである。 

Ａ期のＳＤ562は後続する側溝やＳＸ390の側溝に壊されており、規模などは不明である。堆積土は自

然堆積の灰色粘質砂などである。 

〔南側溝〕ほぼ直線的に延びるが、ＳＸ390と同様に蛇行している部分もある。 

Ｃ期のＳＤ379は幅1.1～1.6ｍで、深さ0.6ｍであり、横断面形は上が開いた「Ｕ」字形である。堆積

土は炭化物、焼土、地山の小ブロックを含む自然堆積の灰褐色シルトなどである。 

Ｂ期のＳＤ428は後続する側溝やＳＸ390の側溝に壊されており、規模などは不明である。堆積土は自

然堆積の黒褐色シルトなどである。 

Ａ期のＳＤ567は断面で確認された側溝で、規模などは不明である。堆積土は自然堆積のオリーブ黒

色シルトなどである。 

このうち、土師器坏は、底部回転糸切り後、回転ヘラケズリ再調整が加えられたものが主体で、墨書

土器が多く、判読できるものでは底部に「大口古カ」（4）、体部に「万」（3）などがある。 

〔出土遺物〕北側溝Ａ期のＳＤ562からは土師器、手捏土器、羽口、木製品が出土している。図示した

のは土師器坏5点、羽口1点、挽物皿1点である（第31図）。 

Ｃ期のＳＤ379は幅1.2～1.5ｍで、深さ0.7ｍであり、横断面形は上が開いた「Ｕ」字形である。堆積

土は自然堆積の灰黄褐色シルトなどである。 

バラスなどの路面舗装の痕跡は見られなかった。 

Ｂ期のＳＤ425からは土師器、須恵器が出土している。図示したのは土師器坏2点、高台皿1点、須 

ほぼ同位置で改修が行われており、Ａ～Ｃの3時期の重複がある。 

ほぼ同位置で改修が行われており、Ａ～Ｃの3時期の変遷がある。 
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土師器の破片には、坏・椀・甕がある。坏には、有段丸底坏、非ロクロ調整の無段丸底坏、ロクロ 

南側溝Ｂ期のＳＤ428からは少量の土師器、須恵器、赤焼土器が出土しているが、図示できるものは

ない。 

須恵器の破片には、坏・椀・鉢・高台坏・甕・長頚瓶・蓋がある。坏には、底部が静止糸切り手持ち

ヘラケズリ、ヘラ切り無調整・手持ちヘラケズリ・回転ヘラケズリ、回転糸切り無調整・手持ちヘラケ

ズリ、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなど多様である。長頚瓶の破片の

中には、会津大戸窯の製品とみられるものが多く含まれる。 

 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・蓋・甕がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で、底

部ヘラ切り回転ヘラケズリ、回転糸切り手持ちヘラケズリ・回転ヘラケズリ・無調整、手持ちヘラケズ

リもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなど多様である。坏底部に「原」の墨書がみ

られるものがある（第 32 図 5）。また、坏底部に漆が付着している破片がある。甕には、非ロクロ調

整のものとロクロ調整のものとがある。 

Ｃ期のＳＤ379・857 からは土師器、須恵器、灰釉陶器、手捏土器、転用硯、土製紡錘車、砥石、曲

物が出土している。図示したのは土師器坏5点、高坏1点、鉢1点、椀1点、須恵器坏2点、灰釉陶器

椀1点、転用硯1点、土製紡錘車1点、砥石1点である（第32・33図）。 

須恵器の破片には、坏・瓶・甕がある。坏には、底部ヘラ切り無調整、回転糸切り無調整、回転ヘラ

ケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。高台坏の底部外面に「富田」の墨書のあるものがあ

る（12）。 

土師器の破片には、坏・高台皿・椀・甕がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で、底部ヘラ切り

回転ヘラケズリ・無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものがある。甕に

は、非ロクロ調整とロクロ調整のものとがある。 

恵器坏1点、高台坏1点である（第31図）。 

灰釉陶器は、黒笹14号窯式のものである。 
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土師器の破片には、坏・高坏・椀・甕・甑がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で、底部ヘラ切

り回転ヘラケズリ、回転糸切り無調整、手持ちヘラケズリもしくは回転ヘラケズリ再調整により切 

 

調整で、底部回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものがある。甕には、非ロクロ調整とロクロ調

整のものとがある。 

図示したのは土師器坏、甕が各3点、須恵器坏、蓋坏、無蓋高坏、瓶が各1点である（第34図）。 

Ｃ期のＳＤ389からは土師器、須恵器、手捏土器、瓦が出土している。 

赤焼土器は坏である。 

須恵器の破片には、鉢・瓶がある。 
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側溝の連結状況は、交差部分が後続する側溝や土壙、排水溝などで壊されているため判然としないが、

Ａ期ではＳＸ299の東側溝が北2ａ道路跡の路面を貫いており、北2ａ道路跡の側溝が「Ｔ」字状 

各道路跡の接続状況を見ると、西5道路跡は直線的に延びており、北2ａ道路跡のＳＸ390とはほぼ

直交している。しかし、北2ａ道路跡は西へは延びず、北2道路であるＳＸ299に接続している。ＳＸ

299は東端で路面を北に大きく拡張しており、北2ａ道路跡であるＳＸ390と北2道路跡であるＳＸ300

がこの部分で合流している。したがってこの場所では、南北道路である西5道路跡と東西道路である北

2道路跡と北2ａ道路跡の3条の道路が交差していることになる。 

西5道路跡の北側がＳＸ400、南側がＳＸ299であり、北2ａ道路跡の東側がＳＸ390で、西側は、調

査区外であるが西へは延びずにＳＸ299に接続していると思われる。 

接続状況は先述のように交差部分で変則的なあり方をしているが、基本的には西5道路跡は直線的に

延びていると思われる。一方、北2道路跡は南側溝で比べると、Ａ期ではＳＸ300はＳＸ299より南へ

寄っており、ずれて交差していたと思われる。Ｂ～Ｄ期では直線的に延びて、西5道路跡と直交してい

る。側溝はいずれも「Ｌ」字状に接続していたと思われる。 

 

西5道路跡の北側がＳＸ299 で、南側がＳＸ5150（市調査分）であり、北2道路跡の東側がＳＸ300

で、西側はＳＸ299である。 

各道路跡の接続状況を見ると、西4道路跡は直線的に延びているが、北2ａ道路跡は交差点でずれて

おり、ＳＸ710はＳＸ390より道路心心で約3.2ｍ南へ寄っている。 

西4道路跡の北側がＳＸ750、南側がＳＸ700、北2ａ道路跡の東側がＳＸ710、西側がＳＸ390である。

北2ａ道路跡には3時期、西4道路跡には4時期の変遷があり、Ｃ期の側溝に灰白色火山灰の堆積がみ

られる。 

 

須恵器の破片には、坏・鉢・高坏・高台坏・甕・長頚瓶・蓋がある。坏には、底部が静止糸切り手持

ちヘラケズリ、ヘラ切り無調整・手持ちヘラケズリ・回転ヘラケズリ、回転糸切り無調整、手持ちもし

くは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。 

離し不明のものなどがある。甕には、非ロクロ調整のものとロクロ調整のものとがある。 

また、Ａ・Ｃ・Ｄ期では西4道路跡の側溝が北2ａ道路跡の路面を貫いており、北2ａ道路跡の側溝

が「Ｔ」字状に接続しているのに対し、Ｂ期では各道路側溝は「Ｌ」字状に接続している。 

Ｆ 交差点 

いずれの道路跡にも3～4時期の変遷があり、Ｃの側溝に灰白色火山灰の堆積がみられる。 

北2ａ・西5道路跡交差点（第37図） 

いずれの道路跡にも3～4時期の変遷があり、Ｃ期の側溝に灰白色火山灰の堆積がみられる。 

北2ａ・西4道路跡交差点（第35図） 

各道路の交差の状況を交差点ごとに説明する。 

須恵器蓋坏の坏身、無蓋高坏は、いずれもＴＫ209併行期のものとみられる。 

西5北2道路跡交差点（第36図） 
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に接続していたと思われる。一方、それ以外の時期では各道路側溝は「Ｌ」字状に接続している。 

Ｇ 土器埋設遺構 

路面に土師器の甕を埋設したもので、交差点や交差点の付近で3基検出した。 

59



 

【ＳＸ01土器埋設遺構】（第38図） 

掘方を掘り土師器の甕1個体を横位に埋設したもので、上部は削平されている。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－1層 （新）基本層位第Ⅱ層 （同）ＳＸ299 

〔重複〕（古）ＳＤ100－1層 （新）基本層位第Ⅱ層 （同）ＳＸ299 

【ＳＸ133土器埋設遺構】（第39図） 

〔位置〕ＳＸ299道路跡の路面上で検出され、ＳＸ300・390道路跡との交差点付近にある。西5道路跡と

の交差点からはおよそ13ｍ離れている。 

〔掘方〕楕円形で、長径0.5ｍ、短径0.3ｍで、深さは最も深い部分で0.3ｍである。壁は斜めに立ち上

がり、底面は甕の底部側が低くなっている。掘方埋土は地山ブロックを含む暗灰黄色の砂質シルトであ

る。土器の内部には褐灰色のシルトなどが堆積していた。 

〔方向〕長軸方向はＮ－43°－Ｗであり、甕の口縁部は北西に向いている。 

〔埋設土器〕長胴の土師器甕である。胴部中程に弱い膨らみをもち、頚部は「く」字状に折れる。非ロ

クロ調整で、内外面の器面調整は、基本的に粗いハケメである。 

掘方を掘り土師器の甕2個体を合わせ口にして横位に埋設したもので、上部は削平されている。 

〔位置〕ＳＸ299道路跡の路面上にあり、ＳＸ300との交差点からはおよそ55ｍ離れている。 
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〔方向〕長軸方向はＥ－1°－Ｎである。 

〔掘方〕楕円形で、長径0.6ｍ、短径0.3ｍで、深さは最も深い部分で0.3ｍである。壁はやや斜めに立

ち上がる。掘方埋土は地山ブロックを含む暗オリーブ褐色の砂質シルトなどである。土器の内部には暗

灰黄色のシルトなどが堆積していた。 

 

 

〔埋設土器〕いずれもロクロ調整の長胴甕で、口縁部は受け口状を呈し、体下部にヘラケズリが加えら

れたものである。 
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【ＳＸ292土器埋設遺構】（第40図） 

掘方を掘り土師器の甕1個体を横位に埋設したもので、排水溝によって北・西側が壊されており、上

部は削平されている。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－1層 （新）基本層位第Ⅱ層 （同）ＳＸ299・390 

南北に長い長方形の墓壙に遺体を埋葬したもので、ＳＸ299の路面上で検出された。後述するＳＸ135

はおよそ8.5ｍ程東側にある。 

〔位置〕ＳＸ299・390・400道路跡の交差点内の路面上にある 

〔掘方〕楕円形と思われ、長径0.3ｍ以上、短径0.3ｍ程で、深さは最も深い部分で0.2ｍである。掘方

埋土は暗灰黄色の砂質シルトである。 

【ＳＸ123墓跡】（第68図） 

 

〔方向〕長軸方向はＮ－20°－Ｅであり、甕の口縁部は北を向いていたと思われる。 

〔埋設土器〕ロクロ調整の長胴甕で、体下部にヘラケズリが加えられたものである。 

Ｈ 墓跡 

3基検出された。重複状況や出土遺物から道路存続期間中に埋葬されたものと考えられる。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－1層、ＳＦ130 （新）基本層位第Ⅱ層 （同）ＳＸ299 



〔埋葬方法〕墓壙の底面や底面付近では、アシのような中空で細長い植物の痕跡が多数平行して残って

おり、遺体は植物の編物にくるまれていた可能性がある。また、目的は不明だが、底面には2ヶ所に、

側壁に沿って細い竹か木の棒を突き刺し、その両側に墓壙の長軸に直交して同じ様な棒が2本平行し 

堆積土は上層が褐灰色シルトで、墓壙の窪みに自然堆積したものである。中層が地山のブロックを多

量に含む灰黄褐色シルトで、人為的に埋め戻されたもので、下層が灰黄褐色の粘土でベタベタしたもの

である。 

〔墓壙〕長方形で、長辺2.0ｍ、短辺0.4ｍで、深さは最も深い部分で0.6ｍである。壁は比較的斜めに

立ち上がる。長軸の方向はＮ－10°－Ｅである。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－1層、ＳＦ138 （新）基本層位第Ⅱ層 （同）ＳＸ299 

【ＳＸ135墓跡】（第41・68図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔埋葬方法〕墓壙の底面付近では、藁状のものや枝状のものが炭化して面をなして残っており、遺体が

植物の編物にくるまれていた可能性がある。 

堆積土は上層が褐灰色シルトで、墓壙の窪みに自然堆積したものである。中層が地山のブロックを多

量に含む黄灰色砂質シルトで、人為的に埋め戻されたものと思われる。下層が褐灰色の粘質シルトであ

る。上・中層には灰白色火山灰の小ブロックが含まれており、中層では骨が底面より浮いた状態で検出

された。 

〔墓壙〕長方形で、長辺2.0ｍ、短辺0.9ｍで、深さは最も深い部分で0.4ｍである。壁は比較的斜めに

立ち上がる。長軸の方向はＮ－5°－Ｅである。 

 

南北に細長い長方形の墓壙に遺体を埋葬した墓で、ＳＸ299の路面上で検出された。 
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【ＳＫ267土壙跡】（第37・43図） 

 

 

て置かれている痕跡がみられた。 

なお、墓壙の北端に、劣化して脆くなった骨が残っていた。このことから、頭部は北側にあった可能

性が考えられる。 

〔出土遺物〕土師器坏、赤焼土器坏、木製品が各1点出土している。土師器坏、赤焼土器坏はいずれも

底部回転糸切り無調整である。木製品は動物をかたどったものと思われたが、非常に劣化しており取り

上げられなかった。 

【ＳＸ351墓跡】（第37・42図） 

東西に細長い長方形の土壙で、ＳＸ299・390・400の交差点の路面上で検出された。東端が排水溝に

よって壊されている。 

規模や検出状況がＳＸ135に類似しており、墓跡と思われるが、道路に関係する何らかの施設である

可能性も考えられる。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－1層 （新）基本層位第Ⅱ層、ＳＸ348 （同）ＳＸ299・390・400 

〔掘方〕長方形で、長辺2.8ｍ以上、短辺0.5ｍで、深さは最も深い部分で0.1ｍである。壁はほぼ直立

する。長軸の方向はＥ－21°－Ｎである。 

堆積土は上層が地山のブロックを多量に含む黒褐色シルトで、人為的に埋め戻されたもので、下層が

黒褐色の粘質シルトである。 

〔木質部〕掘方の両側辺の壁際の西側には厚さ5cm程の板材や板材の痕跡が残っていた。底面にはこの

ような痕跡は残っていなかった。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

Ｉ 枡跡 

不整形の土壙で、ＳＸ390・400の交差点付近のＳＸ390の路面上で検出された。 

位置関係や北側がＳＸ400の最も新しい東側溝に接続していることから（南側は排水溝のため不明）、 
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〔重複〕（古）ＳＸ390・500 （新）基本層位第Ⅱ層 （同）ＳＸ299・400 

なお、ＳＸ390は路面がこの枡に完全に塞がれているため、枡機能時には道路は廃絶していたと思わ

れる。 

側溝の水を一時的に集水する「枡」であると考えられる。 

 

土師器の破片には、坏・高台坏・椀・甕・壷・甑がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で底部回

転糸切り無調整のものなどがある。甕は非ロクロ調整のもののみである。 

〔出土遺物〕堆積土下層の第4層から、土師器、須恵器、赤焼土器が出土している。図示したのは、土

師器坏2点、須恵器坏1点、赤焼土器坏6点である（第43図）。 

〔規模・堆積土〕東西6.0ｍ、南北5.5ｍ程で、深さは0.5ｍである。堆積土は灰黄褐色のシルトで、砂

と互層となっている部分があることから水成堆積であると思われる。 

須恵器の破片には、坏・鉢・高台坏・甕・甑・長頚瓶がある。坏には、底部静止糸切り手持ちヘラ 
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土師器の破片には、

坏・椀・甕がある。坏

には、ロクロ調整で、

底部が静止糸切り無調

整のものがある。甕は

非ロクロ調整のものの

みである。 

〔出土遺物〕少量の土

師器、須恵器が出土し

ているが図示できるも

のはない。 

須恵器の破片には、

坏・高台坏・甕・瓶が

ある。坏には、底部回

転糸切り無調整、回転

ヘラケズリ再調整によ

り切離し不明のものな

どがある。 

〔規模・堆積土〕土壙状の部分は長径1.0ｍ、短径0.3～0.5ｍ程で、深さは最も深い部分で14cmである。

溝状の部分は幅0.3ｍ程で長さは2.0～2.8ｍであり、深さは最も深い部分で8cmである。個々の間隔は0.5

ｍ程である。堆積土はいずれも灰色のシルトで、砂をブロック状に含む。 

 

〔重複〕（古）ＳＤ100－1層 （新）基本層位第Ⅱ層 （同）ＳＸ299 

楕円形の土壙状の部分と小溝状の部分とが並んで存在しており、ＳＸ299の路面上で長さ3.5ｍにわた

って検出された。方向は道路の方向とは一致しない。 

【ＳＸ95波板状凹凸面】（第44図） 

小溝が数条並んでいるもので、ＳＸ299の路面上で2面検出された。いずれも基本層位第Ⅱ層に覆われ

ることから、道路存続期間中の痕跡と思われる。 

 

ケズリ、ヘラ切り回転ヘラケズリのものなどがある。長頚瓶の破片の中には、会津大戸窯の製品とみら

れるものが多く含まれる。 

Ｊ 波板状凹凸面 

いずれも底面は凹凸があり、壁の立ち上がりも不規則である。底面や壁などは硬化していない。 

赤焼土器はいずれも坏である。 
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【ＳＸ348波板状凹凸面】（第37・45図） 

小溝が並んで存在しており、ＳＸ299とＳＸ390・400の交差点付近の路面上で長さ4.0ｍにわたって検

出された。方向は道路の方向とは一致しない。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－1層、ＳＸ351、ＳＤ268 （新）基本層位第Ⅱ層 （同）ＳＸ299・400 

〔規模・堆積土〕幅0.3ｍ程で長さは1.6～2.6ｍであり、深さは最も深い部分で14cmである。堆積土は

黄灰色のシルトである。 

 

註1 ＳＤ88は西側で細分されていない。これは、調整時に重複がないものとして掘り上げたためで、断面図を再

検討してみると2～3時期に細分は可能である。 

須恵器の破片は、坏・鉢・高台坏・甕・瓶・蓋がある。坏には、底部ヘラ切り手持ちヘラケズリ、回

転糸切り回転ヘラケズリ、回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。長頚瓶には、会

津大戸窯の製品とみられるものがある。蓋は折り返し口縁のものである。 

土師器の破片には、坏・高台坏・椀がある。坏には、有段丸底坏、非ロクロ調整の無段丸底坏、ロク

ロ調整で、底部回転糸切り無調整のものなどがある。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。 

いずれも底面は凹凸があり、壁は緩やかに立ち上がる。底面や壁などは硬化していない。 
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2．Ａ 区 

Ａ区では、掘立柱建物跡44棟、塀跡11条、竪穴住居跡1軒、屋敷跡2、井戸跡5基、小溝状遺構群

7面、土壙跡42基、溝跡31条、河川跡1、墓跡7基などを検出した。以下、主要なものについて説明

する。 

 

Ａ 掘立柱建物跡・塀跡 

【ＳＢ80掘立柱建物跡】（第47・48図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕やロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器坏・高台坏・

甕、赤焼土器坏が出土した。 

Ｂ期は、柱間は、桁行が北側柱列で西から1.9ｍ・2.8ｍ（2間分）・2.5ｍで、総長は6.2ｍであり、

梁行が西妻で南から2.4ｍ・1.8ｍで総長4.2ｍである。方向は北側柱列でＥ－6°－Ｓである。 

〔柱間・方向〕Ａ期は後続するＢ期の建物跡に壊されており判然としないが、ほぼＢ期と同様と思われ

る。 

〔柱痕跡〕直径20cm前後の円形で、堆積土は黒褐色の粘質シルト

である。 

桁行4間、梁行2間の東西棟で、同位置で1度建て替えられている。東から1間目の棟通り下には間

仕切りの柱穴がある。北側柱列中央と東妻南端の柱穴は溝によって壊されている。また、Ａ期の柱穴は

西側柱列では検出されなかった。 

これらはＳＤ100河川跡を挟んで南北に分かれて存在しているため、各グループごとに説明する。 

 

南側のグループ 

掘立柱建物跡は32棟あり、比較的柱穴の大きい建物跡は西側に、柱穴の小さいものは東側に多く存

在する。塀跡は6条ある（第47図）。 

【ＳＢ56Ａ・Ｂ掘立柱建物跡】（第46・47・51図） 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、Ａ期では一辺が0.4～0.9ｍであり、

深さは最も深いもので 0.3ｍである。Ｂ期では一辺が 0.4～0.8ｍ

で、深さは景も深いもので0.6ｍである。埋土は地山の砂を多量に

含む黒褐色砂質シルトである。 

〔重複〕（古）ＳＥ84 （新）ＳＤ30・31 

東西2間以上、南北1間以上の建物跡で、東西両側が溝によって壊されている可能性がある。 
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〔重複〕（不明）ＳＢ302・1509・1510・1666・1668 

【ＳＢ301掘立柱建物跡】（第47・49・54図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で南から1.8ｍ・

1.6ｍ・1.2ｍで、総長は4.6ｍであり、梁行が南妻で西から1.7ｍ・不明で

ある。方向は西側柱列でＮ－5°－Ｗである。 

【ＳＢ81掘立柱建物跡】（第47・51図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕や内外面をヘラミガキし

た須恵器高台椀などが出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、東西が南側柱列で西から2.3ｍ・2.7ｍであり、南北

が西側で2.1ｍである。方向は南側柱列でＥ－5°－Ｓである。 

〔柱痕跡〕直径20cm程の円形で、堆積土は黒褐色のシルトである。 

〔柱穴〕北側柱列と南側柱列とでは柱穴の規模が異なっており、南側では方形

で、一辺が0.5～0.8ｍであり、深さは最も深いもので0.9ｍである。北側では

隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍ

である。埋土は地山のブロックを多量に含む灰褐色のシルトである。 

桁行3間、梁行1間の東西棟で、桁行の西から1間目には間柱がある。 

桁行3間、梁行2間の南北棟で、東側柱列の柱穴は溝によって壊されている。 

〔柱痕跡〕直径22cmの円形で、堆積土は黒褐色の粘性のあるシルトである。 

〔柱穴〕楕円形や円形で、直径0.2～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍであ

る。埋土は地山の砂を含む黒褐色の砂質シルトである。 

〔柱穴〕隅丸方形や方形で、一辺が0.4～0.7ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍ

である。埋土は地山の砂を多量に含む暗褐色の砂質シルトである。 

〔重複〕（新）ＳＤ28・31 （不明）ＳＢ321 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形で、堆積土は黒褐色の粘性のあるシルトである。 

〔重複〕（新）ＳＤ20・28、ＳＦ47・48 （不明）ＳＢ1057 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で西から1.2ｍ・1.3ｍ・1.6ｍで、総長4.0ｍ 
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〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で西から1.6ｍ・1.8ｍ・1.5ｍ・1.8ｍで、総長6.7ｍであり、

梁行は西妻で北から1.9ｍ・1.9ｍで、総長3.8ｍである。方向は南側柱列でＥ－4°－Ｓである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形で、堆積土は地山の小ブロックを若干含む黒褐色土である。 

【ＳＢ303掘立柱建物跡】（第49・52図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕、須恵器甕が出土している。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で西から1.7ｍ・2.2ｍ・1.3ｍで、総

長5.2ｍであり、梁行は西妻で北から1.6ｍ・1.9ｍで総長3.4ｍである。方向は北側柱列でＥ－21°－Ｎ

である。 

【ＳＢ304掘立柱建物跡】（第47・52図） 

〔出土遺物〕柱穴から土師器坏・甕、須恵器坏などが出土している。 
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であり、梁行は西妻で3.0ｍである。方向は南側柱列でＥ－19°－Ｎである。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器坏・甕が出土している。 

【ＳＢ302掘立柱建物跡】（第47・54図） 

桁行3間、梁行2間の東西棟で、北側柱列の東から2番目の柱穴は検出されなかった。 

〔重複〕（古）ＳＢ1509 （新）ＳＫ58 （不明）ＳＢ301・1510・1666・1668 

桁行4間、梁行2間の東西棟で、東半部には床束がある。また、1.8ｍ東側にあるＳＡ1637はこの建物

跡に附属する塀跡と思われる。 

桁行2間、梁行2間の東西棟総柱建物跡である。 

〔柱痕跡〕直径20cm程の円形で、堆積土は黒褐色の粘性のあるシルトである。 

〔柱穴〕楕円形で、直径0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.5ｍであ

る。埋土は地山の砂を含む黒褐色の砂質シルトである。 

〔柱穴〕円形や楕円形で、直径0.3～0.4ｍであり、深さは最も深いもので

0.5ｍである。埋土は地山のブロックを比較的多く含む黒褐色のシルトで

ある。 

〔重複〕（古）ＳＢ304、ＳＤ325 （不明）ＳＢ1501・1502・1504・1628、

ＳＡ1629・1630、ＳＤ326 

〔重複〕（新）ＳＢ303・1501 （不明）ＳＢ305・1502・1504・1628、ＳＤ326 



〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から2.1ｍ・3.6ｍ・1.6ｍ・1.4ｍ・1.4ｍ・2.2ｍ・1.3ｍ・

2.5ｍで、総長は16.0ｍである。南入側柱列では西から2.3ｍ・1.8ｍ・1.8ｍ・1.7ｍ・2.6ｍ・3.5ｍ・2.5

ｍで、総長は16.0ｍである。南側柱列では西から2.2ｍ・4.6ｍ・3.7ｍ・3.5ｍ・2.5ｍで、総長は16.5ｍ 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形で、堆積土は地山の小ブロックを若干含む黒褐色シルトである。 

〔柱穴〕方形や楕円形で、一辺が0.2～0.5ｍで

あり、深さは最も深いもので0.4ｍである。埋

土は地山のブロックを比較的多く含む黒褐色

のシルトである。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で西から1.9ｍ・2.3ｍで、総長4.2ｍであり、梁行は東妻で北

から2.1ｍ・1.6ｍで、総長3.7ｍである。方向は南側柱列でＥ－3°－Ｓである。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形で、堆積土は地山の小ブロックを若干含む黒褐色シルトなどである。 

桁行8間、梁行2間（東側は1間）の身舎に南側に1間分の廂または縁、北側の西部に1間分の張出しが

つく東西棟で、一部は東側の市調査区（Ｅ区）で検出している。 

【ＳＢ306掘立柱建物跡】（第47・52図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕が出土した。 

 

〔柱穴〕楕円形や隅丸方形で、直径0.2～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.5

ｍである。埋土は地山のブロックを比較的多く含む黒褐色のシルトである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形で、堆積土は地山の小ブロックを若干含む黒褐色土

である。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で西から2.5ｍ・

2.0ｍで、総長4.5ｍであり、梁行は東妻で北から2.0ｍ・1.7ｍで、総長3.7

ｍである。方向は南側柱列でＥ－3°－Ｓである。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整とロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器坏・

壷・甑・甕が出土した。 

【ＳＢ305掘立柱建物跡】（第47・52図） 

桁行2間、梁行2間の東西棟総柱建物跡で、西側柱列の北から1番目と2番目の柱穴は溝によって壊され

ている。 

〔重複〕（古）ＳＢ1506、ＳＤ327 （新）ＳＤ30 （不明）ＳＢ304・1503・1504、

ＳＡ1630・1631・1636 

〔柱穴〕円形や楕円形で、直径0.3～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.5ｍで

ある。埋土は地山のブロックを比較的多く含む黒褐色やにぶい黄橙色のシルトで

ある。 

〔重複〕（古）ＳＤ70 （不明）ＳＢ307・1502・

1504・1505・1506・1532・1533・1534・1634・

1635・5151、ＳＡ1630・1631 
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〔柱間・方向〕柱間は、南北が東側柱列で南から2.0ｍ・2.0ｍであり、東西が

南側で5.3ｍである。方向は東側柱列でＮ－2°－Ｗである。 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形で、堆積土は黒褐色の

粘性のあるシルトである。 

梁行2間の東西棟と思われ、中央と北側を溝によって壊されているため、桁行の間数は確定できない

が、2～3間と思われる。 

【ＳＢ319掘立柱建物跡】（第47・50・52図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整とロクロ調整の土師器坏・高台盤・鉢・甕、須恵器坏・甕が出土し

た。 

〔柱間・方向〕柱間は東西が北側柱列で西から2.1ｍ・2.1

ｍで、総長4.2ｍであり、南北は西側柱列で北から1.8ｍ・2.2ｍで総長4.0

ｍであり、東側柱列で北から1.2ｍ・1.4ｍ・1.3ｍで、総長3.8ｍである。方

向は北側柱列でＥ－0°－Ｎ・Ｓである。 

 

である。梁行は東妻で2.9ｍで、廂または縁の出が1.8ｍで、総長4.7ｍである。西

妻では北から1.7ｍ・1.1ｍで、廂または縁の出が1.2ｍであり、総長4.0ｍである。 

北側の張出しの出は1.4ｍである。方向は北側柱列でＥ－7°－Ｎである。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器甕、赤焼土器坏が出

土した。 

【ＳＢ307掘立柱建物跡】（第47・50・52図） 

桁行2間、梁行2間の平面形がほぼ正方形の総柱建物跡で、東側柱列は3間である。 

〔重複〕（古）ＳＢ1635、ＳＤ328 （不明）ＳＢ306・1503・1506・1533・1534、ＳＡ1630 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形で、堆積土は地山の小ブロ

ックを若干含む黒褐色シルトである。 

〔柱穴〕楕円形や隅丸方形で、長径0.2～0.7ｍであり、深さは最も深いもので0.5

ｍである。埋土は地山のブロックを含む黒褐色のシルトである。 

〔柱穴〕楕円形や隅丸方形で、長径が0.5ｍ程、短径は0.3ｍ程で、深さは最

も深いもので0.5ｍである。埋土は地山のブロックを多量に含み、灰白色火山

灰を含む黒褐色の砂質シルトである。 

〔重複〕（新）ＳＤ29・30・82、ＳＫ33・106 （不明）ＳＢ320、ＳＩ44 
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〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・椀・甕、須恵器坏（第50図）、縄文土器が出土した。 

【ＳＢ320掘立柱建物跡】（第47・51図） 

梁行1間の東西棟で、中央と東西両側を溝によって壊されているため、桁行は確定できないが柱間か

ら5間以上と思われる。 

〔重複〕（新）ＳＤ28・79・82・83、ＳＫ41・74、ＳＥ76 （不明）ＳＢ319 

〔重複〕（古）ＳＢ304、ＳＤ325 （不明）ＳＢ303・1502・1504・1628、ＳＡ1628・1629・1637 

【ＳＢ1501掘立柱建物跡】（第47・52図） 

〔柱間・方向〕柱間は、東側柱列が北から2.4ｍ・2.0ｍで、総長4.4ｍである。方向は東側柱列でＮ－5°

－Ｗである。 

〔切取り穴〕すべての柱穴で確認された。堆積土は地山のブロックを含む暗褐色のシルト

である。 

南北に並ぶ2間分の柱穴から推定したもので、西側が溝によって壊されていると思われる。溝の西側

には柱穴が無いことから東西も2間程度と思われる。柱は切り取られている。 

【ＳＢ321掘立柱建物跡】（第47・51図） 

〔柱間・方向〕柱間は、東西が2.7ｍで東から1.4ｍ・4.7ｍ（3間分？）・

1.4ｍであり、南北が東側で2.7ｍである。方向は北側柱列でＥ－5°－Ｎで

ある。 

〔柱痕跡〕直径15～20cmの円形で、堆積土は黒褐色の粘性のあるシルトで

ある。南側柱列の東から3番目の柱列には柱根が残っていた。 

桁行4間、梁行1間の東西棟で、南側柱列は3間である。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形で、堆積土は黒褐色の粘性のあるシルトである。 

〔柱穴〕方形で、一辺が0.6～0.9ｍであり、深さは最も深いもので0.5ｍである。埋土は

地山のブロックを多量に含む黒褐色の砂質シルトである。 

〔重複〕（新）ＳＤ28 （不明）ＳＢ81 

〔柱穴〕方形や隅丸方形で、一辺が0.3～0.4ｍで、深さは最も深い

もので0.6ｍである。埋土は地山のブロックを多量に含む黒褐色の

砂質シルトである。南側柱列の東から1番目と2番目の柱穴の底面に

は礎板が敷かれていた。 

〔柱穴〕楕円形や隅丸方形で、径0.2ｍ程であり、深さは最も深いもので0.4ｍである。埋土は地山のブ 
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【ＳＢ1504掘立柱建物跡】（第47・52図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏、須恵器壷・甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が東側柱列で北から2.7ｍ・1.9ｍ・1.8ｍで、

総長は6.4ｍである。梁行は北妻で東から2.1ｍ・1.5ｍ・1.8ｍで、総長5.5

ｍである。方向は東側柱列でＮ－1°－Ｗである。 

桁行3間、梁行3間の南北棟で、西側柱列の北から2番目、前妻の西から2番目の柱穴は検出されなかっ

た。内部には間仕切りの柱穴がある。 

【ＳＢ1503掘立柱建物跡】（第52図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕、赤焼土器坏が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から3.5ｍ・3.5ｍ・3.6ｍで、総長は10.6ｍである。南側

柱列では西から5.0ｍ・6.0ｍで、総長11.0ｍである。梁行は東妻で4.5ｍである。方向は北側柱列でＥ

－9°－Ｓである。 

〔重複〕（古）ＳＤ70 （不明）ＳＢ303・304・1501・1504・1532・1533・1628・1632・5151、ＳＡ1637、

ＳＥ66・93、ＳＫ67 

【ＳＢ1502掘立柱建物跡】（第47・52図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕・赤焼土器坏が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から2.1ｍ・1.7ｍ・2.5

ｍ・2.1ｍで、総長は8.4ｍである。梁行は西妻で3.6ｍである。方向は南側柱列でＥ－6°－Ｓである。 

 

桁行3間（南側柱列は2間）、梁行1間の東西棟である。 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形で、堆積土は地山の小ブロックを若干含む

黒色シルトである。 

〔柱穴〕楕円形で、長径0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍで

ある。埋土は地山のブロックを比較的多く含む黒褐色のシルトである。 

〔重複〕（古）ＳＩ44、ＳＤ31・46 （不明）ＳＢ305・307・1635・1669、

ＳＡ1633、ＳＤ328 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形で、堆積土は地山の小ブロックを若干

含む粘質シルトである。 

ロックを比較的多く含む黒褐色のシルトである。 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形で、堆積土は地山の小ブロ

ックを若干含む黒色シルトである。 

〔柱穴〕楕円形で、長径0.2～0.4ｍであり、深さは最も深

いもので0.3ｍである。埋土は地山のブロックを比較的多く

含む黒褐色のシルトである。 

桁行5間（南側柱列では6間）、梁行5間（西妻では4間）の東西棟の身舎に、南側の西端に張り出しが

付く建物跡である。また、建物の内側には床束や間仕切りの柱穴が多くある。 
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〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2～0.6

ｍであり、深さは最も深いもので0.5ｍである。埋土は地山のブロックを比較的多く含む黒褐色のシルト 

【ＳＢ1505掘立柱建物跡】（第47・52図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整とロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器坏・

瓶が出土した。 

梁行は東妻で北から1.9ｍ・2.1ｍ・2.1ｍ・2.6ｍ・2.6ｍで、総長は11.3ｍであ

り、西妻で北から2.8ｍ・2.9ｍ・3.2ｍ・2.1ｍで、総長は11.1ｍである。張出

し部は桁行が西から2.8ｍ・1.5ｍで、梁行が西側で2.9ｍである。方向は北側柱

列でＥ－4°－Ｓである。 

〔重複〕（古）ＳＢ1505・1533・5151、ＳＥ66 （不明）ＳＢ303・304・305・306・1501・1502・1506・

1532・1534・1632・1634、ＳＡ1628・

1631・1636、ＳＥ93 

また、およそ4ｍ程北側にあるＳＡ1629や、2ｍ程西側にあるＳＡ1630、1.4ｍ程南側にあるＳＡ5996

はこの建物跡に附属する塀跡と思われる。 

 

桁行4間（南側柱列では6間）、梁行3間（東妻では2間）の東西棟の身舎に、西側に2間分の張出しが

付く建物跡である。桁行の東から1間目と3間目

には間仕切りの柱穴がある。 

〔重複〕（古）ＳＤ70 （新）ＳＢ1504・1532 

（不明）ＳＢ306・1533・1632・1634・5151 

また、1.5ｍ程西側にあるＳＡ1631はこの建物

跡に附属する塀跡と思われる。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱

列で西から2.6ｍ・2.7ｍ・3.8ｍ・2.7

ｍ・1.9ｍで、総長は13.7ｍであり、南

側柱列で西から2.7ｍ・1.8ｍ・2.2ｍ・

2.0ｍ・2.8ｍ・2.1ｍで、総長は13.7ｍ

である。 

〔柱痕跡〕直径10～20cmの円形で、堆

積土は地山の小ブロックを若干含む黒

色シルトである。西妻の北から3番目と、

棟通り下の東から4番目の柱穴には柱

根が残っていた。 

〔柱穴〕円形や楕円形で、直径0.2～0.5

ｍであり、深さは最も深いもので0.5ｍ

である。埋土は地山のブロックを比較

的多く含む黒褐色のシルトである。 
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である。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形で、堆積土は地山の小ブロックを若干含む黒色シルトである。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で東から2.4ｍ・4.4ｍ・2.4ｍ・2.1ｍで、総長は13.3ｍであり、

南側柱列で東から2.5ｍ・3.6ｍ・1.2ｍ・2.0ｍ・1.1ｍ・1.5ｍで、総長は13.7ｍである。梁行は東妻で

北から2.1ｍ・3.0ｍで、総長は5.1ｍであり、西妻で北から1.4ｍ･2.3ｍ･1.6ｍで、総長は5.3ｍである。

張出し部は桁行が北側で東から1.0ｍ・1.3ｍで、梁行が北から1.8ｍ・1.8ｍである。方向は北側柱列で

Ｅ－6°－Ｓである。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕が出土した。 

【ＳＢ1506掘立柱建物跡】（第52・53図） 

桁行3間、梁行2間の南北棟で、北妻の東から1番目と2番目、南妻の東から1番目の柱穴は検出されて

いない。 

〔重複〕（古）ＳＤ327 （新）ＳＢ305、ＳＡ1631 （不明）ＳＢ306・307・1503・

1504・1533・1628・1632、ＳＡ1630・1636、ＳＤ92 

〔柱穴〕楕円形で、長径0.4～0.7ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍである。埋土

は地山のブロックを若干含む黒褐色のシルトである。 

〔柱痕跡〕直径20cm前後の円形で、堆積土は地山の小ブロックを若干含む黒色シルトである。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から1.3ｍ・0.9ｍ・1.3ｍで、総長は3.5ｍであり、梁行は

前妻で西から1.8ｍ・不明である。方向は西側柱列でＮ－8°－Ｅである。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整とロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器坏が出土した。 

【ＳＢ1509掘立柱建物跡】（第47・54図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は、東西が北側柱列で2.5ｍであり、南北が東側で2.4ｍである。方向は北側柱列で

Ｅ－0°－Ｎ・Ｓである。 

〔重複〕（新）ＳＦ47・48、ＳＤ20・28 （不明）ＳＡ80・1508 

【ＳＢ1507掘立柱建物跡】（第47・51図） 

桁行3間、梁行2間の南北棟と思われ、桁行の柱穴が何個か検出されなかったと思われる。 

東西1間以上、南北1間以上の建物跡で、東西両側が溝によって壊されていると思われる。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形で、堆積土は黒褐色の粘性シルトである。 

〔柱穴〕隅丸方形で、一辺が0.3～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍである。

埋土は地山のブロックを多量に含む灰褐色の砂質シルトである。 

なお、北東の柱穴は柱痕跡のみが検出された可能性がある。 
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桁行4間（北側柱列では5間）、梁行1間（東妻では3間）の東西棟の身舎に、北側に1間分の廂または

縁が付く建物跡である。 

【ＳＢ1533掘立柱建物跡】（第47・52図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器高台坏が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で東から5.0ｍ・2.7ｍ・2.6ｍ・3.0ｍ

で、総長は13.3ｍであり、南側柱列で東から3.4ｍ・4.1ｍ・2.5ｍ・2.8ｍで、

総長は12.8ｍである。梁行は東妻で4.4ｍである。張出し部は桁行が東から2.0

ｍ・1.8ｍ・1.1ｍ・3.9ｍで、梁行は東側で南から1.8ｍである。方向は北側柱

列でＥ－1°－Ｓである。 

〔柱痕跡〕直径20cm程の円形で、堆積土は地山の小ブロ

ックを若干含む黒色シルトである。 

 

〔重複〕（新）ＳＢ302、ＳＫ58 （不明）ＳＢ301・1510・1666・1668、ＳＫ54Ａ・Ｂ 

【ＳＢ1532掘立柱建物跡】（第47・52図） 

〔重複〕（不明）ＳＢ301・302・1509・1666・1668、ＳＫ54・58 

【ＳＢ1510掘立柱建物跡】（第47・54図） 

桁行4間、梁行1間の東西棟の身舎に、北側の東半部に1間分の張出しが付く建物跡である。 

6個の柱穴から推定したもので、桁行3間、梁行1間の南北棟と思われる。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から2.1ｍ・3.9ｍ（2間分？）で、

総長6.0ｍであり、梁行は南妻で西から1.6ｍ・1.4ｍで、総長3.0ｍである。方

向は西側柱列でＮ－35°－Ｗである。 

〔柱痕跡〕検出されなかった 

〔柱穴〕楕円形で、長径0.1～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.1ｍである。 

〔出土遺物〕柱穴から須恵器坏が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が東側柱列で北から4.1ｍ・2.4ｍで、総長6.4

ｍであり、梁行は南妻で4.1ｍである。方向は東側柱列でＮ－38°－Ｗであ

る。 

〔柱痕跡〕検出されなかった。 

〔柱穴〕楕円形で、長径0.2ｍ～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.2ｍ

である。 

〔柱穴〕楕円形で、長径が0.2～0.5ｍであり、深さは最

も深いもので0.3ｍである。埋土は地山のブロックを比較

的多く含む黒褐色のシルトである。 

〔重複〕（古）ＳＢ5151、ＳＤ70 （不明）ＳＢ306・1502・

1503・1504・1533・1632・1634、ＳＥ93 

また、2.5ｍ程南側にあるＳＡ5995はこの建物跡に附属する塀跡と思われる。 
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〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で東から3.3ｍ・0.7ｍ・3.0ｍ・1.6

ｍ・3.9ｍ・3.2ｍで、総長は15.6ｍであり、南側柱列で東から3.1ｍ・3.3ｍ・

1.8ｍ・4.0ｍ・3.0ｍで、総長は15.2ｍである。梁行は東妻で北から1.2ｍ・

1.3ｍ・1.2ｍで、総長3.7ｍであり、縁または廂の桁行は東から3.1ｍ・0.5ｍ・

2.1ｍ・2.9ｍ・1.7ｍ・2.1ｍで、総長は12.3ｍであり、梁行は2.3ｍである。

方向は北側柱列でＥ－4°－Ｓである。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形で、堆積土は地山の小ブロックを若干含む黒色シルトである。身舎の北側

柱列の東から3間目と、縁または廂の西端の柱穴には柱根が残っていた。 

 

〔重複〕（不明）ＳＢ303・304・1501・1502・1504・1506、ＳＡ1629・1636・1637、ＳＥ66、ＳＤ325 

【ＳＢ1628掘立柱建物跡】（第47・52図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕、須恵器壷・甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から2.8ｍ・1.5ｍで、総長は4.2ｍであり、梁行は北妻で

3.6ｍであり、南妻で西から1.9ｍ・不明である。方向は西側柱列でＮ－14°―Ｅである。 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形で、堆積土は地山の小ブロックを若干含む黒色シル

トである。 

【ＳＢ1534掘立柱建物跡】（第47・52図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕が出土した。 

〔柱穴〕円形や楕円形で、直径が0.2

～0.4ｍであり、深さは最も深いもの

で0.3ｍである。埋土は地山のブロッ

クを比較的多く含む黒褐色のシルト

である。 

桁行3間、梁行1間（南妻では3間）の南北棟で、東側柱列の南から2番目の柱穴は検出されていない。 

桁行2間、梁行2間の南北棟で、南東隅の柱穴は排水溝によって壊された可能性がある。 

〔柱穴〕円形や楕円形で、直径0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.2ｍで

ある。埋土は地山のブロックを若干含む黒褐色のシルトである。 

〔重複〕（古）ＳＤ70 （不明）ＳＢ306・307・1504・1505・1532・1533・1632、

ＳＡ1630・1631・1633 

〔重複〕（古）ＳＢ5151、ＳＥ66、Ｓ

Ｄ70 （新）ＳＢ1504 （不明）ＳＢ

306・307・1502・1505・1506・1532・

1534・1632・1634、ＳＡ1630・1631、

ＳＥ92 

〔柱穴〕円形や楕円形で、直径0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍである。埋土は地山の

ブ 
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〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で東から1.6ｍ・1.6ｍ・1.5ｍ・3.6ｍ・2.4ｍで、総長は10.7

ｍであり、北入側柱列で西から1.9ｍ・1.6ｍ・2.3ｍ・3.2ｍ・1.5ｍ・対応する柱がないため不明であ

り、南側柱列で東から1.4ｍ・1.5ｍ・2.3ｍ（2間分？）・3.3ｍ・5.9ｍで、

総長は14.8ｍである。梁行は東妻で北から3.4ｍ・3.5ｍで、総長は6.9ｍで

ある。北側廂もしくは縁の出は西側で北から1.6ｍ・1.1ｍである。方向は北

側柱列でＥ－6°－Ｎである。 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形で、堆積土は地山の

小ブロックを若干含む黒褐色シルトである。 

桁行5間、梁行2間の東西棟の身舎に、北と東に廂もしくは縁が付く建物跡である。建物内部には間仕

切りや床束の柱穴が多くある。 

【ＳＢ1632掘立柱建物跡】（第47・52図） 

〔重複〕（古）ＳＢ5151、ＳＤ70 （不明）ＳＢ306・307・1504・1505・1532・1533・1632 

【ＳＢ1634掘立柱建物跡】（第47・52図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕、須恵器甕が出土した。 

桁行2間、梁行1間の南北棟で、南から2間目の棟通り下には間仕切りの柱穴がある。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から3.6ｍ・1.8ｍで、総長は5.4ｍ

であり、梁行は北妻で4.1ｍである。方向は西側柱列でＮ－1°－Ｗである。 

〔柱痕跡〕直径12cmの円形で、堆積土は地山の小ブロックを若干含む黒色シルト

である。北西隅の柱穴には柱根が残っていた。 

〔柱穴〕円形で、直径0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍである。

埋土は地山のブロックを若干含む黒褐色のシルトである。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から2.2ｍ・2.9ｍ・3.2ｍで、

総長は8.3ｍであり、梁行は北妻で5.3ｍであり、南妻で西から1.7ｍ・2.3

ｍ・1.4ｍで、総長は5.4ｍである。方向は西側柱列でＮ－16°－Ｅである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形で、堆積土は地山の小ブロックを若干含む黒色

シルトである。 

ロックを若干含む黒褐色のシルトである。 

〔柱穴〕楕円形や隅丸方形で、長径が0.2～0.5ｍで

あり、深さは最も深いもので0.3ｍである。埋土は

地山のブロックを比較的多く含む黒褐色のシルト

である。 

〔重複〕（古）ＳＢ5151、ＳＥ93、ＳＤ70 （新）

ＳＢ306 （不明）ＳＢ307・1502・1504・1505・1532・

1533・1534・1634、ＳＡ1631 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕、ロクロ調整の土師器高台坏、須恵器甕が出土した。 
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【ＳＢ1665掘立柱建物跡】（第47・52図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整とロクロ調整の土師器甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から3.4ｍ・2.3ｍで、総長は5.6ｍであり、

梁行は北妻で3.4ｍである。方向は西側柱列でＮ－2°－Ｗある。 

【ＳＢ1635掘立柱建物跡】（第47・52図） 

桁行2間・梁行1間の南北棟で、東側柱列の南から2間目の柱穴は検出されなかった。 

〔重複〕（古）ＳＡ1633 （不明）ＳＢ306・307・1503・1506・1533・1534・1632、ＳＡ1630 

桁行2間（西側柱列は3間）、梁行2間の東西棟総柱建物跡である。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形で、堆積土は地山の小ブロックを若干含む黒色シルトであ

る。南東隅の柱穴には柱根が残っていた。 

〔柱穴〕円形で、直径0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍである。埋土は

地山のブロックを若干含む黒褐色のシルトである。 

〔重複〕（新）ＳＢ304 （不明）ＳＢ303・1501・1502・1504・1628、ＳＡ1629・

1637、ＳＤ68 

〔柱穴〕円形や楕円形で、直径0.2～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.2ｍで

ある。 
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〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から2.2ｍ・2.3ｍで、総長4.5ｍであり、梁行は西妻で北

から1.1ｍ・1.3ｍ・1.4ｍで、総長3.8ｍであり、東側柱列で北から2.3ｍ・1.7ｍで、総長4.0ｍである。

方向は北側柱列でＥ－10°－Ｓである。 

【ＳＡ1629塀跡】（第47・52図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で東から2.0ｍ・4.0ｍで、総長は

6.1ｍである。梁行は東妻で北から1.6ｍ・2.1ｍで、総長3.7ｍである。方

向は北側柱列でＥ－4°－Ｓである。 

〔重複〕（古）ＳＩ44、ＳＤ31・46 （不明）ＳＢ307・319・1503・1635 

桁行3間、梁行2間の東西棟で、北側柱列の西から2番目、南側柱列の東から2番目、西妻中央の柱穴は

検出されなかった。 

【ＳＢ1669掘立柱建物跡】（第47・52図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で西から2.8ｍ・2.5ｍで、総長5.3ｍで

あり、梁行は西妻で3.6ｍである。方向は南側柱列でＮ－45°－Ｎである。 

〔重複〕（不明）ＳＢ301・302・1509・1510・1666、ＳＫ54Ａ・Ｂ 

【ＳＢ1668掘立柱建物跡】（第47・54図） 

【ＳＢ1666掘立柱建物跡】（第47・54図） 

4個の柱穴から推定したもので、桁行は不明だが、梁行2間の東西棟と思われる。 

〔重複〕（不明）ＳＢ301・302・1509・1510・1668、ＳＫ49 

4個の柱穴から推定したもので、桁行2間、梁行1間の東西棟と思われる。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕と須恵器坏・甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で5.4ｍであり、梁行は西妻で北から2.0ｍ・

1.9ｍで、総長3.8ｍである。方向は西妻でＮ－48°－Ｗである。 

〔柱痕跡〕確認されていない 

〔柱穴〕楕円形や円形で、長径0.2～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.2ｍで

ある。埋土は地山の砂を含む黒褐色の砂質シルトである。 

〔柱痕跡〕確認されていない 

〔柱穴〕円形で、直径0.2ｍ程であり、深さは最も深いもので0.1ｍである。埋

土は地山の砂を含む黒褐色の砂質シルトである。 

〔柱痕跡〕発見されなかった。 

〔柱穴〕円形や楕円形で、直径0.2ｍ程であり、深さは最も深いもので0.2

ｍである。埋土は地山のブロックを比較的多く含む黒褐色のシルトである。 

東西3間の一本柱列による塀跡で、位置関係や方向からＳＢ1504の附属施設と思われる。 
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〔柱間・方向〕柱間は、北から3.9ｍ・3.4ｍ・2.7ｍ・3.4ｍ・2.3ｍ・1.9ｍで、総長は17.6ｍである。

方向はＮ－4°－Ｅである。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。堆積土は地山の小ブロックを若干含む黒褐色シルトである。 

〔柱穴〕楕円形で、長径が0.2～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍある。埋土は地山のブロッ

クを比較的多く含む黒褐色のシルトである。 

〔重複〕（古）ＳＤ70・92 （不明）ＳＢ306・305・306・307・1506・1533・1534・1635、ＳＡ1633・

1636 

〔柱間・方向〕柱間は、西から2.4ｍ・3.0ｍ・3.5ｍで、総長は8.9ｍである。方向はＥ－0°－Ｎ・Ｓ

である。 

 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。堆積土は地山の小ブロックを若干含む黒色シルトである。 

〔柱穴〕楕円形で、長径が0.1～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.2ｍある。埋土は地山のブロッ

クを多量に含むにぶい黄橙色のシルトである。 

〔重複〕（不明）ＳＢ303・1501・1628 

〔柱間・方向〕柱間は、北から1.9ｍ・2.9ｍで、総長は4.8ｍである。方向はＮ－9°－Ｅである。 

〔柱痕跡〕直径20cm程の円形である。堆積土は地山の小ブロックを若干含む黒色シルトである。 

〔柱穴〕楕円形で、長径が0.2～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍある。埋土は地山のブロッ

クを比較的多く含む黒褐色のシルトである。 

〔重複〕（古）ＳＢ1506、ＳＤ70 （不明）ＳＢ306・1502・1504・1533・1534・1632 

南北2間の一本柱列による塀跡で、調査区南端の排水溝までさらに南へ1間分延びる可能性がある。位

置関係や方向からＳＢ1505の附属施設と思われる。 

【ＳＡ1631塀跡】（第47・52図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整とロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器甕が出土した。 

【ＳＡ1630塀跡】（第47・52図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕、須恵器坏・甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、西から2.3ｍ・2.4ｍで、総長は4.7ｍである。方向はＥ－4°－Ｎである。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。堆積土は地山の小ブロックを若干含む黒色シルトである。 

〔柱穴〕楕円形で、長径が0.1～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.2ｍである。埋土は地山のブロ

ックを比較的多く含む黒褐色のシルトである。 

〔重複〕（古）ＳＤ70 （新）ＳＢ1635 （不明）ＳＢ306・1503・1534、ＳＡ1630 

【ＳＡ1633塀跡】（第47・52図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔出土遺物〕柱穴から土師器坏が、柱痕跡から紹聖天寶が出土した。 

南北5間の一本柱列による塀跡で、位置関係や方向からＳＢ1504の附属施設と思われる。 

東西2間の一本柱列による塀跡である。 
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【ＳＡ1636塀跡】（第47・52図） 

東西2間の一本柱列による塀跡である。 

〔重複〕（不明）ＳＢ305・1502・1504・1506・1628、ＳＡ1630、ＳＤ92 

〔柱穴〕楕円形で、長径が0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍである。埋土は地山のブロ

ックを比較的多く含む黒褐色のシルトである。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。堆積土は地山の小ブロックを若干含む黒褐色シルトである。 

〔柱間・方向〕柱間は、西から1.8ｍ・2.6ｍで、総長は4.4ｍである。方向はＥ－0°－Ｎ・Ｓである。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整とロクロ調整の土師器甕が出土した。 

【ＳＡ1637塀跡】（第47・52図） 

南北2間の一本柱列による塀跡で、位置関係や方向からＳＢ303の附属施設と思われる。 

〔重複〕（不明）ＳＢ1501・1502・1628 

〔柱穴〕楕円形で、長径が0.3～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.2ｍである。埋土は地山のブロ

ックを比較的多く含む黒褐色のシルトである。 

〔柱痕跡〕確認されたものは直径13cm の円形である。堆積土は地山の小ブロックを若干含む黒色シル

トである。 

〔柱間・方向〕柱間は、北から1.5ｍ・2.1ｍで、総長は3.5ｍである。方向はＮ－4°－Ｅである。 

〔柱間・方向〕柱間は桁行が西側柱列で北から 1.1ｍ・1.2ｍ・1.2ｍで総長

3.5ｍであり、梁行が南妻で西から1.6ｍ・1.3ｍで総長2.9ｍである。方向は

西側柱列でＮ－3°－Ｗである。 

〔切取り穴〕南と北の妻の棟通り下の柱穴で確認された。堆積土は地山のブロック

を含む暗灰黄色のシルトである。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

 

北側のグループ 

掘立柱建物跡は12棟あり、塀跡は5条ある。大半が北西部に集中している。 

【ＳＢ140掘立柱建物跡】（第55・56図） 

桁行3間、梁行2間の南北棟で、柱は切取られている。東側柱列は南妻の柱穴を除いて、溝によって

壊されている。ＳＤ100－1層除去後に検出された。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－2層 （新）ＳＤ08・26・100－1層、ＳＫ15 

〔柱痕跡〕直径20cm程の円形で、堆積土は黒褐色のシルトである。 

〔柱穴〕隅丸方形で、一辺が0.5～0.7ｍであり、深さは最も深いもので0.5ｍであ

る。埋土は地山のブロックを多量に含む黒褐色のシルトである。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整とロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器坏・

甕が出土した。 
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【ＳＢ141Ａ・Ｂ掘立柱建物跡】（第55・56図） 

桁行3間、梁行2間の南北棟で、同位置で1度建て替えられている。北妻の柱穴は棟通り下の柱穴を除

いて、溝によって壊されている。 

〔重複〕（新）ＳＤ06・08・34、ＳＫ15・39 （不明）ＳＢ1513・1514・1625・1626 

〔柱穴〕Ａ期は隅丸方形で、一辺が0.4～0.8ｍであり、深さは最も深いもので0.5ｍ

である。埋土は地山のブロックを多量に含むにぶい黄褐色のシルトである。Ｂ期は

隅丸方形や楕円形で、一辺が0.5～0.7ｍであり、深さは最も深いもので0.5ｍである。 

〔柱痕跡〕Ａ・Ｂ期とも直径10～20cmの円形で、堆積土は暗褐色のシルトである。 

〔柱間・方向〕Ａ期は後続するＢ期の建物跡に壊されており判然としないが、ほぼ

Ｂ期と同様と思われる。 

Ｂ期は、柱間は桁行が西側柱列で南から1.9ｍ・2.5ｍ・不明で、総長は

棟通り下で、6.1ｍであり、梁行が南妻で西から2.0ｍ・2.2ｍで総長4.2ｍ

である。方向はＢ期の棟通り下で、Ｎ－7°－Ｗである。 

〔出土遺物〕Ｂ期の柱穴から非ロクロ調整の土師器甕、須恵器瓶が出土し

た。 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形で、堆積土は黒褐色のシルトであ 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.3～0.5ｍで

あり、深さは最も深いもので0.5ｍである。埋土は

地山のブロックを多量に含むにぶい黄褐色のシルトである。 

桁行2間、梁行2間の平面形がほぼ正方形の建物跡である。南側柱列の西側の2個の柱穴は溝によって

壊されている。 

【ＳＢ316掘立柱建物跡】（第55・56図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕、須恵器瓶が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は南北が東側柱列で北から1.9

ｍ・2.0ｍで総長は3.9ｍであり、東西が北側柱列で

西から2.3ｍ・2.0ｍで総長4.2ｍである。方向は北側

柱列でＥ－17°－Ｎである。 

〔柱穴〕円形や楕円形で、径0.2～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.5ｍである。埋土は地山のブ

ロックを多量に含むにぶい黄褐色のシルトである。 

〔重複〕（新）ＳＤ17 （不明）ＳＢ318・1512・1513、ＳＤ120・121、ＳＫ03・04・12 

【ＳＢ314掘立柱建物跡】（第55・56図） 

桁行2間、梁行2間の平面形が正方形の総柱建物跡である。 

〔重複〕（古）ＳＢ318 （新）ＳＤ10、ＳＫ25 （不明）ＳＤ11、ＳＫ342 

〔柱痕跡〕直径10～15cm程の円形で、堆積土は暗灰黄色のシルトである。 
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る。 

〔柱間・方向〕柱間は南北が東側柱列で北から1.5ｍ・1.0ｍで総長は2.5ｍであり、東西が北側柱列で

西から1.5ｍ・1.1ｍで総長2.6ｍである。方向は北側柱列でＥ－3°－Ｓである。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整とロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器蓋・甕が出土した。 

【ＳＢ318掘立柱建物跡】（第55・56図） 

桁行3間、梁行2間の南北棟で、柱は抜取られている。柱穴は全体に浅く、南妻の東側の柱穴は検出さ

れなかった。 

〔重複〕（新）ＳＢ1513 （不明）ＳＢ314、ＳＡ1511、ＳＫ04 

【ＳＢ1512掘立柱建物跡】（第55・56図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は桁行が西側柱列で北から2.0ｍ・2.1ｍ・1.9ｍで総長は6.0ｍであり、梁行が北妻

で西から1.8ｍ・2.8ｍで総長4.6ｍである。方向は西側柱列でＮ－3°－Ｗである。 

〔抜取り穴〕東側柱列の北から1間目と3間目、西側柱列の南から1間目の柱穴で確認された。堆積土は

炭化物を含むにぶい黄褐色のシルトである。 

〔柱間・方向〕柱間は東西が南側柱列で東から1.4ｍ・1.8ｍで総長は3.2ｍで

あり、南北が東側柱列で南から1.8ｍである。方向は南側柱列でＥ－5°－Ｎで

ある。 

東西3間以上、南北1間以上の建物跡で、北側は調査区外へ延びている。南側柱列の西から3番目の柱

穴は溝によって壊されていると思われる。 

【ＳＢ1513掘立柱建物跡】（第55・56図） 

〔出土遺物〕柱穴から須恵器甕が出土した。 

東西2間、南北2間以上の建物跡で、北側は調査区外へ延びている。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形で、堆積土は炭化物を含む黒褐色

のシルトである。 

〔柱穴〕円形や方形で、直径0.3～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.5ｍである。埋

土は炭化物や地山のブロックを含む黄灰褐色のシルトである。 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形で、堆積土は暗灰黄色のシルトである。 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.4～0.8ｍであり、深さは最も深いもので0.3

ｍである。埋土は炭化物や地山のブロックを多量に含む灰褐色のシルトである。 

〔重複〕（新）ＳＢ316、ＳＤ11・17・121・317 （不明）ＳＢ314、ＳＡ1515 

〔柱穴〕楕円形で、径0.4ｍ程であり、深さは最も深いもので0.4

ｍである。埋土は地山のブロックを含むにぶい黄褐色のシルトで

ある。 

〔重複〕（古）ＳＢ1512 （新）ＳＤ05・06 （不明）ＳＢ141・

314・1512、ＳＡ1511、ＳＤ340、ＳＫ04 
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〔柱痕跡〕直径15cm程の円形で、堆積土は黒褐色のシルトである。 

〔柱間・方向〕柱間は東西が南側柱列で西から2.4ｍ・5.0ｍ（2間分）で総長は7.4ｍであり、南北が西

側柱列で南から2.2ｍである。方向は南側柱列でＥ－17°－Ｎである。 

東西2間以上、南北2間以上の建物跡で、東側は道路側溝で壊されたと思われ、北側は調査区外へ延び

ている。ＳＤ100－2層除去後に検出した。 

【ＳＢ1622掘立柱建物跡】（第55図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕、須恵器甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は桁行が北側柱列で西から2.0ｍ・2.3ｍで総長は4.3ｍであり、梁行が西妻で2.4

ｍである。方向は北側柱列でＥ－1°－Ｓである。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕が出土した。 

【ＳＢ1514掘立柱建物跡】（第55・56図） 

桁行1間、梁行1間の東西棟で、北側柱列中央に間柱がある。 

〔重複〕（新）ＳＤ05・06・08・19 （不明）ＳＢ140・141・1625、ＳＤ07・17、ＳＫ15 

【ＳＢ1625掘立柱建物跡】（第55・56図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整とロクロ調整の土師器甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は南北が西側柱列で南から2.1ｍ・1.8ｍであり、東西が南側柱列

で2.4ｍである。方向は西側柱列でＮ－7°－Ｅである。 

【ＳＢ1626掘立柱建物跡】（第55・56図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は桁行が北側柱列で東から2.2ｍ・2.0ｍ・2.1ｍで総長は6.3ｍであり、南側柱列で

東から3.1ｍ・不明である。梁行が東妻で3.0ｍである。方向は北側柱列でＥ－19°－Ｓである。 

桁行3間、梁行1間の東西棟で、西妻南側の柱穴は溝によって壊されている。 

〔柱痕跡〕直径10cmの円形で、堆積土は暗褐色のシルトである。 

〔柱穴〕楕円形で、径0.2～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍである。埋土は

地山のブロックを多量に含むにぶい黄褐色のシルトである。 

〔柱穴〕方形で、一辺が0.3～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.1ｍである。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－3層、ＳＫ143 （新）ＳＤ100－2層、ＳＦ131、ＳＤ14・108、

ＳＫ109 （不明）ＳＡ1623 

〔柱痕跡〕検出されなかった。 

〔重複〕（古）ＳＡ1627 （新）ＳＤ05・06、ＳＫ39 （不明）ＳＢ141・1514・

1626、ＳＤ08・34・42 

〔柱穴〕円形や方形で、径0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.2ｍであ

る。埋土は地山のブロックを含む暗褐色のシルトである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形で、堆積土は黒褐色のシルトである。 

東西2間、南北2間以上の建物跡で、北側は調査区外へ延びている。 
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〔重複〕（新）ＳＤ08 （不明）ＳＢ141・1625、ＳＡ1627 

〔柱穴〕楕円形や隅丸方形で、径0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍであ

る。埋土は地山のブロックを多量に含む灰黄褐色のシルトである。 

〔柱痕跡〕直径14cmの円形で、堆積土は黒褐色のシルトである。 

〔方向〕柱間は東西が南側柱列で西から1.5ｍ・2.3ｍで総長は3.8

ｍであり、南北が西側柱列で南から1.9ｍである。方向は南側柱列でＥ－2°－Ｓ

である。 

〔柱間・方向〕柱間は東から2.1ｍ・2.3ｍで総長4.4ｍであり、方向はＥ－1°－Ｓである。 

〔柱痕跡〕確認されなかった。 

〔柱穴〕楕円形で、径0.3～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍである。埋土は地山のブロック

を多量に含む褐灰色のシルトである。 

〔重複〕（不明）ＳＢ318 

【ＳＡ1515塀跡】（第55・56図） 

〔出土遺物〕柱穴から土師器鉢が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は東から2.3ｍ・2.6ｍであり、方向はＥ－3°－Ｓである。 

〔柱痕跡〕直径15cmの円形で、堆積土は黒褐色のシルトである。 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.3～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍである。埋土は

地山のブロックを多量に含む灰黄褐色のシルトである。 

〔重複〕（不明）ＳＢ1512・1513、ＳＤ120、ＳＫ03 

東西2間以上の塀跡で、さらに西側へ延びている可能性がある。また、北側へ展開して建物跡になる

可能性も考えられる。 

【ＳＡ1511塀跡】（第55・56図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ土師器甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は南から1.9ｍ・2.1ｍ・2.1ｍであり、方向はＮ－7°－Ｅで

ある。 

〔柱痕跡〕直径20cm前後の円形で、堆積土は黒褐色のシルトである。 

〔柱穴〕隅丸方形で、一辺が0.3～0.6ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍである。埋土は地山のブ

ロックを多量に含む灰黄褐色のシルトである。 

南北3間以上の塀跡で、さらに北側へ延びている可能性がある。また、西側へ展開して建物跡になる

可能性も考えられる。 

【ＳＡ02塀跡】（第55・56図） 

〔出土遺物〕柱穴から須恵器坏が出土した。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

東西2間の一本柱列による塀跡である。 
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Ｂ 竪穴住居跡 

 

〔重複〕（古）ＳＤ100－3層 （新）ＳＤ100－2層、ＳＦ131・132 （不明）ＳＤ145・146 

東西3間以上の一本柱列による塀跡で、さらに延びている可能性がある。ＳＤ100－2層除去後に検出

された。 

【ＳＡ1623塀跡】（第55図） 

〔主柱穴〕南東部のものが溝によって削平されている。Ａ期では柱が抜き取られており、抜取り穴は一

辺が0.4ｍ程の隅丸方形で、深さは0.2ｍ程である。柱痕跡は直径15cmの円形である。柱の間隔は東西1.5

ｍ、南北1.6ｍである。Ｂ期では一辺が0.4～0.6ｍの隅丸方形や楕円形で、深さは0.2ｍ程である。柱痕

跡は径10cm程の円形である。柱の間隔は東西・南北とも2.0ｍである。 

〔土壙〕Ａ期には南西・北西・北東隅と中央にあり、どの様な性格のものかは不明である。Ｂ期には見

られない。 

〔カマド〕確認されなかったが、床面の北東部に炭化物が分布していたことから、溝によって壊された

北辺東寄りにあった可能性がある。 

〔柱穴〕方形で、一辺が0.1～0.2ｍであり、深さは最も深いもので0.2ｍである。 

〔周溝〕全周しており、Ａ期では幅は30～50cmで、深さは10～20cmであり、横断面形は「Ｕ」字形であ

る。Ｂ期では幅は20～30cmで、深さは10cm前後であり、横断面形は「Ｕ」字形である。 

〔床面〕2枚あり、Ａ期では掘方を掘ってにぶい黄褐色土で貼床しており、Ｂ期ではその上に厚さ10cm

程で貼床している。 

〔規模・平面形〕東西・南北とも一辺が4.3ｍの正方形である。 

〔重複〕（新）ＳＢ1503、ＳＤ31・46、ＳＫ490・533・537 （不明）ＳＢ319 

【ＳＩ44竪穴住居跡】（第47・57・58図） 

 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕、須恵器坏が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は南から2.9ｍ・2.9ｍであり、方向はＮ－2°－Ｗである。 

〔柱痕跡〕直径12cmの円形で、堆積土は炭化物を少量含む暗褐色のシルトである。 

〔柱穴〕隅丸方形で、一辺が0.3～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍである。埋土は地山のブ

ロックを多量に含む灰黄褐色のシルトである。 

〔重複〕（新）ＳＢ1625、ＳＫ39 （不明）ＳＢ1626 

【ＳＡ1627塀跡】（第55・56図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は東から3.1ｍ・2.9ｍ・3.1ｍであり、方向はＥ－7°－Ｎである。 

〔柱痕跡〕東側の2個の柱穴には直径6cmの柱根が残っていた。 

1度改築されており、中央部が溝によって壊されている。 

竪穴住居跡は河川跡の南側で1棟検出された。 

南北2間以上の一本柱列による塀跡で、さらに北側へ延びている。 
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土師器の破片には、坏・高坏・壷・甕がある。坏は、有段丸底坏、非ロクロ調整の丸底坏がある。甕

は、非ロクロ調整のもののみである。 

〔出土遺物〕堆積土中から、土師器、須恵器、転用硯が出土している。図示したのは土師器高坏2点、

須恵器坏2点、転用硯1点である（第58図）。 

〔方向〕西辺でＮ－1°－Ｗである。 

〔堆積土〕地山のブロックや炭化物などを含む黒褐色土で埋め戻されている。 

 

〔壁〕Ａ期では高さ20～25cmで、ほぼ直立する。Ｂ期では高さ10～20cmで、ほぼ直立する。 

須恵器の破片には、坏・高坏・高台坏・甕・長頚瓶がある。坏は、底部静止糸切り手持ちヘラケズリ、

ヘラ切り無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。 
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掘方を掘り、井戸側を据えたものであり、側の上部は抜き取られたと思われる。 

Ｃ 井戸跡 

 

【ＳＥ66井戸跡】（第47・52・60・61図） 

〔出土遺物〕自然堆積層から漆器の椀が出土しているが、周辺のＳＤ28からも多くの漆器の椀が出土し

ており、本来はＳＤ28に帰属するものと思われる。 

〔規模・堆積土〕長辺1･4ｍ、短辺1.3ｍ、深さ1.4ｍで、堆積土は黒褐色の自然堆積の粘土である。な

お、最上層には灰の層と骨片を含む層があり、別の遺構が存在した可能性がある。 

〔重複〕（古）ＳＤ28、ＳＢ320 

【ＳＥ41井戸跡】（第47・51・59図） 

井戸は5基検出された。井戸側を持つものが3基で、持たないものが2基である。いずれも河川跡の南

側に存在する。 

隅丸方形の、素掘りの井戸である。 
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〔抜取り穴〕直径が2.1ｍ程の円形であり、深さは0.9ｍである。堆積土は炭化物や地山の小ブロックを 

〔堆積土〕木片を含む黒褐色の粘土である。 

〔井戸側〕最下部が残っていると思われる。板材を0.4×0.5ｍの長方形に組んだもので、高さ0.2ｍで

ある。 

〔掘方〕平面形や規模、裏込め土などは不明であり、深さは1.0ｍである。 

〔重複〕（古）ＳＤ53・59 （新）ＳＤ20Ｂ、ＳＫ55・74 （不明）ＳＢ320 

掘方を掘り、井戸側を据えたものと思われ、井戸側は最下部を残してすべて抜き取られている。西側

と南側を溝によって壊されている。 

【ＳＥ76井戸跡】（第47・62図） 

須恵器の破片には、坏・鉢・高台坏・甕・長頚瓶・蓋がある。坏には、底部ヘラ切り無調整、回転糸

切り手持ちヘラケズリ・無調整、手持ちヘラケズリ再調整により切り離し不明のものなどがある。蓋は

折り返し口縁のものがある。 

土師器の破片には、坏・高台坏・椀・甕がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で底部ヘラ切り回

転ヘラケズリ・無調整、回転糸切り無調整などがある。甕には、非ロクロ調整・ロクロ調整のものがあ

る。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、赤焼土器、土製紡錘車、砥石、井戸側材が出土している。図示したのは

土師器坏、須恵器坏・蓋・壷、砥石、土製紡錘車各1点である（第60図）。 

〔抜取り穴〕1辺が2.8ｍ

程の歪んだ方形であり、

深さは0.5ｍである。地山

ブロックや黒褐色のシル

トなどを含む暗灰黄色のシルトで埋め戻されている。 

〔堆積土〕地山ブロック

や炭化物などを含む暗灰

黄色のシルトである。 

〔井戸側〕下部の高さ0.9ｍ程が残っている。四隅に柱を建て板材を1面に2枚ずつ縦に並べ、内法が

1辺0.7ｍの正方形に組ん

だものである。板材は内

側に横桟を入れて固定さ

れており、横桟は柱と打

抜ほぞで組み合わされて

いる（第62図）。 

〔掘方〕やや歪んだ隅丸方形で、深さは1.2ｍである。裏込め土は地山のブロックを含むオリーブ黒色

の砂質シルトや黒褐色の粘質シルトである。 

〔重複〕（新）ＳＢ1504・1533 （不明）ＳＢ1502・1628 
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〔掘方〕長径2.3ｍ、短径1.8ｍの楕

円形で、深さは1.5ｍである。裏込め

土は地山のブロックを多量に含むオ

リーブ褐色の砂質シルトなどである。 

〔重複〕（新）ＳＢ56、ＳＤ30・31 
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〔井戸側〕井戸側と水溜部が残って

いる。井戸側は2段になっており、上

段は高さ0.4ｍ以上で、四隅に柱を建

て板材を1面に2～3枚ずつ縦に並べ、

内法が一辺約0.6ｍのほぼ正方形に

組んだものである。板材は内側に横

桟を入れて固定されており、横桟は目違ほぞで組み合わされている。下段は台状に組まれている。高さ

0.3ｍで、板材を目違ほぞで正方形に組み合わせ、内 

【ＳＥ84井戸跡】（第51・63・64・65図） 

井戸側内堆積土から赤焼土器が出土しているが、とくに井戸側材抜取り穴に多くの赤焼土器破片が含

まれる。 

土師器の破片には、坏・鉢・甕がある。坏は、有段丸底坏、ロクロ調整で底部ヘラ切り無調整、回転

糸切り無調整のものがある。甕は、非ロクロ調整、ロクロ調整のものがある。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、赤焼土器、井戸側材が出土している。図示したのは、土師器坏2点、赤

焼土器台付鉢1点である（第62図）。 

若干含む黒褐色などの自然堆積の粘質シルトである。 

掘方を掘り、井戸側を据えたもので、上部を溝によって壊されている。 

須恵器の破片には、坏・高台皿・瓶・蓋がある。坏はヘラ切り回転ヘラケズリのものである。 



 104



Ｄ 区画施設 

ところで、この溝跡はＳＸ299の北側溝より南へは延びないことから側溝に合流していたと思われる。

ＳＸ299の最終時期の側溝であるＳＤ107より古いＳＤ137（側溝の可能性があるが断定できない）より

さらに古いことから、道路構築時期かそれに近い時期に機能していたと思われる。 
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法は上段より一回り小さくなっている。水溜は直径0.5ｍの底を抜いた曲物を据えたもので、深さは0.2

ｍである（第63図）。 

〔堆積土〕オリーブ黒色の粘質シルトで、自然堆積である。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、転用硯、井戸側材が出土している。図示したのは、須恵器蓋、転用硯、

曲物、井戸側の組物各1点である（第65図）。 

裏込めから出土した土器には以下のようなものがある。 

土師器の破片には、坏・蓋・甕がある。坏には、有段丸底坏・非ロクロ調整の平底坏、ロクロ調整で

底部ヘラ切り無調整のものがある。甕には、非ロクロ調整、ロクロ調整のものがある。 

須恵器の破片には、坏・高台坏・甕・長頚瓶がある。坏には、底部ヘラ切り無調整、回転糸切り回転

ヘラケズリ、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものがある。 

【ＳＥ93井戸跡】（第47・52・66図） 

円形の、素掘りの井戸である。 

〔重複〕（古）ＳＤ70 

〔規模・堆積土〕直径1.5ｍ、深さ1.3ｍで、堆積土は下部が黒褐色の自然堆積の粘土層で、上部が地山

ブロックを多く含む人為的に埋め戻された層である。 

〔出土遺物〕少量の土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。 

土師器には、坏・甕の破片がある。坏は、ロクロ調整で、底部が回転糸切り無調整のものがある。甕

は非ロクロ調整のもののみである。 

ＳＸ299の北側溝が屈曲する部分から北へ延びる素掘りの南北溝で、さらに北側へ延びている。ＳＤ

100－1層上面で検出された。方向はＮ－2°－Ｗで、長さは14ｍ以上である。 

【ＳＤ07溝跡】（第55・67・68図） 

須恵器には、底部がヘラ切り無調整の坏の破片がある。 

一定の地域を区画していると考えられる溝跡で、7条ある。 

また、道路側溝に合流することや方向が道路とほぼ直交することから、この溝跡は道路によって区画

された地区をさらに小区画に分割する区画溝と思われる。 



ＳＸ299の北側溝が屈曲する部分から北へ延びる素掘りの南北溝で、さらに北側へ延びている。ＳＤ

100－1層上面で検出された。方向はＮ－1°－Ｗで、長さは14ｍ以上である。 

【ＳＤ08溝跡】（第55・68・69図） 

転用硯は、須恵器甕の体部破片を平面形が台形になるように打ち割り整形したものである。外面に平

行タタキ、内面に同心円のアテ道具痕がみられ、内面は摩耗して光沢がある。 

瓦は、丸瓦と平瓦の破片である。平瓦には、凸面に縄タタキ目を残すもの、ケズリを加えたものがあ

り、縄タタキ目はいずれもつぶれていない。 

須恵器の破片には、坏・高台坏・甕・壷・瓶がある。坏は、底部が静止糸切り無調整、ヘラ切り無調

整、回転糸切り手持ちヘラケズリ、ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。なお、高台

坏で、内外面をヘラミガキした特殊な須恵器が1点ある。 

土師器の破片には、坏・椀・甕がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で底部回転糸切り無調整の

坏があり、甕は、非ロクロ調整のもののみである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、転用硯、瓦が出土している。このうち、図示したのは土師器坏、転用硯

が各1点である。 

〔規模・堆積土〕上幅1.0ｍ、下幅0.3ｍ程で、深さは0.5ｍである。横断面形は上部が開いた「Ｕ」字

状である。堆積土は地山の小ブロックや炭化物を若干含む灰褐色のシルトなどで、自然堆積である。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－1層 （新）基本層位第Ⅱ層、ＳＤ05・06・17・137、ＳＫ13・15 （同）Ｓ

Ｘ299、ＳＤ10 （不明）ＳＢ1513・1514・1625 

 

なお、発掘時にはこの溝跡を1時期と考えていたが、幅が広いことや底面に段がつくことから、何時

期かの変遷があった可能性が考えられる。 

この溝跡はＳＤ07と同様に、ＳＸ299の北側溝より南へは延びないことから側溝に合流していたと思

われる。したがって、ＳＤ07と同様に、道路による区画内をさらに小区画に分割する区画溝であると思

われる。 
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〔規模・堆積土〕上幅0.6～1.2ｍ、下幅0.3～0.7ｍで、深さは0.6ｍである。横断面形は上部が開いた｢Ｕ｣

字状である。堆積土は地山の小ブロックや炭化物を若干含む暗灰黄色のシルトなどで、自然堆積であ 

 

〔重複〕（古）ＳＤ100－1層、ＳＢ140・141・1626、ＳＤ26・42、ＳＫ39 （同）ＳＸ299、ＳＤ10 （不

明）ＳＢ1514・1625 

なお、この溝跡についてもＳＤ07と同様に何時期かの変遷があった可能性が考えられる。 
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瓦は、丸瓦と平瓦の破片である。平瓦は、凸面に絹タタキ目を残すものがあり、縄タタキ目はいずれ

もつぶれている。 

 

須恵器の破片には、坏・高台坏・甕・長頚瓶・蓋がある。坏には、底部がヘラ切り手持ちヘラケズリ・

回転ヘラケズリ・無調整、回転糸切り無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ調整により切離し不明の

ものなどがある。蓋は、折り返し口縁で、扁平な擬宝珠状のツマミのつくものである。長頚瓶は、灰白

色の胎土で、緻密で自然釉のかかった会津大戸窯の製品とみられるものである。 

土師器の破片には、坏・高台坏・椀・壷・蓋・甕がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で底部が

回転糸切り無調整、回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。甕は、非ロクロ調整の

もののみである。椀・蓋はいずれも内外面黒色処理されたもので、セットをなすものとみられる。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、赤焼土器、転用硯、瓦、砥石、鉄滓が出土している。このうち、図示し

たのは須恵器蓋、赤焼土器坏、転用硯、砥石の各1点である（第69図）。 

る。 
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〔出土遺物〕土師器、須恵器、赤焼土器が出土した。赤焼土器の破片が多い。図示したのは、内面に漆

が付着し、刷毛状の工具痕の残る、有段丸底の土師器坏、須恵器高台坏、赤焼土器坏、高台椀各1点で

ある（第71図）。 

〔規模・堆積土〕上幅0.9～1.4ｍ、下幅0.5ｍ程で、深さは0.7ｍである。横断面形は上が開いた｢Ｕ｣

字状である。堆積土はオリーブ黒色の粘質シルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－1層、ＳＢ320、ＳＤ59、ＳＫ89 （新）基本層位第Ⅱ層、ＳＥ76、ＳＤ20・

28・29・334・335、ＳＫ74 

ところで、ＳＤ53は後述するＳＤ59とほぼ同位置にあり、後者の掘り替えと考えられる。また、両者

は方向がＳＸ299とほぼ一致することから、小区画に分割する区画溝の可能性が考えられる。 

素掘りの東西溝で、中世の堀によって分断されているが一連の溝跡と考えられる（以後、ＳＤ53で代

表することにする）。西側は調査区外へ延びているが、東側はＳＤ29より東へは延びない。ＳＤ100－1

層上面で確認された。方向はＥ－5°－Ｓで、長さは20ｍ以上である。 

【ＳＤ53・77・83溝跡】（第47・51・71図） 

土師器の破片には、坏・甕、須恵器の破片には、回転ヘラケズリ再調整により切離し不明の坏・瓶な

どがある。 

土師器の破片には、坏・高坏・椀・甕がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で底部の切離しが不

明のものがある。甕は非ロクロ調整で、椀は内外面黒色処理されたものである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器が出土している。このうち、図示したのは土師器高坏1点だけである。 

〔規模・堆積土〕上幅0.8～1.5ｍ、下幅0.3～0.7ｍで、深さは0.4ｍである。横断面形は上部が開いた｢Ｕ｣

字状である。堆積土は炭化物を若干含む灰色の砂質シルトなどで、自然堆積である。 

 

〔重複〕（古）ＳＤ100－1層、ＳＢ316、ＳＤ339、ＳＫ342 （新）ＳＫ13・18 （同）ＳＤ07 

この溝跡はＳＤ07より東へは延びないことからＳＤ07に合流していたと思われる。さらに、ＳＤ07

と直交することから区画に関連する溝である可能性がある。 

ＳＤ07から西へ延びる素掘りの東西溝で、さらに西側へ延びている。ＳＤ100－1層上面で検出された。

方向はＥ－5°－Ｎで、長さは13ｍ以上である。 

【ＳＤ10溝跡】（第55・68・70図） 

須恵器は、壷の破片である。 
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土師器の破片には、坏・椀・鉢・甕がある。坏には、有段丸底坏、非ロクロ調整の平底坏、ロクロ調

整で底部回転糸切り無調整のものなどがある。甕は、非ロクロ調整、ロクロ調整のものがある。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、転用硯、ウマ歯が出土した。図示したのは、土師器坏、須恵器坏、転用

硯各1点である（第72図）。 

〔規模・堆積土〕上幅0.7～0.9ｍ、下幅0.3～0.6ｍで、深さは0.7ｍである。横断面形は上が開いた｢Ｕ｣

字状である。堆積土は黒色の粘質シルトなどである。 

 

〔重複〕（古）ＳＤ100－1層、ＳＢ319・320、ＳＤ60・98 （新）基本層位第Ⅱ層、ＳＥ41・76、ＳＤ

20・28・29・53・334・335、ＳＫ74・89 

素掘りの東西溝で、中世の堀によって分断されているが一連の溝跡と考えられる（以後、ＳＤ59で代

表することにする）。西側は調査区外へ延びているが、東側はＳＤ29より東へは延びない。ＳＤ100－1

層上面で確認された。方向はＥ－0°－Ｎ・Ｓで、長さは20ｍ以上である。 

【ＳＤ59・82・94溝跡】（第47・51・71・72図） 

この溝は前述のように、小区画に分割する区画溝の可能性が考えられる。 

須恵器の破片には、坏・椀・甕・長頚瓶がある。坏には、ヘラ切り回転ヘラケズリ、回転糸切り回転

ヘラケズリ・無調整のものなどがある。 
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〔出土遺物〕瓦、土師器、須恵器の破片が出土している。図示したのは軒丸瓦1点である（第73図）。 

〔規模・堆積土〕上幅1.1～1.5ｍ、下幅0.3～0.5ｍで、深さは0.5ｍである。横断面形は上が開いた｢Ｕ｣

字状である。堆積土は地山の小ブロックを含む黒褐色シルトなどである。 

 

土師器の破片には、坏・椀・甕がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で底部ヘラ切り手持ちヘラ

ケズリ・回転ヘラケズリのものがある。甕は、非ロクロ調整のもののみである。 

〔重複〕（古）ＳＤ75 （新）ＳＤ332 

ＳＤ75はＳＤ73の東側にあるが、大半は中世の溝に壊されており、詳細は不明である。南側の市調査

区（Ⅰ区）ではＳＤ73の延長上で2時期の溝跡が確認されていることから、ＳＤ73に先行する区画溝で

ある可能性が考えられる。 

ところで、この溝跡は方向がＳＸ299やＳＤ53・59とほぼ直交することから、小区画をさらに分割す

る区画溝の可能性が考えられる。 

素掘りの南北溝で、ＳＤ59付近から南へ延びており、南側の市調査区へと続いている。方向はＮ－2°

－Ｅで、長さは市調査区分を含めると18ｍ以上である。 

【ＳＤ73・75溝跡】（第47・73・90図） 

須恵器の破片には、坏・高台坏・甕・長頚瓶・蓋がある。坏には、底部がヘラ切り手持ちヘラケズリ・

回転ヘラケズリ・無調整、回転糸切り回転ヘラケズリ・無調整のものなどがある。蓋は折り返し 
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Ｅ 屋敷跡 

北辺（ＳＤ27・40）と西辺（ＳＤ20・28・29・31）の堀を検出した。南・東側の市調査区（Ｅ・Ｈ・

Ｉ区）では東辺（ＳＤ5003・5007・5029・5042、ＳＫ5037）と南辺（ＳＤ5051・5560・5561・5562）が

検出されており、重複状況などから6時期の変遷があったと考えられ（Ａ～Ｆ期）、南・西・東に拡張

されている。以下、古い順に説明する。 

 

堀によって方形に区画されたもので、東西に2区画あり、東側の方が古い。ここでは西側の新しい屋

敷跡について説明する。なお、古い屋敷跡の大半は市調査区（Ｅ区）に存在する。 

 

口縁のものがある。長頚瓶の破片の中には、会津大戸窯の製品とみられるものが含まれる。 

〔規模・堆積土〕上幅1.8～2.2ｍ、下幅0.6～0.9ｍで、深さは0.7ｍである。横断面形は上部が開いた｢Ｕ｣ 

〔重複〕（古）ＳＸ299・300、ＳＤ87・111・179 （新）ＳＫ57 

素掘りの溝で、西側のＳＤ31と東側のＳＤ5042と一連の溝である。方向はほぼ東西で、長さは36ｍで

ある。 

【ＳＤ40堀跡】（第47・74・75図） 

須恵器の破片には、坏・高台坏・甕・長頚瓶・蓋がある。長頚瓶の中には、会津大戸窯の製品とみら

れるものがある。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器が出土している。このうち、図示したのは土師器坏と須恵器坏が各1点で

ある（第75図6・7）。 

〔規模・堆積土〕上幅1.1～1.6ｍ、下幅0.3ｍで、深さは0.5ｍである。横断面形は上部が開いた｢Ｕ｣

字状であり、途中に段がつく。堆積土は下層が植物遺体を含む黒褐色の自然堆積のシルトなどで、上層

は地山のブロックを多量に含む黒褐色シルトで人為的に埋め戻されている。 

〔重複〕（古）ＳＢ56・81、ＳＩ44、ＳＥ84、ＳＤ90 （新）ＳＤ30、ＳＫ57 

素掘りの溝で、北辺のＳＤ40と一連の溝である。方向はほぼ南北で、長さは29ｍ以上である（市調査

分を含めると52.5ｍ以上）。 

【ＳＤ31堀跡】（第47・74・75図） 

なお、概報などではこの期は後続するＢ期と同時期と考えていたが、南側の市調査区（Ⅰ区）でＢ期

のＳＤ5051がＳＤ31を切っていることが明らかになったため分離したものである。 

西辺（ＳＤ31）、北辺（ＳＤ40）、東辺（ＳＤ5042、ＳＫ5037）が検出された。南辺は調査区外であ

り、東辺はＳＫ5037で途切れているため全体の平面形は確定できないが、概ね南北に長い方形になると

思われる。規模は（内側の利用可能範囲、以下同じ）北辺が約34ｍ、西辺が54ｍ以上であり、東辺はお

よそ16ｍ程ある。 

新しい屋敷跡（付図1、第47・55・74～79図） 

軒丸瓦は、多賀城政庁第Ⅱ期の重圏文軒丸瓦である。 

土師器の破片には、坏・高台坏・椀がある。坏には非ロクロ調整とロクロ調整のものとがある。 

Ａ期 
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〔規模・堆積土〕上幅2.7～3.5ｍ、下幅1.7～2.2ｍで、深さは0.7ｍである。横断面形は上部が開いた

皿状である。堆積土は下層が黒褐色の自然堆積のシルトで、上層が地山のブロックを多量に含む暗褐色

シルトで人為的に埋め戻されたものである。埋め戻しはある程度土を入れてから草などを敷き詰め、ま

た土を入れるという工程で行われている。 

〔重複〕（古）ＳＢ319、ＳＤ82・83・71・331 （新）ＳＤ28・30、ＳＫ45 

西辺の堀で、ほぼ直線的に延びており、南半部すなわちＳＤ28が西へ張り出す部分は埋め戻されてい

る。方向はほぼ南北で、長さは17.4ｍ以上である（市調査分を合わせると48ｍである）。 

【ＳＤ29堀跡】（第47・76図） 

なお、北辺のＳＤ27にはＢ～Ｅ期の痕跡が全く検出されないが、Ｆ期のＳＤ27とほぼ同位置に存在し

ていたと推定される。 

 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、中世陶器、砥石、曲物、漆器鉢が出土している。図示したのは土師器坏、

中世陶器、砥石である（第75図）。 

字状である。堆積土は黄灰色の自然堆積のシルトなどで、西側の上部は地山のブロックを多量に含む黒

褐色シルトで人為的に埋め戻されている。 

北辺（ＳＤ27）、西辺（ＳＤ29）、南辺（ＳＤ5051）、東辺（ＳＤ5029Ａ）が検出された。規模は、

北辺が42ｍ、西辺が46.5ｍ、東辺が40.5ｍ、南辺が43.5ｍのやや歪んだ方形になると思われる。 

須恵器の破片には、坏・高台坏・甕・長頚瓶・蓋がある。長頚瓶の中には、会津大戸窯の製品とみら

れるものがある。 

土師器の破片には、坏・高坏・椀・甕がある。坏はロクロ調整で、甕は非ロクロ調整のものである。 

中世陶器片は、常滑の大甕体部破片である（2・3）。 

Ｂ期 

〔出土遺物〕少量の土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。 
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土師器の破片には、坏・椀・甕がある。坏には非ロクロ調整とロクロ調整のものとがある。甕はロク

ロ調整のものである。須恵器の破片には、坏・高台坏・甕・瓶・蓋がある。 

 

【ＳＤ28堀跡】（第47・76・77・90図） 

北辺（ＳＤ27）、西辺（ＳＤ28）、南辺（ＳＤ5560）、東辺（ＳＤ5029Ｂ）が検出された。西辺南半

部がＢ期よりも西へおよそ5ｍ拡張されている。規模は、北辺が42ｍ、西辺が46.5ｍ、南辺が48.5ｍ、

東辺が40.5ｍの、西辺が途中から張出す方形になると思われる。 

須恵器の破片には、坏・高台坏・甕・長頚瓶・蓋がある。長頚瓶の中には、会津大戸窯の製品とみら

れるものがある。 

漆器の皿、椀類は、図示しなかったものを含め、計14点が出土している。いずれも黒漆塗りで、朱漆

で文様の描かれたものもある。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、弥生土器、転用硯、瓦、砥石、漆器、木製へら、北宋銭（元豊通寶）、

ウマ歯などが出土している。このうち、図示したのは弥生土器、転用硯、瓦が各1点、漆器椀、漆器皿

が各5点、漆器蓋が1点、木製へら、北宋銭各1点である（第76・77図）。 

〔規模・堆積土〕上幅2.7～3.5ｍ、下幅1.7～2.2ｍで、深さは0.7ｍである。横断面形は上部が開いた

皿状である。堆積土は、北半部は黒褐色などの自然堆積のシルトで、南半部はＳＤ29と同様の工程で上

部が地山のブロックを多量に含む黒褐色シルトで人為的に埋め戻されている。 

〔重複〕（古）ＳＸ299、ＳＢ80・81・320・321・1508、ＳＦ47・48、ＳＤ29・43・71・82・83・331、

ＳＫ105・106 （新）ＳＫ33・41 

Ｂ期の西辺の堀で、北半部はＳＤ29と同じだが、南半部は西へ5ｍほど張り出す。方向はほぼ南北で、

長さは33.5ｍ以上である（市調査分を合わ世るとおよそ48ｍである）。 

北辺（ＳＤ27）、西辺（ＳＤ28）、南辺（ＳＤ5561）、東辺（ＳＤ5029Ｃ）が検出された。Ｃ期より

も南へ6ｍ拡張されている。北辺が42ｍ、西辺が51ｍ、南辺が48.5ｍ、東辺が46.5ｍの、西辺が途中か

ら張出す方形になると思われる。 

北辺（ＳＤ27）、西辺（ＳＤ20Ａ）、南辺（ＳＤ5561・5562）、東辺（ＳＤ5007・5003Ａ）が検出さ

れた。南と東へ拡張されており、南辺は調査区外である。北辺が55.5ｍ、西辺が55.5ｍ以上、南辺が70

ｍ、東辺が47ｍの、東・南辺が途中から張出す方形になると思われる。また、北西コーナー付近からＳ

Ｄ06が北へ分岐している。 

【ＳＤ06溝跡】（第55・67図） 

【ＳＤ20Ａ堀跡】（第47・79図） 

土師器の破片には、坏・高坏・椀・甕があり、非ロクロ調整とロクロ調整のものとがある。 

ＳＤ05と同位置で重複しており、詳細は不明であるがほぼ同様のものと思われる。ただし、北端で 

Ｅ期の西辺の堀で、大半が後続するＳＤ20Ｂによって壊されているため詳細は不明である。 

Ｃ期 

Ｄ期 

Ｅ期 
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は方向を異にしている。 

Ｆ期 

北辺（ＳＤ27）、西辺（ＳＤ20Ｂ）、南辺（ＳＤ5561・5562）、東辺（ＳＤ5007・5003Ｂ）が検出さ

れた。Ｅ期とほぼ同じであり、西辺と東辺がほぼ同位置で改修されている。また、北西コーナー付近か

らＳＤ05が北へ分岐している。 

【ＳＤ27堀跡】（第55・78・79図） 

Ｂ～Ｆの各期を通じての北辺の堀で、改修の痕跡は認められなかった。方向は中央部でやや膨らむが

ほぼ東西で、長さは51ｍである。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－1層、基本層位第Ⅱ層、ＳＸ299・300、ＳＦ138、ＳＤ87・136・150・179・193・

308・310・315、ＳＫ144 （新）ＳＸ61・63～65 

〔規模・堆積土〕上幅1.5～2.5ｍ、下幅0.7ｍ程で、深さは0.5～0.8ｍである。横断面形は上部が開い

た皿状である。堆積土は黒褐色の自然堆積のシルト層である。 

〔出土遺物〕陶器、土師器、須恵器、赤焼土器、瓦、土製勾玉、土錘、石臼、砥石、木製塔婆、鉄滓、

ウマ歯が出土している。このうち、図示したのは須恵器甕、中世陶器、木製塔婆、土錘、土製勾玉、灰

釉陶器、緑釉陶器名1点と（第78－1図）、石臼（第78－2図）、砥石が各2点である。 

陶器片には、常滑の大甕体部破片の他に、美濃、志野、瀬戸の小皿の破片がある。 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・甕・壷・蓋がある。坏や甕には、非ロクロ調整とロクロ

調整のものとがある。椀・蓋はいずれも内外面黒色処理されたもので組むものとみられる。 

須恵器の破片には、坏・高坏・高台坏・甕・壷・長頚瓶・蓋がある。高台坏で、内外面をヘラミガキ

した特殊な須恵器が1点ある。この破片はＳＸ400やＳＦ395出土の須恵器と同一個体である。長頚瓶の

中には、会津大戸窯の製品とみられるものがある。 

赤焼土器は少量の体部破片である。 

瓦は、多賀城政庁第Ⅱ期の「矢」の刻印のある平瓦がある。 

【ＳＤ20Ｂ堀跡】（第47・79図） 

Ｄ期の西辺の堀で、ＳＤ28の張出した部分よりさらに西へ7.5ｍほど拡張している。また、北西コー

ナーでＳＤ05と合流しており、堆積土が同じことから同時に存在していたと思われる。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－1層、基本層位第Ⅱ層、ＳＸ299、ＳＦ47・48、ＳＤ07・43・60・82・83・85・

86・98、ＳＤ76 （同）ＳＤ05 

〔規模・堆積土〕上幅3.5～5.5ｍ、下幅0.4～1.1ｍで、深さは0.7ｍである。横断面形は上部が開いた

皿状である。堆積土は黒褐色などの自然堆積のシルトや粘土である。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、瓦が出土しているが、図示できるものはない。 

土師器の破片には、坏・高坏・椀・甕がある。坏や甕には、非ロクロ調整とロクロ調整のものとがあ

る。須恵器の破片には、坏・椀・甕・壷・長頚瓶がある。 

【ＳＤ05溝跡】（第55・67・78図） 

ＳＤ27から北へ延びる素掘りの南北溝で、さらに北側へ延びている。ＳＤ100－1層上面で検出され 



この溝は新しい屋敷の北辺と接続しており、堆積土が類似することからほぼ同時に埋まったと考え 

 

た。ＳＤ06とほぼ同位置で重複しており、これの掘り替えと思われる。方向はＮ－8°－Ｗで、長さは

19ｍ以上である。 
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〔規模〕幅0.1～0.5ｍで、長さ1.0～5.5ｍであり、深さは最も深いもので12cmある。横断面形は浅い皿

状である。それぞれの間隔は0.3～1.1ｍでバラつきがあるが、0.6ｍ程が多い。これらを一枚の畑のも

のと仮定すると、畑の面積は約33㎡になる。 

〔重複〕（新）ＳＤ100－1層、ＳＤ42、ＳＫ39 

南北方向の8本の平行する小溝跡からなり、同位置でこれらと直交するＳＦ22との切り合いは確認で

きなかった。 

【ＳＦ21小溝状遺構群】（第55・80図） 

細い溝跡が数条以上並んでいるもので、一般に畑跡と考えられているものである。河川跡の低くなっ

た部分で7面検出された。 

 

瓦は、丸瓦と平瓦の破片である。平瓦には、凸面に縄タタキ目を残すもの、ケズリを加えたものがあ

り、縄タタキ目はつぶれているものが多い。 

灰釉陶器は椀、緑釉陶器は皿の破片が各1点ある。灰釉陶器椀は、黒笹90号窯式古期のもの、緑釉陶

器は洛北系のものである。 

須恵器の破片には、坏・高台坏・高坏・甕・壷・瓶・蓋がある。高台坏は内外面にヘラミガキを施し

た特殊なもので、基本層位第Ⅱ層出土の須恵器と同一個体である。 

【ＳＦ22小溝状遺構群】（第55図） 
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られる。さらに、底面が北へ傾斜していることから、堀の北への排水溝の可能性が考えられる。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－1層、基本層位第Ⅱ層、ＳＸ299、ＳＢ141・1513・1514・1625、ＳＤ06・07・

17・34・136、ＳＫ15 （同）ＳＤ27 

〔規模・堆積土〕上幅0.8～1.3ｍ、下幅0.3ｍ程で、深さは0.4ｍである。ＳＤ20との分岐点付近は幅が

広くなっている。横断面形は上部が開いた「Ｕ」字状である。堆積土は黒褐色のシルトなどである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器、瓦が出土している。このうち、図示したのは灰釉

陶器椀、緑釉陶器皿が各1点である。 

土師器の破片には、坏・高坏・甕がある。坏はいずれもロクロ調整で、甕には非ロクロ調整とロクロ

調整のものとがある。 

Ｆ 小溝状遺構群 

〔堆積土〕自然堆積の灰黄褐色シルトである。 

〔方向〕Ｎ－1°－Ｗである。 

〔出土遺物〕須恵器蓋が出土した。 

東西方向の2本の平行する小溝跡からなり、同位置にこれらと直交するＳＦ21が存在する。 

〔重複〕（新）ＳＤ100－1層、ＳＫ104 



【ＳＦ47小溝状遺構群】（第47・81図） 

 

〔規模〕幅0.2～0.3ｍで、長さ2.4～3.2ｍであり、深さは最も深いもので11cmある。横断面形は浅い皿

状である。間隔は2.7ｍである。 

〔方向〕Ｅ－10°－Ｎである。 

〔堆積土〕自然堆積の灰黄褐色シルトである。 
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南北方向の15本の平行する小溝跡で、東西両側を中世の堀によって壊されている。同位置でこれらと

直交するＳＦ48を切るものや、逆に切られるものがあり、すべてが同時に存在していたものではないが、

ここでは一括して説明する。 

〔重複〕（古）ＳＢ80・1507 （新）ＳＤ20・28・90 

〔規模〕幅0.2～0.4ｍで、長さ1.4～6.6ｍ以上であり、深さは最も深いもので11cmある。横断面形は浅

い皿状である。それぞれの間隔は0.4～1.8ｍでバラつきがある。 

〔堆積土〕地山の小ブロックや灰白色火山灰を含む自然堆積の褐灰色シルトで、底面に火山灰が堆積し

ているものもある。 

〔方向〕Ｎ－5°－Ｅである。 

〔出土遺物〕少量の土師器、須恵器、瓦が出土しているが図示できるものはない。 

土師器の破片はロクロ調整の甕、須恵器の破片は底部回転糸切り無調整の坏である。 

【ＳＦ48小溝状遺構群】（第47・81図） 

東西方向の22本の平行する小溝跡で、東西両側を中世の堀によって壊されている。ＳＦ47と同様にす

べてが同時に存在していたものではないが、一括して説明する。 

〔重複〕（古）ＳＢ80・1507 （新）ＳＤ20・28・90 

〔規模〕幅0.2～0.6ｍで、長さ1.1～6.6ｍ以上であり、深さは最も深いもので13cmある。横断面形は浅

い皿状である。それぞれの間隔は0.3～2.0ｍでバラつきがあるが、0.8ｍ程が多い。 

〔堆積土〕地山の小ブロックや灰白色火山灰を含む自然堆積の褐灰色シルトである。 

〔方向〕Ｗ－5°－Ｎである。 

〔出土遺物〕ロクロ調整の土師器坏と非ロクロ調整の土師器甕、須恵器坏・甕、瓦が出土した。 

【ＳＦ130・138小溝状遺構群】（第55・82図） 

南北方向の27本の平行する小溝跡で、北側は道路側溝に、南側は中世の堀によって壊されている。調

査時には西半部をＳＦ130に、東半部をＳＦ138としたが、両者はほぼ同レベルであり、ＳＤ100－1層除

去後に検出されたことから一連のものと考えられる。 

また、これらの溝の方向を見ると、ａ：ほぼ真南北方向のものと、ｂ：北でやや東へ振れるものとに

大別され、重複するものではｂが新しい。したがって、これらには少なくとも2時期あったことが知ら

れる。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－2層、ＳＤ323・324、ＳＫ138・144・147 （新）ＳＤ100－1層、基本層位第

Ⅱ層、ＳＸ135、ＳＤ27・107・108・112、ＳＫ123・313 

〔規模〕ａ期では幅0.2～0.5ｍで、長さ1.2～8.4ｍであり、深さは最も深いもので17cmである。横断面

形は浅い皿状である。それぞれの間隔は0.3～1.8ｍでバラつきがある。これらを一枚の畑のものと仮定

すると、畑の面積は約99㎡になる。ｂ期では幅0.2～0.4ｍで、長さ1.7～4.8ｍ以上であり、深さは最も

深いもので13cmである。横断面形は浅い皿状である。それぞれの間隔は0.3～3.1ｍでバラつきがある。

これらを一枚の畑のものと仮定すると、畑の面積は約63㎡になる。 

〔堆積土〕いずれも自然堆積の暗灰黄色砂質シルトや黒褐色粘質シルトである。 
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南北方向の17本の小溝跡で、同位置でこれらと直交するＳＦ132との切り合いは確認できなかった。

さらに北の調査区外に延びている。ＳＤ100－1層除去後に検出された。 

 

【ＳＦ131小溝状遺構群】（第83・84図） 

須恵器の破片には、坏・高台坏・蓋・鉢・甕・長頚瓶がある。坏には、底部静止糸切り手持ちヘラケ

ズリ、ヘラ切り無調整、回転糸切り手持ちヘラケズリ、回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のもの

などがある。蓋は、折り返し口縁である。 

土師器の破片には、坏・椀・甕がある。坏には、有段丸底坏、非ロクロ調整の平底坏、ロクロ調整で

はあるが、切離しや調整の技法が不明なものがある。甕は、非ロクロ調整のもののみである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器が出土した。図示したのは、佐波理椀を模した内外黒色処理の土師器稜椀

1点である。 

〔方向〕ａ期はＮ－1°－Ｅで、ｂ期はＮ－7°－Ｅである。 
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〔重複〕（古）ＳＤ100－2層、ＳＢ1622・1623、ＳＤ145・146、ＳＫ143・148 （新）ＳＤ100－1層、

基本層位第Ⅱ層、ＳＤ102、ＳＫ109 

〔規模〕幅0.1～0.4ｍで、長さ1.1～5.2ｍ以上であり、深さは最も深いもので7cmある。横断面形は浅

い皿状である。それぞれの間隔は0.3～1.6ｍでバラつきがある。これらを一枚の畑のものと仮定すると、

畑の面積は約115㎡になる。 

〔方向〕Ｎ－5°－Ｗである。 

〔出土遺物〕ロクロ調整の土師器坏と非ロクロ調整の土師器坏・椀・甕、須恵器坏・高台坏・鉢・壷・

甕、須恵器の破片を利用した円盤が出土した。土師器椀には、内外面がヘラミガキ・黒色処理されたも

のがある。 

【ＳＦ132小溝状遺構群】（第55・83図） 

東西方向の5本の小溝跡で、同位置でこれらと直交するＳＦ131との切り合いは確認できなかった。Ｓ

Ｄ100－1層除去後に検出された。 

北側の2本は方向や位置関係から同時に存在したと考えられるが、南側の3本はこれとは方向が異なり

位置も離れていることから別のものである可能性も考えられる。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－2層、ＳＢ1623、ＳＫ143・148 （新）ＳＤ100－1層、ＳＫ109 

〔規模〕幅0.1～0.4ｍで、長さ0.4～3.4ｍ以上であり、深さは最も深いもので9cmある。横断面形は浅

い皿状である。北側の2本の間隔は0.9ｍである。 

〔方向〕北側ではＥ－21°－Ｎである。 

〔出土遺物〕非ロクロ調整の土師器が少量出土しているが図示できるものはない。有段丸底坏の破片が

ある。 

 

Ｇ 溝跡 

区画溝と屋敷を区画する堀以外の溝で、31条ある。ＳＤ100より北側のものと南側のものとに分けて

主要なものについて説明する。 

北側のグループ 

【ＳＤ17溝跡】（第56図） 

ＳＤ07付近から西へ延びる素掘りの東西溝である。方向はＥ－1°－Ｎで、長さは10.3ｍである。 

〔重複〕（古）ＳＢ314・318、ＳＤ07・121 （新）ＳＤ05、ＳＫ12 （不明）ＳＢ1514 

〔規模・堆積土〕上幅0.2～0.9ｍ、下幅0.2～0.8ｍで、深さは0.1ｍである。 

〔出土遺物〕非ロクロ調整の土師器甕と須恵器蓋・壷・瓶が土しているが図示できるものはない。 

【ＳＤ42溝跡】（第56図） 

南北方向の溝で、北は調査区外へ延びているが、南端部では東へ屈曲し「し」字状を呈している。南

北方向の部分は大半がＳＤ08によって壊されている。長さは12ｍ以上である。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－1層、ＳＢ141、ＳＦ21、ＳＤ122、ＳＫ39 （新）ＳＤ08 （不明）ＳＢ1625 

〔規模・堆積土〕上幅0.6ｍ程、下幅0.3ｍ程で、深さは0.1ｍである。 



新しい屋敷内の西側にある素掘りの溝で、鈎の手状に2度屈曲している。南端部は土壙状になってお

り（ＳＫ45）、それ以南には延びない。方向は全体としては南北で、長さは24ｍ程である。 

 

〔規模・堆積土〕上幅0.3～0.7ｍ、下幅0.2～0.6ｍで、深さは0.1ｍである。 

〔重複〕（不明）ＳＤ10 

ＳＤ10付近から北へ延びる素掘りの南北溝で、途中で一部途切れている。方向はＮ－5°－Ｅで、長

さは8.5ｍである。 

【ＳＤ339溝跡】（第56図） 

〔出土遺物〕ロクロ調整の土師器坏と非ロクロ調整の土師器甕、須恵器蓋が出土しているが図示できる

ものはない。 

【ＳＤ30溝跡】（第47・52・85・86図） 

南側のグループ 
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〔重複〕（古）ＳＢ56・305・319、ＳＤ29・31、ＳＥ84 （新）ＳＫ35・36・37・38・45 

〔規模・堆積土〕上幅0.9～1.2ｍ、下幅0.3～0.6ｍで、深さは0.6ｍである。横断面形は上部が開いた｢Ｕ｣

字状である。堆積土は黒褐色の砂質シルトなどである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、砥石が出土している。このうち、図示したのは砥石1点のみである。 

土師器の破片には、坏・高台坏・椀・甕がある。坏には、非ロクロ調整とロクロ調整のものとがある。

甕は、非ロクロ調整のものだけである。 

須恵器の破片には、坏・高台坏・甕・長頚瓶・蓋がある。長頚瓶の中には、会津大戸窯の製品とみら

れるものがある。 

【ＳＤ60溝跡】（第47図） 

素掘りの南北溝で、ＳＸ299の南側溝から南へ延びており、南側の市調査区へ延びていると思われる

が、未精査のため不明である。ＳＤ100と重複しているがどの面から掘り込まれているか明らかにでき

なかった。方向はＮ－5°－Ｅで、長さは28ｍ以上である。 

〔重複〕（古）ＳＤ98、ＳＫ115 （新）基本層位第Ⅱ層、ＳＤ20・53・59・334・335 （同）ＳＸ299 

〔規模・堆積土〕上幅0.6～1.0ｍ、下幅0.2～0.6ｍで、深さは0.1ｍ程である。横断面形は皿状である。

堆積土は地山の小ブロックを含む黒褐色シルトである。 

〔出土遺物〕少量の土師器が出土しているが図示できるものはない。坏・椀の破片があり、坏は有段丸

底である。 

【ＳＤ68溝跡】（第47・52図） 

素掘りの東西溝で、東側は市調査区まで延びている。方向はＥ－2°－Ｎで、長さは11ｍ程である。 

〔重複〕（不明）ＳＢ1665・5158 

〔規模・堆積土〕上幅0.8ｍ、下幅0.3ｍ程で、深さは0.2ｍである。横断面形は皿状である。 

〔出土遺物〕非ロクロ調整の土師器甕が出土しているが図示できない。 

【ＳＤ70溝跡】（第47・52図） 

素掘りの東西溝で、東西両端は市調査区まで延びている。方向はＥ－33°－Ｎで、長さは30ｍ程であ

る。 

〔重複〕（新）ＳＢ306・1502・1504・1505・1532・1533・1534・1632・1634・1635・5151、ＳＡ1630・

1633・5995、ＳＥ93、ＳＤ31 

〔規模・堆積土〕上幅1.9～2.2ｍ、下幅0.8～1.3ｍで、深さは0.4ｍである。横断面形は皿状である。

堆積土は炭化物を含むにぶい黄色の砂質シルトなどである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器が出土している。 

土師器の破片には、坏・椀・甕がある。坏は、有段丸底坏、非ロクロ調整の平底坏である。甕はいず

れも非ロクロ調整のものである。 

須恵器の破片には、坏・高台坏・甕・長頚瓶がある。坏には、底部が、静止糸切り手持ちヘラケズリ、

ヘラ切り無調整、回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。 
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【ＳＤ87溝跡】（第55・87図） 

古い屋敷跡の堀の北西コーナーから西へ延びる素掘りの東西溝で、西端は新しい屋敷の堀によって壊

されている。方向はＥ－5°－Ｎで、長さは22ｍ以上である。 

位置関係から古い屋敷に伴うものと考えられるが、切り合いや埋め戻されていることから廃絶は区画

の堀よりは早かったと思われる。 

〔重複〕（古）ＳＸ299・5150 （新）ＳＤ27・40・179、ＳＸ209・219 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、赤焼土器、緑釉陶器が出土している。図示したのは、赤焼土器坏・高台

坏、土師器坏各1点である。 

〔規模・堆積土〕上幅0.7～1.1ｍ、下幅0.5～0.9ｍで、深さは0.2ｍである。横断面形は皿状である。

堆積土は地山のブロックを多く含む黒褐色の砂質シルトなどで、人為的に埋め戻されている。 

〔重複〕（古）ＳＢ80、ＳＦ47・48 （新）ＳＤ20・28・31・43 

素掘りの東西溝で、西端は新しい屋敷の堀によって壊されている。方向はＥ－6°－Ｓで、長さは14

ｍ程である。 

【ＳＤ90溝跡】（第47・88図） 

土師器の破片には、坏・高台坏・甕がある。坏には、ロクロ調整で、底部回転糸切り無調整、切離し

不明のものなどがある。甕は、非ロクロ調整のもののみである 

〔出土遺物〕少量の土師器、須恵器、灰釉陶器が出土した。土師器は坏・高坏・甕で、須恵器は瓶であ

り、灰釉陶器は椀である（第87図）。 

〔規模・堆積土〕上幅1.9ｍ、下幅0.5～1.2ｍで、深さは0.4ｍである。横断面形は皿状である。堆積

土は上層が地山のブロックを多く含む黒褐色の砂質シルトなどで、人為的に埋め戻されており、下層は

植物遺体を若干含む灰色砂質シルトなどで、自然堆積である。 



素掘りの南北溝で、ＳＸ299の南側溝から南へ延びており、南側の市調査区へ延びていると思われる

が、未精査のため不明である。ＳＤ100と重複しているがどの面から掘り込まれているか明らかにでき

なかった。方向はＮ－5°－Ｅで、長さは28ｍ以上である。 

 

【ＳＤ98溝跡】（第47・89図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔重複〕（新）ＳＡ1630 （不明）ＳＢ305・1506、ＳＡ1636 

【ＳＤ92溝跡】（第52図） 

須恵器の破片には、坏・鉢・高台坏・甕・瓶・蓋がある。坏には、底部ヘラ切り無調整・回転ヘラケ

ズリのものがある。蓋はカエリの付くものである。 

〔規模・堆積土〕上幅0.5ｍ、下幅0.3ｍ程で、深さは0.1ｍである。横断面形は浅い皿状である。 

素掘りの南北溝で、方向はＮ－0°－Ｅ・Ｗで、長さは4.1ｍである。 
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〔重複〕（新）基本層位第Ⅱ層、ＳＤ20・53・59・60・334・335、ＳＫ115 （不明）ＳＸ299 

〔規模・堆積土〕上幅0.7～1.5ｍ、下幅0.5～1.3ｍで、深さは0.8ｍである。横断面形は皿状である。

堆積土は炭化物を若干含む黒褐色粘土などである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、弥生土器、黒曜石の剥片などが出土している。図示したのは、土師器坏

2点、須恵器坏1点、弥生土器1点である。 

土師器の破片には、坏・高坏・鉢・甕がある。坏は、有段丸底坏、ロクロ調整で、底部回転ヘラケズ

リ再調整により切離し不明のものなどがある。甕は、非ロクロ調整のもののみである。 

須恵器の破片には、坏・鉢・高台坏・甕・瓶・蓋がある。坏には、底部が静止糸切り手持ちヘラケズ

リ、ヘラ切り回転ヘラケズリ・無調整のものなどがある。 

【ＳＤ325溝跡】（第52図） 

素掘りの東西溝で、方向はＥ－1°－Ｎで、長さは3.1ｍである。位置関係からＳＤ68と一連のもので

ある可能性がある。 

〔重複〕（古）ＳＢ1501 （新）ＳＢ303 （不明）ＳＢ1628 

〔規模・堆積土〕上幅0.5ｍ、下幅0.3ｍ程で、深さは0.1ｍである。横断面形は皿状である。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

【ＳＤ326溝跡】（第52図） 

素掘りの南北溝で、方向はＮ－2°－Ｅで、長さは3.1ｍである。 

〔重複〕（不明）ＳＢ303・304 

〔規模・堆積土〕上幅0.3ｍ、下幅0.2ｍ程で、深さは0.1ｍである。横断面形は浅い皿状である。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

【ＳＤ327溝跡】（第52図） 

素掘りの東西溝で、方向はＥ－3°－Ｓで、長さは3.0ｍである。 

〔重複〕（新）ＳＢ305・1506 （不明）ＳＡ1530 

〔規模・堆積土〕上幅0.5ｍ、下幅0.3ｍ程で、深さは0.1ｍある。横断面形は皿状である。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

 

Ｈ 土壙跡 

42基あり、主要なものについて、ＳＤ100より北側のものと南側のものとに分けて説明する。 

南側のグループ 

【ＳＫ32土壙跡】（第51・52図） 

新しい屋敷跡の北西部にあるほぼ円形の土壙である。 

〔規模・堆積土〕直径1.9ｍ程で、深さは0.4ｍである。堆積土は自然堆積の黒褐色砂質シルトである。 

〔出土遺物〕堆積土中より非ロクロ調整の土師器甕と須恵器坏・椀・壷が出土した。 

【ＳＫ33土壙跡】（第52・91・92図） 

新しい屋敷跡の西側にある不整な円形の土壙で、南半は市調査区で検出された。 



〔規模・堆積土〕東西4.9ｍ、南北5.0ｍ程で、深さは1.0ｍである。堆積土は植物遺体などを含む自然

堆積の黒褐色粘質シルトなどである。 

 

〔重複〕（古）ＳＤ28 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、染付椀、染付皿、漆器、曲物底板、俵編み機の脚、木錘、下駄、砧、シ

カの角、鉄滓などが出土した。このうち、図示したのは土師器高坏、染付椀、染付皿各1点、木製脚、 
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漆器の皿、椀類は、図示しなかったものを含め、計13点が出土した。いずれも黒漆塗りで、朱漆で文

様の描かれたものもある。 

木錘、下駄、漆器械・皿である。 

染付椀、染付皿はいずれも中国産で、椀の割れ口には漆接ぎの痕跡がみられる。 

土師器の破片には、坏・椀・甕がある。坏はロクロ調整、甕は非ロクロ調整のものだけである。 

下駄は、ほぞ組による差し歯の下駄である。 

須恵器の破片には、坏・高台坏・鉢・甕・長頚瓶・蓋がある。高台坏で、内外面をヘラミガキした特

殊な須恵器が1点ある。長頚瓶の中には、会津大戸窯の製品とみられるものがある。 
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〔出土遺物〕土師器、須恵器、赤焼土器、緑釉陶器椀、瓦、刀子が出土している。図示したのは土師器

坏・高台坏・壷、須恵器坏、緑釉陶器椀、軒丸瓦、鉄製刀子各1点である。 

〔規模・堆積土〕長辺3.4ｍ、短辺3.1ｍで、深さは0.6ｍである。堆積土は黒色の砂と粘土の互層で自

然堆積である。 

【ＳＫ49土壙跡】（第47・52・54・94図） 

〔出土遺物〕縄文土器、土師器、須恵器の小破片が出土している。図示したのは縄文土器1点のみであ

る（第94図1）。 

〔規模・堆積土〕東西2.9ｍ、南北1.8ｍ以上で、深さは0.8ｍである。堆積土は植物遺体などを含む自

然堆積の灰色粘土である。 

〔重複〕（古）ＳＤ29・30 

【ＳＫ45土壙跡】（第47・52・94図） 

〔出土遺物〕非ロクロ調整の土師器坏・椀・鉢・甕とロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器坏・椀・蓋・

壷・甕・瓶が出土した（第93図）。 

〔規模・堆積土〕ＳＫ35は直径2.0ｍ程の円形で、深さは0.5ｍである。ＳＫ36は長径1.7ｍ、短径1.4

ｍの楕円形で、深さは0.7ｍである。ＳＫ37は長径1.3ｍ、短径1.0ｍの楕円形で、深さは0.6ｍである。

ＳＫ38は長径1.8ｍ、短径1.4ｍの楕円形で、深さは0.9ｍである。堆積土はいずれも自然堆積の黒褐色

砂質シルトなどである。 

 

〔重複〕（古）ＳＤ30 さらにＳＫ35はＳＤ52よりも古い。 

【ＳＫ35～38土壙跡】（第47・52・54・93図） 

新しい屋敷跡の中央部にある隅丸方形の土壙である。 

新しい屋敷跡の西側にある土壙で、南半は排水溝で壊されている。 

新しい屋敷跡の北西部にある円形や楕円形の土壙で、ＳＤ30に沿って並んでいる。 

土師器の破片には、坏・高台坏・鉢・甕があり、非ロクロ調整とロクロ調整のものとがある。 
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〔出土遺物〕土師器、須恵器、羽口が出土している。図示したのは、土師器坏3点、須恵器坏1点である。 

〔規模・堆積土〕長径1.5ｍ、短径1.2ｍで、深さは0.3ｍである。堆積土は炭化物や焼土を含む黒褐色

シルトなどで自然堆積である。 

〔重複〕（不明）ＳＢ1501・1502・1504 

【ＳＫ67土壙跡】（第47・52・95図） 
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須恵器の破片には、坏・甕・長頚瓶・蓋がある。坏もしくは高台坏で、内外面をヘラミガキした特殊

な須恵器が1点ある。 

隅丸方形の土壙で、東半部は市調査区で検出された。 

土師器の破片には坏・鉢・甕がある。坏は、有段丸底坏、非ロクロ調整の平底坏がある。甕は、非ロ

クロ調整のもののみである。 



土師器の破片には、坏・鉢・甕がある。坏には有段丸底坏と、ロクロ調整で底部切離し不明のものが

ある。甕には非ロクロ調整とロクロ調整のものとがある。 

 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、製塩土器、砥石が出土している。このうち、図示したのは須恵器坏2点、

砥石1点である。 

〔規模・堆積土〕長辺2.2ｍ、短辺1.7ｍで、深さは0.2ｍである。堆積土は炭化物を多く合むオリーブ

黒色シルトなどで自然堆積である。 

〔規模・堆積土〕長径1.2ｍ、短径0.9ｍで、深さは0.2ｍである。堆積土は黒色シルトで自然堆積である。 

【ＳＫ69土壙跡】（第47・52図） 

須恵器の破片には、坏・高台坏・甕・瓶がある。坏には、静止糸切り手持ちヘラケズリ、ヘラ切り無

調整のものなどがある。 

〔重複〕（古）ＳＤ120 （不明）ＳＢ314、ＳＡ1511 

【ＳＫ03土壙跡】（第55・56・96図） 

北側のグループ 

 

〔出土遺物〕堆積土中より非ロクロ調整の土師器坏・甕とロクロ調整の土師器高台坏が出土した。 

ＳＫ49の東側にある不整形の土壙である。 

調査区北西隅にある隅丸方形の土壙である。 

須恵器の破片には、坏・瓶・蓋がある。坏には、底部がヘラ切り無調整、回転ヘラケズリ再調整によ

り切離し不明のものがある。 
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〔重複〕（古）ＳＢ140・141、ＳＤ07・26 （新）ＳＤ05 （不明）ＳＢ1514 

【ＳＫ15土壙跡】（第55・56・97図） 

〔出土遺物〕堆積土中より非ロクロ調整の土師器坏・椀・蓋・鉢・甕と須恵器坏・蓋・壷・甕、羽口、

瓦、鉄滓が出土した。 

〔規模・堆積土〕長辺3.1ｍ、短辺0.6ｍで、深さは0.2ｍである。堆積土は炭化物を若干含む黒褐色粘

質シルトなどで自然堆積である。 

〔重複〕（古）ＳＤ17・121 （不明）ＳＢ314 

【ＳＫ12土壙跡】（第55・56図） 

〔出土遺物〕堆積土中より非ロクロ調整の土師器坏・椀・鉢・甕と須恵器坏・蓋・甕が出土した。 

〔規模・堆積土〕長辺2.9ｍ、短辺0.7ｍで、深さは0.3ｍである。堆積土は炭化物を多く含むオリーブ

黒色粘質シルトなどで自然堆積である。 

 

〔重複〕（不明）ＳＢ314・1512・1513 

【ＳＫ04土壙跡】（第55・56図） 

調査区北西隅にある東西に細長い溝状の土壙である。 

不整形の土壙で、西側は中世の溝によって壊されている。 

調査区北西隅にある南北に細長い溝状の土壙である。 

〔規模・堆積土〕東西2.1ｍ以上、南北1.7ｍで、深さは0.2ｍである。堆積土は地山のブロックを多く含 
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〔重複〕（古）ＳＢ141・1625、ＳＡ1627 （新）ＳＤ42 （不明）ＳＦ21 

【ＳＫ39土壙跡】（第55・56・98図） 

須恵器の破片には、坏・鉢・甕・壷・蓋がある。坏には、底部ヘラ切り無調整、回転ヘラケズリ再調

整により切離し不明のものなどがある。蓋は、折り返し口縁のものである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、土製支脚が出土している。図示したのは土製支脚1点である（第98図1）。 

〔規模・堆積土〕東西2.9ｍ以上、南北2.4ｍ以上で、深さは0.1ｍである。堆積土は地山のブロックを

含む黄褐色シルトである。 

土師器の破片には、坏・高台坏・椀・甕がある。坏には、有段丸底坏とロクロ調整で底部切離し不明

で手持ちヘラケズリのもの、糸切り無調整のものがある。甕は、非ロクロ調整のもののみである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器が出土しているが、図示できるものはない。 

〔規模・堆積土〕長辺4.9ｍ、短辺4.4ｍで、深さは0.3ｍである。堆積土は炭化物を含む黒褐色や灰黄

褐色のシルトで、自然堆積である。 

【ＳＫ125土壙跡】（第55図） 

土師器の破片には坏・甕があり、非ロクロ調整とロクロ調整ものとがある。須恵器の破片には、坏と

瓶がある。坏は、底部回転糸切り無調整のものである。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－1層、ＳＸ299、ＳＤ10・341 （新）基本層位第Ⅱ層 

【ＳＫ18土壙跡】（第55・56図） 
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む黒褐色粘質シルトで人為的に埋め戻されている。 

〔出土遺物〕中世陶器、土師器、須恵器が出土している。このうち、図示したのは須恵器蓋2点と、中

世陶器1点である。 

土師器の破片には、坏・椀・甕があり、いずれもロクロ調整である。 

須恵器の破片には、坏・甕・長頚瓶・蓋がある。長頚瓶の破片は、会津大戸窯の製品とみられるもの

である。 

中世陶器は常滑の甕の体部破片である。 

方形を呈すると思われる浅い土壙で、西側は溝によって壊されている。 

隅丸方形の土壙で、ＳＤ100－1層上面で検出された。 

長方形の浅い土壙で、ＳＤ100－1層除去後に検出された。 



【ＳＫ145土壙跡】（第55・99図） 

図示した須恵器壷は、肩部に沈線の巡る丸底の壷で、ＴＫ209併行期の製品で、東海地方からの搬入

品と考えられる。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器が出土している。図示したのは、土師器坏、須恵器壷が各1点である（第

98図）。その他の遺物としては土師器の有段丸底坏・高坏の破片がわずかにあるのみである。 

〔規模・堆積土〕東西5.6ｍ、南北2.0ｍ以上で、深さは0.3ｍである。 

〔重複〕（新）ＳＤ100－2層、ＳＦ138、ＳＤ27、ＳＸ65 

【ＳＫ144土壙跡】（第55・98図） 

〔出土遺物〕土師器坏・甕・ミニチュア土器が出土しているが、図示できるものはない。 

〔規模・堆積土〕長辺4.6ｍ、短辺3.8ｍで、深さは0.1ｍである。堆積土は地山の小ブロックや炭化物

を若干含む黒褐色の粘質シルトで、自然堆積である。 

 

〔重複〕（古）ＳＤ100－4層 （新）ＳＤ100－1層、ＳＫ119・126・127 

不整形の土壙で、ＳＤ100－2層除去後に検出された。中世の溝によって南半部は壊されている。 

溝状の土壙で、南側は溝によって壊されている。ＳＤ100－2層除去後の地山面で検出された。 
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〔墓壙〕南北0.4ｍ、東西0.5ｍの方形で、確認面からの深さは0.1ｍである。地山ブロックを多く含む

黄灰色土で埋め戻されている。 

 

〔重複〕（古）ＳＸ299 

【ＳＸ62墓跡】（第100・103図） 

〔出土遺物〕遺体の足元からは漆塗の木製椀が伏せた状態で出土し、そばに寛永通寶が41枚あった。 

〔棺〕縦0.6ｍ、横0.3ｍ、高さ0.2ｍ程の箱型で、板を釘で留めて組み立てている。上蓋は土圧のため

落粘質土が堆積していた。北端に歯が残存しており、頭を北にして埋葬されたことがわかる。 

〔墓壙〕南北1.0ｍ、東西0.7ｍの楕円形で、深さは0.4ｍである。地山ブロックを多く含む灰黄褐色土

で埋め戻されている。壁は斜めである。 

〔重複〕（新）ＳＤ100－2層、ＳＸ299、ＳＦ131 （不明）ＳＢ1623 

〔重複〕（古）ＳＸ299、ＳＤ27 

【ＳＸ61墓跡】（第55・100～102図） 

墓跡は7墓発見した。Ａ区のＳＤ27堀跡の北側に東西に並んで5基あり（ＳＸ61～65）、そのうちＳＸ

61～64は約1.3ｍの等間隔である。また、Ｂ区にもＳＤ27堀跡の南側に東西に並んで2基あるが（ＳＸ

209・219）、便宜的にここで説明することにする。いずれも近世のものである。 

 

〔出土遺物〕土師器が出土している。図示したのは、土師器甕1点のみである。その他の遺物として、

土師器の有段丸底坏、椀の破片がわずかにある。 

〔規模・堆積土〕長さ2ｍ以上で、幅0.7ｍ程であり、深さは0.3ｍである。堆積土は地山の小ブロック

を含む黒褐色の粘質シルトなどである。 

Ｉ 墓跡 

方形の墓壙を掘り、桶型の木棺を埋葬したものである。 

南北に長い楕円形の墓壙を掘り、箱型の木棺を埋葬したものである。 
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〔重複〕（古）ＳＸ299、ＳＤ27・310 

【ＳＸ63墓跡】（第100・104図） 

〔出土遺物〕棺材と副葬品の古銭が出土している。図示したのは寛永通寶6枚である。 

〔棺〕直径0.35ｍの桶型で、削平のため底板しか残っていない。底板は竹釘で止められており、そ

の上に黒褐色の軟らかい砂質土が堆積していた。 

やや南北に長い楕円形の墓壙を掘り、桶型の木棺を埋葬したものである。 

〔墓壙〕南北1.2ｍ、東西0.9ｍの楕円形で、深さは0.5ｍである。地山ブロックを多く含む褐灰色土で 
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〔出土遺物〕木製の細長い棒が骨の上から出土した。非常に脆く、取り上げたがバラバラになってま 

〔棺〕棺の痕跡はなかったが、底面に縦0.8ｍ、横0.4ｍ程の範囲に筵のようなものの痕跡がみられた。

骨がこの範囲内にまとまっていることから、遺体は筵の上に、あるいは筵にくるんで埋葬されたと思わ

れる。歯が北端から出土したことから、頭は北向きであったと思われる。骨の周辺には灰黄褐色の軟ら

かい粘質土があり、厚さは0.3ｍ程である。 

〔墓壙〕南北1.2ｍ、東西0.6ｍの楕円形で、深さは0.4ｍである。地山ブロックを多く含む褐色土で埋

め戻されている。壁は斜めである。 

 

〔重複〕（古）ＳＸ299、ＳＤ27・310 

【ＳＸ64墓跡】（第100・104図） 

〔出土遺物〕重なり合った骨の中から漆塗の木製椀が、底板の上から寛永通寶が6枚出土した。 

〔棺〕直径0.4ｍの桶型で、高さは0.4ｍ以上である。上蓋は検出されなかった。底板は竹釘で止められ

ており、裏側には縄の痕跡が放射状に残っていた。側板は17枚で、タガで固定されている。棺内には灰

黄褐色の砂質土が堆積していた。骨の残存状況から遺体は南向きに（したがって、頭は北側になる）埋

葬されたと考えられる。 

埋め戻されている。壁は斜めである。 

南北に長い楕円形の墓壙を掘り、北向きに埋葬されたものである。 
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〔棺〕縦、横ともに0.6ｍで、高さ0.5ｍの箱型で、蓋・底・側板を鉄釘で留めて組み立てている。上蓋 

 

〔墓壙〕南北0.9ｍ、東西0.85ｍのほぼ正方形で、深さは0.8ｍである。地山ブロックを多く含む灰黄褐

色土で埋め戻されている。壁は直立する。 

〔重複〕（古）ＳＸ299、ＳＤ27、ＳＫ144 

【ＳＸ65墓跡】（第100・105・106図） 

った。 

正方形の墓壙を掘り、箱型の木棺を埋葬したもので、ＳＸ64の西3.0ｍにある。 
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〔出土遺物〕棺材と副葬品の煙管、古銭、漆器、三方、木製数珠、竹刀、蠟燭立て、櫛、煙管が出土し

ている。このうち、櫛は棺の上蓋の上に置かれており、三方と蠟燭立ては墓壙の底面から出土した。図

示したのは漆器、三方、蠟燭立て、櫛、木製数珠、竹刀、煙管の雁首と吸口各一点、古銭16枚である。 

は土圧のため落ち込んでいた。棺内には黒褐色の軟らかい粘質土が堆積していた。骨の残存状況から、

遺体は頭を北側にして南向きに埋葬されたと考えられる。 
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【ＳＸ219墓壙】（第107・109図） 
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古銭はすべて寛永通寶である。煙管の吸口には竹の羅宇が一部遺存している。漆器は黒漆塗の椀であ

る。 

【ＳＸ209墓跡】（第107・108図） 

円形の墓壙を掘り埋葬したもので、ＳＸ219の東1.4ｍにある。 

〔重複〕（古）ＳＸ300、ＳＤ179・218 

〔墓壙〕直径0.6ｍの円形で、深さは0.2ｍである。堆積土は黒褐色粘質土である。壁は斜めで、断面形

は皿状を呈する。 

〔棺〕棺の痕跡はなく、骨も残っていなかった。 

〔出土遺物〕漆塗の木製椀と寛永通寶が6枚出土した。 

やや東西に長い楕円形の墓壙を掘り埋葬したものである。 

〔重複〕（古）ＳＸ300、ＳＤ218 



なお、これらの他に、説明を加えなかった溝跡や土壙跡から、土師器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器

瓦、土製品、石製品などが出土している(第110･111図)。 

〔出土遺物〕漆塗の木製椀と寛永通寶が6枚出土した。図示したのは寛永通寶が6枚であり、漆器椀は木

質部がほとんど残っておらず、取り上げられなかった。 

〔棺〕棺の痕跡はなく、歯が西側に寄って検出された。 

〔墓墳〕南北0.4ｍ、東西0.5ｍの楕円形で、深さは0.1ｍである。堆積土は黒褐色粘質土である。壁は

斜めで、断面形は皿状を呈する。 
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2．Ｂ 区 

 

Ａ 掘立柱建物跡・塀跡 

これらはＳＤ180を挟んで東西に分かれて存在しているため、東西のグループごとに説明する。 

 

西側のグループ 

中央部と西5道路よりの付近に16棟が集中して存在している。 

【ＳＢ228Ａ・Ｂ掘立柱建物跡】（第112・113図） 

桁行2間、梁行2間の東西棟で、同位置で1度建て替えられている。 

〔柱穴〕Ａ期は隅丸方形で、一辺が0.3～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.2ｍ

である。Ｂ期の柱穴はＡ期よりも小規模のものが多く、隅丸方形や楕円形で、一辺が

0.2～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍである。埋土は地山のブロックを含

む灰黄褐色のシルトである。 

〔柱痕跡〕Ａ期では検出されなかった。Ｂ期では直径10～15cmの円形である。 

〔柱間・方向〕Ａ期は後続するＢ期の建物跡に壊されており判然としないが、ほ

ぼＢ期と同様と思われる。 

Ｂ期は、柱間は桁行が北側柱列で西から2.2ｍ・2.2ｍで、総長は4.2ｍであり、

梁行が東妻で北から1.6ｍ・1.6ｍで総長3.2ｍである。方向はＢ期の南側柱列でＥ

－11°－Ｓである。 

【ＳＢ1536掘立柱建物跡】（第112・113図） 

〔出土遺物〕Ｂ期の柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕が出土した。 

Ｂ期は、柱間は東西が北側柱列で西から1.7ｍ・1.8ｍで、総長3.5ｍであり、

南北が東側柱列で北から1.6ｍ・1.7ｍで総長3.3ｍである。方向はＢ期の北側柱

列でＥ－33°－Ｓである。 

〔柱間・方向〕Ａ期は後続するＢ期の建物跡に壊されており判然としないが、

ほぼＢ期と同様と思われる。 

【ＳＢ353Ａ・Ｂ掘立柱建物跡】（第112・113図） 

〔出土遺物〕Ｂ期の柱穴から非ロクロ調整の土師器甕、須恵器甕が出土した。 

桁行1間、梁行1間の東西棟と思われる建物跡で、北東隅の柱穴は検出されなかった。 

桁行2間、梁行2間の平面形が正方形の建物跡で、同位置で1度建て替えられている。 

〔柱痕跡〕Ａ期では直径8cmで、Ｂ期では直径10cm程の円形である。 

〔柱穴〕Ａ期は隅丸方形で、一辺が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍで

ある。Ｂ期は隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.4

ｍである。埋土は地山のブロックを含む灰黄褐色のシルトである。 

〔重複〕（古）ＳＤ215 （不明）ＳＢ1536、ＳＫ183 



〔柱間・方向〕柱間は、東西が南側柱列で西から1.5ｍ・1.1ｍで、総長2.6ｍであり、南北が西側柱列

で北から1.2ｍ・1.3ｍで、総長2.5ｍである。方向は南側柱列でＥ－24°－Ｓである。 

【ＳＢ1538掘立柱建物跡】（第112・113図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から2.5ｍ・不明で、東側柱列で3.9

ｍであり、梁行が北側柱列で西から2.0ｍ・1.5ｍで、総長3.5ｍである。方向は東

側柱列でＮ－20°－Ｅである。 

〔重複〕（古）ＳＤ290 （不明）ＳＢ1536・1537・1538・1540 

【ＳＢ1539掘立柱建物跡】（第112・113図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で3.2ｍであり、梁行が西側柱列で北から1.5

ｍ・1.2ｍで、総長2.7ｍである。方向は北側柱列でＥ－24°－Ｓである。 

〔重複〕（古）ＳＤ290 （新）ＳＢ1536 （不明）ＳＢ1538・1539・1540 

【ＳＢ1537掘立柱建物跡】（第112・113図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で2.5ｍであり、梁行が西側柱列で1.9

ｍである。方向は南側柱列でＥ－7°－Ｓである。 

〔柱痕跡〕直径10cmの円形で、堆積土は地山の砂を少量含む

にぶい黄褐色シルトである。 

 

桁行2間、梁行2間の平面形が正方形の建物跡で、北東隅の柱穴は検出されなかった。 

桁行1間、梁行2間の東西棟である。 

桁行2間（東側柱列は1間？）、梁行2間の南北棟で、南西隅の柱穴は検出されなかった。 

〔柱穴〕楕円形で、長径0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍである。埋土

は地山の砂を多く含む黄褐色シルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＢ1537、ＳＤ215 （不明）ＳＢ353・1538・1539・1540 

〔柱穴〕楕円形で、長径0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍである。埋土

は地山の砂を含むオリーブ褐色シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔重複〕（古）ＳＢ1540、ＳＤ290 （不明）ＳＢ1536・1537・1539 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱穴〕楕円形で、長径0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍである。埋

土は地山の砂を含む灰黄褐色シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形で、堆積土は地山の砂を少量含む暗褐色シルトである。 

〔柱穴〕楕円形で、長径0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍである。

埋土は地山の砂を含む黒褐色シルトなどである。 
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〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で西から1.6ｍ・1.8ｍで、総長3.3ｍであり、梁行が西側柱列

で2.7ｍである。方向は北側柱列でＥ－45°－Ｓである。 

【ＳＢ1542掘立柱建物跡】（第112・113図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

北側の桁行が3間、南側の桁行が2間、梁行1間の南北棟と推定される建物跡で、東妻は検出されなか

った。 

【ＳＢ1543掘立柱建物跡】（第112・113図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が側柱列で北から1.7ｍ・1.6ｍで、総長3.4ｍであり、梁行

が北側柱列で2.1ｍである。方向は東側柱列でＮ－15°－Ｅである。 

【ＳＢ1541掘立柱建物跡】（第112・113図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は、東西が南側柱列で3.2ｍであり、南北が西側柱列で1.3ｍであ

る。方向は南側柱列でＥ－15°－Ｓである。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から1.4ｍ・1.5ｍ・不明で、南側柱列

で2.0ｍ・（不明）であり、梁行が西側柱列で2.2ｍである。方向は北側柱列でＥ－16°－Ｓである。 

 

【ＳＢ1540掘立柱建物跡】（第112・113図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

桁行2間、梁行1間の南北棟で、西側柱列の南から1・2番目の柱穴は検出されなかった。 

桁行2間、梁行1間の東西棟である。 
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3個の柱穴から推定した建物跡で、東西1間以上、南北1間以上と思われる。 

〔重複〕（古）ＳＢ1546 （不明）ＳＢ1543・1544・1545、ＳＤ290、ＳＫ270 

〔柱痕跡〕検出されなかった。 

〔柱穴〕楕円形で、長径0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.2ｍである。埋土は

地山の砂を含む暗オリーブ褐色シルトである。 

〔柱痕跡〕検出されなかった。 

〔柱穴〕楕円形で、長径0.2ｍ程であり、深さは最も深いもので0.3ｍである。 

〔重複〕（古）ＳＤ290 （新）ＳＢ1538 （不明）ＳＢ1536・1537・1538・1539 

〔柱穴〕楕円形で、長径0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍである。 

〔重複〕（古）ＳＤ290、ＳＫ184 （不明）ＳＢ1542・1544・1545・1546、ＳＫ270 

〔柱痕跡〕検出されなかった。 

〔柱痕跡〕検出されなかった。 

〔柱穴〕楕円形で、長径0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍである。

埋土は地山の砂を含むにぶい黄褐色シルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＤ215・290 （不明）ＳＢ1539・1544、ＳＫ176 
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【ＳＢ1545掘立柱建物跡】（第112・113図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は桁行が北側柱列で西から2.2ｍ・2.7ｍで総長4.9ｍで

あり、梁行が東妻で1.7ｍである。方向は北側柱列でＥ－3°－Ｓである。 

 

【ＳＢ1546掘立柱建物跡】（第112・113図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で3.8ｍであり、梁行が北妻で西から1.6

ｍ・1.7ｍである。方向は西側柱列でＮ－5°－Ｅである。 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形で、堆積土は炭化物を若干含む

暗褐色シルトである。 

〔柱痕跡〕直径10～15cmの円形で、堆積土は暗褐色シルトである。 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.4

ｍである。埋土は地山のブロックを含む黒褐色シルトである。 

【ＳＢ1544掘立柱建物跡】（第112・113図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

【ＳＢ1638掘立柱建物跡】（第112・113図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

桁行1間、梁行2間の南北棟と思われ、南東隅の柱穴は検出されなかった。 

3個の柱穴から推定した建物跡で、桁行1間以上、梁行1間以上である。 

桁行2間、梁行1間の東西棟建物跡である。 

〔重複〕（新）ＳＢ1542 （不明）ＳＢ1541・1543・1544、ＳＤ290、ＳＫ184 

〔柱穴〕楕円形で、長径0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.2ｍである。 

〔柱間･方向〕柱間は、東西が南側柱列で2.0ｍであり、南北が西側柱列で3.5ｍである。

方向は西側柱列でＮ－30°－Ｅである。 

〔柱痕跡〕検出されなかった。 

〔重複〕（不明）ＳＢ1542・1543・1638、ＳＤ215 

〔柱穴〕楕円形で、長径が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍである。

埋土は地山の砂を含むにぶい黄褐色のシルトである。 

〔重複〕（古）ＳＫ184 （新）ＳＫ270・271 （不明）ＳＢ1542・1543・1546、

ＳＤ290 

〔柱穴〕楕円形や隅丸方形で、長径0.3～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.2

ｍである。 

〔重複〕（不明）ＳＢ1545、ＳＸ299、ＳＤ215 

南北2間以上、東西1間以上の建物跡と思われる。ＳＸ299道路跡との新旧関係は

確認されていない。 
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〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で西から1.6ｍ・0.9ｍ・1.5ｍで、

総長は4.1ｍであり、梁行が西妻で南から1.5ｍ・1.6ｍで、総長3.1ｍである。

方向は北側柱列でＥ－3°－Ｓである。 

〔柱痕跡〕直径10cm前後の円形であるが、南側柱列西から2間目の柱痕跡は一辺が10cmの方形であった。

堆積土は灰黄褐色の粘質シルトである。 

桁行3間・梁行2間の東西棟総柱建物跡で、ＳＤ100－1層除去後のＳＤ100－2層上面で検出された。北

側柱列の西から2番目の柱穴は検出されなかった。 

桁行2間・梁行2間の平面形が正方形の建物跡で、ＳＤ100－2層除去後のＳＤ100－3層上面で検出され

た。 

【ＳＢ246掘立柱建物跡】（第112・115図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・高坏・甕、ロクロ調整の土

師器甕、須恵器甕が出土した。 

【ＳＢ245掘立柱建物跡】（第112・115図） 

ＳＤ100河川跡の南側の北2道路に近い部分に集中して、掘立柱建物跡21棟と、大規模な掘立柱建物跡

に附属する塀跡5基が存在する。 

東側のグループ 

 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は、東西が北側柱列で2.1ｍであり、南北が西側柱列で1.9ｍである。

方向は北側柱列でＥ－36°－Ｎである。 
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〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。 

〔柱間・方向〕柱間は、東西が北側柱列で3.1ｍであり、南北が東側柱列で北から2.3ｍ・2.2ｍである。

方向は東側柱列でＮ－24°－Ｅである。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

【ＳＢ1639掘立柱建物跡】（第112・113図） 

3個の柱穴から推定した建物跡で、桁行1間以上、梁行1間以上である。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。 

〔柱穴〕楕円形で、長径0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.2ｍである。埋土は

地山の砂を含む灰黄褐色シルトである。 

〔重複〕（古）ＳＢ1537 （不明）ＳＢ1536・1538・1539・1540・1541、ＳＤ290 

〔柱穴〕隅丸方形で、一辺が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.2ｍである。

埋土は地山のブロックを含む褐灰色の粘質シルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－2層、ＳＦ226・237 （新）ＳＤ100－1層、ＳＢ1640 （不

明）ＳＢ1521 

〔重複〕（古）ＳＤ100－3層、ＳＤ241・259 （新）ＳＤ100－2層、ＳＦ188・213、ＳＤ195 



〔重複〕（古）ＳＢ357・358、ＳＩ190、ＳＦ213、ＳＤ168・170・225 （新）ＳＢ1517、ＳＫ160・178 

ほぼ同位置で重複しているＳＢ1517は平面形や規模が同じことからこの建物の建替と思われる。また、

位置関係から、0.8ｍ程西にある北側のＳＡ1661と1.5ｍ程西にある南側のＳＡ1641はこの建物に附属す

る塀跡と考えられる。 

桁行5間、梁行4間（北妻では2間）の南北棟である。西側に縁または廂が付き、前妻から1間目には間

仕切りの柱穴がある。 

【ＳＢ1516掘立柱建物跡】（第112・115図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で西から1.7ｍ・1.9ｍで、総長は3.6ｍであり、梁行が西妻で

2.7ｍである。方向は北側柱列でＥ－3°－Ｓである。 

〔柱痕跡〕確認されていない。 

【ＳＢ358掘立柱建物跡】（第112・115図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整とロクロ調整の土師器甕・ミニチュア土器、須恵器坏が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から2.3ｍ・1.8ｍ・1.2ｍで、総長5.3ｍであり、梁行が東

妻で北から1.4ｍ・1.1ｍで、総長2.4ｍである。方向は北側柱列でＥ－2°－Ｎである。 

〔柱痕跡〕いずれも直径14cmの円形である。 

【ＳＢ357掘立柱建物跡】（第112・115図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、東西が南側柱列で西から1.8ｍ・1.5ｍで、総長は3.2ｍで

あり、南北が東側柱列で南から1.6ｍ・1.7ｍで、総長3.3ｍである。方向は北側柱

列でＥ－3°－Ｎである。 

 

桁行2間、梁行1間の東西棟である。 

桁行3間、梁行2間（西側は1間）の東西棟で、東側に床束を持つ建物跡である。 
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〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.4

ｍである。埋土は地山のブロックを含む褐灰色のシルトである。 

〔柱痕跡〕直径10cm前後の円形で、堆積土は黒褐色のシルトである。南側柱列の東か

ら1番目と2番目の柱穴には柱根が残っていた。 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2ｍ前後であり、深さは最も深いもので

0.5ｍである。 

〔重複〕（古）ＳＤ195・241・259・281 （新）ＳＦ188 （不明）ＳＢ358・1516・

1517、ＳＤ274、ＳＫ199 

〔柱穴〕円形や方形で、直径0.2～0.4ｍである。深さは最も深いもので0.2

ｍである。埋土はいずれも地山のブロックを多く含む灰黄褐色シルトである。 

〔重複〕（古）ＳＤ274 （新）ＳＢ1516・1517、ＳＫ178 （不明）ＳＢ358、

ＳＡ1661 



また、位置関係から、1ｍ程西にある北側のＳＡ1644と2ｍ程西にある南側のＳＡ1642はこの建物に附

属する塀跡と考えられる。 

 

桁行6間、梁行4間（北妻では2間）の南北棟で、西側に縁が付き、前妻から2間目には間仕切りの柱穴

がある。 

【ＳＢ1517掘立柱建物跡】（第112・115図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器坏・甕、土製紡錘車が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が東側柱列で北から1.2ｍ・1.5ｍ・3.0ｍ・2.1

ｍ・2.9ｍで、総長10.7ｍであり、西入側柱列で北から3.0ｍ・1.5ｍ・1.5ｍ・

1.6ｍ・1.0ｍ・0.8ｍ・1.9ｍで、総長11.2ｍであり、西側柱列で北から0.9

ｍ・2.6ｍ・2.1ｍ・2.9ｍ・2.6ｍで、総長11.2ｍである。梁行は前妻で東から0.9ｍ・1.4ｍ・1.0ｍで、

縁または廂の出は1.3ｍであり、総長4.6ｍである。北妻では3.3ｍであり、縁または廂の出は1.8ｍで、

総長5.0ｍである。方向は東側柱列でＮ－1°－Ｅである。 

〔柱痕跡〕直径10cmの円形で、堆積土は地山のブロックを含む灰褐色シルト

である。 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2～0.5ｍである。深さは最も深いも

ので0.4ｍである。埋土は地山のブロックを含む黄灰色シルトなどである。 

(不明)ＳＢ1518、ＳＫ199 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が東側柱列で北から1.6ｍ・1.1ｍ・3.1ｍ・

2.2ｍ・1.6ｍ・1.7ｍで、総長11.3ｍであり、西入側柱列で北から1.6ｍ・

1.0ｍ・1.6ｍ・1.5ｍ・3.7ｍ・1.5ｍで、総長10.9ｍであり、西側柱列で 

〔柱痕跡〕直径16cm程の円形で、堆積土は地山のブロックを含む灰黄褐

色シルトである。 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2～0.5ｍである。深さは最も深

いもので0.5ｍである。埋土は地山のブロックを含む暗褐色シルトなどで

ある。 

〔重複〕（古）ＳＢ357・358・1516、ＳＩ190、ＳＦ213、ＳＤ168・170 

（新）ＳＢ1517、ＳＫ178 （不明）ＳＢ1518、ＳＫ160・199、ＳＤ225 
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〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は、東西が北側柱列で西から1.1ｍ・1.1ｍであり、南北が東側柱列で1.1ｍである。

方向は北側柱列でＥ－1°－Ｎである。 

【ＳＢ1520掘立柱建物跡】（第112・115図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が東側柱列で北から1.7ｍ・1.6ｍ・1.4ｍで、総長4.7

ｍであり、梁行が南妻で東から1.8ｍ・1.9ｍで、総長3.7ｍである。方向は東側柱列でＮ－6°－Ｅであ

る。 

 

〔重複〕（古）ＳＤ167・168・170 （新）ＳＢ1525、ＳＤ151 （不明）ＳＢ1524・1526・1527・1528、

ＳＫ166、ＳＤ152 

【ＳＢ1519掘立柱建物跡】（第112・115図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器壷・甕が出土した。 

北から2.6ｍ・5.6ｍ・1.3ｍ・1.5ｍで、総長11.5ｍである。梁行は南妻で東から1.6ｍ・1.7ｍ・1.2ｍ

で、縁の出は0.6ｍであり、総長5.0ｍである。北妻では4.1ｍであり、縁の出は0.6ｍで、総長4.7ｍで

ある。方向は東側柱列でＮ－2°－Ｗである。 

〔柱痕跡〕確認されなかった。 

〔柱穴〕隅丸方形で、一辺が0.3ｍ程であり、深さは最も深いもので0.1ｍである。 

【ＳＢ1521掘立柱建物跡】（第112・115図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕、ロクロ調整の土師器坏、須恵器甕・坏が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が東側柱列で3.1ｍであり、梁行が北妻で東から1.1ｍ・

1.1ｍで、総長2.2ｍである。方向は東側柱列でＮ－5°－Ｗである。 
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桁行3間、梁行2間の南北棟で、北妻中央と西側柱列の北から2番目の柱穴は検出されなかった。 

〔柱穴〕楕円形や隅丸方形で、長径0.2～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.5ｍ

である。埋土は地山のブロックを多量に含む黒褐色のシルトである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形で、堆積土は黒褐色のシルトである。 

桁行1間、梁行2間の南北棟で、南妻の西側の2個の柱穴は検出されなかった。 

「Ｌ」字状に並ぶ4個の柱穴から推定したもので、東西2間以上、南北1間以上の建物跡である。ＳＤ

100－1層除去後のＳＤ100－2層上面で検出され、全体的に浅く、残存状況は良くな

い。 

〔柱穴〕楕円形で、長径0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍである。 

〔重複〕（古）ＳＤ234 （不明）ＳＡ1641・1642、ＳＩ190、ＳＤ225 

〔柱痕跡〕直径14cmの円形である。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－2層、ＳＦ226・237 （新）ＳＤ100－1層、ＳＢ1640 （不

明）ＳＢ1521 



 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕、ロクロ調整の土師器坏、

須恵器坏・甕が出土した。 

で西から1.5ｍ・1.6ｍ・1.0ｍ・0.7ｍ・1.9ｍ・1.6ｍ・不明であり、桁行の

総長は10ｍ程と思われる。梁行は西妻で北から3.9ｍ（3間分？）・1.5ｍで、

総長5.4ｍである。張り出しは桁行が4.3ｍであり、梁行は1.2ｍである。方向

は南側柱列でＥ－18°－Ｓである。 

【ＳＢ1525掘立柱建物跡】（第112・115図） 
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桁行4間、梁行2間の南北棟総柱建物跡で、西側柱列の北から1番目と3番目、桁行

の北から2間目の棟通り下の柱穴は検出されなかった。 

〔重複〕（古）ＳＢ1519、ＳＤ168・170、ＳＫ166 （新）ＳＤ151・155 （不明）

ＳＢ1524・1526・1527・1528・1530・1531・1645、ＳＩ185 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.4

ｍである。埋土は地山のブロックを多く含む暗褐色シルトである。 

桁行2間、梁行3間の南北棟総柱建物跡と思われ、東南隅、桁行中央の東から2番目、北妻の西から2

番目の柱穴は検出されなかった。 

【ＳＢ1526掘立柱建物跡】（第112・115図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕、ロクロ調整の土師器坏・

甕、須恵器高台坏、赤焼土器坏が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が東側柱列で北から1.5ｍ・1.6ｍ・1.8ｍ・1.9ｍ

で、総長6.8ｍである。梁行が南妻で西から2.4ｍ・2.6ｍで、総長5.0ｍである。

方向は東側柱列でＮ－4°－Ｅである。 

〔柱痕跡〕直径20cm程の円形である。堆積土は地山のブロックや炭化物を含む黒褐

色シルトである。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から2.4ｍ・2.3ｍで、総長4.7ｍであり、梁行が南妻で西

から1.2ｍ・1.1ｍ・不明であり、北妻で西から1.9ｍ（2間分）・1.2ｍで、総長3.1ｍである。方向は西

側柱列でＮ－2°－Ｅである。 

〔重複〕（古）ＳＢ1529、ＳＤ167・170、ＳＫ166 （新）ＳＤ151・155 （不明）ＳＢ1519・1524・1525・ 

【ＳＢ1527掘立柱建物跡】（第112・115図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕、ロクロ調整の土師器坏が出土した。 

桁行3間（南側柱列では2間）、梁行2間の東西棟で、東妻の北側の2個の柱穴は検出されなかった。 

〔重複〕（古）ＳＢ1519、ＳＤ168・170、ＳＫ166 （新）ＳＤ151・155 （不明）ＳＢ

1524・1526・1527・1528・1530・1531・1645、ＳＩ185 

〔柱穴〕円形や楕円形で、直径が0.1～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍである。

埋土は地山のブロックを含む灰黄褐色シルトである。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。 



〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で西から3.0ｍ・2.7ｍで、総長5.7ｍであり、梁行が西妻で北

から1.2ｍ・1.4ｍ・1.1ｍで、総長3.7ｍである。方向は南側柱列でＥ－4°－Ｎである。 

【ＳＢ1529掘立柱建物跡】（第112・115図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕、ロクロ調整の土師器坏が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から2.5ｍ・3.7ｍ・4.2ｍで、総長10.5ｍであり、南側柱

列で西から2.4ｍ・2.0ｍ・1.9ｍ・4.3ｍで、総長10.6ｍである。梁行は東妻で4.2ｍである。張り出し

は桁行が東から3.7ｍ・2.1ｍで総長5.8ｍであり、梁行が東側で1.6ｍである。方向は北側柱列でＥ－15°

－Ｓである。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から1.5ｍ・1.2ｍ・不明であり、南側柱列で西から2.0ｍ・

2.1ｍで、総長4.1ｍである。梁行は西妻で北から0.7ｍ・1.1ｍであり、総長1.8ｍである。方向は南側

柱列でＥ－14°－Ｓである。 

【ＳＢ1528掘立柱建物跡】（第112・115図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器鉢が出土した。 

 

桁行2間、梁行3間の東西棟総柱建物跡である。 

桁行3間（南側柱列では4間）、梁行1間の東西棟で、南側の東半部に張り出しが付く。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱穴〕楕円形で、長径が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍである。

埋土は地山のブロックを含む黒褐色シルトである。 

1526・1528、ＳＤ152 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。 

〔柱穴〕楕円形や隅丸方形で、長径が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもの

で0.6ｍである。埋土は地山のブロックを含む黒褐色シルトである。 

〔重複〕（古）ＳＢ1523・1524、ＳＩ185、ＳＤ168・170 （新）ＳＢ1527、

ＳＤ156、ＳＫ172 （不明）ＳＢ1519・1522・1525・1528・1645、ＳＤ167 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。 

〔柱穴〕楕円形や隅丸方形で、長径が0.2～0.5ｍであり、

深さは最も深いもので0.5ｍである。 

〔重複〕（古）ＳＩ185、ＳＤ167・170・287、ＳＫ166 （新）

ＳＤ151 （不明）ＳＢ1516・1517・1519・1522・1523・

1524・1525・1526・1527・1529・1530・1531・1645、ＳＥ

349、ＳＤ155・156・191・289・354、ＳＫ171・172・173・

178・254・256 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕、ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器壷・甕、赤焼土器

坏が出土した。 
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【ＳＢ1530掘立柱建物跡】（第112・115図） 

【ＳＡ1641塀跡】（第112・115図） 

〔出土遺物〕柱穴からロクロ調整の土師器坏と、ヘラ切り無調整の須恵器坏が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から2.1ｍ・2.2ｍ・3.2ｍで、

総長6.5ｍであり、梁行が西妻で3.4ｍである。方向は北側柱列でＥ－11°－Ｎである。 

〔重複〕（古）ＳＢ1525・1531、ＳＤ155・168 （新）ＳＤ152、ＳＫ158 （不明）ＳＢ1519・1522・

1524・1528・1529・1530、ＳＩ185、ＳＤ151・156、ＳＫ159 

【ＳＢ1645掘立柱建物跡】（第112・115図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から2.0ｍ・2.2ｍで、総長4.2ｍであり、梁行が東妻で2.4

ｍである。方向は北側柱列でＥ－7°－Ｓである。 

【ＳＢ1531掘立柱建物跡】（第112・115図） 

〔出土遺物〕柱穴から底部周辺に回転ヘラケズリ再調整が加えられた土師器坏、非ロクロ調整の土師器

甕が出土している。 

〔柱間・方向〕柱間は、東西が北側柱列で西から1.7ｍ・1.3ｍで、総長3.0ｍであり、南

北が東側柱列で3.0ｍである。方向は東側柱列でＮ－2°－Ｅである。 

東西2間、南北1間の平面形がほぼ正方形の建物跡で、南西隅の柱穴は溝跡によって壊されている。 

桁行3間、梁行1間の東西棟で、南側柱列の東から2番目の柱穴は検出されなかった。 

桁行2間、梁行1間の東西棟で、南側柱列の中央の柱穴は検出されなかった。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。 

〔柱穴〕方形や楕円形で、一辺が0.3ｍ程であり、深さは最も深いもので0.2ｍである。 

〔重複〕（古）ＳＤ168 （新）ＳＢ1531、ＳＤ151 （不明）ＳＢ1525・1528・1645 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱穴〕円形や隅丸方形で、直径が0.3ｍ程であり、深さは最も深いもので0.3ｍで

ある。 

〔重複〕（古）ＳＢ1530 （新）ＳＤ156 （不明）ＳＢ1525・1528・1645 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱穴〕円形や楕円形で、直径が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもの

で0.3ｍである。 

南北2間の一本柱列による塀跡で、位置関係や方向からＳＢ1516の附属施設と思われる。 
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【ＳＡ1643塀跡】（第112・115図） 

〔重複〕（古）ＳＤ225・234 （新）ＳＡ1642 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.2ｍである。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。 

〔柱間・方向〕柱間は、北から2.7ｍ・2.5ｍであり、総長5.2ｍである。方向はＮ－6°－Ｗである。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

【ＳＡ1642塀跡】（第112・115図） 

南北2間の一本柱列による塀跡で、位置関係や方向からＳＢ1517の付属施設と思われる。 

〔重複〕（古）ＳＡ1641、ＳＤ225・234 

〔柱穴〕隅丸方形で、一辺が0.3～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.5ｍである。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。 

〔柱間・方向〕柱間は、北から2.7ｍ・2.2ｍであり、総長4.9ｍである。方向はＮ－9°－Ｗである。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕、ロクロ調整の土師器坏が出土した。 

南北4間と推定される一本柱列による塀跡で、位置関係や方向からＳＢ1524の附属施設と思われる。 

〔重複〕（古）ＳＦ213、ＳＤ170 （不明）ＳＢ357・1516・1517、ＳＤ168・225、ＳＫ178・257 

〔柱穴〕楕円形や隅丸方形で、長径が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍである。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。 

〔柱間・方向〕柱間は、北から4.7ｍ（2間分）・2.4ｍ・1.8ｍであり、総長8.9ｍである。方向はＮ－8°

－Ｗである。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕、ロクロ調整の土師器坏、須恵器坏が出土した。 

【ＳＡ1644塀跡】（第112・115図） 

南北2間の一本柱列による塀跡で、位置関係や方向からＳＢ1517の附属施設と思われる。 

〔重複〕（不明）ＳＢ357・1516、ＳＡ1661、ＳＦ237 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.2ｍである。 

〔柱痕跡〕検出されなかった。 

〔柱間・方向〕柱間は、北から1.6ｍ・1.8ｍであり、総長3.4ｍである。方向はＮ－8°－Ｗである。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕、ロクロ調整の土師器甕が出土した。 

【ＳＡ1661塀跡】（第112・115図） 

南北1間の一本柱列による塀跡と思われ、北側はＳＢ357によって壊されている可能性があり、その場

合南北2間となる。位置関係からＳＢ1516の附属施設と思われる。 

〔重複〕（不明）ＳＢ357、ＳＡ1644 

〔柱穴〕円形や楕円形で、一辺が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.2ｍである。 

〔柱痕跡〕直径0.1ｍの円形である。 

〔柱間・方向〕柱間は、1.3ｍであり、方向はＮ－1°－Ｅである。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕が出土した。 
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Ｂ 竪穴住居跡 

2棟あり、いずれも調査区の東側に存在する。 

【ＳＩ185竪穴住居跡】（第115・117図） 

北2道路の北側にあり、北辺は溝跡によって壊されている。 

〔重複〕（古）ＳＤ168 （新）ＳＢ1523・1524・1529、ＳＤ156・170、ＳＫ172・254・256 

〔規模・平面形〕東西3.9ｍ、南北3.7ｍ程のほぼ正方形と思われる。 

〔床面〕掘方を掘り貼床したもので、ＳＤ168と重複した部分は特に丁寧に貼床している。上面はほぼ

平坦で締まっている。 

〔周溝〕東西両側と南辺の東側に残っている。幅は30cm程で、深さは20cm前後であり、横断面形は「Ｕ」

字形である。東辺の一部に材の痕跡と思われる細い溝がある。 

〔カマド〕床面の北側に炭化物が分布していたことから北辺に付設されていたと思われる。 

〔壁柱穴〕西辺に3個、東辺に1個、南辺に1個ある。方形や楕円形であり、掘方は20cm前後で、深さは

20cm前後である。 

〔壁〕高さ10cm前後で、ほぼ直立する。 

〔堆積土〕炭化物を含む黒褐色のシルトで、自然堆積である。 

〔方向〕東辺でＮ－5°－Ｅである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、手捏土器、瓦が出土している。図示したのは、土師器坏1点、手捏土器1

点、平瓦1点である（第117図）。 

土師器の破片には、坏・高坏・椀・甕がある。坏の口縁部に漆が付着している破片がある。甕は非ロ

クロ調整のものである。須恵器は瓶の破片である。 

【ＳＩ190竪穴住居跡】（第115・118図） 

北2道路の北側にあり、残存状況が悪く、床面まで削平されている。 

〔重複〕（古）ＳＤ168・170 （新）ＳＢ1516・1517、ＳＤ228 

〔規模・平面形〕南北・東西とも3.1ｍの正方形である。 

〔床面〕掘方を掘って黄褐色土で貼床しており、3枚ある。床面上には炭化物層が薄く残っていた。Ａ

期では住居内全面に貼床しているが、Ｂ期ではカマドの周辺に貼床しており、Ｃ期では部分的に確認で

きるのみである。 

〔周溝〕Ａ期では、南・西・北辺に残っており、東辺については①本来存在しない、②Ｂ期にもＡ期の

周溝をそのまま使った、③Ｂ期の周溝に壊された可能性が考えられ、確定できない。幅は30cm程で、深

さは15cm前後であり、横断面形は「Ｕ」字形である。Ｂ・Ｃ期ではほぼ全周し、西辺の南側に材の痕跡

と思われる細い溝がある。幅は15cm程で、深さは15cm前後であり、横断面形は「Ｕ」字形である。 

〔カマド〕各期とも北辺の中央部やや東寄りに、住居外へ張り出す形に付設されている。1ｍ程北側に

煙出しのピットがある。 

〔貯蔵穴〕南西隅にあり、長径0.8ｍ、短径0.6ｍ、深さ0.1ｍの楕円形である。 

〔壁〕Ａ期では高さ6～10cmで、ほぼ直立する。その他の時期については削平のため不明である。 
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〔出土遺物〕土師器、須恵器が出土している。図示したのは、土師器坏、甕、須恵器坏各1点である。 

〔方向〕西辺でＮ－5°－Ｅである。 

【ＳＤ180・250溝跡】（付図1、第112・119・120・121・134図） 

 

これらの土器内面に漆の付着したものが多い。土師器坏3点、椀8点、甕8点、須恵器坏1点、瓶4点で

ある。 

須恵器の破片には、坏・鉢・高坏・高台坏・甕・長頚瓶・蓋・甑がある。坏は、底部が、ヘラ切り無

調整・手持ちヘラケズリ・回転ヘラケズリ、回転糸切り無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整

により切離し不明のものなどがある。蓋は折り返し口縁のものである。 

土師器の破片には、坏・高台坏・椀・壷・蓋・甕・甑がある。坏は、有段丸底坏や非ロクロ調整の平

底坏などがある。甕には非ロクロ調整とロクロ調整のものとがあり前者が多い。 

〔出土遺物〕堆積土第1～4層の各層から土師器、須恵器、手捏土器、土製円盤、土製支脚、羽口、砥石、

石製模造品、瓦、ウマ歯が出土している。図示したのは、土師器坏19点、椀3点、鉢2点、壷1点、甕5

点、須恵器坏11点、高台坏1点、蓋2点、壷1点、 1点、甑1点、手捏土器5点、土製円盤1点、土製支脚1

点、砥石1点、石製模造品1点である。 

ＳＤ250は幅4ｍ程で、横断面形は浅い皿状である。埋土は褐灰色や黒褐色の砂質シルトなどで、粘土

と砂の互層になっており、自然堆積である。 

〔規模・埋土〕ＳＤ180は、上幅3～4ｍ、下幅2ｍ程で、深さは0.6ｍである。横断面形は浅い皿状であ

る。埋土は炭化物を若干含む灰黄褐色砂質シルトなどで、自然堆積である。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－4～6層、ＳＤ168・234・247・296、ＳＸ200、ＳＫ243 （新）ＳＤ100－1～3

層、ＳＸ300・390・400・500、ＳＢ410・411・1569、ＳＦ395、ＳＤ150・164・186・187・193・194・

198・584 

ところで、この溝跡はＢ区では周辺よりやや低くなった窪地として残っていたらしく、ＳＤ164など

の排水溝が掘り込まれている。 

北西～南東に延びる素掘りの溝跡で、南側は市調査区へ延びている。また、北側の県道調査区でもこ

の溝跡の延長が検出されている（ＳＤ2552）。方向はＮ－37°－Ｗである。長さは73ｍ分を検出した。 

Ｃ 区画施設 

Ｃ区の南西部から直線的に伸びる溝跡が1条ある。Ｃ区分についてもここで一括して説明する。 

須恵器の破片はカエリの付く蓋である。 

土師器の破片には、坏・高坏・椀・甕がある。甕は、非ロクロ調整のものである。 

瓦の破片は丸瓦、平瓦がある。平瓦は凸面が縄タタキ、ヘラケズリのものがある。 

ＳＤ250はＳＤ180の西側にあるこれより古い溝跡で、部分的に検出されている。 
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土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・皿・椀・甕・壷がある。坏は、有段丸底坏、ロクロ調整で底

部回転糸切り無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリにより切離し不明のものなどがある。甕は非 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、赤焼土器、砥石、井戸側材が出土している。図示したのは、土師器坏、

須恵器瓶、砥石が各1点である。 

〔堆積土〕灰色の粘質シルトなどで、自然堆積である。上部には灰白色火山灰のブロックが含まれる。 

〔井戸側〕底面付近に高さ0.3ｍ程残っている。板材を縦に並べ、内法が1辺0.6ｍのほぼ正方形に組ん

だものである。板材は内側に横桟を入れて固定されている。 

 

〔掘方〕直径2.1ｍ程の円形で、深さは0.7ｍである。裏込め土は地山のブロックを含む灰黄褐色の砂質

シルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＤ193・194 

【ＳＥ217井戸跡】（第112・122図） 

Ｄ 井戸跡 

掘方を掘り、井戸側を据えたもので、残存状況はあまり良くない。 

ＳＤ180より西側に1基、東側に3基ある。いずれも掘立柱建物跡が存在しない場所である。 
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〔堆積土〕黒褐色の粘土などで、自然堆積である。 

〔井戸側〕曲物容器を重ねたもので、上下2段分が残っている。上の曲物は直径0.6ｍで高さ0.1ｍ程で

あり、下の曲物は直径0.5ｍで高さ0.5ｍ程である。両者は5本の杭によって固定されている。 

〔掘方〕抜取り穴によって壊されているため、平面形や規模は不明であるが深さは1.0ｍである。裏込

め土は灰白色火山灰を含み、地山のブロックを多く含む灰黄褐色砂質シルトである。 

〔重複〕（古）ＳＸ500、ＳＤ555 （新）基本層位第Ⅱ層 

【ＳＥ297井戸跡】（第112・123図） 

〔井戸側〕井戸側は不明であるが、水溜の曲物は長辺0.4ｍ、短辺0.3ｍ程の隅丸方形であった。 

〔掘方もしくは抜取り穴〕長径1.5ｍ、短径1.2ｍの楕円形で、深さは0.5ｍである。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－3層 

掘方を掘り、井戸側を据えたと思われるもので、ＳＤ100－3層上面で検出された。側は抜き取られた

と思われ、水溜の隅丸方形の曲物が残っていた。平面図を作成する前に曲物が壊れてしまい、記録は不

十分である。 

 

【ＳＥ240井戸跡】（第115・124図） 

須恵器の破片には、坏・高台坏・長頚瓶がある。坏は、底部ヘラ切り無調整、回転糸切り無調整のも

のがある。 

ロクロ調整、ロクロ調整のものがある。土師器の底部に漆が付着している破片がある。 

掘方を掘り、井戸側を据えたもので、井戸側の上部は抜取られている。 

赤焼土器は坏の小破片がある。 
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製塩土器は、径の大きな底部から垂直に体部が立ち上がるもので、厚手で胎土に大粒の石英を含み脆

い。 

土師器は、坏・椀・甕の破片がある。坏は、有段丸底坏、ロクロ調整で、回転糸切り無調整のものが

ある。甕は非ロクロ調整のものである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、製塩土器、曲物が出土しているが図示できるものはない。 

〔抜取り穴〕直径0.8ｍのほぼ円形で、深さは0.5ｍである。堆積土は地山の小ブロックを若干含む黒褐

色の砂質シルトで、埋め戻されている。 

〔堆積土〕オリーブ黒色の砂質シルトなどで、自然堆積である。 

〔井戸側〕曲物容器を重ねたものと思われ、最下段だけが残っている。曲物は直径0.4ｍで高さ0.2ｍ程

である。 

〔掘方〕直径1.2ｍ程の円形で、深さは0.7ｍである。裏込め土は地山のブロックを多く含む暗灰黄色砂

質シルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＤ354 

【ＳＥ349井戸跡】（第115・124図） 

土師器の破片には、坏・椀・甕がある。坏には、有段丸底坏やロクロ調整の坏などがある。甕には非

ロクロ調整とロクロ調整のものとがある。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、赤焼土器、井戸側材が出土している。図示したのは須恵器甕が1点であ

る。 

〔抜取り穴〕長径3.4ｍ、短径2.2ｍの楕円形であり、深さは0.4ｍである。堆積土は地山の小ブロック

を若干含む黒褐色の粘質シルトで、埋め戻されている。 

須恵器の破片には、鉢・瓶がある。 

掘方を掘り、井戸側を据えたもので、井戸側の上部は抜き取られている。 

赤焼土器は坏の破片である。 

須恵器の破片には、坏・鉢・高台坏・甕・長頚瓶がある。坏は底部回転糸切り無調整のものである。 



〔規模・堆積土〕上幅1.5～2.5ｍ、下幅0.7ｍ程で、深さは0.5～0.8ｍである。横断面形は上部が開い

た皿状である。堆積土は黒褐色の自然堆積のシルト層である。 

 

【ＳＤ150堀跡】（第13・112・115・125図） 

北辺（ＳＤ150）と西辺（ＳＤ179）の堀を検出した。南側の市調査区では東辺（ＳＤ5001・5002・5047）

と西辺（ＳＤ5009＝5130＝179・5039）が検出されており、3時期の変遷が考えられる。大半が市調査区

にかかっているため、詳細は市刊行の報告書を参照していただきたい。 

〔重複〕（古）ＳＸ300、ＳＤ177・180、ＳＫ238 （新）ＳＤ27・266 （同）ＳＤ151 

北辺の堀で、49ｍ分を検出した。また、北東コーナーでＳＤ151と合流しており、堆積土が同じこと

から同時に存在していたと思われる。 

Ｅ 古い屋敷跡 
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〔出土遺物〕中世陶器、土師器、須恵器、赤焼土器、手捏土器、土錘、砥石、ウマ歯などが出土してい

る。図示したのは、中世陶器1点、土錘2点、砥石1点である（第126図）。 

〔規模・堆積土〕上幅0.6～2.1ｍ、下幅0.3～1.6ｍで、深さは0.6ｍである。北側は幅が広くなってい

る。横断面形は上部が開いた「Ｕ」字状である。堆積土は黒褐色のシルトなどで、自然堆積である。 

〔重複〕（古）ＳＤ100、基本層位第Ⅱ層、ＳＸ300・390・500、ＳＢ651・1525・1526・1527・1528・

1530、ＳＦ202、ＳＤ152・153・155・156・167・168・170・284・461・568、ＳＫ166・203・235・544 

（同）ＳＤ150 

なお、排水溝で壊されていたり、調査区の境界となっていて判然としないが、北側にあるＳＤ486と

は一連である可能性がある。この場合、溝跡はさらに北へ33ｍ以上延びることになる。 

 

素掘りの南北溝跡で、Ｃ区の南東隅から49ｍ程南へ延びて西へ直角に折れ曲がり、ＳＤ150と合流し

ている。方向はＮ－5°－Ｅである。 

〔出土遺物〕中世陶器、土師器、須恵器、赤焼土器、手捏土器、漆器、曲物底板、石製模造品が出土し

ている。図示したのは、土師器鉢、須恵器高坏、手捏土器、中世陶器、曲物底板、石製模造品が各1点、

漆器椀2点である（第125図）。 

【ＳＤ51溝跡】（第115・126図） 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・壷・甕がある。須恵器の破片には、坏・椀・高台坏・甕・

長頚瓶・蓋がある。 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・壷・甕がある。 
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南北方向の12本の小溝跡で、北端は調査時の排水溝によって壊されている。ＳＤ100－1層上面で検出

された。 

【ＳＦ188小溝状遺構群】（第115・128図） 

 182

須恵器の破片には、坏・高台坏・椀・甕・長頚瓶・蓋がある。高台坏で、内外面をヘラミガキした特

殊な須恵器が1点ある。この破片はＳＤ161出土の須恵器と同一個体である。 

【ＳＤ179堀跡】（第122・127図） 

西辺の堀で、3.5ｍ分を検出した。ＳＤ150と連続すると思われ、埋め戻されている。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、赤焼土器、転用硯、瓦が出土している。図示したのは転用硯、軒丸瓦が

各1点である。 

土師器の破片には、高台坏・椀・甕があり、須恵器の破片には、坏・椀・長頚瓶がある。赤焼土器は

坏である。 

Ｆ 小溝状遺構群 

西側の5本と東側の7本はそれぞれ南端部が揃っており、東西2グループに分かれる可能性がある。 

東北部のＳＤ100の堆積層上で9面検出した。主要なものについて説明する。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－1層、ＳＢ245・256・358・1521、ＳＦ197・202・213・226・237、ＳＤ195・

241・259、ＳＫ199 （新）ＳＫ189 



桁行3間（南側柱列では2間）、梁行3間（西妻では2間）の東西棟で、南側柱列の西端と、北側柱列の

西から2番目の柱穴は検出されなかった。 

【ＳＢ1523掘立柱建物跡】（第112・115図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕、須恵器甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から2.0ｍ・1.7ｍ・1.3ｍで、総長4.9

ｍであり、梁行が西妻で北から1.4ｍ・1.7ｍ・1.5ｍで、総長4.6ｍである。方向は北側柱列でＥ－3°

－Ｓである。 

 

桁行3間、梁行3間の東西棟で、梁行の北から1・2間目の柱筋のほぼ中央に床束の柱穴がある。南側柱

列の西から2番目の柱穴は検出されなかった。 

【ＳＢ1522掘立柱建物跡】（第112・115図） 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から2.3ｍ（2間分）・1.0ｍ、総長3.3ｍであり、南側柱列

で東から1.7ｍ・不明である。梁行が東妻で北から0.7ｍ・0.8ｍ・1.1ｍで、総長2.6ｍであり、西妻で

北から1.2ｍ・不明である。方向は北側柱列でＥ－3°－Ｎである。 

桁行7間（北側柱列では5間）、梁行3間（西妻では4間？）の東西棟で、南側の東端に1間分の張り出

しが付く。建物内部には多くの間仕切りや床束の柱穴がある。 

【ＳＢ1524掘立柱建物跡】（第112・115図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕、ロクロ調整の土師器坏、須恵器坏・甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から1.7ｍ・2.1ｍ・1.6ｍ・2.0ｍ・不明であり、南側柱列 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形で、堆積土は地山のブロックを若干含むにぶい黄褐色シルトである。 

〔重複〕（古）ＳＢ1524、ＳＩ185、ＳＤ168・170・287、ＳＫ169 （不明）ＳＢ1522・

1528 

〔柱穴〕楕円形で長径0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.5ｍである。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。 

〔柱痕跡〕直径10cm前後の円形である。 

〔柱穴〕楕円形で、長径0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍである。 

〔重複〕（古）ＳＩ185、ＳＤ168・170・287、ＳＫ169 （新）ＳＫ171 （不明）

ＳＢ1518・1523・1524・1528・1529・1531・1645、ＳＤ156、ＳＫ172・253 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2～0.5ｍである。

深さは最も深いもので0.5ｍである。埋土は地山のブロッ

クを含む褐色シルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＢ357・358・1516、ＳＩ190、ＳＦ213、

ＳＤ168・170 （新）ＳＢ1517、ＳＫ178 （不明）ＳＢ

1518、ＳＫ160・199、ＳＤ225 

また、1.3ｍ程西にあるＳＡ1643はこの建物に附属する

塀跡と考えられる。 
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〔規模〕幅0.2～0.4ｍで、長さ1.8～5.9ｍ以上であり、深さは最も深いもので9cmある。横断面形は浅

い皿状である。それぞれの間隔は西側で1.6ｍ程であり、東側では1.4～1.6ｍであり、ほぼ揃っている。

これらを一枚の畑のものと仮定すると、西側は畑の面積は約28㎡であり、東側は約47㎡になる。 

〔堆積土〕地山や灰白色火山灰の小ブロックを含む、褐色のシルトである。 

〔方向〕東西両側ともＮ－5°－Ｗである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。 

土師器の破片には、坏・高台坏・椀・甕がある。坏にはロクロ調整で、底部が回転糸切り無調整のも

のがある。須恵器の破片には坏・高台坏・長頚瓶がある。長頚瓶の中には、会津大戸窯の製品とみられ

るものが含まれる。 

【ＳＦ197小溝状遺構群】（第128図） 

南北方向の6本の小溝跡で、ＳＤ100－1層除去後に検出された。 

近接するものや方向が異なるものがあるが、ほぼ同時期のものと考えられるため一括して説明する。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－2層、ＳＤ168・195・241・248・259・280 （新）ＳＤ100－1層、ＳＦ188 

〔規模〕幅0.2～0.3ｍで、長さ1.4～6.8ｍであり、深さは最も深いもので6cmである。横断面形は浅い

皿状で、それぞれの間隔は1.5ｍ程である。これらを一枚の畑のものと仮定すると、畑の面積は約18㎡

である。 

〔堆積土〕地山の小ブロックや炭化物を含む、暗灰黄色や黄褐色のシルトである。 

〔方向〕Ｎ－1°－Ｗである。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

【ＳＦ202小溝状遺構群】（第128・129図） 

南北方向の8本の小溝跡で、北・東端は調査時の排水溝によって壊されている。ＳＤ100－2層上面で

検出された。同位置でこれらと直交するＳＦ206がある。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－2層、ＳＦ226・237 （新）ＳＤ100－1層、ＳＦ188、ＳＤ154 （不明）ＳＢ

245・1521 

〔規模〕幅0.3～0.6ｍで、長さ2.5～6.2ｍ以上であり、深さは最も深いもので12cmである。横断面形は

浅い皿状である。それぞれの間隔は0.8～1.2ｍであり、ほぼ揃っている。これらを一枚の畑のものと仮

定すると、畑の面積は約42㎡になる。 

〔堆積土〕炭化物を若干含む、黒褐色のシルトである。 

〔方向〕Ｎ－1°－Ｗである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、琥珀剥片、瓦が出土している。図示したのは、土師器坏、甕が各1点で

ある。 

土師器の破片には、坏・高坏・椀・甕がある。坏は、非ロクロ調整の丸底坏、ロクロ調整の手持ちヘ

ラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。甕はいずれもロクロ調整のものである。 

須恵器の破片には、坏・高台坏・壷・甑・甕がある。 



〔規模〕幅0.3～0.5ｍで、長さ1.0～4.2ｍであり、深さは最も深いもので14cmである。横断面形は浅い

皿状である。それぞれの間隔は1.2・2.4ｍである。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－2層、ＳＦ226・237 （新）ＳＤ100－1層、ＳＦ188、ＳＤ154 （不明）ＳＢ

245・1521 

同位置でこれらと直交するＳＦ202を切るものや、逆に切られるものがあり、すべてが同時に存在し

ていたものではないが、ここでは一括して説明する。 

 

【ＳＦ206小溝状遺構群】（第128図） 

〔重複〕（古）ＳＤ100－3層、ＳＢ246、ＳＦ262、ＳＤ241・259 （新）ＳＤ100－2層、ＳＢ1516・1517、

ＳＦ188、ＳＤ195、ＳＫ189 （不明）ＳＢ358 

また、東側にあるＳＦ226は検出面が同じであり、同様に2時期あることから、同時に存在していた可

能性がある。 

方向を見ると、北で東へ傾くものと真北方向のものとがあり、前者が新しい。したがって、新旧2時

期あると思われる。 

南北方向の13本の小溝跡で、北側は調査時の排水溝に、南側は溝跡によって壊されている。ＳＤ100

－3層上面で検出された。 

【ＳＦ213小溝状遺構群】（第128図） 

土師器には、坏・甕の破片がある。坏は、ロクロ調整で底部の切離し、再調整が不明のものである。

甕には非ロクロ調整と、ロクロ調整のものがある。 

〔出土遺物〕少量の土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。 

〔方向〕Ｅ－8°－Ｎである。 

東西方向の4本の小溝跡で、ＳＤ100－2層上面で検出された。 
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瓦は丸瓦の破片である。 

須恵器には、坏・椀・甕・瓶の破片がある。坏は、底部ヘラ切り無調整のものである。 

〔規模〕古い時期は、幅0.2～0.3ｍで、長さ1.9～6.2ｍ以上であり、深さは最も深いもので9cmである。

横断面形は浅い皿状である。それぞれの間隔は0.5～1.9ｍである。これらを一枚の畑のものと仮定する

と、畑の面積は約50㎡である。 
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新しい時期は、幅0.2～0.3ｍで、長さ0.8～1.9ｍ以上であり、深さは最も深いもので11cmである。横

断面形は浅い皿状である。それぞれの間隔は0.5～1.7ｍである。 

〔方向〕古い時期はＮ－0°－Ｅ・Ｗであり、新しい時期はＮ－12°－Ｅである。 

〔出土遺物〕少量の土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。 

土師器の破片には、坏・甕がある。坏は、有段丸底坏、甕は非ロクロ調整のものがある。 

須恵器の破片には、坏・瓶がある。坏は、底部静止糸切り手持ちヘラケズリのものがある。 

【ＳＦ226小溝状遺構群】（第128図） 

南北方向の11本の小溝跡で、北側は調査時の排水溝によって壊されている。ＳＤ100－3層上面で検出

された。 

方向を見ると、北で東へ傾くものと真北のものとがあり、前者が新しい。したがって、新旧2時期あ

ると思われる。 

また、西側にあるＳＦ213は同時に存在していた可能性がある。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－3層、ＳＦ237 （新）ＳＤ100－2層、ＳＢ245・1521・1640、ＳＦ202 

〔規模〕古い時期は、幅0.2～0.3ｍで、長さ1.0～6.3ｍ以上であり、深さは最も深いもので13cmである。

横断面形は浅い皿状である。それぞれの間隔は0.5～1.9ｍである。これらを一枚の畑のものと仮定する

と、畑の面積は約45㎡である。 

新しい時期は、幅0.2～0.3ｍで、長さ1.4～5.4ｍ以上であり、深さは最も深いもので19cmである。横

断面形は浅い皿状である。それぞれの間隔は0.6～0.8ｍである。 

〔方向〕古い時期はＮ－0°－Ｅ・Ｗであり、新しい時期はＮ－7°－Ｅである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。 

土師器の破片には、坏・椀・甕がある。坏は有段丸底坏、甕は非ロクロ調整のものである。 

須恵器の破片には、坏・瓶がある。坏は、静止糸切り手持ちヘラケズリのものである。 

【ＳＦ237小溝状遺構群】（第128図） 

南北方向の5本の小溝跡で、北端は調査時の排水溝によって壊されている。ＳＤ100－3層除去後の地

山面で検出された。 

方向や位置関係からすべてが同時期のものではない可能性があるが、一括して説明する。 

〔重複〕（新）ＳＤ100－3層、ＳＢ246・1521・1640、ＳＦ202・ＳＦ226、ＳＤ241 

〔規模〕幅0.2～0.5ｍで、長さ2.1～3.8ｍ以上であり、深さは最も深いもので13cmである。横断面形は

浅い皿状である。それぞれの間隔は1.0～3.6ｍである。 

〔堆積土〕地山の小ブロックを含む、黄灰褐色のシルトである。 

〔方向〕Ｎ－3°－Ｅである。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

 

Ｇ 溝跡 

27条ある。以下、主要なものについて説明する。 
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【ＳＤ152溝跡】（第115図） 

素掘りの南北溝跡で、北側はＳＤ151に壊されており、南側は市調査区に延びている。方向はＮ－4°

－Ｅである。長さは37ｍ以上である。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－1層、ＳＸ300・390・500、ＳＤ168・170・568、ＳＫ158・166・436 （新）

ＳＤ151 （不明）ＳＢ1519・1525・1526・1530 

〔規模・堆積土〕上幅0.3～0.5ｍ、下幅0.2～0.4ｍで、深さは0.1ｍである。横断面形は浅い皿状であ

る。堆積土は黒褐色粘土で、自然堆積である。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、赤焼土器が出土しているが図示できるものはない。 

土師器の破片には、坏・椀・甕があり、須恵器の破片には、坏・高台坏・甕・瓶・蓋がある。赤焼土

器は坏の破片である。 

【ＳＤ153溝跡】（第115図） 

素掘りの南北溝跡で、南北両側はＳＤ151に壊されている。方向はＮ－0°－Ｅ・Ｗである。長さは11

ｍ以上である。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－1層、ＳＸ390・500、ＳＤ568、ＳＫ203 （新）ＳＤ151 

〔規模・堆積土〕上幅0.3～0.5ｍ、下幅0.2～0.4ｍで、深さ0.1ｍである。横断面形は浅い皿状である。 

〔出土遺物〕少量の土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。 

土師器の破片には、坏・高坏がある。坏は、ロクロ調整で、再調整、切離しが不明のものである。須

恵器の破片は、底部回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものである。 

【ＳＤ154溝跡】（第115図） 

素掘りの南北溝跡で、ＳＤ100－1層上面で検出された。方向はＮ－4°－Ｅである。長さは8.7ｍであ

る。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－1層、ＳＢ1526、ＳＦ202・206、ＳＤ284・285、ＳＫ203 

〔規模・堆積土〕上幅0.5～1.2ｍ、下幅0.4～1.1ｍで、深さ0.2ｍである。横断面形は浅い皿状である。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、鉄滓が出土しているが図示できるものはない。 

土師器の破片には、坏・椀・甕・甑があり、ロクロ調整のものがある。須恵器の破片には、坏・高台

坏・甕・瓶がある。 

【ＳＤ155溝跡】（第115図） 

素掘りの南北溝跡で、南側は市調査区に延びている。方向はＮ－0°－Ｅ・Ｗである。長さは20ｍ以

上である。 

〔重複〕（古）ＳＢ1525・1527・1645、ＳＸ300、ＳＤ164・168・170 （新）ＳＤ151 （不明）ＳＢ

1524・1528・1529・1531 

〔規模・堆積土〕上幅0.2～0.4ｍ、下幅0.2ｍ程で、深さは0.1ｍである。横断面形は浅い皿状である。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。 

土師器の破片には、坏・高台坏・椀・甕・甑がある。須恵器の破片には、坏・瓶・蓋がある。 
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【ＳＤ156溝跡】（第115図） 

素掘りの南北溝跡で、ＳＤ151から南へは延びない。方向はＮ－1°－Ｗである。長さは14.7ｍである。 

〔重複〕（古）ＳＢ1522・1531、ＳＸ300、ＳＩ185、ＳＤ164・169 （新）ＳＤ151、ＳＫ157 （不明）

ＳＢ1524・1528・1529・1645 

〔規模・堆積土〕上幅0.5～0.7ｍ、下幅0.4～0.6ｍで、深さは0.1ｍである。横断面形は浅い皿状であ

る。堆積土は黒色粘土で、自然堆積である。 

〔出土遺物〕少量の土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・甕・甑がある。須恵器の破片には、坏・甕・瓶がある。 

【ＳＤ164溝跡】（第112・119・130・131・132・134図） 

素掘りの溝跡で、ＳＤ180と重複している部分では北西～南東方向であり、ＳＸ300の北側溝付近で東

へ屈曲し、市調査区に延びている。方向は南北方向部分でＮ－43°－Ｗで、東西方向部分でＥ－8°－

Ｓである。長さは前者が21.4ｍで、後者が20ｍ以上である。 

なお、この溝跡は区画内の排水溝と考えられる。 

〔重複〕（古）ＳＤ180・187・193・234、ＳＫ204 （新）ＳＢ1516、ＳＤ151・152・155・156・198、

ＳＫ157 

〔規模・堆積土〕上幅0.6～1.4ｍ、下幅0.3～1.1ｍで、深さは0.3ｍである。横断面形は逆台形である。

堆積土は地山の小ブロックを含む黄灰色砂質シルトで、自然堆積である。 

〔出土遺物〕主に、堆積土第1層から多数の遺物が出土している。土師器、須恵器、瓦、風字硯、転用

硯、土製円盤、砥石、鉄鏃、ウマ歯などがある。図示したのは、土師器坏6点、甕4点、壷1点、須恵器

坏4点、高台坏3点、甑1点、風字硯1点、転用硯2点、丸瓦1点、土製円盤3点、砥石3点、鉄鏃1点である。 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・甕がある。坏には、有段丸底坏、非ロクロ調整の平底坏、

ロクロ調整で底部ヘラ切り無調整、回転糸切り無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切

離し不明のものがある。甕には非ロクロ調整のものや、ロクロ調整のものでタタキの痕跡が残るものな

どがある。 

須恵器の破片には、坏・椀・高台坏・甕・長頚瓶・蓋がある。坏には、底部静止糸切り手持ちヘラケ

ズリ、ヘラ切り無調整・手持ちヘラケズリ・回転ヘラケズリ、回転糸切り手持ちヘラケズリ・無調整、

手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。蓋は折り返し口縁である。 

瓦は、丸瓦、平瓦の破片が出土している。平瓦は、凸面に荒い縄タタキ目を残すもの、縄タタキ目が

つぶれているものがある。 

【ＳＤ167溝跡】（第112図） 

素掘りの南北溝跡で、ＳＤ151から南へは延びない。方向はＮ－13°－Ｗである。長さは5.4ｍである。 

〔重複〕（古）ＳＤ68・170、ＳＫ166 （新）ＳＢ1519・1526、ＳＤ151 （不明）ＳＢ1524・1525・

1527・1528・1529・1645 
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【ＳＤ111・168・215溝跡】（付図1、第112・133図） 

〔出土遺物〕土師器と須恵器が少量出土しているが、図示できるものはない。土師器は坏・椀・甕であ

り、須恵器は甕の破片である。 

〔規模・堆積土〕上幅0.6～0.8ｍ、下幅0.3～0.6ｍで、深さは0.2ｍである。横断面形は浅い皿状であ

る。堆積土は地山のブロックを多く含む黒褐色シルトで、人為的に埋め戻されたと思われる。 

この溝跡は、Ｅ72付近で大きく向きを変え、市調査区（Ｅ区）では南北方向の溝跡（ＳＤ5213）とな

る。長さは市調査分を合わせると21ｍ以上である。 

素掘りの溝跡で、方向は概ね東西である。Ａ区ではＳＤ111、Ｂ区ではＳＤ180より西側がＳＤ215で、

東側がＳＤ168として調査した。以後は、ＳＤ168で代表させることとする。 

〔重複〕（古）Ｄ225・248 （新）ＳＤ100、ＳＸ299・300、ＳＢ353・1516・1517・1522・1524・1525・

1528・1529・1530・1536・1541・1645、ＳＩ185・190、ＳＤ14・151・152・155・156・164・167・170・ 
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〔重複〕（古）ＳＩ185、ＳＤ168・225・286・289・354 （新）ＳＢ1516・1517・1522・1523・1524・

1525・1527・1528、ＳＩ190、ＳＤ151・152・155・167、ＳＫ166・172・178 （不明）ＳＢ1519・1526 

素掘りの東西溝跡で、東側は市調査区に延びている。方向はＥ－2°－Ｓである。長さは市調査分を

合わせるとおよそ30ｍである。 

【ＳＤ170溝跡】（第112・114・133図） 

〔規模・堆積土〕上幅0.3～0.9ｍ、下幅0.2～0.6ｍで、深さは0.2ｍである。横断面形は逆台形である。 

須恵器の破片には、坏・高台坏・高坏・甕・長頚瓶・蓋がある。坏は、底部回転糸切り無調整のもの、

蓋はカエリの付くものである。転用硯は、扁平な須恵器蓋を転用したものである。 

土師器の破片には、坏・椀・甕・壷・甑がある。坏は、有段丸底坏、ロクロ調整で底部切離し調整不

明のものがある。甕はいずれも非ロクロ調整のものである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、手捏土器、転用硯、砥石、ウマ歯が出土している。図示したのは、土師

器坏1点、手捏土器2点、転用硯1点、砥石1点である。 

堆積土は地山のブロックを含む暗オリーブ褐色シルトなどで、自然堆積である。 

 

〔規模・堆積土〕上幅0.6～1.6ｍ、下幅0.2～0.7ｍで、深さは1.1ｍである。横断面形は逆台形である。 

180・198・247・250・279・308・309・310、ＳＫ113・160・175・176・178・257・269 （不明）ＳＢ

1519・1523・1545・1638 

193



 194



 195

堆積土は地山のブロックを含む黒褐色シルトで、自然堆積である。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。 

土師器の破片には、坏・椀・甕があり、須恵器の破片には、坏・甕・蓋がある。 

【ＳＤ177溝跡】（第112図） 

素掘りの東西溝跡で、Ｅ48付近で南へ直角に向きを変え、古い屋敷の堀に壊されている。方向は東西

方向部分でＥ－2°－Ｎである。長さは23ｍ以上である。 

〔重複〕（古）ＳＸ300 （新）ＳＤ150 

〔規模・堆積土〕上幅0.3～0.8ｍ、下幅0.1～0.6ｍで、深さは0.4ｍである。横断面形は上が開いた「Ｕ」

字形である。堆積土は炭化物や焼土を多く含む黄灰色シルトなどで、自然堆積である。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。 

土師器の破片には、坏・高坏・甕があり、須恵器の破片には、坏・椀・高台坏・蓋がある。 

【ＳＤ186溝跡】（第114・134図） 

素掘りの東西溝跡で、方向はＥ－6°－Ｓである。長さおよそ20ｍ分を検出した。ほぼ同位置でＳＤ

187と重複しており、これの掘り替えの可能性がある。 

〔重複〕（古）ＳＤ180・187・223・234 （新）ＳＸ300、ＳＤ151・152・155・156・164・193、ＳＫ157 

〔規模・堆積土〕上幅0.4～0.9ｍ、下幅0.3～0.8ｍで、深さは0.2ｍである。横断面形は皿状である。

堆積土は地山のブロックを多く含む暗灰黄色砂質シルトである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、赤焼土器、ウマ歯が出土しているが図示できるものはない。 

土師器の破片には、坏・椀・甕がある。坏には有段丸底坏や、底部が回転糸切り無調整のものがある。

甕は非ロクロ調整のものである。 

須恵器の破片は長頚瓶で、この中には、会津大戸窯の製品とみられるものが含まれる。 

赤焼土器は坏である。 

【ＳＤ187溝跡】（第114・135図） 

素掘りの東西溝跡で、方向はＥ－9°－Ｓである。長さおよそ13ｍ分を検出した。 

〔重複〕（古）ＳＤ180・223・234 （新）ＳＸ300、ＳＤ151・152・155・156・164、ＳＫ157 

〔規模・堆積土〕上幅0.9ｍ、下幅0.2ｍ程で、深さは0.3ｍである。横断面形は皿状である。堆積土は

地山のブロックを多く含む暗灰黄色砂質シルトである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、土製円盤が出土している。図示したのは、土師器坏1点、土製円盤5点で

ある。 

土師器の破片には、坏・椀・甕がある。坏は有段丸底坏である。甕には、非ロクロ調整とロクロ調整

のものとがある。坏、甕の底部に漆が付着している破片がある。 

須恵器の破片には、坏・長頚瓶がある。坏には、底部が静止糸り手持ちヘラケズリ・回転ヘラケズリ、

回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。 



〔重複〕（古）ＳＤ180・250 （新）ＳＸ300、ＳＥ217、ＳＤ193 

素掘りの東西溝跡で、東側ではＳＤ193に壊されており、詳細は不明である。方向は東西方向部分で

Ｅ－3°－Ｓである。長さは28ｍ程である。 

 

【ＳＤ194溝跡】（第112・136図） 

須恵器の破片には、坏・高台坏・甕・長頚瓶がある。坏には、底部がヘラ切り回転ヘラケズリ・無調

整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。 

土師器の破片には、坏・高台坏・椀・甕がある。坏は、切離し不明であるがロクロ調整のものである。

甕は、非ロクロ調整のもののみである。 

〔重複〕（古）ＳＤ180・186・194・250 （新）ＳＸ300、ＳＥ217、ＳＤ27・164・198 

素掘りの東西溝跡で、Ｅ48付近で北に屈曲し、ＳＤ164に壊されており、それより北や東へは延びな

い。方向は東西方向部分でＥ－4°－Ｓである。長さは33ｍ程である。ほぼ同位置でＳＤ194と重複して

おり、これの掘り替えの可能性がある。 

【ＳＤ193溝跡】（第112・136図） 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、縄文土器、羽口が出土している。図示したのは、土師器坏1点、羽口1

点である。 

〔規模・堆積土〕上幅0.2～1.6ｍ、下幅0.1～0.6ｍで、深さは0.2ｍである。横断面形は皿状である。

堆積土は地山の砂を多く含む暗灰黄色砂質シルトなどである。 

土師器坏、須恵器甕体部に漆が付着している破片がみられる。 

なお、ＳＤ193・194は底面がＳＤ180の方に傾斜しており、この区画内の排水溝と考えられる。 

〔規模・堆積土〕上幅0.2～0.7ｍ、下幅0.1～0.4ｍで、深さは0.2ｍである。横断面形は皿状である。

堆積土は地山の砂を多く含む暗灰黄色砂質シルトである。 
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土師器の破片には、坏・高台坏・椀・甕・壷がある。坏には、有段丸底坏、非ロクロ調整の平底坏、

ロクロ調整で底部回転糸切り手持ちヘラケズリ、回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどが

ある。甕には、非ロクロ調整のものとロクロ調整のものとがある。土師器坏底部、甕体部に漆が付着し

ている破片がみられる。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、手捏土器、転用硯、石製模造品、砥石が出土している。図示したのは、

土師器坏1点、須恵器坏2点、手捏土器1点、砥石1点である。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－2層、ＳＢ246、ＳＦ226・237、ＳＤ241・248・259 （新）ＳＤ100－1層、Ｓ

Ｂ358、ＳＦ188、ＳＤ197、ＳＫ189・199 

浅く、平面形が判然としない溝跡で、ＳＤ100の部分的な堆積層の可能性がある。方向は概ね東西で、

長さは18ｍ程であり、深さは最も深い部分で0.3ｍ程である。 
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〔出土遺物〕土師器、須恵器、砥石が出土している。図示したのは、須恵器坏、高台坏各1点である。 

素掘りの南北溝跡で、南側は市調査区に延びている。方向はＮ－24°－Ｗである。長さは14ｍ以上で

ある。 

【ＳＤ234溝跡】（第112図） 

須恵器の破片には、坏・鉢・高台坏・甕・長頚瓶・蓋がある。坏は、底部が、静止糸切り手持ちヘラ

ケズリ、ヘラ切り無調整・手持ちヘラケズリ・回転ヘラケズリ、回転糸切り無調整、手持ちもしくは回

転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。蓋は折り返し口縁のものである。 

【ＳＤ195溝跡】（第112・137図） 

なお、位置関係や重複状況から、北側にあるＳＤ248は一連の溝跡である可能性がある。 

須恵器の破片には、坏・高台坏・甕・長頚瓶がある。坏、高台坏は、いずれも底部ヘラ切りである。 

土師器の破片には、坏・椀がある。坏は有段丸底坏である。 



 

〔重複〕（古）ＳＤ168・195・241・259 （新）ＳＤ100－1層、ＳＤ180・198・279 

素掘りの南北溝跡で、ＳＤ100－1層除去後の地山面で検出された。方向はＮ－26°－Ｅである。長さ

は6ｍ以上である。 

〔規模・堆積土〕上幅0.1～0.8ｍ、下幅0.1～0.6ｍで、深さは0.2ｍである。 

〔重複〕（古）ＳＤ259 （新）ＳＤ100－1層、ＳＢ246・358、ＳＦ188・226・237、ＳＤ195、ＳＫ189 

素掘りの東西溝跡で、湾曲している。ＳＤ100－1層除去後の地山面で検出された。方向は概ねＥ－15°

－Ｓである。長さは21ｍ以上である。 

〔規模・堆積土〕上幅0.4～0.9ｍ、下幅0.3～0.7ｍで、深さは0.1ｍである。 

〔重複〕（新）ＳＸ300、ＳＢ1520、ＳＡ1641・1642、ＳＤ164・180・225、ＳＫ243 

〔規模・堆積土〕上幅0.9～1.4ｍ、下幅0.7～1.2ｍで、深さは0.2ｍである。横断面形は皿状である。

堆積土は地山の小ブロックや炭化物を含む暗灰黄色シルトで、自然堆積である。 

【ＳＤ247溝跡】（第112・134図） 

〔出土遺物〕少量の土師器が出土しているが図示できるものはない。 

【ＳＤ241溝跡】（第112図） 

〔出土遺物〕少量の土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。土師器の破片には、坏・

高坏・甕があり、須恵器は坏である。 

〔出土遺物〕少量の土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。土師器の破片は椀・甑で

あり、須恵器は瓶の破片である。 
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〔出土遺物〕土師器坏・壷蓋、須恵器坏が出土している。図示したのは土師器坏、壷蓋が各1点である。 

 

〔規模・堆積土〕長径0.8ｍ、短径0.6ｍで、深さは0.1ｍである。堆積土は地山の小ブロックや炭化物

を多く含む黒褐色シルトなどである。 

〔規模・堆積土〕上幅0.3～1.1ｍ、下幅0.1～0.9ｍで、深さは0.1ｍである。 

〔重複〕（新）ＳＸ299、ＳＢ1537・1538・1539・1540・1541・1543、ＳＫ184 （不明）ＳＢ1542・1544・

1546 

〔重複〕（古）ＳＤ215 

【ＳＫ176土壙跡】（第113・138図） 

〔出土遺物〕土師器坏、須恵器瓶、赤焼土器坏、土製勾玉が出土している。図示したのは土師器坏と、

土製勾玉が各1点である。 

〔規模・堆積土〕長辺0.7ｍ、短辺0.6ｍで、深さは0.1ｍである。堆積土は地山の小ブロックや炭化物

を多く含む黒褐色シルトなどである。 

素掘りの東西溝跡で、ＳＸ299の東側溝より西へは延びていない。方向はＥ－6°－Ｎである。長さは

20.8ｍである。横断面形は皿状である。堆積土はにぶい黄橙色砂で、自然堆積である。 

〔重複〕（古）ＳＤ215 

【ＳＫ175土壙跡】（第113・138図） 

西側のグループ 

〔出土遺物〕少量の土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。土師器は非ロクロ調整の

甕であり、須恵器は底部ヘラ切り無調整の坏の破片である。 

 

【ＳＤ290溝跡】（第112図） 

Ｈ 土壙跡 

楕円形の土壙跡である。 

隅丸方形の土壙跡である。 

19基あり、大半が掘立柱建物跡の周辺に存在する。 

ＳＤ180を境として、東西に分けて、主要なものについて説明する。 
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【ＳＫ249土壙跡】（第112図） 
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【ＳＫ184土壙跡】（第113図） 

不整形の土壙跡である。 

〔重複〕（古）ＳＤ290 （新）ＳＢ1543・1544、ＳＫ271 （不明）ＳＢ1546 

〔規模・堆積土〕東西3.3ｍ、南北3.3ｍで、深さは0.1ｍである。堆積土は地山の小ブロックや炭化物・

焼土粒を含む黒色シルトなどである。 

〔出土遺物〕土師器坏・甕、須恵器坏が出土しているが、図示できるものはない。 

【ＳＫ204土壙跡】（第112・119・134・139図） 

楕円形の土壙跡で、北端は溝跡によって壊されている。 

〔重複〕（古）ＳＤ180・250、ＳＫ298 （新）ＳＤ164 

〔規模・堆積土〕長径5.0ｍ、短径3.7ｍで、深さは0.2ｍである。堆積土は地山の小ブロックや炭化物・

焼土粒を多く含む黒褐色や灰黄褐色のシルトなどである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、手捏土器、土製円盤、ウマ歯が出土している。図示したのは、土師器坏・

椀・蓋、須恵器坏、土製円盤が各1点である。 

土師器の破片には、坏・鉢・蓋・甕がある。坏には、有段丸底坏、非ロクロ調整の平底部、ロクロ調

整で、底部ヘラ切り回転ヘラケズリのものなどがある。甕は、非ロクロ調整のもののみである。土師器

甕の体部と底部に漆が付着している破片がある。 

須恵器の破片には、坏・甕・長頚瓶がある。坏には、底部がヘラ切り無調整、回転糸切り無調整、回

転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。 

楕円形の土壙跡である。 

〔規模・堆積土〕長径2.3ｍ、短径1.9ｍで、深さは0.5ｍである。堆積土は地山の小ブロックや炭化物

を多く含むににぶい褐色や灰黄褐色のシルトなどである。 



〔出土遺物〕土師器、須恵器が出土している。図示したのは、土師器椀1点、須恵器長頚瓶1点である。

土師器の破片には、坏・高台坏・皿・壷・甕があり、非ロクロ調整とロクロ調整のものとがある。 

〔重複〕（古）ＳＢ1516・1517・1524、ＳＤ168 

【ＳＫ160土壙跡】（第115・140図） 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、赤焼土器が出土している。土師器の破片には、坏・高台坏・椀・甕があ

り、須恵器の破片には、坏・壷がある。赤焼土器は坏である。 

〔規模・堆積土〕長辺1.2ｍ、短辺1.1ｍで、深さは0.5ｍである。堆積土は地山のブロックを多く含む

オリーブ黒色シルトなどで、人為的に埋め戻されたと思われる。 

〔規模・堆積土〕長辺2.1ｍ、短辺1.4ｍで、深さは0.3ｍである。堆積土は地山のブロックや炭化物を

多く含む黒褐色シルトなどで、人為的に埋め戻されたと思われる。 

〔重複〕（古）ＳＸ300、ＳＤ156・164 

【ＳＫ157土壙跡】（第115図） 

〔出土遺物〕少量の土師器、赤焼土器が出土しているが図示できるものはない。土師器は椀の破片、赤

焼土器は坏の破片である。 

〔規模・堆積土〕直径1.7ｍ程で、深さは0.1ｍである。堆積土は地山の小ブロックや炭化物を多く含む

黒褐色シルトである。 

 

〔重複〕（古）ＳＤ250 （新）ＳＫ204 

【ＳＫ298土壙跡】（第119・134図） 

〔出土遺物〕少量の土師器と製塩土器、石製模造品破片が出土しているが図示できるものはない。土師

器の破片には、有段丸底坏、非ロクロ調整の椀・甕の破片がある。製塩土器の胎土には、大粒の石英粒

が多く含まれ非常に脆い。 

台形状を呈す土壙跡である。 

隅丸方形の土壙跡である。 

24基あり、西側と同様に掘立柱建物跡と重複する場所に存在している。 

東側のグループ 

円形もしくは楕円形の土壙跡である。 
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〔規模・堆積土〕長径2.9ｍ、短径2.2ｍで、深さは0.2ｍである。堆積土は炭化物や焼土、カキの殻な

どを多く含む黒褐色シルトなどである。 

 

〔重複〕（古）ＳＤ195・241・274 （新）ＳＦ188 （不明）ＳＢ357・358・1516・1517 

【ＳＫ199土壙跡】（第115・142・143図） 

202

須恵器の破片には、坏・甕・長頚瓶がある。長頚瓶には会津大戸窯の製品とみられるものが含まれる。 

【ＳＫ166土壙跡】（第115・141図） 

不整形の土壙跡で、東側は排水溝によって壊されている。 

〔重複〕（古）ＳＤ170 （新）ＳＤ151・152・167 （不明）ＳＢ1519・1524・1525・1526・1527・1528・

1529 

〔規模・堆積土〕東西6.2ｍ以上、南北2.3ｍで、深さは0.3ｍである。堆積土は地山のブロックや炭化

物・焼土を多く含む黒褐色や黄灰色のシルトなどである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、赤焼土器、手捏土器が出土している。図示したのは、土師器坏2点、須

恵器壷1点である。 

土師器の破片には、坏・椀・甕がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整底部回転糸切り無調整、手

持ちヘラケズリ再調整により切離し不明のものがある。甕には、非ロクロ調整とロクロ調整のものとが

あり、後者が多い。 

須恵器の破片には、坏・長頚瓶・蓋がある。坏には、底部ヘラ切り無調整・手持ちヘラケズリ・回転

糸切り回転ヘラケズリ・無調整がある。蓋は折り返し口縁である。 

楕円形の土壙跡である。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、赤焼土器、鉄滓が出土している。図示したのは、土師器甕5点、須恵器 
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赤焼土器は坏の破片である。 

須恵器の破片には、坏・高台坏・双耳坏・甕・長頚瓶がある。坏には、ヘラ切り無調整、回転糸切り

無調整、回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。長頚瓶の破片の中には、会津大戸

窯の製品とみられるものが含まれる。 

土師器の破片には、坏・甕がある。坏は、いずれもロクロ調整で、底部回転糸切り無調整のものがあ

る。甕は、いずれも非ロクロ調整のものである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、赤焼土器、瓦が出土している。図示したのは、土師器甕、瓦が各1点で

ある（第145図3・4）。 

〔規模・堆積土〕長辺1.1ｍ、短辺1.0ｍで、深さは0.5ｍである。堆積土は炭化物を多く含む黒褐色シ

ルトなどである。 

隅丸方形の土壙跡であり、後述するＳＫ210・220と近接・重複して存在する。これらは検出面はそれ

ぞれ異なるものの、堆積土が類似し、堆積土中に遺物や炭化物を多量に含む共通性から、ほぼ同時期に

存在したと思われる。掘り込み面は、遺物の年代から、ＳＤ100－1層上面の可能性がある。 

【ＳＫ207土壙跡】（第115・!44・145図） 

土師器の破片には、坏・甕がある。坏には、無段丸底のものと、ロクロ調整のものとがある。甕には

非ロクロ調整とロクロ調整のものとがあり、後者が多い。 

〔出土遺物〕土師器が出土しており、坏と甕各1点を図示した（第145図1・2）。 

〔規模・堆積土〕長辺1.5ｍ、短辺1.3ｍで、深さは0.3ｍである。堆積土は地山のブロックや炭化物を

若干含む灰褐色シルトなどで、自然堆積である。 

〔重複〕（古）ＳＦ206 （新）ＳＤ151・153 （不明）ＳＦ202 

台形状を呈する土壙跡で、東側は溝跡によって壊されている。ＳＤ100－2層上面で検出されたが、堆

積土がＳＤ100－1層に類似するため、ＳＤ100－1層上面から掘り込まれた可能性がある。 

坏7点である（第143図）。 

【ＳＫ203土壙跡】（第115・145図） 

須恵器の破片には、坏・高台坏・甕・長頚瓶・蓋がある。坏には、底部静止糸切り無調整、ヘラ切り

無調整、回転糸切り無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。

蓋は折り返し口縁のものである。 

土師器の破片には、坏・椀・甕がある。坏は、いずれもロクロ調整であるが、切離し技法、再調整は

不明である。甕には非ロクロ調整とロクロ調整のものとがあり、後者が多い。整形時のタタキ目が残る

ものもある。 
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瓦は「伊」の刻印のある丸瓦である。 

【ＳＫ210土壙跡】（第115・145図） 

隅丸方形の土壙跡であり、ＳＤ100－1層上面から掘り込まれた可能性がある。 

〔規模・堆積土〕長辺5.6ｍ、短辺2.7ｍで、深さは0.1ｍである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、羽口が出土している。図示したのは、土師器坏3点、須恵器蓋が1点であ

る（第145図5～8）。 

土師器の破片には、坏・鉢・甕がある。坏には、有段丸底坏、非ロクロ調整の平底坏、ロクロ調整で

底部ヘラ切り手持ちヘラケズリ、回転糸切り無調整のものがある。甕は、非ロクロ調整、ロクロ調整の

ものがある。 

須恵器の破片には、坏・高台坏・長頚瓶・蓋がある。坏は、底部がヘラ切り回転ヘラケズリ・無調整、

回転糸切り無調整、回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。蓋は折り返し口縁であ

る。 

【ＳＫ220土壙跡】（第115・144・145図） 

楕円形の土壙跡であり、ＳＤ100－1層上面から掘り込まれた可能性がある。 

〔規模・堆積土〕長径1.9ｍ、短径1.4ｍで、深さは0.4ｍある。堆積土は炭化物を多く含む黒褐色シル

トなどである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、鉄滓が出土している。図示したのは、土師器坏、甕が各1点である（第

145図9・10）。 

土師器の破片には、坏・高坏・椀・甕がある。坏はいずれもロクロ調整で、底部ヘラ切り回転ヘラケ

ズリ・無調整のものがある。底部に「厨」の墨書がみられるものがある。甕には非ロクロ調整とロクロ

調整のものとがあり、後者が多い。ロクロ調整のもののなかに、整形時のタタキ目が残るものもある。 

須恵器の破片には、坏・甕・長頚瓶・蓋がある。坏には、底部回転糸切り無調整、手持ちもしくは回

転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。蓋は折り返し口縁のものである。長頚瓶の破

片の中には、会津大戸窯の製品とみられるものが含まれる。 

【ＳＫ243土壙跡】（第134図） 

不整形の土壙跡で、ＳＸ200ウマ集積遺構の周囲に存在する。西側は溝跡によって壊されている。 

〔重複〕（新）ＳＤ180 （不明）ＳＸ200 

〔規模・堆積土〕東西4.3ｍ以上、南北2.8ｍ以上で、深さは0.2ｍである。 

〔出土遺物〕少量の土師器と石製模造品破片1点が出土したが、図示できるものはない。土師器の破片

には、有段丸底坏、非ロクロ調整の椀・甕がある。 

 

Ｉ ウマ集積遺構 

【ＳＸ200ウマ集積遺構】（第134・146・147図） 

不整形の土壙跡で、底面付近から多量のウマの骨が出土した。西側は溝跡によって壊されている。 



〔集積状況〕ウマの骨は頭蓋・頚椎・四肢骨のみで、胴骨は発見されなかった。上部に頭蓋・頚椎が多

く、下部に四肢骨が多くあった。下顎骨で算出した最小個体数は9頭である。 

〔堆積土〕黒褐色の粘質シルトで、人為的に埋め戻された痕跡は検出されなかった。しかし、上部は削

平を受けており、骨より上部の状況は不明である。 

〔重複〕（古）ＳＤ180、ＳＫ243 （新）ＳＤ164 

 

〔規模〕東西3.0ｍ程、南北2.0ｍ程で、深さは0.3ｍ程である。 

なお、この遺構は東北歴史資料館の協力を得て、切取って保存している。 

これらには明瞭な解体痕は認められなかった。一方、下顎骨は左右結合した状態で出土しているもの

の、頭蓋骨からははずされていた。また、四肢骨の中には上腕骨～中手骨、大腿骨～中足骨というよう

に本来の位置関係を保っているものがある。 
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〔出土遺物〕多量のウマの骨とともに、土師器坏が3点、鉄滓が1点出土している。土師器坏はいずれも

非ロクロ調整の丸底坏である（第147図）。 

骨の状況からウマは若いメスの個体が多い。また、骨の計測結果から体高129～138cm程の中型馬に属

するものである（註）。 

 

この他、イヌの下顎骨が1点ある。 
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3 Ｃ・Ｄ区 

本地区で検出した遺構には、掘立柱建物跡126棟、塀跡1条、竪穴住居跡26棟、井戸跡13基、小溝状遺

構6面、溝跡116条、土壙127基などがある（付図2）。 

なお、Ｄ区については道路本線部分のみを本調査しており、他の部分は確認調査である（付図3）。

したがって、今回は本線部分のみを報告し、他は本調査終了時に改めて報告することとする。 

 

Ａ 掘立柱建物跡・塀跡 

掘立柱建物跡は126棟あり、塀跡は1条ある。便宜的にＳＤ450の西側と（掘立柱建物跡71棟）、東側

のグループ（掘立柱建物跡55棟、塀跡1条）とに分けて説明する。 

西側のグループ 

【ＳＢ410Ａ・Ｂ掘立柱建物跡】（付図2、第149図） 

桁行4間、梁行2間の南北棟で、同位置で1度建て替えられている。桁行中央の棟通り下に間仕切りの

柱穴がある。桁行の南から1間目、南妻中央と東側の柱穴は検出されなかった。 

〔重複〕（古）ＳＤ180 （不明）ＳＢ411・1552・1553、ＳＦ395 

〔柱穴〕Ａ期では東側柱列北側と北妻中央、西側柱列北から2間目の柱穴が検出された。

隅丸方形や楕円形で、一辺が0.4～0.7ｍであり、深さは最も深いもので0.6ｍである。

埋土は地山ブロックを多く含むにぶい黄褐色のシルトなどである。 

Ｂ期では隅丸方形で、一辺が0.3～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.7ｍである。

埋土は地山ブロックを含む灰黄褐色のシルトなどである。 

〔柱痕跡〕Ａ期では検出されなかった。Ｂ期では直径20cm前後の円形であり、堆積土

は灰黄褐色の粘質シルトである。なお、東側柱列の北から2間目と3間目、北

妻中央の柱穴には直径20cm前後の柱根が残っていた。 

【ＳＢ411Ａ・Ｂ掘立柱建物跡】（付図2、第149図） 

〔出土遺物〕Ａ期の柱穴から非ロクロ調整の土師器甕、須恵器坏・甕、Ｂ期の柱穴から非ロクロ調整の

土師器坏・甕、ロクロ調整の土師器甕、須恵器壷が出土した。 

Ｂ期は、柱間は桁行が西側柱列で北から2.0ｍ・1.6ｍ・3.2ｍ（2間分）で、

総長は6.8ｍであり、梁行が北妻で西から1.7ｍ・1.7ｍで総長3.4ｍである。

方向はＢ期の西側柱列でＮ－2°－Ｅである。 

〔柱間・方向〕Ａ期は後続するＢ期の柱穴に壊されており、判然としないが、

ほぼＢ期と同様と思われる。 

〔重複〕（古）ＳＤ180・416・417 （新）ＳＢ580、ＳＫ408 （不明）ＳＢ410・1551・1552・1553、

ＳＫ415・424 

桁行3間、梁行2間の南北棟で、北妻は3間割になっている。同位置で一度建て替えられおり、桁行ほ

ぼ中央の棟通り下に間仕切りの柱穴がある。本建物跡の東側柱列とＳＢ434の東妻とは柱筋がほぼ揃っ

ており、同時に存在した可能性がある。両者の距離は約10ｍである。 
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〔柱穴〕Ａ期のものは北妻の東から2番目と西側柱列の北から2番目の柱穴を除きす

べて検出された。隅丸方形や楕円形で、一辺が0.4～0.6ｍであり、深さは最も深い

もので0.3ｍである。埋土は地山ブロックを多く含む黒褐色のシルトなどである。 

Ｂ期では隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2～0.5ｍであり、深さは最も深いもので

0.4ｍあである。埋土は地山ブロックを多く含む黄褐

色のシルトなどである。 

〔柱痕跡〕Ａ期では直径10cm程で、Ｂ期では直径15cm前後の円形であり、

堆積土は両者とも黒褐色の粘質シルトである。 

〔柱間・方向〕Ａ期は後続するＢ期の柱穴に壊されており判然としない

が、ほぼＢ期と同様と思われる。 

〔柱痕跡〕身舎が直径20cm前後で、廂が15cm前後で円形である。堆積

土は黒褐色の粘質シルトなどである。 

〔柱穴〕方形や隅丸方形で、身舎の柱穴は一辺が0.4～0.9ｍであり、深さは最も

深いもので0.4ｍである。廂の柱穴は身舎よりも小さく、一辺が0.3～0.5ｍで、

深さは最も深いもので0.5ｍである。埋土はともに地山ブロックを多く

含む暗褐色のシルトなどである。 

桁行3間、梁行3間の東西棟で、南側に廂がつく建物跡である。東側にあるＳＢ636とは同規模で柱筋

が一致しており、同時に存在したと考えられる。両者の距離は約6ｍである。 

【ＳＢ434掘立柱建物跡】（付図2、第151図） 

〔出土遺物〕Ａ期の柱穴から非ロクロ調整の土師器甕、Ｂ期の柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕、

ロクロ調整の土師器甕、須恵器坏が出土した。 

Ｂ期は、柱間は桁行が東側柱列で北から1.8ｍ・2.0ｍ・1.4ｍで、総長は5.2ｍであり、梁行が北妻で

西から1.0ｍ・1.0ｍ・1.5ｍで総長3.5ｍで、南妻で西から1.8ｍ・1.8ｍで総長3.6ｍである。方向はＢ

期の西側柱列でＮ－9°－Ｅである。 

【ＳＢ502Ａ・Ｂ掘立柱建物跡】（付図2、第158図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・椀・甕、ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器坏・甕・

壷、赤焼土器坏・砥石などが出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から1.5ｍ・1.9ｍ・1.9ｍ

で、総長は5.3ｍであり、梁行が西妻で北から1.6ｍ・2.0ｍで廂の出が

1.5ｍであり、総長5.1ｍである。方向は北側でＥ－4°－Ｓである。 

桁行3間、梁行3間の東西棟で、北側に廂がつく建物跡であり、ほぼ同位置で1度建て替えられて 

〔重複〕（古）ＳＢ640、ＳＦ429・578、ＳＤ388・431・432・433 （新）ＳＢ

1547・1548・1589・1593、ＳＤ470 （不明）ＳＢ637・643・696・1546・1594・

1647、ＳＡ1657、ＳＫ415・424 
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Ｂ期は、柱間は、桁行が北入側柱列で西から2.2ｍ・2.1ｍ・2.0ｍで、総長は6.2ｍであり、梁行が西

妻で南から1.8ｍ・1.9ｍで廂の出は2.5ｍであり、総長6.2ｍである。方向は北入側柱列でＥ－1°－Ｓ

である。 

〔柱間・方向〕Ａ期は後続するＢ期の柱穴に大部分が壊されており判然としないが、桁行が南側柱列で

西から2.3ｍ・1.7ｍ・1.9ｍで総長5.9ｍであり、梁行が東妻で南から1.9ｍ・2.0ｍで廂の出は2.5ｍで、

総長6.4ｍである。 

〔柱痕跡〕Ａ期では、身舎が直径15cm前後で、廂が10cm前後の円形であり、堆積土は黒褐色の粘質シル

トである。Ｂ期では、身舎が直径20cm前後で、廂が15cm前後の円形であり、堆積土は黒褐色の粘質シル

トである。 

【ＳＢ579Ａ・Ｂ掘立柱建物跡】（付図2、第151図） 

〔出土遺物〕Ａ・Ｂいずれか決められないが、柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・蓋・甕、ロクロ調整

の土師器坏・甕、須恵器坏・高台坏・蓋・鉢・甕・壷、カマド本体の焼壁などが出土した。 

なお、棟通り下の柱穴は1時期のみで、Ａ・Ｂいずれの時期に伴うものかは判断できないが、隅丸方

形で一辺が20cm程である。 

Ｂ期の柱穴はＡ期よりもやや小さく、身舎の柱穴は一辺が0.4～0.7

ｍであり、深さは最も深いもので0.5ｍである。廂の柱穴は見舎よりも

小さく、一辺が0.3～0.4ｍで、深さは最も深いもので0.4ｍである。埋

土は地山ブロックや炭化物を含む暗褐色シルトなどである。 
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いる。廂の東から2番目の柱穴は検出されなかった。西側の棟通り下には間柱の小柱穴がある。 

〔重複〕（古）ＳＤ432 （不明）ＳＢ580・637・643・1549・1551、ＳＡ1657 

桁行3間、梁行2間の南北棟で、東側柱列に柱穴の重複がみられ、同位置で一度建て替えられていると

考えられる。いずれの時期に属するかは不明だが、桁行の北から1間目と、2間目の棟通り下には間仕切

りの柱穴がある。 

〔柱穴〕方形や隅丸方形で、Ａ期では身舎の柱穴は一辺が0.5～0.7ｍであり、深さは最も深いもので0.5

ｍである。廂の柱穴は身舎よりも小さく、一辺が0.3～0.4ｍで、深さは最も深いもので0.3ｍである。

埋土は地山ブロックを含む暗褐色のシルトなどである。 

なお、東妻南端の柱穴は規模からみてＡ期のものと考えられる。 

〔重複〕（古）ＳＢ1557、ＳＡ670、ＳＩ624、ＳＤ461・450・525・601・610 （不

明）ＳＢ648・680・1573・1574・1595・1603、ＳＫ615 

本建物跡の北入側柱列と、西側にあるＳＢ1556の南側柱列はほぼ揃っており、

同時に存在した可能性が考えられる。両者の距離は約5ｍである。同様に、本建

物跡の北側柱列と東側にあるＳＢ554の南側柱列は揃っており、両者の距離は約

6ｍである。 

〔柱穴〕Ａ期のものは隅丸方形で、一辺が0.3～0.6ｍであり、埋土は地山ブロックを多く含む黒褐色の

シルトなどである。 



 213

Ｂ期のものは隅丸方形や方形で、一辺が0.3～0.6ｍであり、深さは最も深いもので

0.5ｍである。埋土は地山ブロックを多く含む黒褐色のシルトなどである。 

〔柱痕跡〕Ａ期では検出されなかった。Ｂ期では直径20cm前後の円形であり、堆積土

は黒褐色の粘質シルトである。 

〔柱間・方向〕Ａ期は検出された柱穴が少なく判然

としないが、ほぼＢ期と同様と思われる。 

Ｂ期では、柱間は、桁行が西側柱列で北から1.8ｍ・1.8ｍ・1.7ｍで、

総長は5.2ｍであり、梁行が南妻で東から1.7ｍ・1.8ｍで総長3.5ｍで

ある。方向は東側柱列でＮ－3°－Ｗである。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

【ＳＢ580掘立柱建物跡】（付図2、第150・151図） 

桁行3間、梁行2間の南北棟で、南妻から1間目の棟通り下に間仕切りの柱穴がある。西側柱列の南か

ら2番目と南妻の中央と東側の柱穴は確認されなかった。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から1.9ｍ・3.4ｍ（2

間分）で、総長は5.3ｍであり、東側柱列で北から2.1ｍ・1.9ｍ・（不明）である。

梁行が北妻で東から1.5ｍ・1.5ｍで総長2.9ｍである。方向は西側柱列でＮ－6°－

Ｅである。 

〔重複〕（古）ＳＥ606、ＳＤ420・450・461・608・611・613 （新）ＳＦ395、ＳＤ402・591、ＳＫ397

（不明）ＳＤ398・603 

【ＳＢ581Ａ・Ｂ掘立柱建物跡】（付図2） 

〔出土遺物〕北東隅の柱穴掘り形から、底部回転糸切り後、回転ヘラケズリ再調整が加えられた須恵器

坏、甕が出土した。 

桁行3間、梁行2間の東西棟で、ほぼ同位置で1度建て替えられている。 

〔重複〕（古）ＳＢ411・1551、ＳＤ417・418 （不明）ＳＢ637・1549 

〔柱痕跡〕直径20cm前後の円形で、堆積土は黒褐色の粘質シルト

である。 

〔柱穴〕方形や楕円形で、一辺が0.4～0.6ｍ前後であり、深さは最も深いもので0.6

ｍである。埋土は地山ブロックを含む暗褐色のシルトなどである。 
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〔柱穴〕隅丸方形や方形、楕円形で、Ａ期では一辺が0.3～0.6ｍであり、深さは最も深いもので0.6ｍ

である。埋土は地山ブロックを含む黒褐色のシルトなどである。 

Ｂ期では一辺が0.3～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.6ｍである。埋土

はブロックを含む黒褐色のシルトなどである。また、東妻の南端の柱穴には礎板

が入れられていた。 

〔柱痕跡〕Ａ期では直径10cmの円形である。Ｂ期では

直径15cm前後の円形で、堆積土は黒褐色の粘質シルト

であり、灰白色火山灰の小ブロックが混じる。東妻の3個の柱穴には柱根が残

っていた。 

〔柱間・方向〕Ａ期では後続するＢ期に壊されており判然としないが、ほぼＢ期と同様と思われる。 

Ｂ期では、柱間は、桁行が南側柱列で西から1.1ｍ・1.6ｍ・1.6ｍで、総長は4.3ｍであり、梁行が東

妻で北から1.8ｍ・1.8ｍで総長3.6ｍである。方向は北側柱列でＥ－10°－Ｎである。 

〔出土遺物〕Ｂ期の柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甑・甕、須恵器台付鉢が出土した。 

【ＳＢ582掘立柱建物跡】（付図2、第151図） 

南北2間以上、東西3間以上の建物跡で、北側は調査区外である。東側に廂を持つ南北棟の可能性が考

えられる。 

〔重複〕（古）ＳＢ1546 （新）ＳＢ1646、ＳＦ429・430、ＳＤ384・385 

〔柱穴〕方形で、一辺が0.5～0.7ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍある。

埋土は地山ブロックを含む黒褐色のシルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形で、堆積土は黒褐色の粘質シルトである。 

〔柱間・方向〕柱間は、東西が南側柱列で西から1.8ｍ・1.7ｍ・2.0ｍで、総長は5.5ｍであり、南北が

東から1間目で1.6ｍである。方向は南側柱列でＥ－7°－Ｓである。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器椀、須恵器坏・甕が出土した。 

【ＳＢ623掘立柱建物跡】（付図2、第158図） 

桁行3間、梁行3間の南北棟で、東側に廂が付くと思われる。廂の柱穴は南端

の1個が検出された。身舎の桁行の北から1間目の棟通り下には間仕切りの柱穴

がある。 

本建物跡の西側柱列と、北側にあるＳＢ897の東側柱列はほぼ揃っており、同

時期に存在した可能性がある。両者の距離は約6.5

ｍである。 

〔重複〕（古）ＳＢ1572・1648、ＳＡ670、ＳＤ461・462・661 （新）Ｓ

Ｄ450 （不明）ＳＢ1570・1574・1595 

〔柱穴〕方形や隅丸方形で、一辺が0.4～0.6ｍであり、深さは最も深いも

ので0.5ｍである。埋土は地山ブロックを含む黒褐色のシルトなどである。 
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〔重複〕（古）ＳＩ468、ＳＤ481・589・669・673・674・693、ＳＫ692 （新）ＳＢ636 （不明）Ｓ

Ｂ694 

桁行3間、梁行3間の東西棟で、南側に廂がつく建物跡であり、ほぼ同位置で1度建て替えられている。

西側にあるＳＢ434とは同規模で、柱筋が揃っている。 

【ＳＢ636Ａ・Ｂ掘立柱建物跡】（付図2、第152図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で西から1.9ｍ・1.7ｍ・1.8ｍで、総長

は5.4ｍであり、梁行が東妻で南から1.5ｍ・1.6ｍで、廂の出は1.8ｍであり、

総長4.9ｍである。方向は南側柱列でＥ－6°－Ｎである。 

桁行3間、梁行3間の東西棟で、北側に廂がつく建物跡である。身舎の東側の棟通り下には間仕切りと

思われる柱穴がある。 

【ＳＢ635掘立柱建物跡】（付図2、第152図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕、ロクロ調整の土師器甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から1.7ｍ・1.8ｍ・1.7ｍで、総長は5.2ｍであり、梁行が

南妻で西から1.6ｍ・1.4ｍで、廂の出は1.6ｍであり、総長4.6ｍである。方向は西側柱列でＮ－4°－

Ｅである。 

 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形で、堆積土は黒褐色の粘質シルトである。 

〔柱間・方向〕Ａ期では後続するＢ期に壊されており判然としないが、ほぼＢ期と同様と思われる。 

〔柱痕跡〕Ａ期では身舎・廂とも直径15cmの円形で、Ｂ期では身舎・廂とも直径15cm前後の円形であり、

堆積土はともに黒褐色の粘質シルトである。 

Ｂ期では身舎の柱穴は一辺が0.5～0.6ｍであり、深さは最も深いもので0.6ｍである。廂の柱穴は身

舎よりも小さく、一辺が0.3～0.5ｍで、深さは最も深いもので0.4ｍである。埋土は地山ブロックや炭

化物を含む黒褐色のシルトなどである。 

なお、身舎の西妻棟通り下の柱穴はＳＢ636の柱穴と完全に重複しており、検出されなかった。 

Ｂ期では、柱間は、桁行が北側柱列で西から2.0ｍ・1.8ｍ・1.9ｍで、総長は5.7ｍであり、梁行が東 

〔柱痕跡〕直径20cm前後の円形で、堆積土は黒褐色の粘質シルトである。 

〔柱穴〕長方形や隅丸方形で、一辺が0.5～0.6ｍであり、深さは最も深いもの

で0.8ｍである。埋土は炭化物や地山ブロックを含む黒褐色のシルトなどである。 

〔柱穴〕方形や隅丸方形で、Ａ期では身舎の柱穴は一辺が0.5～0.6ｍであり、

深さは最も深いもので0.3ｍである。廂の柱穴は身舎よりも小さく、一辺が0.3

～0.4ｍで、深さは最も深いもので0.2ｍである。 

〔重複〕（古）ＳＢ635・640、ＳＩ468、ＳＤ669・673・674・693・698 （不

明）ＳＢ637・648・694・1547・1548・1556・1571・1589・1647、ＳＤ641・690 
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〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で西から1.9ｍ・1.7ｍ・1.8ｍ・1.9ｍ・1.7ｍで、総長は9.0

ｍであり、梁行が西妻で北から2.1ｍ・1.9ｍで、総長4.0ｍである。方向は南側柱列でＥ－3°－Ｓであ

る。 

〔柱痕跡〕直径10cm前後の円形で、堆積土は黒褐色の粘質シルトである。 

〔柱穴〕方形で、一辺が0.3～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.5ｍである。埋土は地山ブロック

を含む黒褐色のシルトなどである。 

 

〔重複〕（古）ＳＢ640・1551、ＳＦ578、ＳＤ480 （新）ＳＤ388・479 （不明）ＳＢ434・579・580・

636・643・1547・1548・1549・1555・1589・1593・1597・1647、ＳＡ

1657、ＳＤ703 

【ＳＢ637掘立柱建物跡】（付図2、第151図） 

〔出土遺物〕Ｂ期の柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕が出土した。

Ａ・Ｂいずれも決められないが、柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕、

須恵器坏・甕・壷、赤焼土器坏が出土した。 

妻で北から1.6ｍ・1.9ｍで、廂の出が1.5ｍであり、総長5.0ｍである。

方向は北側柱列でＥ－7°－Ｓである。 

【ＳＢ640掘立柱建物跡】（付図2、第151図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・椀・壷、ロクロ調整の土師器甕、須恵器坏・甕が出土

した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から1.9ｍ・2.0ｍ・1.8ｍ・

1.7ｍ・1.7ｍで、総長は9.0ｍであり、梁行が東妻で北から1.8ｍ・1.8

ｍで、総長3.6ｍである。方向は北側柱列でＥ－3°－Ｓである。 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形で、堆積土は黒褐色の粘質シルトであ

る。 

〔柱穴〕方形や隅丸方形で、一辺が0.3～0.6ｍであり、深さは最も深

いもので0.5ｍである。埋土は地山ブロックを含む黒褐色のシルトな

どである。 

なお、上述のＳＢ637は本建物跡より1棟分南へ寄せて建てられており、規模や平面形が類似すること

から建て替えの可能性がある。しかし、新旧関係は不明である。 

桁行5間、梁行2間の東西棟で、桁行の東から1間目の棟通り下には間仕切りの柱穴がある。 

桁行5間、梁行2間の東西棟で、桁行の東から1間目と2間目の棟通り下に間仕切りの柱穴がある。 

〔重複〕（古）ＳＩ477、ＳＦ578、ＳＤ693、ＳＫ688 （新）ＳＢ434・

636・637・694・1547・1548・1589・1593・1647、ＳＤ388 （不明）

ＳＢ643・1594、ＳＡ1657、ＳＤ480、ＳＫ686・687 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕、ロクロ調整の土師器甕、須恵器壷、丸瓦が出土し

た。 
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〔柱間・方向〕柱間は、桁行が東入側柱列で北から2.0ｍ・2.2ｍ・2.6

ｍで、総長は6.8ｍであり、梁行が北妻で西から2.5ｍ・2.3ｍで、廂の

出は1.9ｍであり、総長6.7ｍである。方向は西側柱列でＮ－7°－Ｅで

ある。 

〔重複〕（古）ＳＢ1547・1548、ＳＩ477、ＳＦ429、ＳＤ470・691・693 （不明）ＳＢ636・1589・1593・

1647 

【ＳＢ694掘立柱建物跡】（付図2、第151図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕、ロクロ調整の土

師器甕、須恵器坏・壷・鉢が出土した。 

桁行3間、梁行3間の南北棟で東側に廂がつく建物跡である。西側柱列北から2番目と東側柱列南から

1・3番目の柱穴は土壙などに壊されている。 

【ＳＢ648掘立柱建物跡】（第152図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から2.7ｍ・1.8ｍで、総長は4.4ｍであり、梁行が西妻で

北から1.4ｍ・1.3ｍで、総長2.7ｍである。方向は北側柱列でＥ－3°－Ｎである。 
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【ＳＢ643掘立柱建物跡】（付図2、第151図） 

桁行2間、梁行2間の東西棟総柱建物跡で、東妻の南側の柱穴は検出されなかった。 

〔重複〕（古）ＳＤ432 （新）ＳＡ1657、ＳＤ388 （不明）ＳＢ434・579・637・640、ＳＦ429、Ｓ

Ｄ433 

桁行3間、梁行2間の東西棟で、平面形は歪んでいる。 

〔柱痕跡〕直径10cm前後の円形で、堆積土は黒褐色の粘質シルトである。 

〔柱穴〕方形や隅丸方形で、一辺が0.3～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.5

ｍである。埋土は地山ブロックや灰白色火山灰の小ブロックを含む黒褐色のシル

トなどである。 

〔柱穴〕方形で、一辺が0.2ｍ～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.5ｍで

ある。埋土は地山ブロックを含む暗褐色のシルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形で、堆積土は黒褐色の粘質シルトである。 

〔柱穴〕隅丸方形で、身舎・廂共に大きさにバラつきがある。一辺が0.4～

0.9ｍであり、深さは最も深いもので0.5ｍである。埋土は炭化物や地山ブ

ロックを多く含む黒褐色のシルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＢ1556・1558・1598・1603、ＳＩ468、ＳＤ461・589・673・

695 （新）ＳＢ1574・1597、ＳＤ617・696、ＳＫ474 （不明）ＳＢ636・

1554・1555・1557・1559・1571・1658・1659、ＳＤ616 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形で、堆積土は黒褐色の粘質シルトである。北

側柱列東から2番目の柱は抜き取られている。 
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〔柱間・方向〕柱間はバラつきが大きく、桁行が南側柱列で西から2.1ｍ・2.1ｍ・2.0ｍで、総長が6.1

ｍであり、北側柱列で西から1.2ｍ・1.4ｍ・3.2ｍで、総長5.8ｍである。梁行が東妻で北から2.1ｍ・

2.2ｍで、総長4.3ｍであり、西妻で北から2.4ｍ・1.6ｍで、総長4.0ｍである。方向は南側柱列でＥ－1°

－Ｎである。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕、ロクロ調整の土師器甕が出土した。 

【ＳＢ897掘立柱建物跡】（付図2） 

桁行2間、梁行2間の東西棟総柱建物跡である。 

〔重複〕（古）ＳＡ670、ＳＤ461・601・661・663 

〔柱穴〕方形で、一辺が0.5～0.6ｍであり、深さは最も深いもので0.5ｍである。

埋土は地山ブロックを含むオリ－ブ黒色のシルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径20cm前後の円形で、堆積

土はオリ－ブ黒色の粘質シルトである。

東側柱列の柱は東から抜き取られている。 

〔柱穴〕方形や隅丸方形で、一辺が0.3～0.6ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍである。埋土は地

山ブロックを多量に含む暗褐色のシルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＢ434、ＳＩ477、ＳＤ480・691・693、ＳＫ686・688 （新）ＳＢ694・1548 （不明）

ＳＢ635・636・637・640・1546・1589・1593・1594・1647、ＳＡ1657 

桁行4間、梁行2間の東西棟で、南側に廂がつく建物跡である。身舎の梁行は1間であり、廂の桁行は3

間である。ほぼ同位置でＳＢ1548に建て替えられている。 

【ＳＢ1547掘立柱建物跡】（付図2、第151図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕、須恵器壷が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で西から2.4ｍ・2.5ｍで、総長4.8ｍであり、梁行が西妻で3.5

ｍである。方向は南側柱列でＥ－5°－Ｎである。 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形である。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で西から1.9ｍ・2.1

ｍで、総長が4.0ｍであり、梁行が東妻で北から1.4ｍ・1.4ｍ

で、総長2.8ｍである。方向は南側柱列でＥ－6°－Ｓである。 

柱穴5個から推定した建物跡で、桁行2間、梁行1間の東西棟と思われ、北側柱列東端の柱穴は検出さ

れなかった。 

【ＳＢ1546掘立柱建物跡】（付図2、第151図） 

〔柱穴〕方形や円形で、一辺が0.4～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.3

ｍである。埋土は地山ブロックを含む黒褐色のシルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＦ429・430、ＳＤ480 （新）ＳＢ582・1646 （不明）ＳＢ

434・1542・1548・1594 
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〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形で、堆積土は黒褐色の粘質シルトである。 

〔柱間・方向〕桁行が北側柱列で西から2.5ｍ・1.6ｍ・2.0ｍ・1.6ｍで、

総長が7.7ｍであり、南入側柱列で西から2.2ｍ・1.5ｍ・3.6ｍ（2間分？）

で、総長7.4ｍであり、南側柱列で西から2.8ｍ・2.6ｍ・2.1ｍで、総長7.5

ｍである。梁行が東妻で5.0ｍで、廂

の出が1.6ｍであり、総長6.6ｍである。

方向は北側柱列でＥ－4°－Ｎである。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の

土師器坏・甕、ロクロ調整の土師器坏、焼けたカマド本体の壁が

出土した。 

【ＳＢ1548掘立柱建物跡】（付図2、第151図） 

桁行3間、梁行3間の東西棟で、南側に廂がつく建物跡である。身舎の北側柱列の桁行は4間である。

ＳＢ1547を建て替えたものと考えられる。 

〔重複〕（古）ＳＢ434・640・1547、ＳＩ477、ＳＤ470・480・691・693、

ＳＫ686 （新）ＳＢ694 （不明）ＳＢ635・636・637・640・1546・1589・

1593・1594・1647、ＳＡ1657 

〔柱穴〕方形や隅丸方形で、一辺が0.3～0.6ｍであり、深さは最も深い

もので0.4ｍである。埋土は地山ブロックを多量に含む暗褐色のシルト

などである。 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形である。 

〔柱間・方向〕桁行が北側柱列で西から2.7ｍ・1.6ｍ・1.7ｍ・2.2ｍで、総長が8.2ｍであり、南入側

柱列で西から3.1ｍ・2.2ｍ・2.6ｍで、総長7.9ｍである。梁行が西妻で北から2.4ｍ・2.3ｍで、廂の出

が1.8ｍであり、総長6.4ｍである。方向は北側柱列でＥ－7°－Ｎである。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕、ロクロ調整の土師器坏・鉢・甕、須恵器坏・蓋・

甕、焼けたスサ入り粘土が出土した。 

【ＳＢ1549掘立柱建物跡】（第151図） 

桁行1間、梁行2間の南北棟で、東側柱列の中央には間柱がある。 

〔重複〕（古）ＳＤ432・433 （不明）ＳＢ579・580・637・643・1551、ＳＡ1657 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形、一辺が0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍであ

る。埋土は地山ブロックを含む黒褐色のシルトなどで、灰白色火山灰のブロックが入るも

のがある。 

〔柱痕跡〕直径10cm前後の円形である。 

〔柱間・方向〕桁行が東側柱列で北から1.8ｍ・1.9ｍで、総長が3.7ｍであり、西側柱列

で4.1ｍである。梁行が南妻で西から1.4ｍ・0.8ｍで、総長2.2ｍである。方向は東側柱列でＮ－5°－ 



〔重複〕（古）ＳＤ416 （新）ＳＢ580・637 （不明）ＳＢ411・579・1549・1550、ＳＤ388 

【ＳＢ1551掘立柱建物跡】（付図2、第151図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から1.3ｍ・1.7ｍで、総長3.0ｍであり、

梁行が南側柱列で西から0.7ｍ・0.8ｍで、総長1.5ｍである。方向は西側柱列でＮ－13°－Ｗである。 

 

【ＳＢ1550掘立柱建物跡】（第149図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕が出土した。 

Ｅである。 

〔重複〕（古）ＳＢ1533、ＳＤ417・418 （新）ＳＫ409 （不明）ＳＢ410・411・1550・1552・1553 

【ＳＢ1552掘立柱建物跡】（第149図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕が出土した。 

【ＳＢ1553掘立柱建物跡】（第149図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から1.9ｍ・2.3ｍで、総長4.1ｍであ

り、梁行が西側柱列で北から1.6ｍ・1.5ｍで、総長3.1ｍである。方向は北側柱列

でＥ－14°－Ｓである。 

桁行3間、梁行2間の南北棟で、南妻中央の柱穴は検出されなかった。 
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桁行2間、梁行2間の南北棟で、北東隅の柱穴は検出されなかった。 

桁行2間、梁行2間の東西棟総柱建物跡で、南東隅の柱穴は土壙によって壊されている。 

桁行2間、梁行1間の南北棟で、北西隅の柱穴は検出されなかった。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱穴〕方形で、一辺が0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍである。埋

土は地山の小ブロックや炭化物を含む黒褐色シルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＤ416 （不明）ＳＢ1551・1552、ＳＫ414 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱穴〕隅丸方形や円形で、一辺が0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.4

ｍである。埋土は地山のブロックや炭化物を含む黒褐色シルトなどである。 

〔柱間・方向〕桁行が東側柱列で北から1.9ｍ・1.7ｍ・1.8ｍで、総長が5.3

ｍであり、梁行が北妻で西から1.7ｍ・2.2ｍで、総長3.9ｍである。方向は

東側柱列でＮ－41°－Ｗである。 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形である。 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2～0.6ｍであり、深さは最も深いも

ので0.4ｍである。埋土は地山ブロックを含む黒褐色のシルトなどである。 

〔重複〕（新）ＳＫ409 （不明）ＳＢ411・1552・1569、ＳＦ395 



〔柱間・方向〕柱間は、東西が北側柱列で西から1.7ｍ・1.7ｍで、総長3.4ｍであり、

南北が東側柱列で北から1.4ｍ・2.0ｍで、総長3.4ｍである。方向は北側柱列でＥ－0°－Ｎ・Ｓである。 

〔重複〕（古）ＳＤ480、ＳＫ683 （新）ＳＢ1658 （不明）ＳＢ1554・1556・1560・1597 

【ＳＢ1555掘立柱建物跡】（第149図） 

〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ調整の土師器坏・甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で西から1.8ｍ・2.0ｍで、総長3.8ｍであり、

梁行が西側柱列で3.2ｍである。方向は南側柱列でＥ－0°－Ｎ・Ｓである。 
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〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍである。埋土は

地山のブロックや炭化物を含む黒褐色シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が東側柱列で北から1.2ｍ・2.3ｍで、総長3.4ｍであり、

梁行が南側柱列で2.3ｍである。方向は東側柱列でＮ－5°－Ｅである。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

【ＳＢ1554掘立柱建物跡】（第149図） 

桁行2間、梁行1間の東西棟で、北東隅の柱穴は検出されなかった。 

〔重複〕（古）ＳＤ690、ＳＫ683 （新）ＳＢ1559 （不明）ＳＢ1555・1556・1560・1597・1598・1603・

1658・1659、ＳＥ630 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.3～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.3

ｍである。埋土は地山のブロックや炭化物を多く含む黒褐色シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

桁行2間、梁行2間の平面形が正方形の建物跡で南西隅の柱穴は検出されなかった。 

〔柱穴〕隅丸方形や円形で、一辺が0.3～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍで

ある。埋土は地山のブロックや炭化物を多く含む黒褐色シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

【ＳＢ1556掘立柱建物跡】（付図2、第152図） 

桁行3間、梁行2間の東西棟で、北側柱列の東端の柱穴は検出されなかった。 

〔重複〕（古）ＳＢ1558・1598・1603、ＳＤ589・673・690、ＳＫ695 （新）ＳＢ648・1597、ＳＤ696 

（不明）ＳＢ1554・1555・1557・1571・1658・1659、ＳＤ616・617、Ｓ

Ｋ474 

〔柱間・方向〕桁行が南側柱列で西から2.9ｍ・1.9ｍ・2.2ｍで、総長が7.0ｍであり、梁行が西妻で北 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形である。 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.3～0.7ｍであり、深さは最も深

いもので0.5ｍである。埋土は地山ブロックを多量に含む暗褐色のシルト

などである。 



【ＳＢ1559掘立柱建物跡】（第152図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕桁行が西側柱列で北から2.4ｍ・2.4ｍ・2.5ｍで、総長が7.3ｍ

であり、梁行が南妻で2.2ｍ・（不明）である。方向は西側柱列でＮ－8°－Ｗである。 

【ＳＢ1558掘立柱建物跡】（第152図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕が出土した。 

〔柱間・方向〕桁行が西側柱列で北から3.4ｍ・2.6ｍで、総長が6.0ｍであり、

梁行が北妻で4.4ｍである。方向は西側柱列でＮ－5°－Ｗである。 
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から1.4ｍ・2.1ｍで、総長3.5ｍである。方向は南側柱列でＥ－1°－Ｓである。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

【ＳＢ1557掘立柱建物跡】（付図2、第152図） 

桁行3間、梁行2間の南北棟で、東側柱列の北から1・2・4番目の柱穴は検出されなかった。 

桁行2間の南北棟で、両妻棟通り下の柱穴は検出されなかったので、梁行は1間と思われる。 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形である。 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、規模にバラつきがあり、一辺が0.3～0.7ｍであ

り、深さは最も深いもので0.2ｍである。埋土は地山ブロックを含む黒褐色のシ

ルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＤ461・589・601・673 （新）ＳＢ502 （不明）ＳＢ648・

1556・1558・1559・1571・1574・1598・1603、ＳＫ660 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形である。 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.3～0.7ｍであり、深さは最も深いもの

で0.4ｍである。埋土は地山ブロックを含む黒褐色のシルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＤ461・589・673 （新）ＳＢ1556・1559・1571・1598・1603 

（不明）ＳＢ648・1557・1561・1565・1659、ＳＫ631 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2～0.5ｍであり、

深さは最も深いもので0.3ｍである。埋土は地山のブロッ

クや炭化物を多く含む黒褐色シルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＢ1554・1556・1560・1566、ＳＤ696 

（新）ＳＤ403・407 （不明）ＳＢ648・1557・1558・1561・

1565・1567・1569・1571・1659、ＳＡ1563、ＳＤ480、Ｓ

Ｋ607 

桁行5間、梁行3間の東西棟に、南側に縁または廂が付

き、北東部に張り出しが付く建物跡である。南側柱列の

東端の柱穴が未検出のため、縁または廂が東側が1間分欠

けたものになるのかどうかは判断できない。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。 



〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から2.6ｍ・2.0ｍ・1.8ｍで、総長6.3ｍであり、梁行が西

側柱列で北から2.8ｍ・1.8ｍで、総長4.5ｍである。方向は北側柱列でＥ－4°－Ｎである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

【ＳＢ1561掘立柱建物跡】（付図2） 

〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ調整で内外面黒色処理された平底の土師器坏・

椀・甕、ロクロ調整の土師器坏、須恵器鉢・壷が出土した。 
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〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から2.5ｍ・3.4ｍ・1.5ｍ・3.1ｍ・1.6ｍで、総長12.0ｍ

であり、南入側柱列で西から3.1ｍ・2.2ｍ・1.7ｍ・3.2ｍ・1.5ｍで、総長11.6ｍであり、南側柱列で

西から7.0ｍ・3.5ｍで、総長10.5ｍである。梁行が西妻で北から2.5ｍ・2.8ｍで、縁または廂の出は1.6

ｍであり、総長6.9ｍであり、桁行の東から1間目で北から1.8ｍ・1.3ｍ・1.3ｍで、縁または廂の出は

2.2ｍであり、総長6.6ｍである。張り出し部は桁行1.7ｍで、梁行が西側で0.8ｍである。方向は北側柱

列でＥ－36°－Ｎである。 

〔重複〕（新）ＳＢ1559・1565・1659、ＳＫ406、ＳＤ407 （不明）ＳＢ1554・1558・1561・1566・1567・

1571・1597・1658、ＳＡ1563、ＳＤ403・603 

〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ調整の土師器甕、須恵器坏・壷が出土した。 

【ＳＢ1560掘立柱建物跡】（第152・153図） 

桁行3間、梁行2間の東西棟で、東妻棟通り下の柱穴は検出されなかった。 

桁行3間、梁行1間の南北棟である。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から1.6ｍ・2.3ｍ・2.7ｍで、総長

6.6ｍであり、梁行が北妻で4.8ｍである。方向は西側柱列でＮ－12°－Ｗである。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。 

〔柱穴〕方形で、一辺が0.2～0.6ｍであり、深さは最も深いもので0.5ｍである。

埋土は地山のブロックや炭化物を多く含む黒褐色シルトなどである。 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2～0.5ｍであり、深さは最も深

いもので0.5ｍである。埋土は地山のブロックや炭化物を多く含む黒褐色

シルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＢ1569、ＳＥ467 （新）ＳＤ407 （不明）ＳＢ1558・

1559・1560・1565・1566・1567、ＳＡ1563、ＳＤ403、ＳＫ607 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 



〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。堆積土は黒褐色の粘質シ

ルトである。南側柱列西から3番目の柱穴

には柱根が残っている。 

桁行4間（北側柱列では9間）、梁行2間の東西棟に、北側に張り出しが付く建物跡である。建物内部

には多くの間仕切りの柱穴がある。 

【ＳＢ1565掘立柱建物跡】（付図2、第154・156図） 

〔出土遺物〕柱穴から須恵器高台坏、灰釉陶器椀が出土した。 

〔柱穴・方向〕桁行が北側柱列で西から2.2ｍ・2.0ｍ・1.6ｍで、総長が5.8ｍであり、南側柱列で西か

ら3.4ｍ・不明である。梁行が西妻で4.0ｍである。方向は北側柱列でＥ－8°－Ｓである。 

 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形である。 
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【ＳＢ1562掘立柱建物跡】（付図2） 

桁行1間、梁行1間の東西棟である。 

〔重複〕（古）炭化物層、ＳＢ1578、ＳＦ395、ＳＤ461・601 （不明）ＳＢ1590 

【ＳＢ1564掘立柱建物跡】（付図2） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で2.3ｍであり、梁行が東側柱列で1.2ｍである。方向は南側柱

列でＥ－27°－Ｎである。 

桁行3間、梁行2間の東西棟で、南側柱列の桁行は2間である。南側柱列の東端の柱穴は検出されなか

った。 

〔柱穴〕隅丸方形や円形で、一辺が0.3～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍで

ある。埋土は地山のブロックを多く含む黒褐色シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径12cmの円形である。 

〔柱穴〕楕円形や隅丸方形で、一辺が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いも

ので0.3ｍである。埋土は地山ブロックを含む黒褐色のシルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＤ459・585・589 （新）ＳＦ395、ＳＫ438 （不明）Ｓ

Ｂ1561・1565、ＳＥ413 

〔重複〕（古）ＳＢ1560、ＳＤ417、ＳＫ605 （新）ＳＤ403 （不

明）ＳＢ1558・1559・1561・1564・1566・1567・1568・1569、

ＳＡ1563・ＳＤ407・480、ＳＫ412・607・612 

〔柱穴〕円形や隅丸方形で、直径が0.2～0.4ｍであり、深さは

最も深いもので0.3ｍである。埋土は地山のブロックや炭化物を

多く含む暗褐色シルトなどである。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から1.9ｍ・1.2ｍ・0.7ｍ・1.1ｍ・

0.9ｍ・1.2ｍ・0.9ｍ・1.1ｍ・1.7ｍで、総長10.5ｍであり、南側柱列で西から3.1

ｍ・1.8ｍ・2.4ｍ・3.7ｍで、総長11.0ｍである。梁行が西妻で北から2.4ｍ・3.7 
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ｍで、総長6.1ｍであり、東妻で北から4.0ｍ・2.4ｍで、総長6.4ｍである。張り出し部は桁行が東から

2.9ｍ・3.1ｍ・1.5ｍで、総長7.5ｍであり、梁行が東側で1.9ｍ・0.6ｍで、総長2.5ｍであり、西側で

2.3ｍである。方向は北側柱列でＥ－2°－Ｓである。 

〔重複〕（古）ＳＤ417、ＳＫ605 （新）ＳＢ1567・1569、ＳＤ403 （不明）ＳＢ1559・1565・1568 

【ＳＢ1566掘立柱建物跡】（付図2、第156図） 

〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ調整、ロクロ調整で底部周辺回転ヘラケズリ再調整の土師器坏、非ロク

ロ調整の土師器甕、須恵器坏が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で

西から1.8ｍ・1.8ｍ・3.0ｍで、総長6.6ｍ

であり、北入側柱列で西から1.9ｍ・1.8

ｍ・3.1ｍで、総長6.7ｍである。梁行が西妻で北から2.4ｍ・1.7ｍ・（不

明）であり、桁行の西から1間目で北から2.3ｍ・4.2ｍで、総長6.4ｍであ

る。方向は北側柱列でＥ－12°－Ｓである。 

桁行3間、梁行2間（東妻は3間である可能性がある）の東西棟で、南側に張り出しが付く建物跡であ

る。 

【ＳＢ1567掘立柱建物跡】（付図2、第156図） 

〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ調整の土師器甕が出土した。 

桁行3間、梁行3間の東西棟で、北側に縁または廂が付く建物跡である可能性がある。 

〔重複〕（古）ＳＢ1559・1560・1566、ＳＤ417、ＳＫ605 （新）ＳＢ

1561・1569、ＳＤ403 （不明）ＳＢ1558・1562・1564・1565・1568、

ＳＡ1563、ＳＤ407、ＳＫ607・612 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深

いもので0.4ｍである。埋土は地山のブロックや炭化物を多く含む黒褐

色シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱穴〕楕円形や隅丸方形で、長径が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深

いもので0.3ｍである。埋土は地山のブロックや炭化物を多く含む黒褐

色シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。西妻北から3番目の柱穴には柱根が残っていた。 



〔重複〕（古）ＳＤ417、ＳＫ605 （不明）ＳＢ1565・1566・1567・1569、ＳＤ403 

【ＳＢ1568掘立柱建物跡】（第149図） 

〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ調整の土師器甕、ロクロ調整の土師器坏が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で6.9ｍであり、南側柱列で西から2.2

ｍ・2.2ｍ・2.2ｍで、総長6.6ｍである。梁行が西妻で北から1.9ｍ・2.5ｍ・で

あり、総長4.4ｍである。張り出し部は桁行が4.1ｍで、梁行が西側で1.8ｍであ

る。方向は南側柱列でＥ－9°－Ｓである。 

 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から4.6ｍ・2.3ｍ・1.5ｍで、総長

8.4ｍであり、梁行が東妻で北から1.3ｍ・4.4ｍであり、縁または廂の出は1.7

ｍで、総長7.4ｍである。張り出し部は北から1.8ｍ・2.6ｍで、総長4.4ｍで、

梁行は北側で3.4ｍである。方向は北側柱列でＥ－3°－Ｓである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱穴〕楕円形などで、直径が0.2～0.5ｍであり、

深さは最も深いもので0.4ｍである。埋土は地山のブロックや炭化物を含む黒褐色シルトなどである。 

【ＳＢ1569掘立柱建物跡】（第149・155図） 

〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ調整の土師器甕が出土した。 

桁行3間、梁行3間の東西棟で、南側に縁または廂が付き、東側に張り出しが付く建物跡である。南側

柱列の西端の柱穴は検出されなかった。 

桁行2間（西側では1間）、梁行1間の南北棟である。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が東側柱列で北から1.5ｍ・1.3ｍで、総長2.8ｍであり、梁

行が北妻で2.3ｍである。方向は東側柱列でＮ－2°－Ｗである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱穴〕円形や隅丸方形で、直径が0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍであ

る。埋土は地山のブロックや炭化物を多く含む黒褐色シルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＢ1566・1567、ＳＤ417 （新）Ｓ

Ｂ1552・1561、ＳＦ395、ＳＤ403、ＳＫ412 （不明）

ＳＢ1553・1560・1565・1568、ＳＫ409・605 

また、2.5ｍ程東にあるＳＡ1563はこの建物に附属

する塀跡と考えられる。 

〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ・ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器坏・壷・甕が出土した。 
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桁行2間、梁行2間の南北棟総柱建物跡で、南妻と東側柱列の中央の柱穴は溝などによって壊されてい

る。 

【ＳＢ1572掘立柱建物跡】（付図2、第158図） 

〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ調整の土師器甕、ロクロ調整の土師器甕、底部周辺に手持ちヘラケズリ

再調整が加えられた須恵器坏、甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から1.9ｍ・1.2ｍ・2.2ｍ・1.3ｍ・1.5ｍで、総長8.2ｍで

あり、梁行が西妻で北から1.8ｍ・2.6ｍで、総長4.4ｍである。張り出し部は桁行が東から2.1ｍ・1.7

ｍ・不明で、梁行は東側で2.6ｍである。方向は北側柱列でＥ－1°－Ｓである。 

桁行5間、梁行2間の東西棟で、北側に張り出しが付く建物跡である。張り出しの西端の柱穴は検出さ

れなかった。 

【ＳＢ1571掘立柱建物跡】（付図2、第152・157図） 

〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ調整の土師器坏・甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から1.6ｍ・1.9ｍ・1.5ｍで、総長

5.0ｍであり、梁行が西妻で北から1.4ｍ・2.6ｍで、総長4.0ｍである。方向は北側柱列でＥ－5°－Ｎ

である。 
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【ＳＢ1570掘立柱建物跡】（第152図） 

桁行3間、梁行2間の東西棟で、東妻南端の柱穴は検出されなかった。 

〔重複〕（古）ＳＤ601・663・673 （不明）ＳＢ623・1648、ＳＡ1656、ＳＤ642、ＳＫ662 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱穴〕楕円形や隅丸方形で、長径が0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので

0.4ｍである。埋土は地山のブロックや炭化物を含む黒褐色シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。 

〔柱穴〕隅丸方形で、一辺が0.2～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.5

ｍである。埋土は地山のブロックや炭化物を多く含む黒褐色シルトなどで

ある。 

〔重複〕（古）ＳＢ1554・1598、ＳＤ461・589・673・695 （新）ＳＤ616・

617・696、ＳＫ474・619 （不明）ＳＢ648・1556・1557・1558・1559・1560・

1659・1668、ＳＥ630 

〔重複〕（古）ＳＩ649 （新）ＳＢ623、ＳＤ450・547、ＳＫ633 （不明）ＳＢ475・1575・1576・1595・ 
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1648、ＳＤ548 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で。一辺が0.3～0.4ｍであり、深さは最も深いもの

で0.4ｍである。埋土は地山ブロックを含む黒褐色のシルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形で、堆積土は褐色の

粘質シルトである。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から2.9

ｍ・2.9ｍで、総長.8ｍであり、梁行が5.8ｍであり、梁行が北妻で西から2.6

ｍ・2.2ｍで、総長が4.8ｍである。方向は西側柱列でＮ－3°－Ｅである。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

【ＳＢ1573掘立柱建物跡】(第158図) 

桁行2間、梁行1間の南北棟で、東側柱列の南側の柱穴は検出されなかった。柱穴の並びから東側柱列

は3間であった可能性がある。 

〔重複〕(古)ＳＩ624、ＳＤ685･695 (不明)ＳＢ502･1574･1595･1603 

〔柱穴〕楕円形で、長径が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍである。

埋土は地山の小ブロックや炭化物を含む黒褐色シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱間･方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から2.7ｍ･2.6ｍで、総長5.3ｍであり、

梁行が北妻で3.1ｍである。方向は西側柱列でＮ－15°－Ｅである。 

〔重複〕(古)炭化物層、ＳＦ395、ＳＤ461･599･601 (新)ＳＢ1562 (不明)ＳＢ1590、ＳＤ448･449 

【ＳＢ1578掘立柱建物跡】(付図2、第203図) 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間･方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から5.2ｍ(2間分)･2.1ｍで、総長7.3ｍであり、梁行が北妻

で3.1ｍである。方向は西側柱列でＮ－24°－Ｅである。 

【ＳＢ1574掘立柱建物跡】(第158図) 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

桁行3間、梁行1間の南北棟で、東側柱列の南端と西側柱列の北から2番目の柱穴は検出されなかった。 

6個の柱穴から推定したもので、桁行2間、梁行2間程度の南北棟総柱建物跡と思われる。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。 

〔柱穴〕楕円形や隅丸方形で、長径が0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもの

で0.3ｍである。埋土は地山の小ブロックや炭化物を含む黒褐色シルトなどであ

る。 

〔重複〕(古)ＳＢ648、ＳＡ670、ＳＤ461･525･601･695 (不明)ＳＢ502･1557･

1572･1573･1595･1603、ＳＫ618 



〔重複〕（古）ＳＢ434・1548、ＳＩ477、ＳＤ480 （新）ＳＤ470 （不明）ＳＢ637・640・694・1547・

1594・1647、ＳＡ1657、ＳＫ687・688 

【ＳＢ1593掘立柱建物跡】（第151図） 

〔出土遺物〕柱穴より須恵器甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、東西が北側柱列で西から1.6ｍ・3.1ｍで、総長4.7ｍであり、南北が西側柱列

で北から2.7ｍ・2.2ｍで、総長4.9ｍである。方向は西側柱列でＮ－6°－Ｗである。 

〔柱間・方向〕柱間は、東西が北側柱列で1.6ｍ・不明であり、南側柱列で2.7ｍ（2

間分？）である。南北が東側柱列で北から1.6ｍ・1.6ｍである。方向は東側柱列でＮ－17°－Ｗである。 

【ＳＢ1589掘立柱建物跡】（第151図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

 

〔重複〕（古）ＳＤ461・559 （新）ＳＦ395 （不明）ＳＢ1562・1578、ＳＤ448・449 

【ＳＢ1590掘立柱建物跡】（第203図） 

〔出土遺物〕柱穴より須恵器甕が出土した。 

桁行2間、梁行2間の東西棟で、建物内の中央やや東南よりに間仕切りの柱穴がある。 

桁行2間、梁行2間の平面形がほぼ正方形の建物跡である。 

東西1間以上、南北2間の建物跡と思われる。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱穴〕楕円形や隅丸方形で、長径が0.2～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.3

ｍである。埋土は地山の小ブロックや炭化物を含む黒褐色シルトなどである。 

〔柱間・方向〕柱間は、東西が南側柱列で2.2ｍであり、南北が東側柱列で北から1.5

ｍ・1.3ｍで総長2.8ｍである。方向は東側柱列でＮ－15°－Ｗである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱穴〕楕円形で、長径が0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍである。

埋土は黒褐色シルトである。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。 

〔柱穴〕方形や楕円形で、一辺が0.2～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.5

ｍである。埋土は地山のブロックや灰白色火山灰、炭化物を含む黒褐色シルトな

どである。 

〔重複〕（古）ＳＢ434・640、ＳＩ477、ＳＦ578、ＳＤ480 （新）ＳＢ1647、Ｓ

Ｄ470 （不明）ＳＢ637・694・1547・1548・1593 

〔柱穴〕方形や円形で、一辺が0.2～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍ

である。埋土は地山の小ブロックや炭化物を含む黒褐色シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱間･方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から2.4ｍ・3.0ｍで、総長5.5ｍで

あり、梁行が西妻で北から2.9ｍ・1.5ｍである。方向は南側柱列でＥ－6°－Ｓである。 
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〔重複〕（古）ＳＢ1558、ＳＤ673・695 （新）ＳＢ648・1556・1559・1571、ＳＤ616・617、ＳＫ474 

【ＳＢ1598掘立柱建物跡】（付図2、第152図） 

〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ調整の土師器坏・椀・鉢・甕、須恵器坏が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から2.3ｍ・2.6ｍで、総長4.9ｍ

であり、梁行が北妻で西から2.4ｍ・1.4ｍで、総長3.7ｍである。方向は西側柱列でＮ－38°－Ｗであ

る。 

〔重複〕（古）ＳＢ1556、ＳＤ480・681・690、ＳＫ683・702 （不明）ＳＢ1554・1555・1571・1598・

1658、ＳＥ630 

【ＳＢ1597掘立柱建物跡】（第151図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から1.9ｍ・1.7ｍで、総長3.6ｍであり、

梁行が西妻で1.9ｍである。方向は北側柱列でＥ－14°－Ｎである。 

〔重複〕（古）ＳＩ468、ＳＤ690・698 （新）ＳＫ474 （不明）ＳＢ636・648 

【ＳＢ1596掘立柱建物跡】（第152図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から4.4ｍ・2.0ｍ・1.6ｍで、総長7.9ｍであり、梁行が西

妻で2.3ｍである。方向は南側柱列でＥ－5°－Ｓである。 
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〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ調整の土師器甕、須恵器甕が出土した。 

【ＳＢ1594掘立柱建物跡】（第151図） 

桁行2間、梁行1間の東西棟で、北側柱列の東側に間仕切りの柱穴がある。 

〔重複〕（古）ＳＦ578、ＳＤ431 （新）ＳＤ388 （不明）ＳＢ434・640・1546・1593、ＳＤ470 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2～0.4ｍであり、深さは最も深

いもので0.4ｍである。埋土は地山の小ブロックや炭化物を含む黒褐色シ

ルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

桁行2間、梁行1間の東西棟である。 

〔柱穴〕方形や楕円形で、一辺が0.2～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍで

ある。埋土は地山の小ブロックを含む黒褐色シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

桁行3間、梁行2間の東西棟で、東南隅と北側柱列の東から1・2番目の柱穴は検出されなかった。 

桁行2間（東側柱列では3間）、梁行2間の南北棟で、東側柱列南端の柱穴は検出されなかった。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.3～0.8ｍであり、深さは最も深いもの

で0.3ｍである。埋土は地山の小ブロックや炭化物を含む黒褐色シルトなどで

ある。 



 

【ＳＢ1647掘立柱建物跡】（第151図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は、東西が南側柱列で西から2.4ｍ・2.8ｍで、総長は5.2ｍであり、南北が東側柱

列で1.8ｍである。方向は南側柱列でＥ－4°－Ｓである。 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形である。 

【ＳＢ1646掘立柱建物跡】（第151図） 

〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ調整の土師器甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、東西が北側柱列で東から1.8ｍ・2.0ｍ・以下不明であ

り、南北が東側柱列で北から1.7ｍ・2.0ｍ・以下不明である。方向は北側柱列でＥ－24°－Ｎである。 

〔重複〕（古）ＳＤ461 （不明）ＳＢ502・1557・1573・1574・1595、ＳＤ685、ＳＫ615 

【ＳＢ1603掘立柱建物跡】（付図2） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で西から1.7ｍ・2.0ｍ・（不明）で、

総長は棟通り下の柱穴間で約5.7ｍであり、梁行が西妻で北から2.2ｍ・1.7ｍで、総長が3.9ｍである。

方向は南側柱列でＥ－2°－Ｓである。 

東西2間、南北1間以上の建物跡で、北側は調査区外である。 

「Ｌ」字形に並ぶ5個の柱穴から推定したもので、東西2間以上、南北2間以上と思われる。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。 

〔柱穴〕楕円形や隅丸方形で、長径が0.2～0.6ｍであり、深さは最も深いもので0.3

ｍである。埋土は地山の小ブロックや炭化物を含む黒褐色シルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＢ1589、ＳＩ477、ＳＤ480・693 （不明）ＳＢ434・636・637・640・

694・1547・1548・1593、ＳＦ429・430、ＳＤ481 

桁行3間、梁行1間の南北棟である。 

〔柱穴〕方形や楕円形で、一辺が0.3～0.6ｍであり、深さは最も深いもので0.3

ｍである。埋土は地山ブロックを含む黒褐色のシルトなどである。 

（不明）ＳＢ1554・1658・1659 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形である。 

〔柱穴〕隅丸方形で、一辺が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍで

ある。埋土は地山の小ブロックを含む黒褐色シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺0.3～0.4ｍであり、深さは最も深いもので

0.3ｍある。埋土は地山ブロックを含む黒褐色のシルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＢ582 （新）ＳＦ429・430 （不明）ＳＢ1546、ＳＤ431 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が東側柱列で北から2.1ｍ・2.9ｍ・3.1ｍで、総長7.0

ｍであり、梁行が北妻で4.0ｍである。。方向は東側柱列でＮ－3°－Ｅである。 
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【ＳＢ1657掘立柱建物跡】（第151図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で西から3.1ｍ・2.4ｍで、総長は5.5

ｍであり、梁行が桁行中央の柱列で北から1.5ｍ・2.3ｍで、総長が3.8ｍである。方向は南側柱列でＥ

－13°－Ｓである。 

〔重複〕（古）ＳＢ643、ＳＦ430、ＳＤ388 （不明）ＳＸ400、ＳＢ434・579・640・1546・1547・1548・

1549・1593・1594・1646、ＳＤ431 

 

〔柱穴〕隅丸方形で、一辺が0.3～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍである。

埋土は地山ブロックを含む黒褐色のシルトなどである。 

桁行2間、梁行2間の東西棟で、南側柱列の東から2間目と東側柱列の南から2間目の柱穴は井戸によっ

て壊されている。中央の柱穴も壊されたものとすれば、総柱建物跡であった可能性がある。 

【ＳＢ1658掘立柱建物跡】（第152図） 
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〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器甕が出土した。 

【ＳＢ1648掘立柱建物跡】（付図2、第158図） 

6個の柱穴から推定した建物跡で、桁行2間、梁行2間の東西棟総柱建物跡と思われ、西妻の北側の柱

穴と東妻の北側と棟通り下の柱穴は検出されなかった。 

桁行4間以上、梁行2間の東西棟と思われ、西半部はＳＸ400道路跡と重複しており検出されなかった。 

〔重複〕（古）ＳＢ1555、ＳＫ683 （新）ＳＢ648、ＳＥ630 （不明）ＳＢ1554・1556・

1559・1560・1571・1598・1659、ＳＤ690・696 

〔柱痕跡〕直径10cm前後の円形である。 

〔柱穴〕隅丸方形で、一辺が0.4～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍ

である。埋土は地山ブロックを含む黒褐色のシルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＡ670、ＳＤ461・601・642 （新）ＳＢ623、ＳＤ450 （不

明）ＳＢ1572・1595、ＳＡ1656 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で東から2.5ｍ・1.9ｍ・

1.9ｍ・1.8ｍであり、梁行が東妻で北から3.4ｍ・3.7ｍで、総長

7.1ｍである。方向は南側柱列でＥ－32°－Ｎである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱穴〕隅丸方形で、一辺が0.2～0.6ｍであり、深さは最も深い

もので0.3ｍである。埋土は地山のブロックや炭化物、灰白色火

山灰を含む黒褐色のシルトなどである。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器・椀・甕、須恵器坏・

壷・甕が出土した。 

〔柱痕跡〕直径10cm前後の円形である。 
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〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から2.0ｍ・1.1ｍで、総長は3.1ｍであり、梁行が西側柱

列で北から1.2ｍ・1.6ｍで、総長が2.8ｍである。方向は北側柱列でＥ－1°－Ｓである。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

【ＳＢ1659掘立柱建物跡】（第152図） 

桁行2間、梁行1間の東西棟である。 

〔重複〕（古）ＳＢ1560、ＳＤ696 （不明）ＳＢ1554・1558・1559・1571 

〔柱穴〕隅丸方形で、一辺が0.3ｍ程であり、深さは最も深いもので0.4ｍである。埋土

は地山のブロックを多く含む黒褐色シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で西から1.3ｍ・1.5ｍで、総長2.8ｍであり、梁

行が西妻で2.0ｍである。方向は南側柱列でＥ－42°－Ｎである。 

〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ調整の土師器甕が出土した。 

【ＳＢ1663掘立柱建物跡】（第151図） 

桁行2間以上、梁行2間の南北棟で、北側は調査区外である。 

〔重複〕（古）ＳＦ429・430、ＳＤ481 （新）ＳＤ388 （不明）ＳＢ434・582・640・694・1546・1547・

1548・1589・1593・1594・1646・1647・1657、ＳＤ470・480、ＳＦ578 

〔柱穴〕楕円形や隅丸方形で、長径が0.2～0.4ｍであり、深さは最も

深いもので0.2ｍである。埋土は地山のブロックや炭化物を多く含む

黒褐色シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が東側柱列で南から4.1ｍ・3.9ｍであり、

梁行が南妻で西から3.0ｍ・2.9ｍで、総長5.9ｍである。方向は東側

柱列でＮ－42°－Ｅである。 

〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ調整の土師器甕が出土した。 

【ＳＢ1664掘立柱建物跡】（第151図） 

桁行3間以上、梁行2間の南北棟で、北側は調査区外である。 

〔重複〕（古）ＳＢ694、ＳＩ477、ＳＤ470・481・693 （不明）ＳＢ636・640・

1547・1548・1589・1593・1647・1663 

〔柱穴〕隅丸方形や円形で、一辺が0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.4

ｍである。埋土は地山のブロックや炭化物を多く含む黒褐色シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径10cm前後の円形である。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が東側柱列で南から2.2ｍ・4.2ｍ（2間分）であり、梁行が南妻で西から

1.9ｍ・2.5ｍで、総長4.3ｍである。方向は東側柱列でＮ－15°－Ｅある。 
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本建物跡と、東側のＳＢ526とは南側の柱筋が揃っており、北側のＳＢ899の西側柱列と本建物の束入

側柱列が揃っていることから、これらは同時に存在した可能性が考えられる。それぞれの距離は、本建

物跡の東入側柱列とＳＢ526の西妻間で約6ｍで、本建物の北妻とＳＢ899の南妻間は約7ｍである。 

〔柱痕跡〕柱痕跡は直径15cm前後の円形であり、堆積土は

黒褐色の粘質シルトである。 

なお、西側柱列の北から2間目と3間目の柱穴は、これらを連結する布掘り状の掘方を掘り、それをあ

る程度埋め戻してから柱穴を掘るという工程で掘られている。 

〔柱穴〕隅丸長方形や楕円形に近いものがある。身舎の柱穴は一辺が0.5～1.0

ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍである。廂の柱穴は身舎よりも小さく、

一辺が0.3～0.6ｍで、深さは最も深いもので0.3ｍである。埋土は炭化物や地山ブロックを多く含む黒

褐色のシルトなどである。 

【ＳＢ475掘立柱建物跡】（付図2、第158図） 

東側のグループ 

 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で西から4.0ｍ（2間分）・1.6ｍで、総長5.6ｍであり、梁行が

東妻で3.6ｍである。方向は南側柱列でＥ－9°－Ｓである。 
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〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ調整の土師器坏・甕が出土した。 

【ＳＢ1667掘立柱建物跡】（付図2） 

桁行3間、梁行1間の東西棟と思われ、南側柱列の西から2番目と北側柱列の西から2・3番目の柱穴は

検出されていない。 

桁行3間、梁行3間の南北棟で、東側に席がつく建物跡である。廂部分の桁行は2間である。 

〔重複〕（古）ＳＢ1580、ＳＡ549、ＳＩ560・649、ＳＤ548・634 （新）ＳＤ

402・471・472・482 （不明）ＳＢ554・577・1572・1575・1576・1581・1585・

1595、ＳＩ533、ＳＫ627 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。 

〔柱穴〕隅丸方形で、一辺が0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍで

ある。埋土は地山のブロックを多く含む黒褐色シルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＢ635、ＳＤ589・669・673・691 （新）ＳＢ694 （不明）

ＳＤ693 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から1.8ｍ・

1.3ｍ・1.7ｍで、総長は4.8ｍであり、梁行が南妻で西か

ら1.9ｍ・2.1ｍで廂の出が2.1ｍであり、総長6.1ｍである。

方向は西側柱列でＮ－1°－Ｗである。 
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〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器坏・蓋・壷、カマドの焼壁が出土した。 

【ＳＢ526Ａ・Ｂ掘立柱建物跡】（付図2、第159図） 

桁行3間、梁行2間の東西棟で、ほぼ同位置で1度建て替えられている。なお、桁行の東から1間目の柱

筋上と西側の棟通り下には間柱と思われる柱穴がある。また、本建物跡とＳＢ1584の東妻は柱筋が揃っ

ている。 

〔重複〕（古）ＳＩ506、ＳＤ507・516・520 （不明）ＳＢ577・588・1580・

1581・1582・1583・1585・1591・1602・1649、ＳＩ519、ＳＥ505、ＳＫ656 

〔柱穴〕方形や隅丸方形で、Ａ期では一辺が0.4～0.7ｍであり、深さは最も

深いもので0.6ｍである。埋土は炭化物や地山ブロックを含む黒褐色のシルトなどである。 

Ｂ期では一辺が0.4～0.6ｍであり、深さは最も深いもので0.6ｍである。埋土は地山ブロックを含む

黒褐色のシルトなどである。また、両妻棟通り下の柱穴の底面には礎板が入れられていた。 

〔柱痕跡〕Ｂ期では直径15cm前後の円形で、堆積土は黒褐色の粘質シルトである。また、北側柱列西か

ら2間目の柱穴には柱根が残っていた。 

〔柱間・方向〕Ａ期は後続するＢ期の柱穴に壊されており判然としないが、

ほぼＢ期と同様と思われる。 

Ｂ期は、柱間は、梁行が東妻で西から2.4ｍ・2.5ｍ・2.5ｍで総長は7.4

ｍであり、梁行が東妻で北から2.1ｍ・2.1ｍで総長4.2ｍである。方向は

南側柱列でＥ－2°－Ｎである。 

〔出土遺物〕Ａ期の柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器坏・甕

などが出土した。Ｂ期の柱穴からは非ロクロ調整の土師器坏・甕、ロクロ

調整の土師器坏、須恵器坏・蓋などが出土した。そのほか、いずれとも決められない柱穴から、非ロク

ロ調整の土師器椀・鉢、須恵器甕が出土した。 

【ＳＢ530掘立柱建物跡】（付図2、第159図） 

桁行3間、梁行2間の南北棟と思われ、東側柱列の北から2・3番目の柱穴は検出されなかった。 

〔重複〕（古）ＳＩ498、ＳＤ486・503・583 （新）ＳＢ1583 （不明）ＳＢ1650 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.6～0.9ｍであり、深さは最も深いもので0.4

ｍである。埋土は地山ブロックを含む黒褐色のシルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径20cm前後の円形で、堆積土は黒褐色の半

粘質シルトである。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から1.6ｍ・

1.4ｍ・1.5ｍで、総長は4.5ｍであり、梁行は南妻で西から1.7ｍ・1.8ｍ

で総長は3.4ｍである。方向は西側柱列でＮ－7°－Ｗである。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甑・甕、ロクロ調整の土師器鉢などが出土した。 
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【ＳＢ553掘立柱建物跡】（付図2） 

桁行3間、梁行2間の南北棟である。 

〔重複〕（古）ＳＩ491、ＳＫ545・546 （不明）ＳＢ576・1586・1588・1601・1650・1652・1653・1654、

ＳＩ489、ＳＤ487、ＳＫ537・538 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.3ｍほどであり、深さは最も深いもので

0.6ｍである。埋土は地山ブロックを含む黒褐色のシルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形であり、堆積土は黒褐色

の粘質シルトである。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から2.3ｍ・

2.1ｍ・2.3ｍで、総長は6.7ｍであり、梁行が北妻で西

から2.0ｍ・2.2ｍで総長4.2ｍである。方向は西側柱列でＮ－14°－Ｗである。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器鉢・甕が出土した。 

【ＳＢ554Ａ・Ｂ掘立柱建物跡】（付図2、第159図） 

桁行3間、梁行2間の東西棟で、南側に廂がつく。廂の中央の2個の柱穴は土壙によって壊されている。

ほぼ同位置で1度建て替えられている。 

なお、廂の柱穴は1時期しかなく、いずれの時期かは決定できないが、柱穴の並びからＢ期である可

能性が高いと思われる。 

〔重複〕（古）ＳＩ533、ＳＤ645、ＳＫ527・531 （新）ＳＤ402・482・483・484、

ＳＫ485 （不明）ＳＢ425・475・526・577・680・1580・1581・1582・1584・1585・

1591・1651、ＳＩ560、ＳＤ532 

〔柱穴〕隅丸方形や円形で、Ａ期では一辺が0.3～0.4ｍであり、深さは最も深い

もので0.5ｍである。埋土は炭化物や地山ブロックを含む黒褐色のシルトなどであ

る。 

Ｂ期では一辺が0.3～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.5ｍである。堆積土は地山ブロックを含

む黒褐色のシルトなどである。 

〔柱痕跡〕Ａ・Ｂ期共に直径15cm前後の円形で、堆積土は黒褐色の粘質シルトである。 

〔柱間・方向〕Ａ期は後続するＢ期の柱穴に壊されており判然としないが、

ほぼＢ期と同様と思われる。 

Ｂ期は、柱間は、桁行が北側柱列で西から1.8ｍ・1.7ｍ・1.9ｍで、総長

は5.4ｍであり、梁行が東妻で北から1.7ｍ・1.9ｍで廂の出が1.8ｍであり、

総長5.4ｍである。方向は北側柱列でＥ－3°－Ｓである。 

〔重複〕（古）ＳＩ498・499 （不明）ＳＢ1584・1650・1652 

【ＳＢ575掘立柱建物跡】（第159図） 

〔出土遺物〕Ｂ期の柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器の甕が出土した。 

桁行2間、梁行2間の南北棟で、北東隅の柱穴は検出されなかった。 
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〔柱穴〕方形や楕円形で、一辺が0.3～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍである。

埋土は地山のブロックを含む黒褐色シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形で、堆積土は地山のブロックや炭化物を少量含む黒褐色粘

質シルトである。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から1.7ｍ・1.8ｍで、総長3.5ｍ

であり、梁行が南側柱列で西から1.6ｍ・1.5ｍで、総長3.1ｍである。方向は

西側柱列でＮ－2°－Ｗである。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

【ＳＢ576掘立柱建物跡】（付図2、第160図） 

桁行3間、梁行2間の東西棟で、東妻の中央と南側の柱穴は溝などによって壊されている。 

〔重複〕（古）ＳＩ489・491・492 （新）ＳＤ486 （不明）ＳＢ553・651・

1601・1654 

〔柱穴〕隅丸方形で、一辺が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.3

ｍである。埋土は地山ブロックを含む黒褐色のシルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径10cm前後の円形で、堆積土は黒褐色の粘質シルトである。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から1.8ｍ・1.9ｍ・2.7ｍで、総

長は6.4ｍであり、梁行が西妻で北から2.3ｍ・1.9ｍで総長4.2ｍである。方向は北側柱列でＥ－8°－

Ｎである。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

【ＳＢ577掘立柱建物跡】（付図2、第159図） 

桁行4間、梁行2間の南北棟で、東側柱列の南から2番目と北妻の西側の柱穴は土壙や溝によって壊さ

れている。 

〔重複〕（古）ＳＤ518 （新）ＳＢ1585、ＳＤ402・483・484、ＳＫ485・495 （不

明）ＳＢ475・526・554・655・1580・1581・1582・1584・1585・1591・1651・1652、

ＳＩ533・560、ＳＫ527・531・650 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2～0.4ｍ前後であり、深さは最も深いも

ので0.5ｍである。埋土は地山ブロックを含む黒褐色のシルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径10cm前後の円形で、堆積土は黒褐色の粘質シルトである。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が東側柱列で北から2.0ｍ・

2.3ｍ・3.8ｍ（2間分）で、総長は8.1ｍであり、梁行が南妻で東から1.8ｍ・

1.6ｍで総長3.4ｍである。方向は東側柱列でＮ－14°－Ｗである。 

【ＳＢ588掘立柱建物跡】（付図2、第159図） 

桁行2間、梁行2間の南北棟である。 

〔重複〕（古）ＳＤ507・516 （新）ＳＩ506、ＳＥ505 （不明）ＳＢ526・1582・1583・1602・1649、 



桁行3間以上、梁行2間の東西棟と思われ、ＳＤ486より東へは延びないことから桁行は3間と推定され

る。したがって、東妻は溝によって壊されたと思われる。 

【ＳＢ651掘立柱建物跡】（第160図） 

〔出土遺物〕柱穴から土師器坏・甕、ロクロ調整の土師器甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から2.8ｍ・

2.4ｍで、総長は5.2ｍであり、梁行が北妻で西から2.2ｍ・2.1ｍで総長4.3

ｍである。方向は西側柱列でＮ－9°－Ｅである。 

 

〔重複〕（新）ＳＢ1600、ＳＤ359・561 （不明）ＳＢ1579・1601、ＳＩ464、ＳＫ565 

【ＳＢ652掘立柱建物跡】（付図2、第160図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕、赤焼土器坏が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北柱列で西から1.9ｍ・1.7ｍ・（不明）であり、

梁行が西妻で北から1.5ｍ・1.6ｍで、総長3.1ｍである。方向は北側柱列でＥ－3°

－Ｓである。 

〔柱痕跡〕直径10cm前後の円形で、堆積土は黒褐色の粘質

シルトである。 
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ＳＩ498、ＳＫ656 

〔柱穴〕方形や楕円形で、一辺が0.2～0.6ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍ

である。埋土は地山ブロックを含む黒褐色のシルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径20cm前後の円形で、堆積土は黒褐色の粘

質シルトである。 

〔重複〕（古）ＳＩ492 （新）ＳＤ151・486・488、ＳＫ544 （不明）ＳＢ576・

1655 

〔柱穴〕方形や円形で、一辺が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍ

である。埋土は地山ブロックを多量に含むにぶい黄褐色のシルトなどである。 

桁行3間、梁行2間の南北棟である。 

〔柱穴〕隅丸方形で、一辺が0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.6ｍであ

る。埋土は地山ブロックを多量に含むにぶい黄褐色のシルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形であり、堆積土は黒褐色の

粘質シルトである。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西柱列で北から1.7ｍ・1.9

ｍ・1.9ｍで、総長が5.5ｍであり、梁行が北妻で西から1.8

ｍ・2.0ｍで、総長3.8ｍである。方向は西側柱列でＮ－13°－Ｗである。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

【ＳＢ655掘立柱建物跡】（第159図） 

桁行2間、梁行2間の平面形が正方形の総柱建物跡で、東側柱列の南側の柱穴はＳＢ526によって壊 
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されている。 

西側に1棟分ずれて存在するＳＢ1580とは、同規模・同構造であることから、本

建物跡はＳＢ1580の建て替えと考えられる。 

〔重複〕（古）ＳＢ1580、ＳＩ506・519、ＳＤ516 （新）ＳＢ526、ＳＤ402・482・

483・484・520 （不明）ＳＢ475・577・1581・1582・1591・1649 

〔柱穴〕方形や隅丸方形で、一辺が0.3～0.6ｍであり、深さは最も深いもので0.4

ｍである。埋土は地山ブロックを含む黒褐色のシルトなどで、焼けた骨を含

むものもある。 

〔柱痕跡〕直径20cm前後の円形で、堆積土は黒褐色の粘質シルトである。 

〔柱間・方向〕柱間は、南北が西側柱列で北から1.8ｍ・1.7ｍで、総長が3.5

ｍであり、東西が北側柱列で西から1.8ｍ・1.8ｍで、総長3.6ｍである。方向

は西側柱列でＮ－32°－Ｗである。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏が出土した。 

【ＳＢ680掘立柱建物跡】（第158図） 

桁行2間、梁行2間の南北棟総柱建物跡で、北側柱列の中央の柱穴は溝によって壊されている。 

〔重複〕（古）ＳＡ549、ＳＩ624、ＳＫ628・667 （新）ＳＢ1577・1585、ＳＤ471・

521、ＳＫ522・664 （不明）ＳＢ502・554・1595 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.3～0.5であり、深さは最も深いもので0.5ｍ

である。埋土は炭化物や焼土、地山ブロックを含む黒褐色のシルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形で、堆積土は黒褐色の粘質シルトである。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から2.2ｍ・2.1ｍで、総長が4.2ｍであり、梁行が南妻で

西から2.0ｍ・1.6ｍで、総長3.6ｍである。方向は東側柱列でＮ－1°－Ｗである。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・高坏・鉢・甕、瓦、カマド本体の焼壁が出土した。 

【ＳＢ768掘立柱建物跡】（付図2、第161図） 

桁行3間、梁行2間の南北棟である。 

〔重複〕（古）ＳＢ1611、ＳＩ765、ＳＤ503 （不明）ＳＢ1592・1612・1613・

1614・1615・1619・1620・1621・1662 

〔柱穴〕方形で、一辺が0.3～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍである。

埋土は炭化物を含む黒褐色のシルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形である。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から2.1ｍ・2.0

ｍ・2.2ｍで、総長は6.4ｍであり、梁行が南妻で西から2.2ｍ・2.4ｍで、総長は4.6

ｍである。方向は東側柱列でＮ－8°－Ｅである。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・椀・甕、ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器坏、赤焼

土器坏、カマドの焼壁が出土した。 
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【ＳＢ899掘立柱建物跡】（付図2） 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が東側柱列で北から1.9ｍ・1.7ｍ・1.9ｍ・（不明）であ

り、梁行が北妻で西から2.1ｍ・2.1ｍで、総長4.2ｍである。方向は東側柱列でＮ－1°－Ｅである。 

〔重複〕（古）ＳＢ1576、ＳＡ549 （新）ＳＤ547・634 （不明）ＳＢ425・1572・1660 

【ＳＢ1575掘立柱建物跡】（第158図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から2.2ｍ・1.7ｍで、総長3.9ｍであり、梁行が北妻で西

から1.5ｍ・1.2ｍで、総長が2.7ｍである。方向は西側柱列でＮ－9°－Ｗである。 

桁行2間、梁行2間の南北棟と推定され、棟通り下の南よりには間仕切りの柱穴がある。東側柱列の南

から1・2番目の柱穴は溝によって壊されている。 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形である。 

【ＳＢ1576掘立柱建物跡】（第158図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

【ＳＢ1577掘立柱建物跡】（第158図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

桁行3間以上、梁行2間の南北棟である。南側は送水管埋設溝より南へは延びないことから、桁行は3

間ないし4間と推定される。 

桁行2間、梁行1間の南北棟である。 

桁行2間、梁行2間の南北棟で、南側に間仕切りの柱穴がある。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から1.3ｍ・1.9ｍで、総長3.2ｍであり、梁行

が北妻で2.0ｍである。方向は西側柱列でＮ－9°－Ｅである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍであ

る。埋土は地山ブロックを多く含む黒褐色シルトなどである。 

〔柱穴〕方形や円形で、一辺が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍである。

埋土は地山ブロックや灰白色火山灰のブロックを多く含む黒褐色のシルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＡ549 （新）ＳＢ1575、ＳＤ471・472・473・547・634・677 （不

明）ＳＢ475・1572・1660 

〔柱穴〕楕円形や隅丸方形で、長径が0.4～0.6ｍであり、深さは最も深いもので0.2ｍ

である。埋土は地山ブロックを含む黒褐色のシルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＦ896 （新）ＳＤ402 （不明）ＳＤ471・472・473 

〔柱痕跡〕直径20cmの円形で、堆積土は黒褐色の粘質シルトである。 

〔重複〕（古）ＳＢ680、ＳＩ493 （新）ＳＫ515・552・664 （不明）ＳＢ502・1599、ＳＤ672、Ｓ

Ｋ653 



〔柱間・方向〕柱間は、東西が南側柱列で西から2.2ｍ・1.6ｍで、総長3.8ｍであり、南北が東側柱列

で北から1.9ｍ・1.9ｍで、総長が3.8ｍである。方向は南側柱列でＥ－42°－Ｎである。 

〔柱痕跡〕直径10cm前後の円形である。 
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〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので

0.2ｍである。埋土は地山の小ブロックを含む黒褐色シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から3.4ｍ・1.1ｍで、総長4.5ｍであ

り、梁行が北妻で西から2.5ｍ・0.9ｍで、総長3.4ｍである。方向は西側柱列でＮ

－34°－Ｗである。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

【ＳＢ1579掘立柱建物跡】（第160図） 

桁行3間、梁行3間の東西棟で、西妻の中央の2個、東妻の南端、北側柱列の東から2番目の柱穴は検出

されなかった。 

〔重複〕（新）ＳＢ554・1585・1591、ＳＤ448・484、ＳＫ531・627 （不明）ＳＢ526・577・655・1580・ 

【ＳＢ1581掘立柱建物跡】（第159図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

桁行2間、梁行2間の平面形が正方形の総柱建物跡で、西側柱列の北から1番目の柱穴は溝によって壊

されている。 

【ＳＢ1580掘立柱建物跡】（第159図） 

〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ調整の土師器坏・甕、赤焼土器坏、砥石が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から2.8ｍ・3.7ｍ（2間分）で、総長6.5ｍであり、梁行が

東妻で北から1.7ｍ・1.6ｍ・不明であり、西妻で4.3ｍである。方向は北側柱列でＥ－31°－Ｎである。 

桁行2間、梁行2間の南北棟で、北妻は3間である。 

なお、先述のように、ＳＢ655はこの建物跡の建て替えと考えられる。 

〔柱穴〕隅丸方形や円形で、一辺が0.2～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.3

ｍである。埋土は地山ブロックや灰白色火山灰のブロックを多く含む黒褐色のシ

ルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＩ560 （新）ＳＢ475・655、ＳＤ402・482・483・484 （不

明）ＳＢ526・554・577・1581・1585・1591 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱穴〕楕円形や隅丸方形で、一辺が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深い

もので0.3ｍである。埋土は地山のブロックや炭化物を含む黒褐色シルト

などである。 

〔重複〕（古）ＳＢ652、ＳＫ659 （新）ＳＤ525 （不明）ＳＢ1579・

1599・1600 



【ＳＢ1584掘立柱建物跡】（第159図） 

〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ調整の土師器甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が東側柱列で北から2.0ｍ・2.6ｍ・2.2ｍで、総長6.9

ｍであり、棟通り下が北から1.7ｍ・1.7ｍ・3.3ｍで、総長6.8ｍである。梁行は北

妻で西から1.6ｍ・1.4ｍで、総長3.0ｍである。方向は東側柱列でＮ－11°－Ｗで

ある。 

〔重複〕（古）ＳＢ530・1602、ＳＩ498 （新）ＳＫ504 （不明）ＳＢ526・588・1584・1649・1650、

ＳＤ507・583、ＳＫ508 

【ＳＢ1583掘立柱建物跡】（第159図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で西から3.0ｍ・3.1ｍで、総長6.1

ｍであり、梁行が西妻で北から2.7ｍ・2.9ｍで、総長が5.6ｍである。方

向は南側柱列でＥ－16°－Ｎである。 

〔重複〕（古）ＳＩ506、ＳＤ516 （新）ＳＫ495 （不明）ＳＢ526・554・577・588・655・1581・1585・

1591・1649・1651・1680、ＳＩ498、ＳＥ505 

【ＳＢ1582掘立柱建物跡】（第159図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が東側柱列で北から1.5ｍ・2.7ｍで、総長4.2ｍであ

り、梁行が北妻で東から1.0ｍ・1.1ｍ・1.2ｍで、総長3.3ｍであり、西妻で東から1.8ｍ・1.8ｍで、総

長3.6ｍである。方向は東側柱列でＮ－39°－Ｅである。 
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1582・1651、ＳＤ484 

〔柱穴〕方形で、一辺が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.5ｍである。

埋土は地山のブロックや炭化物を多く含む黒褐色シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

桁行2間、梁行2間の東西棟総柱建物跡である。 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.3～0.6ｍであり、深さは最も深い

もので0.4ｍである。埋土は地山ブロックを含む黒褐色のシルトなどであ

る。 

〔柱痕跡〕直径10cm前後の円形である。 

桁行3間、梁行2間の南北棟で、桁行の北から1間目と建物のほぼ中央に間仕切りの柱穴がある。 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.4

ｍである。埋土は地山のブロックや炭化物を多く含む黒褐色シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

桁行4間、梁行2間の東西棟である。 



桁行3間、梁行2間の南北棟で、北妻棟通り下の柱穴と東側柱列の北から2番目の柱穴は検出されなか

った。 

【ＳＢ1586掘立柱建物跡】（付図2） 

〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ調整の土師器甕、須恵器甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で西から3.9ｍ・4.5ｍで、総長8.5ｍで

ある。梁行は西妻で北から1.8ｍ・2.0ｍ・2.0ｍで、総長4.8ｍである。方向は

南側柱列でＥ－11°－Ｎである。 

桁行2間、梁行3間の東西棟で、東側柱列の南から2番目の柱穴は検出されなかった。棟通り下中央に

床束と思われる柱穴がある。 

【ＳＢ1585掘立柱建物跡】（第159図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕、ロクロ調整の土師器甕、鉄滓が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から1.7ｍ・1.6ｍ・1.8ｍ・1.3ｍで

総長6.4ｍであり、梁行が西妻で北から1.8ｍ・2.0ｍで、総長が3.8ｍである。方

向は北側柱列でＥ－3°－Ｎである。 

 

〔重複〕（古）ＳＩ498・499、ＳＥ511、ＳＤ545 （新）ＳＢ1650・1657 （不明）ＳＢ575・577・1583・

1585・1653、ＳＤ487 
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〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2～0.5ｍであり、深さは最も深いも

ので0.5ｍである。埋土は地山ブロックを多量に含む黒褐色のシルトなどであ

る。 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形である。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から1.8ｍ・2.1ｍ・2.2ｍで、総長6.1 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形で、堆積土は黒褐色の粘質シル

トである。 

〔重複〕（古）ＳＥ511、ＳＤ545、ＳＫ546 （新）ＳＤ496、ＳＫ497 （不明）Ｓ

Ｂ553・1587・1588・1600・1601・1652・1653、ＳＤ551、ＳＫ546・556・666 

〔柱穴〕方形や隅丸方形で、一辺が0.2～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍ

である。埋土は地山ブロックを多量に含む黒褐色のシルトなど

である。 

〔重複〕（古）ＳＢ577・680・1581・1651、ＳＡ549、ＳＩ533、ＳＤ

645 （新）ＳＤ483、ＳＫ485・495・513 （不明）ＳＢ475・526・

554・1580・1582・1591・1652、ＳＤ402・484・518、ＳＫ527 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱穴〕隅丸方形や円形で、一辺が0.2～0.4ｍであり、深さは最も深

いもので0.5ｍである。埋土は地山のブロックや炭化物を含む黒褐色

シルトなどである。 



東西2間、南北2間の平面形が正方形の建物跡で、北側柱列の東から1・2番目の柱穴は検出されなかっ

た。 

【ＳＢ1591掘立柱建物跡】（第159図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で西から1.8ｍ・1.9ｍ・1.6ｍで、総

長5.3ｍであり、梁行が東妻で北から2.2ｍ・2.1ｍで、総長が4.3ｍである。方

向は南側柱列でＥ－3°－Ｓである。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で東から1.4ｍ・3.4ｍで、総長4.8ｍであり、梁行が東妻で北

から1.7ｍ・1.1ｍで、総長2.8ｍである。方向は南側柱列でＥ－17°－Ｓである。 

 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 
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ｍであり、梁行が南妻で西から2.1ｍ・2.4ｍで、総長が4.5ｍである。方向は西側柱列でＮ－2°－Ｅで

ある。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕が出土した。 

【ＳＢ1587掘立柱建物跡】（第159図） 

桁行2間、梁行2間の東西棟で、西妻の北側の柱穴は検出されなかった。また、桁行の東から1間目に

は間仕切りの柱穴がある。 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形で、堆積土は炭化物を含む黒褐色の粘質シルトで

ある。柱は切取られているものもあり、切取り穴の埋土は炭化物を含む黒褐色シ

ルトである。 

〔重複〕（古）ＳＩ491、ＳＤ545、ＳＫ546 （新）ＳＤ487 （不明）ＳＢ553・1584・1586、ＳＤ487 

【ＳＢ1588掘立柱建物跡】（第159図） 

〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ調整の土師器坏・甕が出土した。 

〔重複〕（古）ＳＩ493、ＳＫ666 （新）ＳＫ494 （不明）ＳＢ1586・1601、Ｓ

Ｄ496 

〔柱穴〕隅丸方形や円形で、一辺が0.2～0.4ｍあり、深さは最も深いもので0.4ｍ

である。埋土は地山のブロックや炭化物を含む黒褐色シルトなどである。 

桁行3間、梁行2間の東西棟で、北側柱列の東から2番目の柱穴は溝によって壊されている。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱穴〕隅丸方形や円形で、一辺が0.3ｍ程であり、深さは最も深いもので0.5ｍ

である。埋土は地山の小ブロックを含む黒褐色シルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＢ1581 （不明）ＳＢ526・554・577・655・1580・1582・1585・

1651、ＳＤ484、ＳＫ516 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2～0.6ｍであり、深さは最も深いもので

0.4ｍである。埋土は炭化物や地山ブロックを多量に含む黒褐色のシルトなどで

ある。 



〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から3.5ｍ・3.5ｍ・3.7ｍ

で、総長10.4ｍであり、梁行が北妻で西から4.2ｍ・4.3ｍで、総長8.5

ｍであり、南妻で西から5.2ｍ（2間分）・2.6ｍで、総長7.8ｍである。

また、桁行の南から1間目では西から3.2ｍ・2.0ｍ・（不明）である。方向は西側柱列でＮ－3°－Ｗで

ある。 

〔重複〕（古）ＳＩ493、ＳＤ672 （新）ＳＤ402 （不明）ＳＢ1577・1600・

1601、ＳＤ521・525、ＳＫ552・653 

桁行4間、梁行2間の南北棟で、桁行の北から1間目の棟通り下には間仕切りの

柱穴がある。南妻西側の柱穴は溝によって壊されている。 

【ＳＢ1599掘立柱建物跡】（付図2） 

〔出土遺物〕柱穴より須恵器坏が出土した。 

桁行3間、梁行2間（南妻は3間の可能性がある）の南北棟で、東側柱列の北から3番目の柱穴は検出さ

れなかった。建物内部には間仕切りの柱穴がある。 

【ＳＢ1595掘立柱建物跡】（第158図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で西から3.2ｍ・2.7ｍで、総長5.9ｍであり、梁行が西妻で2.8

ｍである。方向は南側柱列でＥ－1°－Ｓである。 
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〔柱間・方向〕柱間は、東西が南側柱列で西から1.6ｍ・2.0ｍで、総長3.7ｍであり、南北が西側柱列

で北から1.5ｍ・1.8ｍで、総長3.3ｍである。方向は南側柱列でＥ－44°－Ｎである。 

〔重複〕（古）ＳＩ746・747、ＳＤ503、ＳＫ490 （新）ＳＢ1654、ＳＤ486 （不明）ＳＢ1653、Ｓ

Ｄ846 

〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ調整の土師器甕が出土した。 

【ＳＢ1592掘立柱建物跡】（第161図） 

桁行2間、梁行1間の東西棟である。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。 

〔柱穴〕方形や楕円形で、一辺が0.5ｍ程であり、深さは最も深いもので0.6ｍ

である。埋土は地山の小ブロックを含む黒褐色シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2～0.5ｍであり、深さは最も深

いもので0.5ｍである。埋土は地山の小ブロックや炭化物を含む黒褐色

シルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＡ549・670、ＳＩ624・649、ＳＤ450・695、ＳＫ633 

（新）ＳＢ680、ＳＤ472 （不明）ＳＢ475・502・1572・1573・1574・

1577、ＳＫ523・626・628・632・667・668・678 

〔柱穴〕方形や楕円形で、一辺が0.3～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.5 
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〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2～0.7

ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍである。

埋土は地山の小ブロックや炭化物を多く含む黒

褐色シルトなどである。 

桁行5間（南側柱列では4間）、梁行3間（東側柱列では2間）の東西棟で、北西の隅の柱穴が検出され

なかったため、建物の平面形が長方形であるのか、北西の隅が欠けているのかは判断できない。建物内

部には間仕切りの柱穴が多くある。 

【ＳＢ1601掘立柱建物跡】（付図2、第160図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

 

〔重複〕（古）ＳＢ652 （新）ＳＫ474 （不明）ＳＢ1586・1599・1601、ＳＤ525・551・561、ＳＫ

497・501・565 

【ＳＢ1600掘立柱建物跡】（第160図） 

桁行3間（南側柱列では2間）、梁行1間の東西棟である。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から1.8ｍ・2.0ｍ・1.9ｍで、

総長5.6ｍであり、南側柱列で西から2.7ｍ・3.2ｍで総長5.9ｍである。梁

行が西妻で4.0ｍである。方向は北側柱列でＥ－37°－Ｎである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.3～0.4ｍであり、深さは最も深い

もので0.4ｍである。埋土は地山の小ブロックを多く含む黒褐色シルトなど

である。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が東側柱列で北から2.6ｍ・2.1ｍ・2.0ｍ・

1.7ｍで、総長は8.4ｍであり、梁行が北妻で西から2.0ｍ・2.1ｍで、総長

が4.1ｍである。方向は東側柱列でＮ－22°－Ｗである。 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形で、堆積土は黒褐色のシルトである。 

ｍである。埋土は炭化物や地山ブロックを多量に含む黒褐色のシルトなど

である。 

〔重複〕（古）ＳＩ464・491・492・493、ＳＫ546 

（新）ＳＤ402・496 （不明）ＳＢ553・576・651・

652・1579・1586・1587・1588・1599・1600・1652・

1653・1654・1655、ＳＤ487・521・525・551、Ｓ

Ｋ494・497・501 

〔柱間・方向〕柱間は、東側では桁行が北側柱列で西から2.7ｍ・4.4ｍ・4.0ｍであり、西側の張り出し 
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【ＳＢ1612掘立柱建物跡】（第161図） 

【ＳＢ1611掘立柱建物跡】（第161図） 

〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ調整の土師器坏・鉢・甕、須恵器甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で西から1.7ｍ・0.7ｍで、総長2.4ｍであり、梁行が東妻で1.2

ｍである。方向は南側柱列でＥ－3°－Ｎである。 

〔重複〕（古）ＳＤ507 （新）ＳＢ1583、ＳＫ508 （不明）ＳＢ526・588 

【ＳＢ1602掘立柱建物跡】（第159図） 

〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ調整の土師器坏・甕、砥石が出土した。 

 

ている部分の北側柱列では西から2.4ｍ・2.6ｍで、総長は16ｍ程と思われる。南

側柱列では西から3.1ｍ・2.4ｍ・6.9ｍ・4.0ｍで総長16.4ｍである。梁行が西か

ら2間目で北から3.2ｍ・2.6ｍ・4.6ｍで総長10.4ｍであり、東妻で北から6.1ｍ・

3.9ｍで総長10.1ｍである。方向は南側柱列でＥ－2°－Ｎである。 

桁行3間、梁行1間の南北棟である。 

桁行2間（北側柱列では1間）、梁行1間の東西棟である。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱穴〕楕円形で、長径が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍである。埋土

は小ブロックや炭化物を含む黒褐色の砂質シルトである。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・鉢・甕が出土した。 

ｍ・3.9ｍで、総長は11.4ｍであり、梁行が北妻で3.7ｍである。方向は東側柱列で

Ｎ－5°－Ｅである。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が東側柱列で北から3.9ｍ・3.6 

である。 

〔柱痕跡〕直径15cm前後の円形で、堆積土は黒褐色のシルト 

〔柱穴〕方形や円形で、一辺が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍであ

る。埋土は炭化物を含む黒褐色の砂質シルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＩ756・765・875・890 （新）ＳＢ768 （不明）ＳＢ1604・1612・

1613・1614・1615・1619・1620・1621、ＳＩ754 

〔柱痕跡〕直径10cm前後の円形で、堆積土は黒褐色のシルトである。 

〔柱穴〕楕円形や方形で、長径が0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.2

ｍである。埋土は地山の小ブロックや炭化物を含む黒褐色の砂質シルトなどで

ある。 

〔重複〕（古）ＳＩ754・756・765・766・874 （新）ＳＢ1614 （不明）ＳＢ

768・1611・1613・1615・1620・1621 

桁行3間（東側柱列では4間）、梁行2間の南北棟である。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が東側柱列で北から2.8ｍ・1.6ｍ・2.3ｍ・1.9ｍ 
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で、総長は8.6ｍであり、西側柱列で北から3.0ｍ・2.9ｍ・2.9ｍで、総長が8.8

ｍである。梁行は北妻で西から2.3ｍ・1.8ｍで、総長4.1ｍである。方向は西

側柱列でＮ－16°－Ｗである。 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・椀・甕が出土した。 

【ＳＢ1613掘立柱建物跡】（第161図） 

桁行2間以上、梁行1間の東西棟で、西側は排水溝などによって壊されている可能性がある。 

〔重複〕（古）ＳＩ746・755・765、ＳＤ503 （不明）ＳＢ768・1592・1611・1612・1615・1619・1620・

1621 

〔柱穴〕円形や楕円形で、長径が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いも

ので0.3ｍである。埋土は炭化物を含む黒褐色の砂質シルトである。 

〔柱痕跡〕直径10cm前後の円形である。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で東から2.8ｍ・3.6ｍ・不明で

あり、梁行が東妻で3.9ｍである。方向は南側柱列でＥ－4°－Ｓである。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で東から2.5ｍ・1.9ｍで、総長4.4ｍであ

り、梁行が東妻で北から1.9ｍ・1.9ｍで、総長3.8ｍである。方向は北側柱列でＥ－2°－Ｎである。 

〔柱間・方向〕柱間は、東西が北側柱列で東から2.7ｍ・2.4ｍで、総長5.1ｍであり、南北が西側柱列

で北から0.9ｍ・2.1ｍ・1.8ｍで、総長4.9ｍである。方向は北側柱列でＥ－5°－Ｎである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

【ＳＢ1615掘立柱建物跡】（第161図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕が出土した。 

〔重複〕（古）ＳＩ765・766・767・874 （不明）ＳＢ768・1611・1612・1615・1617・1618・1620・

1662 

【ＳＢ1614掘立柱建物跡】（第161図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕が出土した。 

東西2間（南側柱列では1間）、南北3間（東側柱列では1間）の平面形がほぼ正方形の建物跡である。 

桁行2間（北側柱列では1間）、梁行2間（西妻では1間）の東西棟である。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。 

〔柱穴〕楕円形で、長径が0.2～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.2ｍである。

埋土は炭化物を含む黒褐色の砂質シルトなどである。 

〔柱穴〕方形や楕円形で、一辺が0.2～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.4

ｍである。埋土は地山の小ブロックや炭化物を含む黒褐色の砂質シルトなどであ

る。 

〔重複〕（古）ＳＩ765・766・767・874 （不明）ＳＢ768・1611・1612・1613・

1614・1617・1618・1620 



〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・鉢・甕、須恵器坏が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が東側柱列で北から1.4ｍ・2.0ｍで、総長

3.5ｍであり、梁行が南妻で2.8ｍで、北妻で東から1.7ｍ・不明である。

方向は東側柱列でＮ－38°－Ｅである。 
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〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕が出土した。 

【ＳＢ1616掘立柱建物跡】（第161図） 

桁行2間、梁行1間の東西棟の身舎に、北側に張り出しが付く建物跡である。 

〔重複〕（古）ＳＤ503・857 （不明）ＳＢ1615・1617・1662、ＳＤ461・846 

桁行2間、梁行1間の東西棟で、北側柱列北側と桁行の北から1間目の棟通り下には間柱がある。北西

隅の柱穴は検出されなかった。 

【ＳＢ1618掘立柱建物跡】（第161図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・鉢・甕、須恵器坏・壷、赤焼土器坏が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、東西が北側柱列で西から2.2ｍ・2.3ｍで、総長4.5

ｍであり、南北が西側柱列で北から2.3ｍ・2.4ｍで、総長4.7ｍである。

方向は西側柱列でＮ－37°－Ｗである。 

東西2間、南北2間の平面形がほぼ正方形の建物跡で、建物のほぼ中央には間柱がある。東・南側柱列

中央の柱穴は検出されなかった。 

【ＳＢ1617掘立柱建物跡】（第161図） 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から3.1ｍ・1.8ｍで、総長4.9ｍ

であり、梁行が西妻で3.9ｍである。張り出しは桁行が3.2ｍで、梁行が1.7ｍ

である。方向は北側柱列でＥ－0°－Ｎ・Ｓである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱穴〕円形や楕円形で、長径が0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.5

ｍである。埋土は炭化物を含む黒褐色の砂質シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱穴〕楕円形で、長径が0.2～0.7ｍであり、深さは最も深いもので0.4

ｍである。埋土は炭化物を含む黒褐色の砂質シルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＩ874、ＳＤ461 （不明）ＳＢ1614・1615・1616・1618 

 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。 

〔柱穴〕楕円形で、長径が0.5～0.7ｍであり、深さは最も深いもので0.3

ｍである。埋土は炭化物を含む黒褐色の砂質シルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＩ874 （不明）ＳＢ1614・1615・1617 
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【ＳＢ1619掘立柱建物跡】（第161図） 

桁行2間、梁行2間の東西棟で、北側柱列東側には2個の間柱がある。 

〔重複〕（古）ＳＢ1620・1662、ＳＤ503・872 （不明）ＳＢ768・1611・1613 

〔柱穴〕隅丸方形で、一辺が0.2～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍで

ある。埋土は地山の小ブロックや炭化物を含む黒褐色の砂質シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径20cm程の円形である。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から1.7ｍ・1.1ｍ・0.9ｍ・0.9ｍで、

総長4.6ｍであり、南側柱列では西から7.8ｍ・2.9ｍで、総長4.6ｍである。梁行

は西妻で北から1.7ｍ・1.7ｍで、総長3.5ｍである。方向は北側柱列でＥ－5°－Ｎである。 

〔重複〕（古）ＳＩ765・766・767 （新）ＳＢ1619 （不明）ＳＢ768・1611・1612・1613・1614・1615・

1617・1621 

〔出土遺物〕柱穴から非ロクロ調整の土師器坏・椀・鉢・高坏・甕が出土した。 

【ＳＢ1620掘立柱建物跡】（第161図） 

桁行2間、梁行2間の南北棟である。 

〔柱穴〕楕円形で、長径が0.2～0.6ｍであり、深さは最も深いもので0.3

ｍである。埋土は炭化物を含む黒褐色の砂質シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が西側柱列で北から3.4ｍ・3.4ｍで、総長

6.8ｍであり、梁行が北妻で西から3.2ｍ・2.9ｍで、総長が6.0ｍである。

方向は西側柱列でＮ－20°－Ｅである。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

【ＳＢ1621掘立柱建物跡】（第161図） 

桁行2間、梁行1間の東西棟である。 

〔重複〕（古）ＳＩ765、ＳＤ503 （不明）ＳＢ768・1611・1612・1613・

1619・1620、ＳＩ755 

〔柱穴〕方形や円形で、一辺が0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので

0.4ｍである。埋土は地山の小ブロックや炭化物を含む黒褐色の砂質シルト

などである。 

桁行3間（南側柱列では2間の可能性がある）、梁行1間の東西棟で、南西隅は柱穴は検出されなかっ

た。 

【ＳＢ1649掘立柱建物跡】（第159図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で西から3.4ｍ・3.7ｍで、総長7.1ｍであり、梁行が東妻で1.9

ｍである。方向は南側柱列でＥ－28°－Ｎである。 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。 
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〔重複〕（古）ＳＩ491・498・499、ＳＤ545 （新）ＳＢ1652 （不明）ＳＢ530・553・575・1584・

1588・1601・1653、ＳＤ487 

【ＳＢ1650掘立柱建物跡】（第159図） 

〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ調整の土師器坏・甕が出土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で東から3.1ｍ・2.0ｍ・1.5ｍで、総長6.6ｍであり、南側柱列

で東から3.3ｍ・不明である。梁行は東妻で3.8ｍである。方向は北側柱列でＥ－5°－Ｓである。 

 

〔重複〕（古）ＳＤ516、ＳＫ528・656 （不明）ＳＢ526・588・655・1582・

1583・1591 

〔柱穴〕隅丸方形で、一辺が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.5

ｍである。埋土は地山のブロックを多く含む黒褐色シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

桁行2間、梁行2間の平面形がやや歪んだ正方形の総柱建物跡である。 

〔柱穴〕隅丸方形で、一辺が0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍ

である。埋土は地山ブロックを含む黒褐色のシルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径20cm前後の円形である。 

〔柱間・方向〕柱間は、東西が北側柱列で西から3.1ｍ・2.7ｍで、総長は5.8

ｍであり、南北が西側柱列で北から3.0ｍ・2.6ｍで、総長が5.6ｍである。方向は北側柱列でＥ－0°－

Ｎ・Ｓである。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

【ＳＢ1651掘立柱建物跡】（第159図） 

桁行3間、梁行1間の東西棟で、南側柱列東から2番目の柱穴は検出されなかった。 

〔重複〕（新）ＳＢ1585、ＳＤ402 （不明）ＳＢ554・575・577・1581・1582・1584・1652、ＳＩ533、

ＳＤ482・484・518、ＳＫ495・527・531・650 

〔柱穴〕隅丸方形で、一辺が0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍ

である。埋土は地山のブロックや炭化物を含む黒褐色シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から1.8ｍ・1.9ｍ・2.9ｍで、総

長6.6ｍであり、梁行が西妻で3.8ｍである。方向は北側柱列でＥ－2°－Ｎで

ある。 

〔重複〕（古）ＳＩ498・499、ＳＥ511、ＳＤ518・545、ＳＫ546 （不明）ＳＢ553・575・1584・1586・

1588・1601・1650・1652、ＳＤ487 

【ＳＢ1652掘立柱建物跡】（第159図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

桁行3間、梁行2間の東西棟で、南側柱列東から2番目の柱穴は検出されなかった。 
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【ＳＢ1654掘立柱建物跡】（付図2、第160図） 

〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ調整の土師器坏・椀・鉢・甕、ロクロ調整の土師器坏、石帯の蛇尾が出

土した。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で7.6ｍであり、南入側

柱列で西から1.5ｍ・2.1ｍ・2.9ｍ・（不明）である。梁行が西

妻で北から2.0ｍ・2.6ｍで、縁または廂の出が1.0ｍであり、総

長5.5ｍである。方向は北側柱列でＥ－35°－Ｎである。 

〔重複〕（古）ＳＩ491、ＳＤ545、ＳＫ490・563 （新）ＳＤ487 （不明）ＳＢ553・1584・1586・1588・

1601・1650・1652、ＳＤ546 
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〔柱穴〕隅丸方形で、一辺が 0.2～0.4ｍであり、深さは最も深い

もので0.4ｍである。埋土は地山のブロックや炭化物を多く含む黒

褐色シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から 2.3ｍ・1.8ｍ・

2.5ｍで、総長7.6ｍであり、梁行が東妻で北から2.5ｍ・3.2ｍで、

総長5.7ｍである。方向は北側柱列でＥ－39°－Ｎである。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

【ＳＢ1653掘立柱建物跡】（第159・162図） 

桁行4間、梁行3間の東西棟で、南側に縁または廂が付く。 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が 0.2～0.4ｍであり、深さ

は最も深いもので0.3ｍである。埋土は地山のブロックや炭化物

を多く含む黒褐色シルトなどである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形である。 

桁行 4 間、梁行 2 間の東西棟で、棟通り下には床束がある。北側柱

列西から2番目と東妻北側の2個の柱穴は検出されなかった。 

〔重複〕（古）ＳＢ1592、ＳＩ489・491・492、ＳＤ486、ＳＫ490 （新）

ＳＢ651 （不明）ＳＢ553・1576・1601、ＳＤ488 

〔柱穴〕隅丸方形で、一辺が 0.1～0.4ｍであり、深さは最も深いもの

で0.4ｍである。埋土は地山のブロックや炭化物を多く含む黒褐色シル

トなどである。 



〔重複〕（古）ＳＤ503 （新）ＳＢ1619、ＳＤ872 （不明）ＳＢ768・1614・1616 

【ＳＢ1662掘立柱建物跡】（第161図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で西から1.7ｍ・1.2ｍで、総長2.9ｍであり、梁行が東妻で1.4

ｍである。方向は南側柱列でＥ－10°－Ｓである。 

 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形で、堆積土は炭化物や地山のブロックを含む灰黄褐色の砂質シルトである。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が北側柱列で西から4.0ｍ（2間分）・1.9ｍ・（不明）であり、南側柱列

で西から4.8ｍ（2間分）・3.0ｍ（2間分）で、総長7.8ｍである。梁行が西妻で北から2.2ｍ・2.3ｍで、

総長5.4ｍである。方向は南側柱列でＥ－43°－Ｎである。 

〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ調整の土師器甕が出土した。 

【ＳＢ1655掘立柱建物跡】（第160図） 

「Ｌ」字状に並ぶ4個の柱穴から推定したもので、東西1間（以上）、南北2間以上の建物跡と思われ

る。 

〔重複〕（古）ＳＩ492、ＳＤ461 （不明）ＳＢ576・651、ＳＩ464、ＳＤ151 

【ＳＢ1660掘立柱建物跡】（第158図） 

〔出土遺物〕柱穴より非ロクロ調整の土師器甕が出土した。 

桁行3間、梁行2間の東西棟で、北側柱列の東から2番目の柱穴は検出されなかった。 

桁行2間、梁行1間の東西棟で、北西隅の柱穴は検出されなかった。 

〔柱痕跡〕直径10cm前後の円形である。 

〔柱穴〕隅丸方形や楕円形で、一辺が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.4ｍ

である。埋土は地山の小ブロックを含む黒褐色の砂質シルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＡ549、ＳＤ634・677 （新）ＳＢ1575・1576 （不明）ＳＤ547 

〔柱痕跡〕直径15cm程の円形である。 

〔柱穴〕楕円形や円形で、長径が0.2～0.5ｍであり、深さは最も深いもので0.5

ｍである。埋土は地山の小ブロックを含む黒褐色の砂質シルトなどである。 

〔柱間・方向〕柱間は、東西が北側柱列で3.8ｍ・以下（不明）であり、南

北が西側柱列で北から2.1ｍ・1.9ｍ・以下（不明）である。方向は西側柱列

でＮ－18°－Ｅである。 

〔柱痕跡〕直径10cm程の円形で、堆積土は暗褐色シルトである。 

〔柱穴〕楕円形で、長径が0.2～0.3ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍ

である。埋土は地山のブロックを多く含む黒褐色シルトなどである。 

〔柱間・方向〕柱間は、桁行が南側柱列で西から2.1ｍ・2.0ｍ・1.3ｍで、総長

5.4ｍであり、梁行が東妻で北から2.2ｍ・2.0ｍで総長4.2ｍである。方向は南

側柱列でＥ－3°－Ｎである。 
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竪穴住居跡は26棟調査した。このほかに、平面的に確認したものが45棟以上ある。 

Ｂ 竪穴住居跡 

 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔柱間・方向〕柱間は、西から2.8ｍ・2.6ｍ・2.1ｍで、総長7.6ｍである。方向はＥ－4°－Ｎである。 

〔柱痕跡〕直径10cm前後の円形である。 

〔柱穴〕楕円形や隅丸方形で、長径が0.2～0.4ｍであり、深さは最も深いもので0.3ｍである。埋土は

地山のブロックを含む黒褐色のシルトである。 

 

〔重複〕（古）ＳＡ670、ＳＤ601・673 （新）ＳＤ642 （不明）ＳＢ623・1570・1648 

【ＳＡ1656塀跡】（第152図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

東西3間の一本柱列による塀跡である。 
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〔重複〕（古）ＳＤ359・461 （不明）ＳＢ652 

Ｃ区南東部にある。大きく削平されており、主柱穴と周溝の一部が検出されたが、カマドや壁は残っ

ていなかった。南側はＳＤ461によって壊されている。 

【ＳＩ464竪穴住居跡】（第160・163図） 

〔主柱穴〕4個あり、掘方は長径が0.4ｍ程の楕円形で、深さは0.1ｍ程であり、柱痕跡は径10cm程の円

形である。柱の間隔は東西が2.5ｍで、南北が2.2ｍである。 

〔周溝〕北辺の東側と東辺の北側に残っている。幅は0.1ｍ程で、深さは最も深い部分で3cmであり、横

断面形は「Ｕ」字形である。 

〔床面〕削平のため残っていないが、東側には掘方があり、掘方を掘って貼床していたと思われる。 

〔規模・平面形〕主柱穴と周溝との位置関係から一辺が4ｍ程の正方形と思われる。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、鉄鏃が出土している。図示したのは土師器坏2点と鉄鏃1点である。 

〔方向〕北辺でＥ－18°－Ｎである。 

〔堆積土〕炭化物を多く含む黒褐色である。 

〔壁〕最も高い部分で8cmで、ほぼ直立する。 

〔主柱穴〕北西の柱穴を除き3個検出した。掘方は一辺が0.2～0.3ｍの方形で、深さは12cm前後である。

柱痕跡は直径10cm程の円形である。 

〔重複〕（古）ＳＤ480・ＳＦ578、ＳＫ686・687・688 （新）ＳＢ640・694・1547・1548・1589・1593・

1647、ＳＤ470 

【ＳＩ477竪穴住居跡】（第151・165図） 

土師器の破片には坏・椀・甕がある。坏は、有段丸底坏とロクロ調整で回転ヘラケズリにより切離し

不明のものがある。甕はいずれも非ロクロ調整のものである。 

〔重複〕（古）ＳＤ589・669・673・674 （新）ＳＢ635・636・648・1596 

【ＳＩ468竪穴住居跡】（第152・164図） 

〔出土遺物〕少量の土師器が出土しているが図示できるものはない。有段丸底坏・椀・非ロクロ調整の

甕の破片などがある。 

〔方向〕周溝の東辺でＮ－3°－Ｅである。 

〔カマド〕東辺やや南よりに煙道と煙出しのピットがあることから、東辺に付設されていたと思われる。

カマド本体や燃焼部は残っていない。 

〔周溝〕全周している。幅は15cm程で、深さは最も深いところで12cmであり、横断面形は「Ｕ」字形で

ある。 

〔床面〕掘方を掘り貼床したもので、東側に一部残存しているが、大半が削平されて残っていない。 

〔規模・平面形〕東西4.0ｍ、南北3.0ｍ程の東西に長い長方形である。 

著しく削平されており、床面や壁は残っておらず、掘方が確認された。 

須恵器の破片は折り返し口縁の蓋である。 

著しく削平されており、東側に床面や壁の一部が残っていた。 

266



 267



〔重複〕（古）ＳＩ491・492 （新）ＳＢ576・1592、ＳＤ486、ＳＫ490 （不明）ＳＢ553 

【ＳＩ489竪穴住居跡】（第160・166・168図） 

 

 

〔規模・平面形〕南北4.8ｍ、東西3.7ｍ程の南北に長い長方形である。 

〔周溝〕北辺中央部を除き全周している。幅は20cm程で、深さは5cm前後であり、横断面形は「Ｕ」字

形である。 

〔カマド〕北東隅に貯蔵穴があることから、北辺に付設されていたと思われる。カマド本体や燃焼部は

残っていない。 

〔貯蔵穴〕北東隅にあり、長径1.1ｍ、短径0.7ｍ、深さ0.1ｍの楕円形である。 

〔方向〕東辺でＮ－13°－Ｗである。 

〔出土遺物〕少量の土師器が出土しているが図示できるものはない。坏・椀・甕の破片があり、坏は、

有段丸底坏、甕は非ロクロ調整のものである。 

〔床面〕掘方を掘って黄褐色土で貼床しており、ほぼ平坦で堅く締まっている。 

〔規模・平面形〕南北4.7ｍ、東西4.4ｍ以上の方形と思われる。 

Ｃ区南東部にあり、東側はＳＤ486や排水溝によって壊されている。 

〔カマド〕北辺の中央部やや西寄りに、本体の東側の側壁と燃焼部の焼面がある。煙道は発見されてい 
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ない。 

〔主柱穴〕4個あり、掘方は長径が0.3～0.7ｍの楕円形で、深さは最も深いもので0.6ｍである。柱痕跡

は径10cm程の円形である。柱の間隔は東西が2.6ｍで、南北が2.2ｍである。 

〔壁〕最も残りのよい部分で高さ9cm程であり、ほぼ直立する。 

〔堆積土〕暗褐色の自然堆積のシルト層である。 

〔方向〕西辺でＮ－12°－Ｅである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器が出土している。図示したのは土師器坏・甑、須恵器蓋が各1点である。 

〔貯蔵穴〕北西隅にあり、長径1.5ｍ、短径1.0ｍ、深さ0.2ｍの楕円形である。 

〔カマド〕北辺の中央部やや西寄りに付設されている。燃焼部には2時期の使用面があった。また、本

体の側壁の芯として土師器の甕が用いられていた。煙道は発見されていない。 

〔周溝〕全周していたと思われ、板材の痕跡がみられる。幅は10cm前後で、深さは3～10cmであり、横

断面形は「Ｕ」字形である。 

〔床面〕掘方を掘ってにぶい黄褐色土で貼床しており、ほぼ平坦で中央部は特に堅く締まっている。 

〔規模・平面形〕南北7.4ｍ、東西7.6ｍの方形である。 

〔重複〕（古）ＳＩ492 （新）ＳＢ553・576・1588・1592、ＳＩ489、ＳＤ487・488、ＳＫ490・533・

537 （不明）ＳＢ651 

【ＳＩ491竪穴住居跡】（第160・167・168・169・170図） 

土師器の破片には坏・高坏・椀・甕・甑がある。坏はいずれも有段丸底坏、甕はいずれも非ロクロ調

整のものである。 

須恵器の破片は少ないが、カエリの付く蓋がある。口径が10.7cmと小振りである。 

Ｃ区南東部にあり、南・東側はＳＩ489などによって壊されている。 

〔主柱穴〕4個あり、掘方は長径が0.2～0.6ｍの楕円形で、深さは0.1ｍ程である。柱痕跡は径10cm程の

円形である。柱の間隔は東西4.4ｍ、南北4.2ｍである。 
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土師器の破片には坏・高坏・鉢・甕・甑がある。坏はいずれも非ロクロ調整で、有段丸底坏、無段丸

底坏がある。甕はいずれも非ロクロ調整のものである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、土製支脚が出土している。図示したのは土師器坏5点、高坏2点、甑4点、

甕5点、土製支脚1点、須恵器高坏・蓋・平瓶・ ・甕が各1点である。 

〔方向〕西辺でＮ－37°－Ｗである。 

〔堆積土〕炭化物などを含む黒褐色などの自然堆積のシルト層である。 

〔壁〕最も残りのよい部分で高さ0.2ｍ程であり、ほぼ直立する。 

須恵器は、図化した以外の破片では甕の体部破片が少量あるのみである。 
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〔周溝〕Ａ期では、北西隅を除き全周しており、幅は20cm程で、深さは10cm前後であり、横断面形は「Ｕ」

字形である。Ｂ期ではほぼ全周し、幅は10cm前後で、深さは5cm前後であり、横断面形は「Ｕ」字形で

ある。 

〔床面〕Ａ期では掘方を掘って地山ブロックを多く含む黒褐色シルトで貼床しており、Ｂ期ではその上

に暗褐色シルトなどで貼床している。 

〔規模・平面形〕南北4.8ｍ、東西4.4ｍのやや南北に長い方形である。 

〔重複〕（古）ＳＤ521、ＳＫ542・666 （新）ＳＢ1577・1599・1601、ＳＤ402・482・484、ＳＫ494・

540・552 （不明）ＳＢ1586 

【ＳＩ493竪穴住居跡】（第159・171・172図） 

〔出土遺物〕非ロクロ調整の土師器甕が出土しているが図示できない。 

〔方向〕西辺でＮ－5°－Ｗである。 

〔周溝〕東辺、南辺の東側と西辺の北側に残っている。幅は10cm前後で、深さは6～10cmであり、横断

面形は「Ｕ」字形である。 

〔出土遺物〕土師器甕、須恵器坏、砥石が出土している。図示したのは土師器甕2点、須恵器坏5点、砥

石1点である。 

〔方向〕西辺でＮ－6°－Ｗである。 

〔堆積土〕自然堆積のにぶい黄褐色シルトである。 

〔床面〕掘方を掘って貼床していたと思われる。 

〔規模・平面形〕南北3.4ｍ以上、東西4.3ｍの方形と思われる。 

 

〔壁〕Ａ期では高さ6～14cmで、ほぼ直立する。Ｂ期では高さ2～10cmである。 

〔主柱穴〕Ａ期では、対角線上に4個あり、柱穴は長径0.3～0.4ｍ、深さ0.4ｍの楕円形である。柱痕跡

は直径15cm前後の円形で、柱は抜き取られている。Ｂ期では北東の柱穴が土壙によって壊されており3

個しか残っていない。柱穴は長径0.2～0.5ｍ、深さ0.1ｍの楕円形である。 

〔貯蔵穴〕Ｂ期には南東隅にあり、長径1.1ｍ、短径0.8ｍ、深さ0.2ｍの楕円形である。Ａ期は不明で

あるがＢ期と同位置であった可能性がある。 

〔重複〕（新）ＳＢ553・576・651、ＳＩ489・491、ＳＤ488・525 

Ｃ区南東部にあり、削平のため掘方と周溝の一部しか残っていない。また、北側はＳＩ489・491など

によって壊されている。 

【ＳＩ492竪穴住居跡】（第160・168図） 

〔カマド〕各期とも東辺の中央部やや南寄りに付設されている。約1.3ｍ東側に煙出しのピットがある。

Ｂ期ではカマド本体の基底部と燃焼部が残っていた。基底部の幅は約60cmである。 

〔壁柱穴〕Ａ期では主柱穴の延長上の壁際にあり、Ｂ期では東西方向は主柱穴の延長上にあり、南北方

向は各辺の両端と中央にある。いずれも直径0.2ｍ前後の円形で、柱痕跡は直径6cm程の円形である。 

西側が溝によって、東側中央よりが土壙によって壊されている。1度改築されている。 

土師器の破片には坏・高台坏・椀・甕・甑がある。坏は有段丸底坏、非ロクロ調整の無段平底坏が 
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【ＳＩ498竪穴住居跡】（第159・173・174図） 

須恵器の破片には、坏・高坏・高台坏・甕・長頚瓶・蓋がある。坏は底部がヘラ切り無調整のもので

ある。 

ある。甕は非ロクロ調整のものである。 

〔重複〕（古）ＳＩ499、ＳＤ583、ＳＫ654 （新）ＳＢ530・575・1584 （不明）ＳＢ526・588・182・ 
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〔周溝〕全周しており、幅は20cm前後で、深さは4～7cmであり、横断面形は「Ｕ」字形である。 

 

〔床面〕掘方を掘ってにぶい黄褐色土や暗褐色土で貼床している。 

〔規模・平面形〕南北4.0ｍ、東西3.8ｍの方形で、やや歪んでいる。 

1602 
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〔カマド〕東辺中央部に焼け面があることから、この場所に付設されていたと思われる。カマド本体は

残っていない。 

〔周溝〕南・東辺、北辺東半部、西辺南寄りにある。幅は20cm程で、深さは10cm程であり、横断面形は

「Ｕ」字形である。 

〔床面〕掘方を掘り、地山の黄褐色シルトで貼床している。 

〔規模・平面形〕南北3.3ｍ、東西2.8ｍの南北にやや長い方形である。 

〔重複〕（古）ＳＢ588、ＳＤ516・655、ＳＫ647 （新）ＳＢ526・655・1592 （不明）ＳＩ519 

【ＳＩ506竪穴住居跡】（第159・175図） 

〔出土遺物〕少量の土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。 

〔方向〕南辺でＥ－10°－Ｎである。 

〔堆積土〕暗褐色の自然堆積のシルト層である。 

〔壁〕最も残りのよい部分で高さ12cmであり、ほぼ直立する。 

〔主柱穴〕4個あり、掘方は長径が0.2ｍ程の楕円形や隅丸方形で、深さは0.3ｍ程である。柱痕跡は径

10cm程の円形である。柱の間隔は東西、南北とも2.2ｍである。 

〔床面〕掘方を掘ってにぶい黄褐色土や灰黄褐色土で貼床している。 

〔規模・平面形〕南北4.0ｍ、東西4.0ｍ程の正方形と思われる。 

〔重複〕（古）ＳＫ654 （新）ＳＢ575・1584、ＳＩ498、ＳＤ487 

【ＳＩ499竪穴住居跡】（第159・173図） 

土師器の破片には坏・高坏・椀・甕・甑がある。坏はいずれも有段丸底坏であり、甕はいずれも非ロ

クロ調整のものである。 

〔出土遺物〕土師器が出土している。図示したのは土師器坏2点、甕5点である。 

〔方向〕西辺でＮ－12°－Ｅである。 

〔堆積土〕焼土や炭化物などを若干含む灰黄褐色の自然堆積のシルト層である。 

 

〔壁〕最も残りのよい部分で高さ10cmで、ほぼ直立する。 

〔貯蔵穴〕古いカマドの北側と新しいカマドの南側にあり、位置関係からそれぞれのカマドに伴うもの

と思われる。ただし、前者は埋め戻されていないことから、古いカマド撤去後も使用されていた可能性

がある。前者は長径0.7ｍ、短径0.6ｍ、深さ0.3ｍの楕円形で、後者は直径0.6ｍ、深さ0.3ｍの円形で

ある。 

〔カマド〕東辺の北寄りに付設されており、本体の側壁の北側と燃焼部の焼面が残っている。北辺の西

寄りに燃焼部の焼面があることから、最初は北辺に作り、次に東辺に作り替えたものと思われる。いず

れも煙道は発見されていない。 

基本層位第Ⅱ層下の地山で検出された比較的小型の住居跡である。 

須恵器の破片には坏・瓶があり、坏はヘラ切り回転ヘラケズリのものである。 

土師器の破片には、坏・高坏・椀・甕がある。坏は有段丸底坏で、甕は非ロクロ調整のものである。 

Ｃ区東側にあり、北側をＳＩ498に、西側を攪乱の穴により壊されている。 
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〔床面〕北東部に残っており、掘方を掘って黒褐色土で貼床しており、硬くなっている。 

〔規模・平面形〕南北5.0ｍ、東西5ｍ以上の方形と思われる。 

〔重複〕（古）ＳＫ627 （新）ＳＢ475・544・1580・1591、ＳＩ533、ＳＤ402・471・472・482・483、

ＳＫ513 

Ｃ区東側にあり、西側と東南部を溝により壊されている。また、削平のため、床面は北東隅にしか残

っていない。 

【ＳＩ560竪穴住居跡】（第157・176図） 

〔出土遺物〕土師器、砥石が出土している。図示したのは土師器甕3点、甑1点、砥石1点である。 

〔方向〕南辺でＮ－10°－Ｗである。 

〔堆積土〕灰などを含む黒褐色の自然堆積のシルト層である。 

 

〔壁〕最も残りのよい部分で高さ14cmで、ほぼ直立する。 

〔カマド〕北辺の中央部に付設されており、燃焼部と東側はみぞによって壊されている。西側の側壁に

は土師器甕が芯として用いられていた。 

〔床面〕掘方を掘って褐灰色土や灰黄褐色土で貼床している。 

〔規模・平面形〕一辺が2.9ｍの正方形である。 

〔重複〕（古）ＳＩ560、ＳＤ645、ＳＫ627 （新）ＳＢ554・1585、ＳＤ402・482・483・532 （不明）

ＳＢ477・585・1580 

【ＳＩ533竪穴住居跡】（第158・176・177図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔方向〕西辺でＮ－25°－Ｗである。 

〔周溝〕掘方埋土中に見られないことからなかった可能性が高い。 

〔規模・平面形〕南北3.1ｍ、東西2.9ｍのほぼ正方形である。 

〔重複〕（新）ＳＢ526・655、ＳＤ483・484・520 （不明）ＳＩ506 

【ＳＩ519竪穴住居跡】（第159・175図） 

須恵器の破片には、坏・瓶があるが、ごく少量である。坏は底部ヘラ切り手持ちヘラケズリ・無調整

のものである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器が出土している。図示したのは土師器甕が1点である。 

〔方向〕西辺でＮ－8°－Ｗである。 

〔堆積土〕地山ブロックを多量に含む黒褐色シルトなどで、人為的に埋め戻されている。 

〔壁〕最も高い部分で27cmである。周溝のある部分ではオーバーハングしている。 

〔貯蔵穴〕北東隅にあり、長径1.0ｍ、短径0.8ｍ、深さ0.1ｍの楕円形である。 

土師器の破片には坏・椀・甕・壷がある。坏は有段丸底坏、甕は非ロクロ調整のものである。 

Ｃ区東側にあり、中央部と東側を溝により壊されている。 

基本層位第Ⅱ層下の地山で検出された比較的小型の住居跡で、掘方のみが検出された。 

土師器の破片には坏・高坏・椀・甕がある。坏は有段丸底坏、甕は非ロクロ調整のものである。 
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〔周溝〕全周していたと思われ、幅10cm程で、深さは最も深い部分で5cmである。 

 

〔周溝〕北東部に残っており、幅20cm程で、深さは2～6cmである。 

〔床面〕掘方を掘り、地山の黄褐色シルトを多量に含む黒褐色シルトを入れ、上面を床面としている。 

〔規模・平面形〕南北3.3ｍ、東西2.2ｍ以上の方形である。 

〔重複〕（新）ＳＢ502・680・1574・1595、ＳＤ450・472、ＳＫ668 

【ＳＩ624竪穴住居跡】（第158・178図） 

土師器の破片には、椀・甕がある。甕は非ロクロ調整のものである。須恵器は、カエリの付く蓋の破

片である。 

〔出土遺物〕少量の土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。 

〔方向〕北辺でＥ－20°－Ｎである。 

〔堆積土〕黒褐色の自然堆積のシルト層である。 

〔壁〕最も残りのよい部分で高さ9cmであり、ほぼ直立する。 

〔主柱穴〕4個あり、掘方は長径が0.2～0.4ｍの楕円形で、深さは0.1ｍ程である。柱痕跡は径12cm程の

円形である。柱の間隔は東西、南北とも1.9ｍである。 

〔カマド〕東辺中央部のやや南寄りに焼面があり、この場所にカマドが付設されていたと思われる。 

西半部と南東隅が溝によって壊されている。 
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〔堆積土〕地山のブロックを多量に含む黒褐色シルトで、人為的に埋め戻されたと思われる。 

 

〔重複〕（新）ＳＢ475・1572、ＳＤ450、ＳＫ626・633・634・678 （不明）ＳＢ623・1574・1648 

【ＳＩ649竪穴住居跡】（第158・179図） 

〔出土遺物〕少量の土師器が出土しているが図示できるものはない。いずれも坏の破片で、有段丸底坏、

非ロクロ調整の平底坏、ロクロ調整で底部が回転ヘラケズリ調整により切離し不明なものがある。 

〔方向〕東辺でＮ－16°－Ｗである。 

〔堆積土〕自然堆積の黒褐色シルトである。 

〔壁〕最も高い部分で4cmである。 

〔壁〕堆積土が最も厚い部分で6cmあることから、それ以上であったと思われる。 

〔周溝〕残存部にないことから存在しなかった可能性が高い。 

〔床面〕掘方を掘り、地山に近い黄褐色シルトでならし、上面を床面としている。ただし、調査時の手

違いで断面でのみ確認している。 

〔規模・平面形〕南北2.9ｍ、東西2.1ｍ以上の方形である。 

西半部が溝によって壊されている。 
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また、堆積土2層からは土製玉類、ガラス玉がまとまって出土している。土製の玉はいずれも黒色処

理されたもので、なつめ玉、臼玉、三輪玉などを模したものとみられる。手捏土器とあわせ、住居 

床面からは土師器、甑・甕が出土した。いずれも非ロクロ調整で、体部外面の調整はハケメで、頚部

に明瞭な段が形成されている。 

〔出土遺物〕床面、堆積土各層から土師器、須恵器、手捏土器、土製紡錘車、土製玉類、ガラス玉、砥

石が出土している。図示したのは土師器坏1点、甑1点、甕2点、須恵器坏1点、手捏土器3点、土製玉類4

点、ガラス玉1点、砥石1点である。 

〔方向〕西辺でＮ－5°－Ｅである。 

〔堆積土〕黒褐色の自然堆積のシルト層である。 

〔壁〕最も残りのよい部分で高さ9cmであり、ほぼ直立する。 

〔主柱穴〕4個あり、掘方は長径が0.3～0.5ｍの楕円形で、深さは0.4ｍ程である。柱痕跡は径15cm程の

円形である。柱の間隔は東西が2.0ｍ、南北が2.1ｍである。 

〔貯蔵穴〕カマド西側の住居の北西コーナーにあり、長径0.9ｍ、短径0.7ｍの楕円形で、深さは0.3ｍ

である。 

〔カマド〕北辺中央部に付設されている。本体の側壁は石を芯としており、燃焼部中央には石の支脚が

据えてあった。また、燃焼部の奥壁は外にやや膨らんでいる。 

〔周溝〕東辺と南辺の東側、西辺の南側にある。幅20cm程で、深さは4～10cmである。 

〔床面〕北東部に残っており、掘方を掘って埋土上面を床としており、硬くなっている。 

〔規模・平面形〕一辺が4.4ｍの正方形である。 

〔重複〕（古）ＳＩ746・748・754、ＳＤ503 （新）ＳＢ1592・1604 

【ＳＩ747竪穴住居跡】（第161・180・181・182図） 

〔出土遺物〕少量の土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。 

〔方向〕東辺でＮ－20°－Ｗである。 

〔堆積土〕褐灰色の自然堆積の砂質シルト層である。 

〔壁〕最も残りのよい部分で高さ5cmであり、ほぼ直立する。 

〔床面〕南東部以外には残っており、掘方を掘って埋土上面を床としており、硬くなっている。 

〔規模・平面形〕南北3.8ｍ、東西3.6ｍ以上の方形と思われる。 

 

〔重複〕（古）ＳＩ754・755、ＳＤ503 （新）ＳＢ1592、ＳＩ747、ＳＤ843 

【ＳＩ746竪穴住居跡】（第161・180・181図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔方向〕東辺でＮ－5°－Ｗである。 

Ｄ区西側にあり、東側中央を攪乱の穴により壊されている。 

須恵器の破片には、瓶・甕がある。 

土師器の破片には、坏・高坏・椀・甕がある。坏は有段丸底坏で、甕は非ロクロ調整のものである。 

Ｄ区西側にあり、北・西部を溝により壊されている。 
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〔規模・平面形〕古い時期については不明であるが、新しい時期は南北6ｍ、東西5.6ｍ以上の方形と

思われ、柱穴の位置関係から拡張して建て替えられたと思われる。 

〔重複〕（古）ＳＩ749・754、ＳＤ503 （新）ＳＢ1604・1609、ＳＩ747、ＳＤ843 

Ｄ区西側にあり、1度建て替えられている。西側を溝によって、南側をＳＩ747により壊されており、

削平のため掘方しか残っていない。 

 

【ＳＩ748竪穴住居跡】（第161・180・181図） 

他に、堆積土出土の遺物として、土師器坏・高坏・椀・鉢・甕・壷・蓋・甑の破片が堆積土各層から

出土している。坏は、いずれも有段丸底坏、甕は非ロクロ調整のものである。 

廃絶後、なんらかの祭祠に関わった遺物とみられる。 
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【ＳＩ749竪穴住居跡】（付図2、第161・193図） 

土師器の破片には坏・高坏・椀・鉢・甕がある。坏は、いずれも有段丸底坏、甕は非ロクロ調整のも

ので、体部外面の調整はハケメにより、頚部に明瞭な段が形成されている。 

〔出土遺物〕堆積土各層から土師器、鉄鏃が出土している。図示したのは鉄鏃1点である。 

〔方向〕東辺でＮ－6°－Ｗである。 

〔主柱穴〕新・旧2時期とも4個あり、ともに掘方は長径が0.3～0.6ｍの楕円形で、深さは0.4ｍである。

柱痕跡は径20cm程の円形である。柱の間隔は古い時期が東西、南北とも2.6ｍであり、新しい時期は東

西3.1ｍ、南北3.0ｍである。 

〔床面〕残っていないが、掘方の上面を床としていたと思われる。 

〔重複〕（新）ＳＢ1604・1608・1609、ＳＩ748、ＳＤ843 

Ｄ区西側にあり、西側を溝で、南側を住居跡で、北・東側を送水管埋設溝により壊されている。また、

削平のため掘方しか残っていない。 

【ＳＩ756竪穴住居跡】（第161・184図） 

〔出土遺物〕少量の土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。 

〔方向〕東辺でＮ－16°－Ｗである。 

〔周溝〕東辺と南辺に残っており、幅20～30cm、深さ5cm程である。 

〔床面〕残っていないが、掘方の上面を床としていたと思われる。 

〔規模・平面形〕東西4.1ｍ以上で南北2.8ｍの東西に長い長方形と思われる。 

〔重複〕（古）ＳＩ765、ＳＤ503 （新）ＳＢ1592・1612、ＳＩ746・747・748 （不明）ＳＢ1611 

【ＳＩ754竪穴住居跡】（第161・180・181図） 

土師器の破片には坏・椀・甕がある。坏には有段丸底坏と、非ロク

ロ調整の無段丸底坏がある。甕は非ロクロ調整である。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、土製支脚が出土している。図示したの

は土製支脚1点のみである。 

〔方向〕概ね、北で西に傾いているようである。 

〔床面〕掘方を掘って埋土上面を床としていたと思われる。 

〔規模・平面形〕東西3ｍ以上、南北3ｍ以上であり、平面形は方形か

と推定される。 

鉄鏃は、関部に刺状突起のある長頚鏃である。 

Ｄ区西側にあり、東・北側を水道管埋設溝により壊されている。 

須恵器は坏の破片で、底部がヘラ切り回転ヘラケズリのものである。 

土師器の破片には、坏・甕がある。坏は有段丸底部で、甕は非ロクロ調整のものである。 

Ｄ区西側にあり、西側と北側を住居跡により壊されており、削平のため掘方しか残っていない。 

須恵器は、折り返し口縁の蓋である。 

〔重複〕（古）ＳＩ875 （新）ＳＢ1611・1612 （不明）ＳＩ890・892 
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須恵器は、瓶の破片である。 

〔出土遺物〕少量の土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。 

〔方向〕西辺でＮ－2°－Ｗである。 

〔堆積土〕地山ブロックを多く含む土で埋め戻されている。 

〔壁〕最も残りのよい部分で7cmであり、ほぼ直立する。 

 

〔周溝〕西辺と南辺に残っており、幅14～25cmであり、深さ4～14cmである。 

〔床面〕掘方を掘り埋土上面を床としている。 

〔規模・平面形〕東西3.5ｍ以上、南北3.1ｍ以上の方形と思われる。 

土師器の破片には、坏・高坏・椀・甕がある。坏は有段丸底坏、甕は非ロクロ調整のものである。 
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〔規模・平面形〕東西5.6ｍ以上、南北3.9ｍ以上であり、平面形は不明である。 

〔重複〕（新）ＳＢ1612・1614・1615・1617・1618・1620 （不明）ＳＩ767 

Ｄ区西側にあり、地山の荒砂が硬く締まった部分に土器があったため住居跡としたもので、削平が著

しい。 

【ＳＩ874竪穴住居跡】（第161図） 

土師器の破片には、坏・高坏・椀・甕・甑がある。坏は有段丸底坏である。甕は非ロクロ調整のもの

で、体部外面の調整はハケメであり、頚部に明瞭な段が形成されている。 

〔出土遺物〕土師器、手捏土器、縄文土器が出土しているが、図示できるものはない。 

〔方向〕西辺でＮ－20°－Ｅである。 

〔堆積土〕炭化物を含む黒褐色のシルトである。 

〔壁〕最も残りのよい部分で5cmである。 

〔床面〕地山を床としており、地山が荒砂の場所では残っていない部分がある。 

〔規模・平面形〕東西4.5ｍ以上、南北4.2ｍの東西に長い長方形である。 

〔カマド〕北西隅に焼土や炭化物を多く含む浅い窪みがあり、この東側に付設されていた可能性がある。 

〔床面〕掘方を掘って埋土上面を床としていたと思われる。 

〔規模・平面形〕東西2.8ｍ以上、南北5.3ｍの方形である。 

〔重複〕（古）ＳＩ766 （新）ＳＢ1614・1615・1620 （不明）ＳＢ1612、ＳＩ874 

【ＳＩ767竪穴住居跡】（第161・185図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔方向〕西辺でＮ－7°－Ｗである。 

〔貯蔵穴〕前述の浅い窪みが該当する可能性がある。 

〔重複〕（古）ＳＩ765 （新）ＳＢ1612・1614・1615・1620、ＳＩ767 （不明）ＳＢ1611 

Ｄ区西側にあり、東半部を住居跡や送水管埋設溝で壊されている。また、削平のため掘方しか残って

いない。 

【ＳＩ766竪穴住居跡】（第161・185図） 

〔出土遺物〕少量の非ロクロ調整の土師器甕が出土しているが図示できるものはない。 

〔方向〕西辺でＮ－3°－Ｗである。 

〔カマド〕北辺に2ヶ所と西辺に1ヶ所の焼面があり、2度造り替えられたと思われる。 

 

〔周溝〕西辺と南辺・北辺の残りのよい部分にあり、幅10～18cm、深さ6cm程である。 

〔床面〕掘方を掘って埋土上面を床としていたと思われる。 

〔規模・平面形〕東西4.0ｍ以上、南北5.4ｍの方形である。 

〔重複〕（新）ＳＢ768・1611～1615・1620・1621、ＳＩ754・768 

【ＳＩ765竪穴住居跡】（第161・185図） 

Ｄ区西側にあり、北東部を送水管埋設溝で壊されている。また、南・東側は削平されている。 

Ｄ区西側にあり、東半部を住居跡で壊されている。また、削平のため掘方しか残っていない。 
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土師器の破片には、坏・椀・甕がある。坏は有段丸底坏で、甕は非ロクロ調整のものである 

 

〔出土遺物〕少量の土師器が出土しているが図示できるものはない。 

〔堆積土〕暗褐色の砂質シルトである。 

〔壁〕不明であるが、堆積土が厚さ4cm程残っており、それ以上の高さはあったと思われる。 

〔床面〕地山を床としている。 
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Ｃ 井戸跡 

 

Ｂ期の抜取り跡からは土師器、

須恵器、赤焼土器、緑釉陶器、

手捏土器が出土している。図示

したのは土師器坏、赤焼土器

坏・台付鉢、緑釉陶器椀が各1点

である（第188図）。 

〔出土遺物〕Ｂ期の掘方や抜取

り穴から、比較的多くの遺物が

出土した。 

土師器の破片には、坏・高坏・

高台坏・皿・椀・甕がある。坏

には、有段丸底坏、ロクロ調整 

〔抜取り穴〕楕円形で、深さは0.6ｍである。堆積土は地山の小ブロックを若干含む黒褐色の粘質シル

トで、下部には灰白色火山灰層が堆積している。 

〔堆積土〕黒色の粘質シルトなどで、自然堆積である。 

〔井戸側〕Ｂ期では底面から高さ1.1ｍ程残っており、それ以上は抜き取られている。板材を横に並べ、

内法が1辺0.4ｍのほぼ正方形に組んだものである。板材は四隅と各辺の中央に立てられた柱によって固

定されている。下部には曲物が据えられている。 

〔重複〕（新）ＳＢ1604・1611・1612、ＳＩ756 

Ｄ区西側にあり、大部分を住居跡と送水管埋設溝により壊されている。また、削平のため掘方しか残

っていない。 

【ＳＩ875竪穴住居跡】（第161・184図） 

〔掘方〕Ａ期は後続するＢ期にほとんどが壊されており平面形などは不明だが、深さは1.2ｍ以上ある。

Ｂ期は長径3.4ｍ、短径2.8ｍの楕円形で、深さは1.6ｍである。裏込め土は地山のブロックを含む黒褐

色シルトなどである。 

〔重複〕（古）炭化物層、ＳＤ585・589・602 （不明）ＳＦ395 

【ＳＥ413Ａ・Ｂ井戸跡】（第158・186・187・188図） 

 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔方向〕西辺でＮ－2°－Ｗである。 

〔床面〕残っていないが、掘方を掘り埋土上面を床としていたと思われる。 

〔規模・平面形〕東西3.8ｍ以上、南北3.2ｍ以上の方形と思われる。 

掘方を掘り、井戸側を据えたもので、ほぼ同位置で1度作り替えられている。 

井戸跡は13基検出した。南側の北2ａ道路跡よりに存在するものが多い。 
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〔重複〕（古）ＳＤ589 （新）炭化物層、ＳＢ1561、ＳＤ458、ＳＫ440 

【ＳＥ467Ａ・Ｂ井戸跡】（第158・188・189図） 

 

で、底部がヘラ切り無調整、回転糸切り無調整、手持ちもしくほ回転ヘラケズリ再調整により、切離し

不明のものなどがある。甕には、非ロクロ調整のものと、ロクロ調整のものとがある。 

須恵器の破片には、坏・甕・長頚瓶・蓋がある。坏には、底部がヘラ切り無調整、回転糸切り回転ヘ

ラケズリ・無調整、回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。長頚瓶の破片の中には、

会津大戸窯の製品とみられるものが含まれる。 

土師器坏底部に「定」、赤焼土器坏の体部に「本」と墨書されたものがある。 

緑釉陶器椀は洛北系である。 

Ｂ期の掘方からは土師器、須恵器、漆器椀、漆器蓋、曲物底板、井戸側材が出土している。 

井戸側材は不定形で、一部に穴のあるものや加工の跡を残すものなどがあり、いずれも転用材とみら

れる。 

掘方を掘り、井戸側を据えたもので、ほぼ同位置で1度作り替えられている。 

〔掘方〕Ａ期は後続するＢ期に壊されており正確な規模などは不明だが、直径2ｍ程の円形で、深さは

1.3ｍ程である。裏込め土は地山のブロックや炭化物を含む黒褐色シルトなどである。Ｂ期は一辺が2.0

ｍ程の方形で、深さは1.3ｍである。裏込め土は灰白色火山灰の小ブロックや地山のブロックを含む黒 
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Ｂ期では、①Ａ期の抜取り穴の底面に炭を敷きつめ、植物を編んだ物を敷く。②厚い板材を置き、 

〔井戸側〕Ａ期ではＢ期によって壊されており詳細は不明である。しかし、Ｂ期の曲物の押えとして入

れられていた板材や柱、曲物などはＡ期のものと考えられることから、上部に板材によって枠を組み、

下に曲物を据えた構造であったと思われる。 

褐色シルトなどである。 
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〔出土遺物〕Ａ期掘方から井戸側の一部とみられる板材が出土した。Ｂ期の掘方、抜取り穴からは比較

的多くの遺物が出土した。 

〔抜取り穴〕楕円形で、深さは0.8ｍである。堆積土は炭化物や地山の小ブロックを若干含む黒褐色の

粘質シルトなどである。 

〔堆積土〕暗褐色や黒色の粘質シルトで、自然堆積である。 

その上に底を抜いた曲物を据え、内部の底面に荒砂を入れる。③曲物を埋め戻し、板材などで曲物の回

りを5角形に囲む。④曲物の周囲に板材を縦に組んで側を作り、裏込めをするという工程で作られてい

る。敷きつめられた木炭は浄水効果を期待したものと考えられる。 

なお、井戸側材は不定形で、加工の跡を残すものなどがあり、いずれも転用材とみられる。 
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井戸側がすべて抜き取られたと考えられるものである。 

【ＳＥ505井戸跡】（第159・190図） 

 

須恵器の破片には、坏・甕・長頚瓶・蓋がある。坏は、底部がヘラ切り手持ちヘラケズリ・無調整、

回転糸切り回転ヘラケズリ・無調整がある。 

土師器の破片には坏・椀・甕・蓋がある。坏には、有段丸底坏、非ロクロ調整の無段丸底坏、ロクロ

調整で、底部がヘラ切り無調整、回転糸切り手持ち・回転ヘラケズリ・無調整などがあり、底部に「又」

の墨書のあるものがある。甕には、非ロクロ調整と、ロクロ調整のものとがある。 

Ｂ期の抜取り穴からは土師器、須恵器、手捏土器、砥石、瓦、曲物底板、ウマ下顎骨などが出土して

いる。図示したのは土師器坏、須恵器坏、木製品が各2点と砥石1点である。 

瓦の破片は丸瓦である。 

299



〔井戸側〕本来素掘りの井戸なのか、側を抜き取って埋め戻されたものなのかは判断できないが、作り

替えと考えられるＳＥ511に断面形が似ていることを参考にすると、ＳＥ511と同様に側を持つ井戸であ

った可能性が考えられる。 

〔掘方〕上部は抜取り穴によって壊されているが、下部は掘方が残っていると思われ、直径0.8ｍの円

形で、深さは1.2ｍである。 

〔重複〕（古）ＳＤ518・545、ＳＫ556 （新）ＳＢ1584・1652、ＳＥ511 （不明）ＳＢ1586 

人為的に埋め戻されており、掘方や井戸側は検出されなかったが、断面形がロート状を呈するので井

戸であったと考えられる。南側にあるＳＥ511は作り替えと思われる。 

〔堆積土〕掘方下部の埋土が側内堆積土と思われ、黒色の粘質シルトで、自然堆積である。 

【ＳＥ517井戸跡】（第159・192図） 

土師器の破片には坏・高坏・椀・甕が

ある。坏は有段丸底坏で、甕は非ロクロ調整のものである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、曲物底板、

井戸側材が出土している。図示したのは

土師器坏・甕、須恵器坏が各1点、曲物底

板1点である。 

〔堆積土〕黒褐色の粘質シルトで、自然

堆積である。 

〔井戸側〕板材を長方形に組んだもので、

南・北は1枚板、東・西は2～3枚の板を縦

に並べ、東西の内側に横桟を入れて固定

している。横桟は南北の板と相欠きほぞ

で組んでいる。 

〔掘方〕長径1.8ｍ、短径1.5ｍの楕円形で、深さは1.4ｍである。裏込め土は地山のブロックを含む黒

色シルトなどである。 

 

〔重複〕（古）ＳＥ517、ＳＤ518・545、ＳＫ556 （不明）ＳＢ1586 

掘方を掘り、井戸側を据えたものである。北側にあるこれより古いＳＥ517を埋め戻して作っている

ことから、ＳＥ517の作り替えと思われる。 

【ＳＥ511井戸跡】（第159・191・192図） 

〔出土遺物〕土師器・土製玉類が出土している。図示したのは土師器坏5点、土製玉1点である。 

〔抜取り穴〕長径2.0ｍ、短径1.4ｍの楕円形で、深さは0.6ｍである。堆積土は炭化物や地山のブロッ

クを多く含む黒褐色や暗褐色の粘質シルトなどで、人為的に埋め戻されている。 

〔井戸側〕抜取り穴のほぼ中央に窪んだ部分があり、曲物などが据えられていた可能性がある。 

〔重複〕（古）ＳＢ588、ＳＤ507、ＳＫ510 （不明）ＳＢ526・1582 

土師器の破片には坏・椀・甕がある。坏は有段丸底坏で、甕は非ロクロ調整のものである。 
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〔抜取り穴〕直径2.1ｍ程の円形と思われ、深さは0.6ｍである。埋土は地山ブロックを多く含む黒褐色

のシルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＩ464、ＳＤ461 （新）ＳＤ444 

【ＳＥ566井戸跡】（第160図） 

〔出土遺物〕土師器、土製臼玉、シカ骨、魚骨・鱗が出土している。図示したのは土師器坏2点である。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－4～6層 （新）ＳＤ100－1～3層、ＳＸ390・500 

〔抜取り穴〕直径2.9ｍ程の円形と思われ、深さは0.9ｍである。堆積土は地山ブロックを多く含む黒色

のシルトなどである。 

〔堆積土〕黒色の粘質シルトなどで、自然堆積である。 

〔井戸側〕上部に方形の側を組み、下部に曲物を据えたものである。上部はほとんど抜き取られており、

四隅の柱と南側の板材の一部が残っている。曲物は2段になっており、側板と曲物の間には石や瓦が入

れ込まれている。 

〔掘方〕上部は抜取り穴によって壊されており、下部は湧水により判断できなかった。 

〔重複〕（古）ＳＤ461 

【ＳＥ569井戸跡】（第160・193図） 

〔出土遺物〕土師器坏・椀、須恵器壷、シカ骨が出土しているが、図示できるものはない。土師器坏は

有段丸底坏である。 

〔堆積土〕炭化物や地山の砂をわずかに含む灰褐色のシルトなどで、自然堆積である。 

〔掘方〕直径1.5ｍの円形で、深さは1.2ｍである。断面形は上が開いた「Ｕ」字形である。 

〔井戸側〕最下部に曲物を据えたもので、上部は不明である。曲物は直径50cm程で、高さ20cm程残っ 

〔掘方〕確認できなかった。 

【ＳＥ570井戸跡】（第160・194図） 

楕円形曲物は、いずれも樺皮結合で、周縁に造り出しのあるものと、ないものがある。法量がほぼ同

じであることから、前者は蓋、後者は身の底板と考えられる。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、土製支脚、瓦、木製品、井戸側材、シカ椎骨などが出土している。図示

したのは須恵器坏1点、土製支脚1点、楕円形曲物底板5点である。 

素掘りの井戸である。 

土製臼玉は石製の臼玉を模倣したものとみられる。 

土師器の破片には坏・高坏・椀・甕・甑がある。坏は有段丸底坏、甕は非ロクロ調整のものである。 

掘方を掘り、井戸側を据えたもので、排水溝などによって上部が壊されている。 

最下部に曲物を据えた井戸跡と思われ、ＳＤ100－4～6層上面で検出した。 

井戸側の曲物は腐食が著しく取り上げることができなかった。 

瓦の破片には丸瓦、平瓦がある。平瓦は凸面が縄タタキ目のものがある。 

図示した須恵器坏は、底部回転糸切り無調整で体部と底部に「財」の墨書がある。 

土師器の破片には、坏・鉢・甕がある。坏は有段丸底坏で、甕は非ロクロ調整のものである。 
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〔重複〕（古）ＳＤ100－4～6層 （新）ＳＤ100－1～3層、ＳＸ390・500 

 

〔出土遺物〕土師器甕と手捏土器、井戸側の曲物が出土している。図示したのは手捏土器1点である。 

ていた。 

須恵器の破片には、坏・鉢・高坏・高台坏・甕・長頚瓶がある。坏には、底部がヘラ切り手持ちヘラ

ケズリ、回転糸切り手持ちヘラケズリ、回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。 

〔抜取り穴〕直径2.0ｍ程の円形と思われ、深さは1.4ｍである。埋土は地山ブロックを多く含む黒褐色

の粘質シルトなどで、人為的に埋め戻されている。底面付近には瓦が投げ込まれていた。 

〔井戸側〕すべて抜き取られており、不明である。 

〔掘方〕抜取り穴によって壊されているが、直径2.1ｍ程の円形で、深さは1.3ｍである。埋土は地山の

ブロックを多く含む黒褐色シルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＤ690 （不明）ＳＢ1571・1597・1658 

【ＳＥ630井戸跡】（第152・196図） 

〔出土遺物〕木製の櫛の破片が出土した。 

〔堆積土〕炭化物や地山の砂をわずかに含むオリーブ黒色の粘土などで、

自然堆積である。 

〔掘方〕直径1.1ｍの円形で、深さは0.5ｍ以上である。 

〔重複〕（古）ＳＤ461 （新）ＳＢ581、ＳＤ402・450 

【ＳＥ606井戸跡】（第158・195図） 

〔出土遺物〕刳り抜きの井戸側が出土している。劣化が著しく、取り上げることができなかった。 

〔井戸側〕一本の木を刳り抜いたもので、内法が30cm程であることから、最下部に据えられたものと思

われる。高さは30cm程残っていた。 

〔掘方〕確認できなかった。 

【ＳＥ571井戸跡】（第160図） 

土師器の破片には、坏・鉢・甕がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で、底部ヘラ切り無調整、

回転糸切り手持ちヘラケズリなどがある。甕には、非ロクロ調整と、ロクロ調整のものとがある。 

〔出土遺物〕1層から12層の各層から土師器、須恵器、赤焼土器、転用硯、瓦、鉄滓、井戸側材が出土

している。図示したのは軒平瓦1点のみである。 

甕は非ロクロ調整である。曲物は劣化が著しく、取り上げることができなかった。 

掘方を掘り、井戸側を据えたものと思われ、井戸側はすべて抜き取られている。 

井戸側や抜取りの痕跡が発見されなかったことから、素掘りと考えられる井戸跡である。 

刳り抜きの側を据えた井戸跡と思われ、ＳＤ100－4～6層上面で検出した。 
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転用硯は、須恵器坏を利用したもので、底部内面が摩耗し、墨痕がみられる。 

赤焼土器の破片には、坏・台付鉢があるが、ごく少量である。 

瓦は井戸底に敷かれたとみられるもので、この中には、図示した多賀城政庁第Ⅱ期の単弧文軒平瓦が

含まれている。破片には丸瓦、平瓦がある。平瓦は凸面が縄タタキ目のものである。 
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Ｄ 区画施設 

【ＳＡ670Ａ・Ｂ材木塀跡】（付図2、第158図） 

材木塀3条と溝3条、材木塀の可能性のある溝1条がある。 

【ＳＡ549材木塀跡】（付図2、第158・197図） 

布掘りの中に材木を立て並べた南北方向の材木塀で、長さ26.8ｍ分を検出した。塀跡が途切れる南端

部では、約6.5ｍにわたって小柱穴が材木塀上に並んでおり部分的な補修の可能性が考えられる。これ

に連続すると思われる塀跡が北側の市調査区（Ｌ区）でも検出されており（ＳＡ5509）、総長は34ｍ以

上になる。 

〔重複〕（古）ＳＤ634・645 （新）ＳＢ475・680・1575・1576・1660､・ＳＤ471・472・547、ＳＫ513 

（不明）ＳＩ560 

〔布掘り〕上幅0.3～0.5ｍ、下幅0.2～0.3ｍで、深さは最も深い部分で0.4ｍである。埋土は炭化物や

地山のブロックを多量に含む黒褐色のシルトである。 

〔柱痕跡〕直径10cm前後の円形で、堆積土は黒褐色の粘質シルトである。間隔は10～50cmで幅があるが、

残りの良い北側ではほぼ密接しており、本来は密接していたものと考えられる。 

〔方向〕Ｎ－10°－Ｗである。 

〔部分的な補修〕一本柱による塀跡で、ＳＡ549より新しく、柱筋が一致することから、部分的な補修

と考えられる。総長約6.5ｍであり、柱穴は一辺が0.3～0.4ｍの方形で、柱痕跡は直径10cm程の円形で

ある。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

布掘りの中に材木を立て並べた南北方向の材木塀で、長さ26.5ｍ分を検出した。ほぼ同位置で1度作

り替えられている。これに連続すると思われる塀跡が北側の市調査区（Ｌ区、ＳＡ5575・5576・5577）

や県道調査区（ＳＡ2564）でも検出されており、総長は108ｍ以上になる。 

〔重複〕（古）ＳＤ525・661・695 （新）ＳＢ502・623・897・1573・1574・1648、ＳＤ450・461・642・

704 （不明）ＳＢ1572・1595 

なお、この材木塀はＳＤ461の内側にあり、これとともに方形に巡る区画施設であると思われる。 

〔布掘り〕Ａ期はＢ期の布掘りに壊されており全体の規模などは不明だが、判る部分では上幅0.3ｍ程 
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で、深さは最も深い部分で0.2ｍである。埋土は炭化物や地山のブロックを多量に含む黒褐色のシルト

である。 

Ｂ期は上幅0.3～0.6ｍ、下幅0.2～0.3ｍで、深さは最も深い部分で0.3ｍある。埋土は炭化物や地山

のブロックを多量に含む黒褐色のシルトである。 

〔柱痕跡〕Ａ・Ｂ期とも直径10～20cmの楕円形で、堆積土は黒褐色の粘質シルトである。大半が布掘り

底面より10～20cm深くなっている。間隔は10～70cmで幅があるが、10～20cm程の部分が多い。 

〔方向〕Ｎ－8°－Ｗである。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

【ＳＤ525溝跡】（付図2、第160・198図） 

素掘りの「Ｌ」字形の溝で、北側は溝によって壊されている。東側は区のＳＤ872と一連と思われる。

方向は南北部分がＮ－26°－Ｗで、長さは24ｍ以上であり、東西部分が方向はＥ－3°－Ｓで、長さが

30ｍ程である。 

ところで、この溝はＳＤ461の内側6ｍ前後を平行して延びることから、同時期に存在していた可能性

が考えられる。また、人為的に埋め戻されていることや、規模が他の材木塀の布掘りと同様なことから、

柱痕跡は確認されなかったものの、材木塀の布掘りの可能性がある。 

この溝は直線的に延びることや道路の側溝付近で途切れることから、道路による区画内をさらに細分

する区画溝の可能性が考えられる。 

素掘りの南北溝で、南端はＳＸ390の北側溝付近であり、北側は調査区外へ延びている。方向はＮ－8°

－Ｅである。長さは47ｍ以上である。 

〔重複〕（古）ＳＩ492、ＳＤ503・521 （新）ＳＢ502・623・1572・1574・1579・1619・1662・1664、

ＳＤ480 （不明）ＳＢ576・651・652・768・1573・1599・1601 

〔規模・埋土〕上幅0.2～0.5ｍ、下幅0.1～0.3ｍで、深さは0.2ｍである。横断面形は逆台形である。

埋土は地山のブロックを多く含み、炭化物を若干含む灰黄褐色シルトなどで、人為的に埋め戻されたと

思われる。 

【ＳＤ402溝跡】（第199・203図） 

〔重複〕（古）ＳＢ475・554・577・587・655・899・1599・1601・1651・1580、ＳＩ493・533・560、

ＳＥ606、ＳＦ896、ＳＸ898、ＳＤ450・453・461・521・525 （新）ＳＤ482・483、ＳＫ485 （不明） 

〔出土遺物〕少量の土師器が出土しているが図示できるものはない。有段丸底坏、非ロクロ調整の丸底

坏・甕がある。 
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素掘りの南北溝で、南側ではＳＸ500の北側溝に合流している。方向はＮ－9°－Ｗである。長さは49

ｍ以上である。 

【ＳＤ450溝跡】（第200～203図） 

ところで、この溝跡は道路の側溝に合流しており直線的に延びることから、道路による区画内をさら

に細分する区画溝と考えられる。どの時期の側溝に合流するのかは明確にできなかった。 

須恵器の破片には、坏・甕・長頚瓶がある。坏は、底部がヘラ切り無調整・回転ヘラケズリ、回転糸

切り無調整、回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。 

土師器の破片には、坏・高台坏・椀・甕・壷・甑がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で、底部

回転糸切り回転ヘラケズリのものがある。甕は、非ロクロ調整のもの、ロクロ調整のものがある。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、赤焼土器、緑釉陶器、土製支脚が出土している。図示したのは土師器坏・

高坏・甕、緑釉陶器皿、土製円盤が各1点である。 

〔規模・堆積土〕上幅0.5～1.2ｍ、下幅0.3～0.7ｍで、深さは0.2ｍである。横断面形は上が開いた「Ｕ」

字形である。堆積土は炭化物を含む灰黄褐色シルトで、自然堆積である。 

 

ＳＢ1585 

縁釉陶器皿は洛北系である。 

赤焼土器は坏の破片がある。 
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なお、ＳＤ601はＳＤ461の下層にあり、ほぼ同位置で重複することから、ＳＤ461に先行する区画溝

であると思われる。大半がＳＤ461によって壊されており、詳細は不明である。 

また、北側の市調査区や県道調査区ではこの溝の西辺や東辺が検出されており、区画溝とされている

（後藤他；1994）。これらを合わせると、南北130ｍ以上、東西79.4ｍを区画していることになる。方

向は南北がＮ－10°－Ｗであり、東西がＥ－0°－Ｎ・Ｓである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、灰釉陶器、手捏土器、羽口、砥石、瓦が出土している。図示したのは手

捏土器3点、土師器高台皿2点、須恵器坏10点、高台坏3点、甕2点、蓋1点である。 

堆積土は地山の小ブロックや炭化物を含む黒褐色シルトなどで、自然堆積である。 

〔規模・堆積土〕上幅0.8～2.5ｍ、下幅0.5～2.1ｍで、深さは0.5ｍである。横断面形は逆台形である。 

 

なお、この溝の南半部の下層でＳＤ608・613が検出されており、同位置で重複していることから、何

回か改修が行われた可能性がある。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－1層、ＳＡ670、ＳＩ624・649、ＳＤ461・525・547、ＳＫ632・633 （新）Ｓ

Ｘ390・500、ＳＢ502・581・623・1572・1574・1595・1648、ＳＥ606、ＳＤ402・407・448・465・608・

613、ＳＫ377・391・534・535 

【ＳＤ461・601濤跡】（付図2、第161・203～211図） 

瓦の破片には軒丸瓦、丸瓦、平瓦がある。軒平瓦は、多賀城政庁第Ⅱ・Ⅲ期のものがある。平瓦は凸

面が縄タタキ目、格子タタキ目、ヘラケズリのものがある。 

須恵器の破片には、坏・椀・鉢・高台坏・瓶・甕・蓋がある。坏には、底部が静止糸切り回転ヘラケ

ズリ・無調整、ヘラ切り手持ちヘラケズリ・回転ヘラケズリ・無調整、回転糸切り回転ヘラケズリ・無

調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものがある。また、重厚で、口縁部が

受け口状をなす特殊な蓋坏の蓋がある。ＴＫ209併行期の在地の製品とみられる。 

甕には、非ロクロ調整、ロクロ調整のものがある。 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・鉢・甕・壷・甑がある。坏には、有段丸底坏、非ロクロ

調整の無段丸底坏、ロクロ調整で、底部が静止糸切り手持ちヘラケズリ・無調整、ヘラ切り無調整、回

転糸切り手持ちヘラケズリ・無調整、手持ちヘラケズリ再調整により切離し不明のものがある。 

灰釉陶器椀は黒笹14号窯式期のものである。 

「コ」字形に巡る素掘りの溝で、南辺と東・西辺の南側を検出した。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－1層、ＳＡ670、ＳＩ464、ＳＤ584・585・589・599・663・673、ＳＫ659・695 

（新）炭化物層、ＳＸ390・500・750、ＳＢ502・581・623・635・648・897・1557・1570・1571・1574・ 
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〔ＳＤ461出土遺物〕堆積土第1～4層の各層から多数の土器が出土している。出土層により以下のよう

な違いがみられる。 

〔規模・堆積土〕上幅3.6～7.1ｍ、下幅2.4～5.1ｍで、深さは0.5ｍである。横断面形は皿状である。

堆積土は炭化物を含む黒褐色のシルトなどで、自然堆積である。 

1603・1617、ＳＡ1656、ＳＥ566・569、ＳＤ151・359・ＳＦ395・402・407・448・449・450・642・846、

ＳＫ391・445・452・618・619・620・870・871 （不明）ＳＢ1601 

下層の3・4層の出土遺物としては、土師器、須恵器、手捏土器、土製支脚、鉄製刀子、砥石、石製紡

錘車、石器などがある。図示したのは土師器坏20点、鉢3点、高坏4点、甕3点、蓋1点、鉢1点、須恵器

蓋1点、壷1点、甕3点、手捏土器1点、土製支脚、縄文土器が各1点である。 
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土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・鉢・甕・蓋・甑などがある。坏は、有段丸底坏で、甕は

非ロクロ調整のもののみである。 

須恵器の破片は少なく、底部ヘラ切り無調整の坏、鉢、甕、瓶がわずかにある。 

1・2 層および検出面出土遺物には土師器、須恵器、赤焼土器、手捏土器、転用硯、瓦、土製円盤、

土製丸玉、坩堝、鉄製刀子、鉄鏃、ウマ歯などがある。図示したのは土師器坏4点、鉢2点、高台椀2

点、短頚蓋1点、甕7点、須恵器坏13点、高台坏1点、蓋2点、鉢1点、壷1点、手捏土器6点、土

製円盤2点、土製丸玉、瓦、坩堝、転用硯が各1点、鉄製刀子2点、鎹1点、鉄鏃2点、砥石1点 
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【ＳＤ673・674溝跡】（第152・212図） 

である。 

土師器の破片には、坏・高坏・鉢・甕・壷・蓋・甑がある。坏には、有段丸底坏、非ロクロ調整の無

段丸底坏、ロクロ調整で、底部が静止糸切り手持ち・回転ヘラケズリ、ヘラ切り回転ヘラケズリ・無調

整、回転糸切り手持ち・回転ヘラケズリ・無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し

不明のものなどがあり、多様である。甕には、非ロクロ調整と、ロクロ調整のものとがあるが、前者が

多い。 

須恵器の破片には、坏・鉢・高坏・高台坏・甕・長頚瓶・平瓶・提瓶・蓋がある。坏には、有段丸底

形の坏、底部が静止糸切り手持ち・回転ヘラケズリ、ヘラ切り回転ヘラケズリ・無調整、回転糸切り手

持ち・回転ヘラケズリ・無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどが

あり、多様である。 

瓦の破片には軒丸瓦、丸瓦、平瓦がある。軒丸瓦は多賀城政庁第Ⅰ期のものである。平瓦には凸面が

縄タタキ目、格子タタキ目、ヘラケズリのものがある。丸瓦は政庁第Ⅱ期のものである。 

〔ＳＤ601出土遺物〕土師器、ウマ歯が出土している。図示したのは土師器坏1点である。 

土師器の破片には、坏・椀・甕がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で、底部回転糸切り回転ヘ

ラケズリのものがある。甕は非ロクロ調整のものである。 

〔出土遺物〕ＳＤ673から土師器が出土している。図示したのは土師器坏1点である。 

〔規模・堆積土〕上幅2.3～3.5ｍ、下幅2.2～2.7ｍで、深さは0.4ｍである。横断面形は皿状である。

堆積土は地山の小ブロックや炭化物を含む黒褐色シルトなどで、自然堆積である。 

〔重複〕（古）ＳＤ695、ＳＫ692 （新）ＳＢ635・636・648・1556・1557・1559・1571・1598、ＳＩ

468、ＳＥ467、ＳＤ407・461・589・669、ＳＫ474 

素掘りの南北溝で、ＳＤ461・601 と規模や方向がほぼ同様で、ほぼ同位置に存在することから、Ｓ

Ｄ461・601に先行する区画溝と考えられる。方向はＮ－14°－Ｗである。長さは37ｍ以上である。 

ＳＤ674はほぼ同位置で重複していることから同様な性格が考えられる。 

土師器の破片には、椀・甕・甑などがある。 
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Ｅ 小溝状遺構群 

〔重複〕（古）ＳＦ395、ＳＤ456・461・601、ＳＫ457 （不明）ＳＢ1562・1578 

東西方向の小溝跡で、1本のみであるが北方向のＳＦ395と直交することや規模がほぼ同じことから同

様なものと考えた。炭化物層の上面で検出された。 

【ＳＦ394小溝状遺構群】（第215図） 

 

ＳＤ674から遺物は出土していない。 

【ＳＤ846溝跡】（付図2、第161・204・213図） 

素掘りの「Ｌ」字形の溝で、北側は調査区外へ延びている。南北方向の部分が方向はＮ－5°－Ｅで、

長さは31ｍ以上であり、東西方向部分が方向はＥ－4°－Ｎで、長さが39.2ｍである。 

〔重複〕（古）ＳＩ737・884・886、ＳＤ461・486、ＳＫ870・889 （新）ＳＤ843 （不明）ＳＢ576・

651・1592・1615・1616・1654 

〔規模・堆積土〕上幅0.5～0.8ｍ、下幅0.3～0.5ｍで、深さは0.3ｍである。横断面形は「Ｕ」字形で

ある。堆積土は炭化物や焼土を含む黒色シルトなどで、自然堆積である。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、赤焼土器、土製支脚、瓦が出土している。図示したのは須恵器坏1点、

土製支脚1点である。 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・甕・甑がある。坏には、有段丸底坏とロクロ調整で、底

部が回転糸切り無調整のものがある。甕は非ロクロ調整のものである。 

須恵器の破片には、坏・高台坏がある。坏には、底部が静止糸切り無調整と、回転ヘラケズリ再調整

により切離し不明のものとがある。 

小溝状遺構群は6面あり、いずれも調査区西側にある。 

〔規模〕幅0.2ｍで、長さ14.2ｍであり、深さは最も深い部分で12cmである。横断面形は浅い皿状であ 

瓦の破片には丸瓦、平瓦がある。平瓦は凸面が縄タタキ目のものである。 

赤焼土器の破片は坏である。 
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る。 

〔堆積土〕炭化物を含む黒褐色のシルトである。 

〔方向〕Ｅ－0°－Ｎ・Ｓである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。土師器はロクロ調整の甕、須恵

器も甕の破片である。 

【ＳＦ395小溝状遺構群】（付図2、第214・215図） 

南北方向の23本の小溝跡で、炭化物層の上面で検出された。 

位置関係やそれぞれの長さから、西側（ａ）、中央（ｂ）、東側（ｃ）の3グループに大別できる。

さらに、ａグループは北側と南側に細分される可能性がある。 

一方、これらは整然と並んでいることから同時に存在したものと考えられる。 

〔重複〕（古）ＳＤ100、ＳＢ587、ＳＦ426・427、ＳＤ180・417・420・456・585・587・589・591・601・

602・603、ＳＫ421・422・423・457・590・593 （新）ＳＢ1562・1578・1590、ＳＫ396・404・405 （不

明）ＳＢ1553、ＳＥ413、ＳＫ391 

〔規模〕ａグループは北側が幅0.3～0.5ｍで、長さ5.4～5.8ｍであり、深さは最も深いもので7cmであ

る。横断面形は浅い皿状で、間隔は1.8ｍである。南側は幅0.1～0.3ｍで、長さ4.5～5.6ｍであり、深

さは最も深いもので10cmある。横断面形は浅い皿状で、間隔は0.9～1.2ｍである。これらを一枚の畑と

仮定すると、畑の面積は南側が約16㎡である。 

ｂグループは幅0.1～0.3ｍで、長さ3.4～5.4ｍであり、深さは最も深いもので10cmである。横断面形

は浅い皿状で、間隔は1.0～2.4ｍである。これらを一枚の畑と仮定すると、畑の面積は約64㎡である。 

ｃグループは幅0.2～0.5ｍで、長さ2.6～10.2ｍであり、深さは最も深いもので14cmである。横断面

形は浅い皿状で、間隔は1.3～2.0ｍであり、1.5ｍ前後の部分が多い。これらを一枚の畑と仮定すると、

畑の面積は約170㎡である。 

〔堆積土〕地山や灰白色火山灰の小ブロックを含む、黒褐色や暗褐色のシルトである。 

〔方向〕ａグループの北側がＮ－5°－Ｅ、南側がＮ－7°－Ｗである。bグループはＮ－7°－Ｗで、

ｃグループはＮ－4°－Ｅである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、赤焼土器、手捏土器、円面硯、土錘、砥石が出土している。図示したの

は円面硯と土錘各1点である。 
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土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・蓋・甕がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で、底

部静止糸切り手持ちヘラケズリ、ヘラ切り回転ヘラケズリ・無調整、回転糸切り手持ちヘラケズリ・回

転ヘラケズリ・無調整、手持ちヘラケズリもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなど

があり、多様である。甕には、非ロクロ調整のものと、ロクロ調整のものとがある。 
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須恵器の破片には、坏・甕・長頚瓶・蓋がある。坏には、底部がヘラ切り無調整・回転ヘラケズリ、

回転糸切り無調整、回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものがある。長頚瓶の破片の中には、会

津大戸窯の製品とみられるものが含まれる。また、高台坏の中に、内外面が丁寧にヘラミガキされた特

殊なものがあり、これと同一個体の破片がＳＤ27、ＳＸ400から出土している。 

赤焼土器は坏の破片がある。 

【ＳＦ426小溝状遺構群】（付図2、第216・217図） 

南北方向の7本の小溝跡で、炭化物層除去後のＳＤ100－1層上面で検出された。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－1層、ＳＤ584・585・589 （新）炭化物層、ＳＦ395 

〔規模〕幅0.2～0.3ｍで、長さ1.0～2.1ｍであり、深さは最も深いもので7cmである。横断面形は浅い

皿状で、間隔は0.4～0.6ｍである。これらを一枚の畑とすると、畑の面積は約13㎡である。 

【ＳＦ429小溝状遺構群】（第151図） 

南北方向の7本の小溝跡で、さらに北側へ広がっている。これらはやや規模の大きいＳＤ431によって

東西に分けられている。 

土師器の破片には、有段丸底坏と、底部再調整や切離し不明のロクロ調整の坏がある。須恵器は甕の

破片である。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、土製円盤が出土している。図示したのは土製円盤1点である。 

〔方向〕Ｎ－4°－Ｅである。 

〔堆積土〕地山の小ブロックを含む、黒褐色の粘質シルトである。 
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〔重複〕（古）ＳＢ694・1547・1548、ＳＦ578、ＳＤ432・480・481 （新）ＳＢ434・582・637・1549・

1593・1594・1646 （不明）ＳＢ640・643・1589・1594・1547・1653・1667、ＳＤ388・470 

また、同位置で東西方向のＳＦ430と重複しており、堆積土が類似していることから、近接した時期

に存在していたものと考えられる。 

〔規模〕西側は幅0.1～0.3ｍで、長さ5.2～10.2ｍであり、深さは最も深いもので9cmである。横断面形

は浅い皿状で、間隔は0.2ｍである。これらを一枚の畑とすると、畑の面積は約22㎡である。 

〔規模〕幅0.2～0.4ｍで、長さ3.6～10.0ｍであり、深さは最も深いもので14cmである。横断面形は浅

い皿状で、間隔は0.3～0.8ｍである。これらを一枚の畑とすると、畑の面積は約84㎡以上である。 

〔重複〕（古）ＳＢ694・1547・1548、ＳＤ432・480・481 （新）ＳＢ582・1546・1653・1667 （不

明）ＳＢ434 

【ＳＦ430小溝状遺構群】（第151図） 

〔出土遺物〕須恵器長頚瓶の破片が出土しているが図示できるものはない。会津大戸窯の製品とみられ

るものである。 

〔方向〕Ｎ－3°－Ｅである。 

〔堆積土〕地山の小ブロックを含む暗褐色シルトである。 

〔規模〕幅0.5ｍで、長さ12ｍ以上であり、深さは最も深い部分で0.2ｍである。横断面形は浅い皿状で

ある。 

【ＳＤ431】（第151図） 

土師器の破片には、坏・椀・甕がある。坏は、底部切離し不明のロクロ調整のものである。甕は、非

ロクロ調整のものである。 

〔出土遺物〕少量の土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。 

〔方向〕Ｎ－3°－Ｅである。 

〔堆積土〕いずれも地山の小ブロックを含む暗褐色シルトである。 

東側は幅0.1～0.3ｍで、長さ1.3～5.4ｍ以上であり、深さは最も深いもので10cmである。横断面形は

浅い皿状で、間隔は0.1～1.5ｍである。これらを一枚の畑とすると、畑の面積は約60㎡である。 

〔重複〕（新）ＳＢ434・637・640・1594・1647・1657・1663、ＳＦ429・430、ＳＤ470・479・480 （不 

【ＳＦ578小溝状遺構群】（第151図） 

〔出土遺物〕少量の土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。 

〔方向〕Ｅ－0°－Ｎ・Ｓである。 

〔堆積土〕地山の小ブロックを含む、黒褐色の粘質シルトである。 

東西方向の7本の小溝跡で、北側は調査区外へ広がっていると思われる。 

ＳＦ429を東西に区画する溝である。 

須恵器の破片には、鉢・瓶がある。赤焼土器は坏である。 

東西方向の6本の小溝跡である。 

土師器の破片は椀で、須恵器の破片は底部静止糸切り手持ちヘラケズリの坏と瓶である。 
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Ｆ 溝跡 

土師器の破片には、坏・甕がある。坏には有段丸底坏、ロクロ調整で、底部ヘラ切り無調整、回転糸

切り無調整、回転ヘラケズリ再調整により、切離し不明のものなどがある。甕には非ロクロ調整と、 

〔出土遺物〕少量の土師器、須恵器が出土している。図示したのは土師器坏と土製円盤各1点である。 

〔規模・堆積土〕上幅 0.4～1.1ｍ、下幅 0.3～0.9ｍで、深さは 0.1ｍである。横断面形は浅い皿状で

ある。堆積土は地山の小ブロックを含む黒色シルトで、自然堆積である。 

〔重複〕（古）ＳＢ1559・1560、ＳＡ1563、ＳＤ458・461・589・601・673、ＳＫ607 （不明）ＳＢ1561・

1565 

【ＳＤ407溝跡】（付図2、第152・219図） 

須恵器の破片には、坏・長頚瓶がある。坏には、底部がヘラ切り無調整・手持ちヘラケズリのものが

ある。長頚瓶の破片の中には、会津大戸窯の製品とみられるものが含まれる。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、土錘、土製管玉が出土している。図示したのは土錘1点である。 

〔規模・堆積土〕上幅0.3～0.8ｍ、下幅0.2～0.6ｍで、深さは0.1ｍである。横断面形は皿状である。

堆積土は地山の小ブロックを含むオリーブ黒色シルトで、自然堆積である。 

〔重複〕（古）ＳＢ1559・1565・1566・1567・1569、ＳＤ417、ＳＫ605 （新）ＳＫ406 （不明）Ｓ

Ｂ1560・1561・1568 

【ＳＤ403溝跡】（付図2、第149・218図） 

土師器の破片には、坏・鉢・甕がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で底部ヘラ切り無調整のも

のがあり、甕は非ロクロ調整のものである。 

〔規模・堆積土〕上幅1.6～2.1ｍ、下幅1.4～2.0ｍで、深さは0.1ｍである。 

〔重複〕（古）ＳＢ434・637・640・1549・1594・1663、ＳＤ470 （新）ＳＤ479 （不明）ＳＢ1551 

〔出土遺物〕土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。 

【ＳＤ388溝跡】（第151図） 

 

〔方向〕Ｅ－30°－Ｎである。 

〔規模〕幅0.2～0.3ｍで、長さ1.0～2.6ｍであり、深さは最も深いもので8cmである。横断面形は浅

い皿状で、間隔は 0.2～1.9ｍであり、1.3ｍ程が多い。これらを一枚の畑とすると、畑の面積は約 29

㎡である。 

 

明）ＳＢ1547・1548・1589・1593 

素掘りの東西溝で、西端は南へ屈曲している。方向はＥ－13°－Ｎで、長さは16.7ｍである。 

土師器の破片には、鉢・甕がある。甕には、非ロクロ調整のものと、ロクロ調整のものとがある。 

素掘りの南北溝で、北端は浅くなり消滅している。方向はＮ－34°－Ｅで、長さは12.5ｍである。 

須恵器の破片には、坏・甕・長頚瓶がある。坏は、底部がヘラ切り無調整のものである。 

素掘りの浅い南北溝で、途中で途切れている。方向はＮ－13°－Ｗで、長さは11.2ｍである。 

区画溝以外の溝で、116条ある。主要なものについて説明する。 
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〔規模・堆積土〕上幅0.5～1.8ｍ、下幅0.3～0.9ｍで、深さは0.4～0.7ｍである。横断面形は逆台形で

ある。堆積土は地山の小ブロックを含むにぶい黄褐色の砂やシルトで、自然堆積である。 

〔重複〕（古）ＳＤ100－4層、ＳＤ591 （新）ＳＤ100－3層、炭化物層、ＳＸ400・500、ＳＢ1552・

1565・1566・1567・1568・1569、ＳＦ395、ＳＤ403・416・418・584、ＳＫ408・409・412・424・605 

〔規模・堆積土〕上幅0.9～2.1ｍ、下幅0.6～1.8ｍで、深さは0.1ｍである。 

〔重複〕（古）ＳＤ417 （新）ＳＢ411・1550・1551、ＳＫ415 （不明）ＳＢ580 

 

ロクロ調整のものがある。 

北西から南東に延びる素掘りの溝で、南側ではＳＤ100の中で東へ屈曲している。方向はＷ－44°－

Ｎで、長さは56.1ｍである。 

【ＳＤ417溝跡】（付図2、第149・219図） 

〔出土遺物〕少量の土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。 

【ＳＤ416溝跡】（第149図） 

須恵器の破片には、坏・瓶・甕・蓋がある。坏には、底部ヘラ切り無調整、回転糸切り無調整、回転

ヘラケズリ再調整により切離し不明のものがある。 

須恵器は、回転ヘラケズリ再調整により切離し不明の坏である。 

土師器の破片には、坏・椀・甕がある。坏は有段丸底坏で、甕は非ロクロ調整のものである。 

素掘りの土壙状の東西溝である。方向はＥ－22°－Ｎで、長さは6.0ｍである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、砥石、鉄鏃が出土している。図示したのは土師器坏、須恵器坏、砥石、

鉄鏃各1点である。 
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〔重複〕（新）ＳＸ400、ＳＢ434・579・643、ＳＦ429、ＳＤ431 （不明）ＳＢ1547・1657 

素掘りの東西溝で、西側は土壙に連続している。方向は溝の部分でＥ－25°－Ｎであり、長さは4.3

ｍである。 

【ＳＤ432溝跡】（第151図） 

須恵器の破片には、坏・高坏・甕・長頚瓶がある。坏には、底部が静止糸切り回転ヘラケズリ、ヘラ

切り手持ちヘラケズリ、手持ちヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。 

土師器の破片には、坏・椀・甕がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で、底部が手持ちもしくは

回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。甕は、非ロクロ調整のもののみである。 

【ＳＤ471・472・473溝跡】（付図2、第158・220図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔規模・堆積土〕上幅0.4～0.6ｍ、下幅0.2～0.5ｍで、深さは0.2ｍである。横断面形は上が開いた「Ｕ」

字形である。堆積土は暗褐色シルトで、自然堆積である。 

素掘りの南北溝で、ほぼ同位置で重複しており、古い順にＳＤ473→ＳＤ472→ＳＤ471である。北側

では規模を縮小しており、さらに調査区外へ延びている。方向はＳＤ472がＮ－14°－Ｅで、長さは17

ｍ以上である。基本層位第Ⅱ層上面で検出された。 

〔重複〕（古）ＳＢ475・680・1576・1580、ＳＡ549、ＳＩ560・624、ＳＦ896、ＳＤ521、ＳＫ513 （不 
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明）ＳＢ899 

〔規模・堆積土〕ＳＤ471は上幅0.5～1.7ｍ、下幅0.3～0.7ｍで、深さは0.2ｍである。横断面形は上が

開いた「Ｕ」字形である。堆積土は地山の小ブロックを若干含む黒褐色シルトで、自然堆積である。 

ＳＤ472は上幅1.6～2.3ｍ、下幅0.3～0.5ｍで、深さは0.6ｍであり、途中に段がつく。横断面形は逆

台形である。堆積土は地山の小ブロックを若干含む褐灰色粘質シルトなどで、自然堆積である。 

ＳＤ473は上幅0.4～1.4ｍ、下幅0.2～0.4ｍで、深さは0.2ｍである。横断面形は上が開いた「Ｕ」字

形である。堆積土は地山の小ブロックを多く含む灰黄褐色粘質シルトである。 

〔ＳＤ471・472出土遺物〕少量の土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。 

〔重複〕（古）ＳＢ637、ＳＤ388・480・ＳＦ578・703 （新）ＳＫ638 

【ＳＤ479溝跡】（第151・221図） 

素掘りの南北溝で、北側ではさらに調査区外へ延びている。方向はＮ－23°－Ｗで、長さは27ｍ以上

である。 

【ＳＤ480溝跡】（第151図） 

土師器の破片には、坏・高台坏・甕がある。坏には有段丸底坏や、非ロクロ調整の丸底坏などがある。

甕は非ロクロ調整のものである。 

〔出土遺物〕少量の土師器、須恵器、鉄鏃が出土している。図示したのは鉄鏃1点である。 

〔規模・堆積土〕上幅0.7～1.6ｍ、下幅0.5～1.4ｍで、深さは0.4ｍである。堆積土は地山の小ブロッ

クを若干含む黒褐色シルトなどで、自然堆積である。 

土師器の破片には、坏・椀・甕がある。須恵器の破片には、坏・瓶がある。 

須恵器の破片には、坏・蓋がある。坏は、底部静止糸切り手持ちヘラケズリのものである。 

素掘りの土壙状の東西溝である。方向はＥ－5°－Ｓで、長さは8.3ｍである。 

〔重複〕（古）ＳＦ578、ＳＤ481・693 （新）ＳＢ434・637・694・1546・1547・1548・1555・1589・ 

330



 

【ＳＤ487・488溝跡】（付図2、第160・223図） 

〔出土遺物〕少量の土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。 

〔規模・堆積土〕上幅0.4ｍ、下幅0.3ｍ程で、深さは0.2ｍである。横断面形は「Ｕ」字形である。堆

積土は地山の小ブロックを若干合む黒褐色シルトで、自然堆積である。 

1674・1658・1663、ＳＩ477、ＳＦ429・430、ＳＤ470・479 （不明）ＳＢ1559・1565・1567 

〔重複〕（古）ＳＢ554・577・655・1561・1581・1585、ＳＩ519・533・560、ＳＤ402・484・520 （同）

ＳＫ485 

なお、西側にはＳＤ482が、東側にはＳＤ484があり、ＳＤ483とほぼ同規模であり、堆積土も類似し

ている。 

素掘りの南北溝で、南端ではＳＫ485と連結しており、両者は同時に埋め戻されたと思われる。方向

はＮ－12°－Ｅである。長さは14.0ｍである。 

【ＳＤ483溝跡】（第159図） 

〔規模・堆積土〕上幅0.4～1.0ｍ、下幅0.2～0.5ｍで、深さは0.2ｍである。横断面形は浅い皿状であ

る。堆積土は地山の小ブロックや炭化物を若干含む黒褐色シルトで、自然堆積である。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

【ＳＤ481溝跡】（第151・222図） 

素掘りの「Ｌ」字形の溝である。方向は南北部分がＮ－11°－Ｗで、長さは5.2ｍであり、東西部分

が方向はＥ－11°－Ｎで、長さが6.7ｍ以上である。 

〔重複〕（古）ＳＤ691・693、ＳＫ538 （新）ＳＢ635・636・1647・1663・1664、ＳＦ429、ＳＤ480 

〔規模・堆積土〕上幅0.3～0.6ｍ、下幅0.2～0.3ｍで、深さは0.4ｍである。横断面形は「Ｕ」字形で

ある。堆積土は炭化物を若干含む暗褐色シルトなどで、自然堆積である。 

〔出土遺物〕少量の土師器坏破片が出土しているが図示できない。非ロクロ調整の丸底坏である。 

〔重複〕（古）ＳＢ651・1588・1601・1653、ＳＩ491・492、ＳＤ545、ＳＫ538 （不明）ＳＢ553・576・

1584・1650・1654 

素掘りの「Ｌ」字形の溝で、南北方向がＳＤ487であり、東西方向がＳＤ488である。ＳＤ487が方向

はＮ－1°－Ｅで、長さは12.5ｍであり、ＳＤ488が方向はＥ－4°－Ｎで、長さが5.6ｍである。 

須恵器の破片には、坏・瓶がある。坏は、底部回転糸切り無調整のものである。 

土師器の破片には、坏・甕がある。坏は有段丸底坏で、甕は非ロクロ調整のものである。 

〔規模・堆積土〕上幅0.3～0.8ｍ、下幅0.2～0.6ｍで、深さは0.1ｍである。横断面形は浅い皿状であ

る。堆積土は地山の小ブロックを若干含む灰黄褐色シルトなどで、自然堆積である。 
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【ＳＤ516・520溝跡】（第159・225図） 

土師器の破片には、坏・高坏・椀・甕・壷・蓋・甑がある。坏は有段丸底坏で、非内黒で須恵器蓋坏

を模倣したような坏もある。甕は非ロクロ調整のものである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、手捏土器、土製玉類が出土している。図示したのは土師器坏5点、高坏、

鉢、壷、甑が各1点、手捏土器1点、土製玉2点である。 

〔規模・堆積土〕上幅1.6～2.8ｍ、下幅0.8～2.1ｍで、深さは0.3ｍである。横断面形は皿状である。

堆積土は炭化物を含む黒褐色シルトで、自然堆積である。 

〔重複〕（新）ＳＢ530・768・1592・1613・1616・1619・1621・1654・1662、ＳＩ746・747、ＳＤ461・

486・507・846・872 

素掘りの南北溝で、北側は調査区外へ延びている。方向はＮ－17°－Ｗである。長さは34ｍ以上であ

る。 

【ＳＤ503溝跡】（付図2、第159・161・224図） 

 

〔ＳＤ487出土遺物〕土師器、須恵器が出土している。図示したのは須恵器坏2点である。 

土師器の破片には、坏・鉢・甕がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で、底部回転糸切り無調整、

手持ちヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。甕には、非ロクロ調整と、ロクロ調整の

ものがある。 

須恵器の破片には、坏・鉢・長頚瓶がある。坏は底部が回転糸切り無調整のものである。長頚瓶の破

片の中に、会津大戸窯の製品とみられるものが含まれる。 

〔ＳＤ488出土遺物〕少量の土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。 

土師器の破片には、坏・甕がある。坏は、ロクロ調整で底部回転糸切り無調整のものであり、甕は非

ロクロ調整のものである。 

須恵器の破片には坏・瓶があり、坏は回転糸切り無調整のもの、瓶は会津大戸窯の製品とみられるも

のである。 

須恵器の破片には甕・瓶があるが、ごく少量である。 

素掘りの土壙状の東西溝で、西側で南北溝であるＳＤ520と重複しているが、関係は把握できなかっ

た。ＳＤ516の長さは9.5ｍである。 
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ＳＫ527からは土師器壷が出土した。 

 

〔重複〕（古）ＳＩ519、ＳＫ656 （新）ＳＢ526・588・655・1582・1591、ＳＩ506、ＳＤ483・484 

ＳＤ545は素掘りの土壙状の東西溝で、西側で南北溝であるＳＤ518と連結している。また、ＳＤ518

は北端でＳＫ527と連結している。したがって、この3者は同時に存在していたと思われる。ＳＤ545の

方向はＥ－12°－Ｎで、長さは8.2ｍである。 

〔規模・堆積土〕ＳＤ516は上幅1.8～3.1ｍ、下幅1.6～3.0ｍで、深さは0.2ｍである。横断面形は浅い

皿状である。堆積土は地山の小ブロックや炭化物を含む黒褐色シルトなどで、自然堆積である。 

〔重複〕（古）ＳＩ519、ＳＫ656 （新）ＳＢ526・588・655・1582・1591、ＳＩ506、ＳＤ483・484 

【ＳＤ518・545溝跡、ＳＫ527土壙跡】（第159・226図） 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、手捏土器、土製玉類、鉄製品が出土している。図示したのは土師器坏3

点、鉢2点、甕1点、甑1点、須恵器蓋1点、土製管玉7点、土製玉1点、不明鉄製品1点である。 

〔規模・堆積土〕ＳＤ545は上幅1.8～2.6ｍ、下幅0.9～2.0ｍで、深さは0.2ｍである。横断面形は浅い

皿状である。堆積土は地山の小ブロックや炭化物を含む黒褐色シルトなどで、自然堆積である。 

〔出土遺物〕ＳＤ518からは須恵器蓋坏の蓋が出土している。この須恵器蓋は、重厚で、口縁部が受け

口状をなす特殊な形態である。ＴＫ209併行期の在地の製品とみられる。 

須恵器の破片には坏・瓶がある。 

土師器の破片には坏・甕がある。坏は有段丸底坏で、甕は非ロクロ調整のものである。 

土製管玉は碧玉製の管玉を模倣したものとみられる。 

須恵器は図化した蓋以外の破片は甕の体部破片が少量である。 

土師器の破片には坏・甕・蓋がある。坏は有段丸底坏で、甕は非ロクロ調整のものである。 

ＳＤ545からは土師器、須恵器が出土している。図示したのは土師器甑1点である。 
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〔出土遺物〕堆積土第1、2層から土師器、手捏土器、瓦が出土している。図示したのは土師器坏1点、

鉢1点、甕2点、手捏土器2点である。 

〔規模・堆積土〕上幅0.7～1.9ｍ、下幅0.3～0.7ｍで、深さは0.3～0.7ｍである。横断面形は「Ｕ」字

形である。堆積土は地山の小ブロックを若干含む黒褐色シルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＤ100-4層、ＳＤ673 （新）ＳＤ100－3層、炭化物層、ＳＢ635・648・1556・1557・

1571、ＳＩ468、ＳＥ413・467、ＳＦ395、ＳＤ407・461・584・585・669、ＳＫ396・593 （不明）Ｓ

Ｂ680・1572・1599 

素掘りの南北溝で、北側は調査区外へ延びている。ＳＤ100－4層上面で検出された。方向はＮ－16°

－Ｗである。長さは38ｍ以上である。 

【ＳＤ589溝跡】（第152・204・228図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔規模・堆積土〕上幅0.6ｍ、下幅0.4ｍ程で、深さは0.2ｍである。横断面形は皿状である。堆積土は

黒色の粘質シルトなどで、自然堆積である。 

〔重複〕（古）ＳＢ1572・1575、ＳＡ549、ＳＤ548 （新）ＳＤ450 （不明）ＳＢ1576 

素掘りの東西溝で、西端はＳＤ450によって壊されている。方向はＥ－22°－Ｎである。長さは6ｍ以

上である。 

【ＳＤ547溝跡】（第158図） 

土師器の破片には、坏・高坏・椀・甕・壷がある。坏は有段丸底坏で、甕は非ロクロ調整のもので 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、砥石が出土している。図示したのは砥石1点である。 

〔規模・堆積土〕上幅0.4ｍ、下幅0.3ｍ程で、深さは0.2ｍである。横断面形は「Ｕ」字形である。堆

積土は地山の小ブロックを若干含む灰黄褐色シルトなどである。 

 

〔重複〕（古）ＳＤ645、ＳＫ671・675 （新）ＳＢ475・1575・1601、ＳＩ493、ＳＤ402・471・472・

547 （不明）ＳＢ680・1572・1599 

素掘りの南北溝で、南側がＳＤ521であり、北側がＳＤ548である。方向はＮ－16°－Ｗで、長さは29.5

ｍである。 

【ＳＤ521・548溝跡】（第158・203・227図） 

須恵器は高台坏・瓶の破片が少量ある。 

土師器の破片には坏・椀・甕がある。坏は有段丸底坏で、甕は非ロクロ調整のものである。 
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〔出土遺物〕少量の土師器、須恵器が出土している。図示したのは土師器坏1点である。 

〔規模〕上幅0.7ｍ、下幅0.5ｍで、深さは0.4ｍである。 

 

〔重複〕（古）ＳＤ100－1層 （新）ＳＸ400 

北へ膨らみながら東西へ延びる素掘りの溝である。ＳＤ100－1層上面で検出された。方向はＥ－12°

－Ｎで、総長は8.4ｍである。 

【ＳＤ598溝跡】（付図2、第229図） 

 

土師器の破片には、坏・甕がある。坏は、有段丸底坏で、甕は非ロクロ調整のものである。 

ある。 

瓦の破片には平瓦がある。平瓦の凸面は縄タタキ目のものである。 
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素掘りの南北溝で、北側は排水溝などで壊されており、判然としない。方向はＷ－44°－Ｎで、長さ

は21ｍ以上である。 

【ＳＤ642溝跡】（第158・204・230図） 

〔重複〕（古）ＳＡ670・1656、ＳＤ461・601・661 （新）ＳＢ623・1570 （不明）ＳＢ1648 

土師器の破片には、坏・甕・壷がある。坏は、有段丸底坏や、非ロクロ整形の丸底坏であり、甕は非

ロクロ調整のものである。 

〔出土遺物〕少量の土師器、須恵器が出土している。図示したのは土師器鉢・甕・甑各1点である。 

〔規模〕上幅1.0～1.5ｍ、下幅0.4～1.0ｍで、深さは0.5ｍである。横断面形は逆台形である。堆積土

は炭化物を若干含む黒褐色の粘質シルトである。 

〔重複〕（古）ＳＤ100-4層 （新）ＳＤ100－3層、ＳＸ390・500、ＳＤ180・584・585・587・589・591 

河川跡とほぼ流路を同じくする東西溝で、ＳＤ100－4層上面で検出された。西側は調査区外であり、

東側はＳＸ390・500によって壊されている。方向は概ねＥ－2°－Ｓで、総長は37ｍ以上である。 

 

【ＳＤ604溝跡】（第229図） 

須恵器は、底部ヘラ切り回転ヘラケズリの坏の破片である。 

須恵器は、高台坏の破片である。 
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〔規模・堆積土〕上幅 0.6～1.1ｍ、下幅 0.3ｍで、深さは 0.4ｍである。横断面形は浅い皿状である。

堆積土は地山のブロックを含む暗褐色シルトである。 

〔重複〕（新）ＳＢ1570、ＳＡ1656、ＳＤ461・601 

素掘りの南北溝で、北側は市調査区（Ｌ区）に延びている。方向はＮ－14°－Ｗで、長さは 17ｍ以

上である。 

【ＳＤ663溝跡】（第152・204図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器が出土している。図示したのは土師器坏1点である。 

〔規模・堆積土〕上幅0.6～0.9ｍ、下幅0.5～0.7ｍで、深さは0.2ｍである。横断面形は皿状である。

堆積土は炭化物を含む暗オリーブ褐色の粘質シルトなどで、自然堆積である。 

〔重複〕（新）ＳＢ554、ＳＡ549、ＳＩ533、ＳＤ521 （不明）ＳＢ680 

素掘りの東西溝で、東端はＳＩ533によって、西端はＳＤ471・521によって壊されている。方向はＥ

－22°－Ｎ、長さは2.5ｍ以上である。 

【ＳＤ645溝跡】（第158・231図） 

須恵器の破片には、坏・甕・蓋がある。坏は、底部がヘラ切り手持ちヘラケズリ・回転ヘラケズリ・

無調整のものがある。蓋は折り返し口縁である。 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・甕がある。坏には有段丸底坏や、非ロクロ調整の無段丸

底坏がある。甕はいずれも非ロクロ調整のものである。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、軒丸瓦が出土している。図示したのは土師器坏1点、甕4点、須恵器甕

1点である。 

〔規模・堆積土〕上幅 0.4～0.8ｍ、下幅 0.3～0.6ｍで、深さは 0.5ｍである。横断面形は逆台形であ

る。堆積土は地山の小ブロックや炭化物、灰白色火山灰を若干含む黒褐色粘質シルトなどで、自然堆積

である。 

 

須恵器は甕の破片である。 

土師器の破片には、坏・甕がある。坏は有段丸底坏で、甕は非ロクロ調整のものである。 
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〔出土遺物〕底部がヘラ切り無調整の須恵器坏が出土しているが、図示できない。 

〔規模・埋土〕上幅1.0～1.9ｍ、下幅0.7～1.6ｍで、深さは0.1ｍである。横断面形は浅い皿状である。

埋土は地山のブロックを多く含む黒褐色の粘質シルトなどである。 

〔重複〕（新）ＳＢ648・1556・1571・1573・1598、ＳＡ670、ＳＤ450・461・589・601・673・696、Ｓ

Ｋ474・618 （不明）ＳＢ1574 

素掘りの東西溝で、中央部がＳＤ461・673によって壊されている。方向はＥ－4°－Ｎである。長さ

は14.2ｍである。 

【ＳＤ695溝跡】（第158図） 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 

〔規模・堆積土〕上幅0.5～1.2ｍ、下幅0.3～0.7ｍで、深さは0.2ｍである。横断面形は皿状である。

堆積土は地山の小ブロックを含む暗黄褐色シルトなどで、自然堆積である。 

〔重複〕（古）ＳＫ692 （新）ＳＢ635・636・637・640・694・1547・1548・1589・1647・1664、ＳＤ

479・480・481・691 

 

【ＳＤ693溝跡】（第152図） 

須恵器の破片には、坏・高台坏・瓶・甕・蓋がある。坏には、底部が静止糸切り回転ヘラケズリ、ヘ

ラ切り回転ヘラケズリ・無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものがある。

このうち底部に「申万」の墨書があるのもがある。蓋はいずれも折り返し口縁である。 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・甕・蓋・甑がある。坏には、有段丸底坏、非ロクロ調整

の無段丸底坏、ロクロ調整で、底部が静止糸切り無調整のものがある。甕は、いずれも非ロクロ調整の

ものである。 

〔出土遺物〕堆積土第1～4層の各層から土師器、須恵器、転用硯、土製紡錘車が出土している。特に3

層上面の遺物は、完形品が一定範囲にまとまってつぶれた状態で出土したものである。図示したのは土

師器坏6点、高台坏1点、甕13点、甑2点、須恵器坏8点、壷1点、蓋1点、鉢1点、甕2点、転用硯1点、土

製紡錘車1点である。 

〔重複〕（新）ＳＢ1575・1576・1660、ＳＦ896、ＳＤ548、ＳＫ675 

素掘りの南北溝で、北側は市調査区（Ｌ区）に延びている。方向はＮ－9°－Ｗで、総長はおよそ16

ｍである。 

【ＳＤ677溝跡】（付図2、第232～236図） 

〔規模・埋土〕上幅2.5～3.4ｍ、下幅0.3～0.4ｍで、深さは0.4ｍである。横断面形は浅い皿状である。

埋土は地山のブロックや炭化物を多く含む黒褐色シルトなどで、人為的に埋め戻された可能性がある。 

やや蛇行する素掘りの南北溝である。方向はＮ－33°－Ｅで、長さは9.5ｍ程である。 

なお、底面からやや浮いた状態で多量の一括土器が出土した。 
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Ｇ 土壙跡 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、赤焼土器が出土している。図示したのは土師器坏・甕が各1点である。 

〔規模・堆積土〕長辺2.0ｍ、短辺1.9ｍで、深さは0.3ｍである。堆積土は炭化物を多く含む黒褐色シ

ルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＤ417 （不明）ＳＢ1552・1553・1569（柱穴との関係は未確認） 

【ＳＫ409土壙跡】（第149・238図） 

〔出土遺物〕少量の土師器、須恵器、赤焼土器が出土しているが図示できるものはない。 

〔規模・堆積土〕長径2.0ｍ、短径1.4ｍで、深さは0.3ｍである。堆積土は炭化物を含むオリーブ黒色

シルトなどで、自然堆積と思われる。なお、堆積土中に上部からの混入と思われる灰白色火山灰の小さ

な粒子が認められたため、この土壙は火山灰の降下以前に埋まっていたと思われる。後述するＳＫ409・

412も同様な状況であった。 

〔重複〕（古）ＳＢ411、ＳＤ417 

【ＳＫ408土壙跡】（第149図） 

 

土壙跡は127基あり、主要なものについて説明する。 

【ＳＫ391土壙跡】（第203・237図） 

円形の浅い土壙である。 

〔重複〕（古）ＳＤ450・461・608・613 

〔規模・堆積土〕直径2.4ｍで、深さは0.2ｍである。堆積土は地山の小ブロックを含む黒褐色シルトで

ある。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器が出土しているが図示できるものはない。 

土師器の破片には、坏・甕がある。坏はロクロ調整で、甕は非ロクロ調整である。 

須恵器の破片には、坏・高坏・甕・瓶がある。坏は、底部ヘラ切り手持ちヘラケズリ・無調整、回転

糸切り無調整のものなどがある。 

隅丸方形の土壙である。 

須恵器は蓋の破片、赤焼土器は坏の破片である。 

土師器の破片には、坏・鉢・甕がある。坏は有段丸底坏で、甕は非ロクロ調整のものである。 

楕円形の土壙である。 

土師器の破片には、坏・高台坏・鉢・皿・甕がある。坏はいずれもロクロ調整で、底部ヘラ切り無 
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〔規模・堆積土〕東西2.9ｍ、南北2.4ｍで、深さは0.2ｍである。 

〔重複〕（古）ＳＤ461 

【ＳＫ445土壙跡】（第203・239図） 

〔出土遺物〕土師器坏・甕が出土している。図示したのは土師器坏1点である。 

〔規模・堆積土〕長辺0.9ｍ、短辺0.8ｍで、深さは0.1ｍである。堆積土は炭化物を若干含むにぶい黄

褐色シルトなどで、自然堆積である。 

〔重複〕（古）ＳＸ500 

【ＳＫ441土壙跡】（第160・239図） 

 

調整、回転糸切り無調整のものがある。甕には非ロクロ調整と、ロクロ調整のものとがある。 

【ＳＫ412土壙跡】（第149・238図） 

楕円形の土壙である。 

〔重複〕（古）ＳＤ417 （不明）ＳＢ1552・1553・1569（柱穴との関係は未確認） 

〔規模・堆積土〕長径1.5ｍ、短径1.0ｍで、深さは0.2ｍである。堆積土は炭化物を多く含む黒色シル

トで、自然堆積と思われる。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、赤焼土器が出土している。図示したのは土師器坏1点である。 

土師器の破片には、坏・椀・甕がある。坏はいずれもロクロ調整で、底部回転糸切り無調整、手持ち

もしくは回転ヘラケズリ再調整により、切離し不明のものなどがある。甕には非ロクロ調整のものと、

ロクロ調整のものとがあり、後者が多い。 

須恵器の破片には、長頚瓶・蓋がある。蓋はカエリの付く蓋である。 

赤焼土器は坏の破片である。 

不整形の土壙である。 

隅丸方形の土壙である。 

〔出土遺物〕土師器が出土している。図示したのは土師器の有段丸底坏2点と、ロクロ調整で底部回転

糸切り無調整の坏が2点、非ロクロ調整の甕が1点である。 
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〔出土遺物〕土師器坏・高台坏・鉢・甕が出土している。図示したのは坏2点と鉢1点である。 

〔規模・埋土〕長辺3.4ｍ以上、短辺2.6ｍ以上で、深さは0.3ｍである。埋土は地山のブロックや炭化

物を多く含む黒褐色シルトなどで、人為的に埋め戻されている。 

 

〔重複〕（古）ＳＤ461 （新）ＳＤ402・447・450 

【ＳＫ452土壙跡】（第240図） 

 

隅丸方形を呈すると思われる土壙である。 

坏は有段丸底坏で、甕は非ロクロ調整のものである。 
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須恵器は甕の破片である。 

〔重複〕（古）ＳＩ489・491 （新）ＳＢ1592・1653・1654 

【ＳＫ490土壙跡】（第167・242図） 

須恵器の破片には、坏・高台坏・甕・長頚瓶・双耳坏・蓋がある。このうち、坏には底部がヘラ切り

無調整、回転糸切り無調整のものがある。また、長頚瓶の破片の中には、会津大戸窯の製品とみられる

ものが含まれる。 

土師器の破片には、坏・高台坏・鉢・甕・蓋がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で、底部ヘラ

切り手持ちヘラケズリ、回転糸切り手持ち・回転ヘラケズリ・無調整、手持ちもしくは回転ヘラケズリ

再調整により切離し不明のものなどがあり、多様である。甕には、非ロクロ調整と、ロクロ調整のもの

とがあり、後者が多い。 

〔出土遺物〕堆積土第1、2層から、土師器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器、土製円盤、羽口、砥石が出

土している。図示したのは土師器坏4点、須恵器坏4点、瓶2点、緑釉陶器1点、砥石1点である。 

〔規模・堆積土〕長辺3.3ｍ、短辺2.3ｍで、深さは0.6ｍである。堆積土は地山のブロックや炭化物を

含む黒褐色シルトなどで、炭化物と灰が互層になっている部分もある。自然堆積と思われる。 

土師器の破片には、坏・高坏・鉢・甕がある。坏には、有段丸底坏や、ロクロ調整で底部ヘラ切り回

転ヘラケズリのものがあり、甕には非ロクロ調整と、ロクロ調整のものとがある。 

〔出土遺物〕少量の土師器、須恵器が出土している。図示したのは土師器坏1点である。 

〔規模・堆積土〕東西1.1ｍ以上、南北4.8ｍで、深さは0.1ｍである。堆積土は炭化物を若干含む暗褐

色シルトなどで、自然堆積と思われる。 

 

〔重複〕（古）ＳＢ648・1571・1596、ＳＤ673・695 

【ＳＫ474土壙跡】（第152・241図） 

東側を溝によって壊されているため形態は不明である。 

緑釉陶器皿は、口縁部のみの小破片である。 

灰釉陶器椀は黒笹90号窯式期のものである。 

赤焼土器は坏の破片が検出面からわずかに出土している。 

隅丸方形の土壙である。 
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〔規模・堆積土〕東西1.9ｍ以上、南北1.0ｍで、深さは0.2ｍである。堆積土は黒褐色粘質シルトなど

で、自然堆積と思われる。 

〔重複〕（古）ＳＢ1602、ＳＤ507、ＳＫ504 （不明）ＳＢ1583 

【ＳＫ508土壙跡】（第159・244図） 

 

【ＳＫ495土壙跡】（第159・243図） 

楕円形の土壙である。 

〔重複〕（古）ＳＢ577・1582、ＳＫ650 （不明）ＳＢ1561 

〔規模・堆積土〕長径2.8ｍ、短径1.9ｍで、深さは0.1ｍである。堆積土は炭化物を含む黒褐色シルト

で、自然堆積である。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、手捏土器、鉄滓が出土している。図示したのは土師器坏2点、須恵器坏2

点、手捏土器1点である。 

土師器の破片には坏・高坏・椀・甕・蓋がある。坏には有段丸底坏、ロクロ調整で底部回転糸切り回

転ヘラケズリのものがある。甕には非ロクロ調整のものと、ロクロ調整のものとがある。 

須恵器の破片には坏・長頚瓶がある。坏は底部が回転糸切り無調整のものである。長頚瓶の破片の中

には、会津大戸窯の製品とみられるものが含まれる。 

不整形の土壙である。 

〔出土遺物〕土師器が出土した。図示したのは坏が1点である。 
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【ＳＫ590土壙跡】（第158・247図） 

須恵器の破片には坏・瓶がある。坏には、底部が静止糸切り手持ちヘラケズリ、ヘラ切り無調整、回

転糸切り無調整のものがある。 

土師器の破片には坏・高坏・鉢・甕がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で、底部が静止糸切り

手持ちヘラケズリ、手持ちヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがあり、多様である。甕には

非ロクロ調整と、ロクロ調整のものとがある。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、手捏土器が出土している。図示したのは土師器坏2点である。 

〔規模・堆積土〕長辺2.5ｍ、短辺2.4ｍで、深さは0.1ｍである。堆積土は炭化物を若干含む黒褐色シ

ルトで、自然堆積と思われる。 

〔重複〕（古）ＳＤ450・465・525・608・609・610 

【ＳＫ535土壙跡】（第203・246図） 

 

【ＳＫ513土壙跡】（第158・245図） 

楕円形の土壙と思われ、西側は溝によって壊されている。 

〔重複〕（古）ＳＢ1585、ＳＡ549、ＳＩ560 （新）ＳＤ471・472 

〔規模・堆積土〕長径1.6ｍ以上、短径0･9ｍ以上で、深さは0.3ｍある。堆積土は地山の小ブロックや

炭化物を若干含む黒褐色シルトで、自然堆積である。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器が出土しているが、図示できるものはない。 

土師器の破片には坏・甕がある。坏には有段丸底坏と非ロクロ調整の丸底坏があり、甕には非ロクロ

調整のものとロクロ調整のものとがある。 

須恵器の破片には坏・鉢がある。坏には底部がヘラ切り無調整と回転糸切り無調整のものとがある。 

楕円形の土壙である。 

隅丸方形の土壙である。 

〔重複〕（古）ＳＤ602 （新）炭化物層、ＳＦ395 
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〔出土遺物〕土師器、須恵器、土製円盤が出土している。図示したのは土製円盤1点のみである。 

〔規模・堆積土〕長径1.8ｍ、短径1.1ｍで、深さは0.2ｍである。堆積土は炭化物を多く含む黒褐色シ

ルトである。 

〔重複〕（新）ＳＤ407 （不明）ＳＢ1560・1561・1565・1567 

【ＳＫ607土壙跡】（第158・248図） 

〔出土遺物〕少量の土師器が出土しているが図示できるものはない。椀・甕の破片がある。甕は非ロク

ロ調整のものである。 

〔規模・堆積土〕長径1.4ｍ、短径1.2ｍで、深さは0.4ｍである。堆積土は地山の小ブロックや炭化物

を含む黒褐色シルトなどで、自然堆積である。 

〔重複〕（古）ＳＤ585・589 （新）炭化物層、ＳＦ395 

【ＳＫ593土壙跡】（第188・250図） 

〔出土遺物〕土師器、須恵器が出土している。図示したのは土師器坏1点である。 

〔規模・堆積土〕長径1.5ｍ、短径1.1ｍで、深さは0.4ｍである。堆積土は地山の小ブロックや炭化物

を含む黒褐色シルトで、自然堆積である。 

 

土師器の破片には椀・甕がある。甕は非ロクロ調整である。 

須恵器の破片には甕・提瓶がある。 

土師器の破片には、坏・鉢・甕があり、非ロクロ調整と、ロクロ調整のものとがある。 

楕円形の土壙である。 

楕円形の土壙である。 

須恵器の破片には、坏・長頚瓶がある。 
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〔規模・堆積土〕東西1.3ｍ以上、南北1.0ｍで、深さは0.1ｍである。 

〔重複〕（新）ＳＢ1587、ＳＩ493 （不明）ＳＢ1586・1601 

【ＳＫ666土壙跡】（第159図） 

〔出土遺物〕土師器の有段丸底坏の破片が出土している。図示できるものはない。 

〔規模・堆積土〕東西1.1ｍ以上、南北4.8ｍで、深さは0.1ｍである。堆積土は炭化物を若干含む暗褐

色シルトなどで、自然堆積と思われる。 

〔重複〕（新）ＳＢ1579、ＳＤ402・453・461 

【ＳＫ659土壙跡】（第160・250図） 

 

【ＳＫ650土壙跡】（第159・249図） 

楕円形の土壙である。 

〔重複〕（新）ＳＫ495 （不明）ＳＢ577・1585・1651 

〔規模・堆積土〕長径1.4ｍ、短径0.9ｍで、深さは0.2ｍである。堆積土は地山ブロックや炭化物を多

く含む黒褐色の粘質シルトである。 

〔出土遺物〕非ロクロ調整の土師器の鉢、甕の破片が出土している。 

長楕円形の土壙跡で、西側を住居跡によって壊されている。 

南側を溝によって壊されているため形態は不明である。 

〔出土遺物〕遺物は出土していない。 
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〔出土遺物〕土師器が出土している。図示したのは鉢1点である。 

〔規模・堆積土〕東西2.4ｍ、南北1.2ｍで、深さは0.3ｍである。堆積土は炭化物や焼土を多く含む黒

褐色シルトなどである。 

〔重複〕（古）ＳＢ1614、ＳＩ765 （不明）ＳＢ768・1611・1612・1613・1621 

【ＳＫ761土壙跡】（第161・252図） 

 

【ＳＫ683土壙跡】（第152・251図） 

南北に細長い不整形の土壙で、壁が緩やか1こ立ち上がることや底面に凹凸があることから、自然の

窪地のようなものであった可能性が考えられる。 

〔重複〕（新）ＳＢ1555・1556・1560・1597・1658、ＳＤ681、ＳＫ638 

〔規模・堆積土〕東西3.5ｍ、南北6.8ｍで、深さは0.2ｍである。堆積土は地山の小ブロックや炭化物

を少量含む暗褐色シルトなどで、自然堆積である。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器が出土している。図示したのは須恵器坏2点、高台坏1点である。 

土師器の破片には、坏・甕がある。坏には、有段丸底坏と、非ロクロ調整の無段丸底坏がある。甕は、

いずれも非ロクロ調整のものである。 

須恵器の破片には坏・高台坏・甕・蓋がある。坏は底部がヘラ切り無調整のものである。蓋は折り返

し口縁である。 

東西に長い不整形の土壙である。 

土師器の破片には、坏・椀・甕がある。坏は有段丸底坏である。甕は非ロクロ調整で、体部外面の調

整はハケメであり、頚部に明瞭な段が形成されている。 
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〔規模・埋土〕東西2.6ｍ程で、南北2ｍ以上であり、深さは0.3ｍである。埋土は上部が炭化物や地山

のブロックを多く含む黒褐色の粘質シルトで人為的に埋め戻されており、下部が炭化物や焼土を含む黒

褐色の粘質シルトで自然堆積である。 

〔重複〕（新）ＳＦ896、ＳＤ402 

【ＳＫ898土壙跡】（付図2、第254図） 

〔出土遺物〕土師器、須恵器が出土している。図示したのは土師器鉢1点のみである。 

〔規模・堆積土〕東西1.0ｍ以上、南北1.2ｍ以上で、深さは0.4ｍである。堆積土は炭化物や焼土、灰

を多く含む黒褐色シルトなどで、灰白色火山灰を層状に含む。 

〔重複〕（古）ＳＤ461 

 

【ＳＫ871土壙跡】（第160・253図） 

排水溝などによって壊されており、平面形が不明な土壙である。 

不整形の土壙で、北側は市調査区に延びている。 

土師器の破片は坏・椀・甕がある。須恵器は高台坏の破片である。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、手捏土器、瓦が出土している。図示したのは土師器坏1点、甕3点、須恵

器坏・盤が各1点である。 
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土師器の破片には、坏・高坏・椀・甕がある。坏には有段丸底坏と、非ロクロ調整の無投丸底坏があ

る。甕は非ロクロ調整のもののみである。 

須恵器の破片には、坏・鉢・高台坏・長頚瓶・甕・蓋がある。坏には、底部がヘラ切り無調整、回 
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これらの他に、説明を加えなかった溝跡や土壙跡から土師器坏・椀・鉢・甕、須恵器坏・高台坏・蓋・

瓶・甕、瓦、石製品、土製品、金属製品などが出土している（第256・257図）。 

Ｈ 水田跡 

須恵器の破片には、坏・瓶がある。坏は、底部静止糸切り回転ヘラケズリや、回転ヘラケズリ再調整

により切離し不明のものなどである。 

土師器の破片には、坏・椀・甕がある。坏には、ロクロ調整で、底部ヘラ切り無調整、回転ヘラケズ

リ再調整により切離し不明のものがある。 

〔出土遺物〕土師器、須恵器、瓦が出土している。図示したのは土師器甕1点である。 

〔規模〕東西17.5ｍ程、南北8.5ｍ以上で、深さは最も深い部分で0.2ｍである。 

 

〔重複〕（古）ＳＡ549、ＳＫ898・900 （新）ＳＢ899、ＳＤ402・472・902 

調査区北端にあり全形は明らかではないが、南側に高さ10～20cm 程の段が直線的に延び、その北側

には耕作土とみられる攪拌された土が広がっていたことから水田と考えたものである。底面にはかなり

凹凸があり、段に沿って半円形の工具の痕跡が認められた。 

【ＳＦ896水田跡】（付図2、第255図） 

 

転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものがある。 

瓦の破片には丸瓦、平瓦がある。平瓦は凸面が縄タタキ目のものである。 

瓦の破片には丸瓦、平瓦がある。平瓦は凸面が縄タタキ目、ヘラケズリのものである。 
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4．河川跡 

 

【ＳＤ100・420・555・800河川跡】 

〔重複〕（新）ＳＸ299、ＳＤ05・06・07・08・10・20・27・28・43・50・51・53・102、ＳＫ09・18・

113・114、ＳＸ01・133、ＳＸ123・135、ＳＸ95・348 （存続中）［ＳＤ100－2層上面で検出されたも

の］ＳＦ131・132・138、ＳＫ119・122・125・126・127 ［ＳＤ100－3層上面で検出されたもの］ＳＤ

145・146、ＳＫ143・144・147 ［ＳＤ100－1層下の地山面で検出されたもの］ＳＢ140、ＳＦ21・22・

130、ＳＤ111・134・308・309・310 ［ＳＤ100－4層上面で検出されたもの］ＳＫ143・144・147 

堆積土は3層に大別でき、第4層が砂や粘土、炭化物を含む黒褐色や灰褐色のシルトで、第5層が砂や

粘土、スクモ、炭化物などを多く含み、場所によってはこれらが互層をなしている、黒褐色やオリーブ

黒色の粘質シルトなどであり、第6層は暗緑灰色やオリーブ黒色の砂や荒砂、粘土などの互層である。

いずれも水成堆積である（第258図）。 

下層の流路部は、上幅4.8～6.1ｍで、下幅3.0ｍ程であり、深さは0.7～1.0ｍである。横断面形は皿

状である。 

河川跡は、比較的幅の狭い下層の流心部分と、比較的幅の広い上層の窪みとして残った部分とに大別

される。前者はＡ区ではＳＤ100下層（4～6層）として、Ｃ区ではＳＤ555として調査し、後者はＡ区で

はＳＤ100上層（1～3層）、Ｂ区では北側堆積層（1～3層）、Ｃ区ではＳＤ420、Ｄ区ではＳＤ800とし

て調査を実施した。ただし、Ｄ区では掘り下げていないため、今回は報告しない。 

Ａ区東南隅から北へ延び、Ａ区中央からＤ区へ東流する河川跡で、Ｄ区東端部で北からのＳＤ2050

（後藤他；1994）と合流している。南側の伏石地区ではこの延長が確認されなかったことから、さらに

東へ延びていると想定される（付図1）。長さおよそ200ｍにわたって検出した（うち、市調査分は約40

ｍ）。 

また、Ｃ区の西側には第1層の上に炭化物を多量に含む層が分布しており（炭化物層として調査）、

窪みの最上部に堆積した層と考えられる。 

堆積土は3層に大別でき、第1層が炭化物などを含むにぶい褐色や褐灰色のシルトで、第2層が炭化物

などを含む灰黄褐色や黄灰色のシルトなどであり、第3層は炭化物を含む褐灰色や黒褐色の粘質シルト

などである。いずれも自然堆積である。 

〔規模・堆積土〕上層の窪み部は、幅15～18ｍ以上で、深さは最も深い部分で0.5ｍである。 

なお、調査地区が広大であり、調査も多年次にわたっているため、重複状況や出土遺物については、

西半部のＡ区と、東半部のＢ・Ｃ区に分けて記述することとする。 

また、Ａ区で検出したＳＤ99・110、ＳＫ25・148は、道路跡や中世の堀などによって壊されており、

ＳＤ100との関係が十分把握できなかったが、これらはＳＤ100と一連のものである可能性が高い（赤

澤；1990）。したがって、ここではこれらをＳＤ100として一括して扱うこととする。 

河川跡は2条検出された。いずれもＡ区からＤ区にかけて調査区のほぼ中央を東流している。 

Ａ区 
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須恵器の破片には、坏・鉢・高台坏・双耳坏・甕・長頚瓶・蓋がある。坏には、底部が、静止糸切り

手持ちヘラケズリ、ヘラ切り手持ちヘラケズリ・回転ヘラケズリ・無調整、回転糸切り回転ヘラケズリ・

無調整、手持ちヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。蓋は折り返し口縁のものである。

長頚瓶の破片の中には、会津大戸窯の製品とみられるものが含まれる。 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・蓋・甕・甑がある。坏には、有段丸底坏、非ロクロ調整

の平底坏、ロクロ調整で底部ヘラ切り手持ちヘラケズリ・回転ヘラケズリ・無調整、回転糸切り回転ヘ

ラケズリ・無調整のものがある。甕は、非ロクロ調整のもののみである。 

確認面および1層からは、土師器、須恵器、手捏土器、瓦、転用硯、土製円盤、羽口、砥石、ウマ歯、

鉄滓などが出土している。図示したのは、土師器坏5点、鉢1点、壷2点、甕1点、須恵器坏14点、椀1点、

瓶1点、甕2点、手捏土器1点、転用硯2点、軒丸瓦1点、土製円盤2点、砥石2点である。 

〔出土遺物〕遺構確認面および堆積土第1・2層から多数の土器などが出土している。3層からは少量の

遺物が出土した。4層以下の出土遺物はごくわずかである（第259～262図）。 

〔重複〕（新）ＳＸ390・400・500、ＳＢ581、ＳＥ297、ＳＦ188・395、ＳＤ151・152・153・154・250・

348・359・426・427・450・461、ＳＫ267・351・368・369・374・377・392・441、ＳＸ292 （存続中）

［ＳＤ100－2層上面で検出されたもの］：ＳＢ245・246・1521・1640、ＳＦ197・202・206、ＳＤ195・

247・280、［ＳＤ100－3層上面で検出されたもの］ＳＦ226、［ＳＤ100－3層下の地山面で検出された

もの］ＳＦ237・262、ＳＤ241・259・283、［ＳＤ100－1層下の地山面で検出されたもの］ＳＤ323、 

須恵器の破片には、坏・鉢・高坏・高台坏・甕・長頚瓶がある。坏は、底部ヘラ切り無調整・回転ヘ

ラケズリ、回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。 

土師器の破片には、坏・高坏・椀・甕がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で底部静止糸切り無

調整、ヘラ切り手持ちヘラケズリのものがある。甕は、非ロクロ調整のもののみである。 

3層からは、土師器、須恵器、ウマ歯が出土している。図示したのは、土師器坏1点、須恵器坏1点、

長頚瓶1点である。 

須恵器の破片には、坏・鉢・高台坏・甕・壷がある。坏には、底部が、ヘラ切り回転ヘラケズリ、手

持ちヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。 

土師器の破片には、坏・高坏・高台坏・椀・蓋・甕・甑がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で

底部ヘラ切り手持ちヘラケズリ・回転ヘラケズリ・無調整、回転糸切り回転ヘラケズリ・無調整のもの

がある。甕は、非ロクロ調整のもののみである。 

図示した軒丸瓦は、多賀城政庁第Ⅱ期の重弁蓮華文軒丸瓦である。その他、丸瓦、平瓦の破片が多数

出土している。平瓦は、凸面に荒い縄タタキ目を残すもの、縄タタキ目がつぶれているもの、平行タタ

キ目のもの、ケズリ調整のものなどがある。 

2層からは、土師器、須恵器、手捏土器、転用硯、砥石、鉄滓などが出土している。 

赤焼土器はいずれも坏であり、灰釉陶器は椀で、黒笹90号窯式期のものである。 

Ｂ・Ｃ区 
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第1～3層からは、土師器、須恵器、赤焼土器、手捏土器、土製円盤、羽口、石偶、石製模造品、瓦が

出土した。図示したのは土師器坏8点、鉢・高坏・蓋・壷が各1点、須恵器坏5点、高台坏2点、鉢・壷・

瓶が各1点、手捏土器2点、羽口、土製円盤、石偶が各1点である（第264・265図）。 

〔出土遺物〕第1～3層までと、第4～6層までとに大別して説明する。 

［ＳＤ100－4層上面で検出されたもの］ＳＤ180・568・584・585・589・592・594・595 

土師器の破片には、坏・高坏・椀・鉢・甕・壷・蓋・甑などがある。坏には、有段丸底坏、非ロクロ

調整の無段丸底坏がある。甕は非ロクロ調整のもののみである。 

第4～6層からは、土師器、須恵器、手捏土器、転用硯、土製臼玉、砥石、瓦、木製品が出土した。土

師器が多く、須恵器は少ない。図示したのは土師器坏11点、甕7点、鉢2点、椀・高坏・蓋・壷、須恵器

坏・提瓶・壷が各1点、手捏土器6点、砥石、土製臼玉が各1点、木製品2点である（第266～269図）。 

須恵器の破片には、坏・鉢・高坏・高台坏・甕・瓶・蓋がある。坏には、底部ヘラ切り回転ヘラケズ

リ・無調整、手持ちもしくは回転へらけずり再調整により切離し不明のものがある。 

土師器の破片には、坏・高坏・皿・椀・鉢・甕・甑などがある。坏は、有段丸底坏、甕は非ロクロ調

整のものが主体である。ロクロ調整の坏・甕もわずかに含まれるが、いずれも上層から出土したもので

ある。 

瓦の破片には丸瓦、平瓦がある。平瓦は凸面が縄タタキ目、ヘラケズリのものがある。 

須恵器の破片には、坏・鉢・高台坏・提瓶・甕がある。提瓶は、リング状の耳が付く大型のもので 
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5．基本層位第Ⅱ層 

瓦は、丸瓦、平瓦の破片がある。平瓦は、凸面に縄タタキ目を残すもの、平行タタキ目のもの、ヘラ

ケズリ調整のものなどがある。 

須恵器の破片には、坏・高台坏・甕・長頚瓶・蓋がある。坏には、底部が静止糸切り手持ちヘラケズ

リ、静止糸切り無調整、ヘラ切り無調整、ヘラ切り手持ちヘラケズリ、ヘラ切り回転ヘラケズリ、回転

糸切り回転ヘラケズリ、回転糸切り無調整、手持ちヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがあ

る。蓋には、口縁部内側にカエリの付くものと、折り返し口縁のものがある。なお、高台坏で、内外面

をヘラミガキした特殊な須恵器が1点ある。この破片はＳＤ05出土の須恵器と同一個体である。長頚瓶

の破片の中には、会津大戸窯の製品とみられるものが含まれる。 

土師器の破片には、坏・高台坏・椀・壷・蓋・甕がある。坏には、有段丸底坏、非ロクロ調整の平底

坏、ロクロ調整で底部ヘラ切り回転ヘラケズリ、ヘラ切り無調整、回転糸切り無調整がある。甕には、

非ロクロ調整のものと、ロクロ調整のものがある。また、甕の破片で、内面に漆の付着したものが2点

ある。 

1・2層からは、土師器、須恵器、土製円盤、土錘、転用硯、瓦、砥石、鉄製品、鉄滓、ウマ歯が出土

している。図示したのは、土師器坏3点、須恵器高台坏1点、高坏1点、転用硯2点、土製円盤3点、土錘3

点、砥石1点、鉄製品2点である。 

 

なお、報告書作成時に所在が不明であった土師器高坏の脚部をフイゴの羽口に転用したものを、今回

ここで掲載しておく（第148－9図）。 

〔出土遺物〕土器や骨角製品、木・竹製品、石製品、動植物遺存体など、多種多様な遺物が出土した。

これらの詳細については『山王遺跡Ⅰ』（吾妻他；1994）を参照していただきたい。 

〔規模・堆積土〕川幅は北岸を確認していないため不明であるが、10ｍ以上あることは確実である。底

面は湧水のため不明だが、標高1ｍ以下になると考えられている（吾妻他；1994）。 

ＳＤ100よりも古く、大規模な河川跡である。基本層位第Ⅳ層の存在によって、南岸を部分的に確認

したが、堆積土である基本層位第Ⅲ層と地山となっている基本層位第Ⅴ層が極めて類似しており、平面

的に河道を確認できなかった。しかし、東側の市調査区の断ち割り調査と基本層位第Ⅳ層の調査成果か

ら、概ね東流していると考えられている（吾妻他；1994）。 

 

【ＳＤ777河川跡】 

 

瓦の破片には丸瓦、平瓦がある。平瓦には凸面が縄タタキ目、格子タタキ目、ヘラケズリのものがあ

る。 

ある。 

5層に細分された層から多量の遺物が出土している。3・4層出土の遺物が特に多い。 

堆積土は基本層位第Ⅲ・Ⅳ層であり、第Ⅳ層はＢ区東南部にのみ存在する。 

なお、北側の県道調査区では同時期と考えられるＳＤ2050Ａが検出されている（後藤他；1995）。 
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6．表土の遺物 

土師器には、古墳時代中期から平安時代のものがある。古墳時代中期のものとしては、高坏・壷・手

捏土器（第274図）、古墳時代後期から奈良時代にかけてのものとしては、坏・高坏・椀・鉢・壷・甕・

手捏土器（第275図）、平安時代のものとしては、坏・高台坏・鉢・甕（第276図）がある。 

各地区から多量の土師器、須恵器の他、赤焼土器、灰釉陶器、緑釉陶器、青磁、硯、瓦、土製品、石

製品、金属製品、木製品が出土している。 

古墳～平安時代の遺物 

 

土器で時期の推定できるものでは、縄文時代中期・晩期、弥生時代中期のものなどがある。石器、ブ

レイク類は、硅質岩、黒曜石などを素材としたもので、石匙、石篦などがある。 

縄文～弥生時代の遺物 

 

各調査区の表土から、縄文時代から近・現代にいたる各時代の遺物が出土している。その内容は土器、

瓦、石器、土製品、石製品、金属製品、木製品など多様である。ここでは、これらを、縄文～弥生時代、

古墳～平安時代、中世～近代の三時期に大別して説明する。 

 

瓦には、丸瓦、平瓦の破片がある。平瓦には、凸面に縄タタキ目を残すもの、ヘラケズリ調整のもの

がある。多賀城政庁第Ⅰ～Ⅳ期のものが混在している。 

須恵器の破片には、坏・高坏・高台坏・甕・長頚瓶・蓋がある。坏は、底部が、静止糸切り手持ちヘ

ラケズリ・回転ヘラケズリ、ヘラ切り手持ちヘラケズリ・回転ヘラケズリ・無調整、回転糸切り無調整、

手持ちもしくは回転ヘラケズリ再調整により切離し不明のものなどがある。須恵器高台坏・稜椀・長頚

瓶・小瓶の中には、会津大戸窯の製品とみられるものが含まれる。 

須恵器は、古墳時代後期から平安時代にかけての各時期のものが出土している。古墳時代後期のもの

としては蓋坏・高坏・壷（第277図）、古墳時代後期から奈良時代にかけてのものとしては、坏・高 

 

土師器の破片には、坏・高台坏・椀・壷・蓋・甕がある。坏には、有段丸底坏、ロクロ調整で底部ヘ

ラ切り回転ヘラケズリ、回転糸切り無調整などがある。甕には非ロクロ調整のものと、ロクロ調整のも

のがある。 

3・4・5層からは、土師器、須恵器、円面硯、瓦、土鍾、転用硯、土製円盤、砥石、ウマ歯などが出

土している。図示したのは土師器坏4点、高坏1点、高台皿1点、把手付鍋1点、須恵器の坏1点、高台坏1

点、稜椀1点、長頚瓶2点、小瓶1点、短頚壷蓋1点、赤焼土器坏5点、灰釉陶器椀2点、転用硯1点、軒丸

瓦2点、土製円盤2点、土錘2点、砥石2点である。 

数は少ないが、各地区から、土器、石器が出土している（第287図）。 

なお、調査時に帰属遺構が不明になった遺物についても、表土の遺物に含めて説明する。 

この他、細分層不明の遺物に、須恵器摺鉢、宝相華文軒丸瓦、手捏土器、土錘、土製円盤などがある。 
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台坏・双耳坏・椀・鉢・瓶類・蓋・甕（第277・278図）、平安時代のものとしては、坏・高台坏・椀・

鉢・瓶類・蓋・甕（第277・278図）がある。 

金属製品は、中世から近世のものとみられる鉄鍋、中国銭、近世の煙管、近代の銃の装弾子などがあ

る（第286図）。 

陶磁器類は、中世から近世のものとして、瓷器系陶器の大甕、瀬戸・美濃産の小皿類などがある（第

281図）。 

中世～近代の遺物 

 

金属製品には金環、鉄鏃、鉄釘、鉄斧、鉄製刀子などがある（第286図）。木製品は刀形がある（第

285図）。 

灰釉陶器と緑釉陶器は、平安時代の黒笹14号～90号窯式期のもので、椀・皿・耳皿などがある（第280

図）。 

これら土師器・須恵器の破片の中には、漆や油煙などの付着物のある土器、墨書のある土器、線刻の

ある土器などが含まれる（第279図）。 

数は少ないが、Ｂ区周辺を中心として、陶磁器類、金属製品が出土している。 

土製品には、円盤、羽口、土錘があり、石製品には砥石、石帯、玉類などがある（第284・285図）。 

瓦は、多賀城創建期以降の各時期の各種の瓦がある（第282・283図）。 

硯には円面硯・風字硯（第280図）の他に、各種の須恵器を硯として転用したものもある。 

白磁碗は、中国産で、蛇の目高台である（第280図）。 

赤焼土器には、坏・高台坏・皿・台付鉢などがある（第280図）。 
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